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は じ め に 


プラ スチ ッ ク の 板 や 棒 材 、 ポ リエ ステ ル バ テ や エポキシ バテ な ど 様 々 な 素材 を 使っ て 
自分 の 手 で イチ か ら 形 を 作り 出す 「 ス クラ ッ チ ビル ド 」 

前 書 「 ガ ンダ ム スク ラッ チビ ルド マニ ュ ア ル 」 の 発刊 か ら 1 1 年 が 経ち 

その 間 に 材 料 な どの マテ リア ル の 進歩 や 、 様 々 な 技術 の 発展 が あり まし た 
題材 で ある 「 ガ ンダ ム 」 シ リー ズ は 数 々 の 作品 が 製作 され 、CG な どの 影響 も あり 
ディ テー ル の 集合 体 の よう な 複雑 な デザ イン の ロボ ッ ト & メ カ デ ザ イン も 多く な っ て いま す 
本 書 で は 、 切 り 出し や 接 多 な どの スク ラッ チビ ルド の 量 本 工作 か ら 

フォ ルム を 製作 する 際 の 削り 出し 作業 、 そ し て 多様 な ディ テー ル 工 作 と 

スク ラッ チビ ルド の た め の 様 々 な 技法 を 紹介 し て いま す 

で きる だ け 前 書 と 内 容 が 重 な ら な いよ うに 構成 し て いま す の で 

前 書 と 合わ せ て 読ん で いた だ く と より 分 か りや すく 、 楽 し ん で いた だ ける と 思い ます 
この 本 が 「 自 由 に 楽し く 作 る] た め の 道 具 の 一 つ に な れ ば 嬉し く 思 いま す 


岬 光 影 


HGUCESNHICLUDUANIAU 議 
ガン ダム スク ラッ チ ビル ド マニ ュ ア ル どら 


ニー/ ッ ニノ =g/=/ 選 2 計 / 

で L プ = テー ナブ 2 27 メ ナ プン 
[RMS-11 フ ガル バル ディ が 編 ] 

1. プ ラ 板 の 切 り 出し PO006 
ら . プ ラ 板 を 切る 、 彫 る 、 削 る 、 穴 を 開け る ーー 一 一 一 P n1D 
3. ブ ラ 板 の 積層 工作 PO16 
4. プ ラ 板 で 曲面 を 作る P020 
5. ブ プラ 材 を 曲げ る 湯前 P024 
6. バ キュ ー ム フォ ー ム 工作 の 解説 1 Pc 
7. ブ プラ 板 の 箱 組み P032 
8. プ ラ モ デ ル 風 の 分 割 バー ツ を 作る ーーーーーーー 一 一 -P 038 
9. ガ ル バ ル ディ が 頭 部 首 周 り の バー ツ の 製作 一 一 一 - P 042 
10. レ ジン 板 工 作 前 編 P044 
11. レ ジン の 特性 を 利用 し た 曲げ 加 エ ーーーーーーー 一 - P DS2 
12. 腰 アー マー を 作る ーー 一 ーー 一 一 ーー 一 一 一 P DS65 
13. 足 首 " 装 甲 裏 の ディ テー ル を 作る 自作 工具 編 一 一 P 0DED 
14. ス タン ビン グ に よる ディ テー ル の 製作 ーー 一 一 -P068 
15. プ ブラ 棒 - プ ラバ イブ の 工作 一 一 一 ーーー 一 P072 
16. バ テ 棒 の こけ し 削り 一 ーーーー 一 一 P 08O 
17. 平 ギア の 治 具 を 使用 し た ディ テー ル 加 エーーーーー-P 082 
18. ス ジ 彫 り 工作 、 バ ネル ライ ン な どーーーーーーー 一 一 P 086 
19. プ ラ 材 に よる バネ ル ラ イン 工作 一 一 ーー 一 一 一 P 091 
20. 伸 ば し プラ 棒 & 伸 ば し プラ バイ ブ 工 作 一 ーー 一 一 P ロ 094 
21. 肩 アー マー の 製作 一 ーーーーーーーーP095 
完成 P102 


時 三 / タニ / 々 / ヶ / 友 ダガー。 
ルレ が WU チュ ナル レプ マナ ェ ニー 

[可動 バー ツ 編 」 

市 販 バ ー ツ を 使っ た 可動 一 一 ーー 一 ーーーーー 一 一 一 P 104 
可 欄 編 一 一 ーーーーーーーーーーーーーー 一 一 P 105 
球体 関節 を 作る ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 -P 107 
ネジ 式 関 餅 一 ーーーーーーーーーーーーーーー 一 P108 


三 / ダ ニノ =/=/g メ テー 
アンナ ュー アニ げす ノキア ガリ < / コ ルイ 
[RAG-79 アク アジ ム 編 ] 一 ーーー 一 P110 


4 す ー / "ニノ </</2 ルプ 
ファ WM/W ル 77 が 7 57 ガ 7 ナァ 
と が の チイ ナリ ナナ アメ カー デビ テア ツリ 


[ジオ ン 還 設計 較 MS 編 」 一 ーーーーーーーーーP.118 
| 4 チー / ヲ ニノ / ァ /=/ 太 ルー 

マー アー ご / ラ ナガ が アン ルイ 

[RRX-78-2 ガン ダム 胸像 編 」] ーーーーーーーP130 


チー / ダ ニノ =/=/ 友 / ダ ニー/ 
ノー と / ぶ / ガ / ガ / ガ / 用 が / ダヴ ムリ 
( 覆 肌 一 ーーーーーーーーーーー 一 ーー 一 P 136 


17: 三 角 定 規 を ガイ ド に カッ ト 
ニニ 食 定規 が 動か な いよ うに そっ と ノギス を 外し て カッ ター に 持 
ち 替 え 、 三 角 定 規 を ガイ ド に し て プラ 板 を カッ ト し ます 


TU) 
SM 

N 

いこ 


2 ミ の 範囲 の 誤差 で の ト が 可能 で す 


ジオ ラマ な ど に 使う 建物 を 作る 場合 に も 便利 で す 。 ス ジ 彫 り を 
90 度 交差 させ る こと で 、 ビ ル の 壁面 の タイ ル や プロ ッ ク 堀 の 
表現 に も 使え ます 


・ 使 用 例 
正確 な 寸法 に 切り 出す こと で 、 写 真 の よう な ハメ 込み パー 
の スナ プ フ ィ 


9 ト 化 や 、 箱 組み の 歪み を 防ぐ こと が で き 、 パ バテ 
な ど で 陳 間 を 修整 する と いっ た 後 加工 を 減ら すこ と が で きる の 


左右 の 辺 の 広がり の 角度 が 同じ 「 等 脚 台形 ] の 切 eee 


り 出し を 解説 し ます 


ノギス を 使っ た 切り 出し の 、 ス ジ 彫 り へ の 応用 で す 


テ 


どど 


3 商 ます すす ほ 、 で し 4 
g@4: 台形 の 切り 出し 

直線 的 な デザ イン の ロボ ッ ト の 面 構成 で 多く 使わ れる 、 左 右 
の 角度 が 対称 の 「 等 脚 台形 ] です が 、 プ ラ 板 を ガイ ド に し た 切 
り 出 し で 簡単 に 作る こと 


@0: P カ ッ タ ー を 使う と …… 

が で きま す 工程 12 一 17 の 手順 を 通常 の カッ ター で は な く P カ ッ タ ー を 使 
て 同じ 作業 を 旨 り 返す と 、 等 間 隅 の スジ 彫り の 入っ た プラ 

板 を 作る こと も で きま す 
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ーー た 

1 側 測定 面 | 
を 使用 する 5 

ます 、 任 章 の 数 値 ます 
ます 

数 値 カ 

す 。 通 滞 も 同様 の 


13: ま ず ブ ラ 板 に 直角 に 
適当 な 大 き さ の 


14: ク チバ シ ( 下 ) を 溝 に 合わ せる 


上 程 13 で 切 ! 


込み を 入れ た " 満 


の 先 敵 を 軽く 当て ます 


切り 込み 
アラ 板 に 、 ま ず 一 箇所 、 直 角 に カ 


ノギス の クチ バ 


15: ク チバ シ ( 上 ) に 三角 定規 を 合わ せる 


写真 の よう に プラ 板 の 縁 と ノギス を 平行 に し て 


上 側 の 先端 【 


三角 定規 を 合わ せま す 


クチ バシ 」 の 


08: ミ ニ T 型 定規 の 使用 1 


横 の 上 で 場所 を 取ら ず 、 ち ょ っ と し た 直角 
な パー ツ の 細か な 加工 に 便利 で す 


ニニ 
\ 


直線 基調 で 「 双 」 を 基準 
の 板 を 異形 に 切り 出し た 板 で 挟み 


* 長 さ " を 精密 に 計測 する 器具 [ノギス 」 を 使っ た 、 よ 
り 輔 度 の 高い カッ ティ ング の 方 法 を 紹介 し ます 


10: ノ ギ ス 
スチ ー ル ノギス (上 ) と デジ タル ノギス ( 下 ) 。 精 密 に 立体 物 の 
長 さ を 測る た め の 道 具 で 、 メ カ 系 の スク ラッ チビ ルド で は 非常 
に 重要 な 計測 工具 で す 。 バ の 縁 を スラ イド させ る こと で 等 
幅 の ケガ キ な ど に も 使用 で きる な ど 、 一 本 ある と 非常 に 便 和 
です 。 (1.000 円 


1 ノギス の 外側 測定 面 を 使っ て 

| し る し 付け 」 を 行う 方 法 
前 書 の 連載 で 紹介 し た 、 ノ ギ ス の 外側 測定 面 を プラ 板 の 緑 
に 当て て スラ イド させ て 、 失 っ た 先端 で プラ 板 を ケガ き 、 切 り 出 
し の 際 の 印 を 付け る 方 法 で す 。 こ の 方 法 で も ある 程度 の 精度 
は 出せ る の で す が ノギス の 当て 方 や 、 印 へ の 刃 の 入れ 方 な 
ど で や や 誤差 が 出 や すい の が 難点 で す 


ま : 各 写真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や 


うっ と > 
04: カッ ティ ング マッ ト を 一 工夫 


し Ui ェ 
型 の カッ ティ 


1 ング マッ ト と 厚手 の アク リル 定規 と 両面 テー プ 
を 使っ て 、 直 角 切 り 出し 用 の 専用 マッ ト を 作り ます 。 材料 は 百 
円 井 ョ ッ プ や 文房具 店 で 手 に 入る も の で 、 各 100 一 
200 円 程度 で す 。 定 規 は な る べく 厚み の ある 、 ア クリ ル 製 の も 
の を 用 凍 し ます 


カッ ティ ング マッ ト の 臭 側 の 辺 に 両面 


06: 定規 付き カッ ティ ング マッ ト 
写真 の よう に 、 接 状 し た 定規 に プラ 板 と 定規 を 当て て 使用 し 


ます 。 切 り 出し の ガイ ド の 三角 定規 7 け を 押さ えれ ば 良い の で 
左右 に スラ イド させ や すく 指 も 六 れ 【 くく な り ま す 


に は 、 設 計 、 製 図 な ど で 使う |T 
し て 使っ て いま す 。 ス チー ル 定 規 


300 円 位 ) を カッ ト し て 、 三 
で 9O 度 に 重なる よう に 接 稀 し て いま す 。 ス チー し 定規 の カッ ト 


は 、 専 用 の ノコ を 使う か 、 目 立 て ヤス リ で 溝 を 切っ て 折る と 、 簡 
単に 加工 で きま す 


一 般 に 模型 店 で 販売 され て いる プラ 板 は 、 厚 みや 
色 な ど 種 類 が 豊富 で す 


み の タ ミヤ の も の に 加 
そ 


の 輸入 品 も 取扱 店 が 増え 講 入 し や すく な っ て いま す 両社 


0g: 小 口 面 に 色 を つけ て お く と 便利 
ェ エバー グ リー ン ・ プ ラス トラ クト の 白 プラ 板 は 、0.3、0.38、0.5 
等 と 、 厚 さ が 小 刻み に ライ ン ナ プ さ れ て いる の で 、 小 口 に 


マジ ッ ク で 色 を 六 け て お く と 管理 が し や すく な ! ます 


プラ 板 加 工 の 基本 は "直角 "で す 直角 に 切り 出 
す た め の 工具 と 使用 方 法 を 紹介 し まし ょ う 。 


03: 三角 定規 を 組み 合わ せ て カッ ト 

うに ) せ て 直角 に 切 
前 書 で は 写真 の よう に 三角 定規 を 組み 合わ せ 
り 出す 方 法 を 説明 し た の で す が この 方 法 だ と 2 枚 の 症 規 を 
、 手 で 押さ えな けれ ば な ら ず 鎖 筆 に 切り 出し 加工 を する 場合 
に ちょ っ と 面倒 な の で 


ーーーーー 一 
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プラ 板 を 折り 曲げ て [切り 紙 」 の よう に 左右 対称 に 
切り 出す 方 法 で す 


切り 出す プラ 板 の 上 に ゲー ジ 用 の プラ 板 を 載せ て 、 臭 の 辺 を 規 が 付い た 切り 出 人 4 
ご こ ! が 付い た 切り 出し に 
合わ せ 、 定 規 代わ り 【 片側 の 棋 の 辺 を カッ ト し ます 分 に 1.2 ミ リ の 厚み が あっ て 、 そ れ よ り も 薄い プラ 板 を 
る 場合 は 厚み 増し 用 の 下敷 き が 必要 な の と 左右 の 角 
える 菜 に 後 妙 に 誤差 が 出 や すい の が 難点 で す 


45: 接着 剤 各種 40: 中 心 を 接着 し て 固 
半 寺 き 状 態 を 利用 する 場合 、 通 常 の プラ モデ ル 用 接 藩 剤 ょ アラ 板 を 開き 、 中 心 の 切り 込み を 接 状 し ます 

り も 流し 込み タイ プ の ほう が プラ 板 の 小口 の み に 接 着 剤 を 準 

布 で きる の で 扱い や すい と 思い ます 。GSI ク レオ ス の 青 ビ ン の ド ] 
も の は 揮発 性 が 高く 乾 料 が 早い の で 、 こ の 工作 に は タミヤ の で マ | 
緑 キ ャ ッ プ の も の が 個人 的 に は 使い や すい と 思い ます 


学校 の 工作 の 授業 な ど で 作 っ た 「 切 り 紙 
' 応用 し て み ま 


8 { 1 1 
| \ r 
| 本 只 だ 
」 
2 
4 1: 左 右 対称 形 の 板 バ ー ツ の 完成 
接 落 剤 が 固まっ た ら 、 完成 で す 。 こ の 方 法 は 台形 だ け で ね 
曲線 や 複雑 な 形状 に も 使え イン が 入る の で 
な ど で 色 を 付け て お く < と. 箱 組 み の 礎 に 各 面 の 中 心 線 を 86: 切り 出す バー ツ の 5 
ょ を 入れ て 角 を 加工 する 合わ せる こと が で き て 便利 で す 今回 、 例 と し て 切り 出す パー で す 。 高 さ が 18 
辺 が 30 ミ リ 、 底辺 の で す 


角 R の 板 」 を 作り ます 。 必要 な サ 
十字 に 切り 込み を 入 ヵ の 人 魚 を の ・ 


ら 87: ゲー ジ の 切り 出し 


り 出 す プ ラ 板 の 高 さ より も 


ーー 32: ゲー ジ に 信 わ せ て カッ ト Ne op 5 
て 接着 剤 を 流し 込む を 裏返し た ケ 合わ せ て カッ ト し て 、 等 脚 台 MP 英 を 図面 の 台形 の 横 の 辺 ( 


曲 け て 接 藩 剤 を 適量 流し 込む 。 多 過 ぎ 
て 板 同 士 が 難 れ て し ま な いと 


ギ ス の クチ バシ を 使っ た 正確 な 切り 出し ま に し て か ら 、 半 硬化 状態 で _ そ っ と 折り た た み ま す 


X 


た 
プ 


43: 二 つ折 り の 使用 例 2 38: 折 り 曲げ る 2 ho すま 


羽 
に ド 」 
] 


友 を ゲー ジ に し た 切り 出し 


4 ーー 装甲 真 の ディ テー ル の よう な や や 複雑 な 切り 抜き も 、 切 り 紙 切り 離さ な いよ うに 薄皮 一 枚 残 し た 状態 で 、. そ っ と 折り 曲 け ま 拓 寺 や ス で 導 る 
4 折り た た ん で 欠 を カッ ト エー wa が - = お 33: 切り 抜き や スジ 彫り へ の 応用 
折り た た ん だ すれ な よう に 指 で し っ か り と 押さ えて 先 に 加 用 接 交 剤 で 接着 し . 数 十 徐 電 載 さ せ 半 硬化 状態 に する と 難 
T 角 に 合わ せ て カッ ト し ます pa れず に 折り 曲げ る こと が で きま す 


台形 や 三角 形 の 切り 捕 き や スジ 彫り に も 、 同 様 の 
用 が 可能 で す 


いい 
に 1 
し 
に 』 
N 
テ 


34: 等 脚 台形 に 
り ! 切り 出し た 
! ブラ 板 の 使用 例 


ム 系 MS の 達 中 写真 で 


| 
図面 の 台形 の 

2 「 宮 さ | の 幅 の プラ 板 を 切り 出す 

アラ 板 を 必要 な 幅 に 平行 に 切り 出 ます 。 写 真 の よう に 定規 

に 接する 面 に 「 耳 」 を 少し 残 て お く と 、 ノ キ ^ で の 横幅 の 計 

刑 に 便利 な の と 切り 込み を 入 れる 際 に マッ ト に 接 六 し た 定規 

に 傷 が 付き に くく な り ま す 


p ルル OOOg b O 


44: 接 着 後 の 半 乾き 状態 
ec メー ん ビ 。 ja ー 上 程 38 の プラ 板 の 折り 曲げ の カッ ト で も 説明 し まし た が 、 板 3: 反対 側 を 力 ヽ 
48: 別 方 向 に 折り 曲げ て 残り の 角 を 加工 の 小口 を 接着 する 場合 、 半 乾き 状態 の 数 分 間 、 紙 の よう に 折 了 和 キン ト ずれ か が s 

度 広 げ て 、 別 方 向 に 折り 曲げ て 、 残 り の 角 を 同じ よう に 加 り 曲 げた り 広 げた りす る こと が 可能 で す 。 こ の 特性 を 活か し て な が c 先 に カ 1 ーー 枯 そ すれ な いよ う ( % と 」 
し ます 切り 紙 の 四 つ 折 り を 応用 し た 切り 出し を する こと が で きま す rh Ns 倒 を カッ ティ ・ 【 選 し 


レ 
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馬 >>> ーーー ニ ーーー 
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らら : 重ね 切り 

プラ 板 に 貼り 付け て 、 し っ か り と 指 で 押さ え 、 パ バー ツ の 縁 を 丸 
よう に し て カッ ト し ます 。 元 の パー ツ を 傷付け て し ま 
の 縁 と 平行 に スラ イド させ る よう 


g@: 切り 出し た バー ツ 
元 の 上 ) か ら 、 二 ね 切り で 同形 杖 の を 切り 出 
まし た 。 ナ イフ の 刃 の 角度 の 聞 係 で 、 切 り 出し 7 の 方 ヵ 
や や 大 きく な る 場合 が ある の で 、 重 ね た まま ヤス リ で 断面 を 仁 


上げ て サイ ズ を 合わ せま す 


重ね 切り の 応用 と し て 、 エ バー グリ ー ン 等 の 細切り 
プラ 板 で 、 運 続 し た ディ テー ル を 作る 場合 な ど に 便 
利 な カッ ト 方 法 を ご 紹介 し ます 


し 
ら 4: 細切り プラ 板 を 等 幅 に 直角 に カッ ト す る 
必要 な 幅 に 等 幅 に 切り 出し た プラ 板 に 、「 位 置 合わ せ 」 用 の 
プラ 板 を 貼り ます (黄色 い 部 分 ) 。 位 置 合わ せ 用 の プラ 板 は 
使用 する 細切り プラ 板 と 同じ 厚み の 物 を 使用 し ます 今回 は 
0.5 ミ リ x1.5 ミ リ の も の を 加工 する の で 、0.5 ミ リ の プラ 板 で 位 
置 合わ せ 用 の プラ 板 を 切り 出し まし た 


25: 両面 テ ー ブ を 貼り 付け る 
両面 テー プ を プラ 板 の 橋 に 貼り 付け て 、 は み 出 し た 部 分 を カ 
ト し 剥離 紙 を し ます 
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18: 加 工 
写真 の よう に 、 板 の 両側 に パイ プ を 治 具 と し て 付け て 加工 
ます 


198: 切り 出し た プラ 板 

靖 や 、 パ ー ツ の 一 部 分 を 円 状 に 切り 出し た プラ 板 を 各 サ イス 
各 形 状 で 作っ て み ま し た 。 左 手前 の モー ルド 入り の プラ 板 は 
モー ルド の な い 裏 側 に パイ プ を 貼り 付け て 加工 し て いま す 


80: 使 用 例 

切り 出し た プラ 板 を 使用 し て 、 使 用 例 を 作っ て み ま し た 。 関節 
フレ ー ム や 、 前 胸 の 関節 の 付近 、 柄 円 で 構成 され た 銃器 類 な 
ど な ど メカ の デザ イン 要 径 と し て 多く 使わ れ て いま す 
円 状 の パー ツ は 一 見 し て 牌 み が 判 断 し や すく 、 見 た 目 の 印象 
に 強く 残る 部 分 な の で この 部 分 を 高い 精度 で 仕上 げ る こと で 
全体 の 印象 アッ プ に つなげ る こと が で きま す 


特定 の 形状 に 切り 出し た プラ 板 を 瞬間 接着 剤 の 
点 付 け で プラ 板 に 貼り 付け 絹 を な ぞ る よう に し て カ 
ッ ト す る と 、 同 形状 に 切り 出す こと が で きま す 


ら 1: 瞬 着 を 点 付 け す る 

複数 枚 必要 な バーツ の 裏側 に 、 朋 矯 を 爪楊枝 な ど で 点 付 け 
し ます 。 黒 い 肌 間 接着 剤 を 使う と 、 後 で 削り 落と す 際 に 、 削 り 
残し を 防ぐ こと が で きる の で 便利 で す 


14: ヤ スリ が け 
プラ 板 に 貼っ た 耐水 ペー アラ 板 ヤ ス を 使っ て 、 プ ラ 
の 面 を 載せ る よう ! 


ィ プ の 面 に ヤス て 、 面 を 仕上 げ ま す 


15: 端 を 半 円 状 に 切り 出し た ブラ 板 
プラ 板 と バイ プ の 間 に デ ザイ ン ナ イフ の 刃 を 入れ て 、 パ リッ と 
剥 し て 残っ た 刷 間 接着 剤 を 削り 落と せ ば 切り 出し の 終了 で す 
パイ プ の 曲面 を 治 具 と し て 利用 する こと で 、 下 書き に 合わ せ 
て フリ ー ハ ンド で 削る より も 、 正 確 な 円 状 に 確実 に 切り 出す こ 
と が で きま す 
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ざ 


16: 円 角 状 に 切り だ す 場 合 

同じ 方 法 で 、 円 盤 状 に プラ 板 を 切り 出す 場合 は 74 ペ ー ジ か ら 
紹介 し て いる 電動 ドリ ル を 兼用 し た 方 法 で カッ ト す る と 、 ポ ンチ 
等 で 打ち 出す より も サイ ズ が 自由 で 正確 な 円 に 削り 出せ ます 


1 プ 7: 厚 み の あ る ブラ 板 

積層 な ど で 厚 み を 増し た プラ 板 の 場 合 、 片 側 だ け に バイ プ を 
付け る と 円 状 に 切り 出し た 断面 が 斜め に な る な どの トラ ブル 
が 起き や すい の で 、 あ ら か じ め 円 の 中 心 と な る 部 分 に 穴 を あ 
け て お き 、 パ イプ を 両側 に 装 秒 し て 切り 出す と 、 キ レイ な 断面 
に 仕上 げ る こと が で きま す 。 プ ラ 板 の 幅 は 7 ミリ 、 厚 み は 4 ミ リ 
で す 。 バ イプ は 7 ミリ の 物 を 使い 、 中 に 外 径 5 ミリ の プラ サポ を 
楼 交 し 3 ミリ 丸 模 を 通し て いま す 


09: 台 を 回 転 させ て 、 ブ プラ 板 を カッ ト 
回 転 台 の 中 心 付近 に サー クル カ ター の 内 の 針 を 刺し て 、 サ 
ー ク ルカ ッ タ ー を し っ か り と 手 で 固定 し て 回 転 台 を 回 し ます 
サー クル カッ ター の 細い 輸 を 回 円 周 の 大 き な 台 を 回 
す ほ う が 、 楽 に 同じ 力 を カ 

と と 、 サ ー ク ルカ ッ タ 自体 を 動か みさ ず 輸 の ブレ を 防ぐ こと が で 
きる の で 、 よ り 正 確 な 円 を 切り 出せ ます 


か けけ ネ ネー シレ が で で まるこ 


10: 切 り 出し 7 


切り 出し た ブ ティ ング マッ ト に 両面 テ 
プ で くっ つい 50 丁寧 に 到 カ 
ます 。 比 較 的 巴 算 (回 転 全 と マッ ト 、 と も に 百 円 均一 


0 円 ほど ) で 作れ る 補助 工具 な の で 、 ぜ 
円 柱 の 箱 組 み 等 で も 活用 し て 


プラ 板 か ら 切 り 出し た バーツ の 一 部 分 を プラ 棒 、 


プラ バイ プ を 治 具 に 使っ て 円 形 に カッ ト す る 方 法 
を 解説 し ます 。 積 層 し て 厚み の ある 板 や 、 サ ー ク ル 
カッ ター で の 加工 が で き な い 10 ミ リ 以 下 の 径 に 加 
工 す る 場合 に 有効 な 方 法 で す 


8 ミリ 幅 に 切り 出し た プラ 板 を 例 に 加工 法 を 紹介 し て いき ます 
まず 加工 が 必要 な 部 分 に ベン で 下書き を し ます 。 こ の 加工 で 
は 位置 さえ 合っ て いれ ば 下書き は あま り 正 確 で な く て も か まい 


ませ ん 


1@: ブラ バイ ブ を 貼る 

プラ 板 の 幅 と 同じ 径 の プラ バイ プ を 端 に し っ か り と 合わ せ て 
下書き の 位置 に 瞬 秒 で 接着 し ます 。 プ ラ 板 と 同じ 幅 の プラ 棒 
プラ バイ プ が 無い 場合 は 、72 ペ ー ジ か ら の 「 プ ラ 棒 、 プ ラバ イ 
プ の 加工 」 の 電気 ドリ ル を 使っ た 簡易 旋 盤 で 必要 な サイ ズ に 
加工 し て 使用 し ます 


04: 放 白 部 分 を ヤス リ で 仕上 げ る 
ヤス リ な ど で 余白 部 分 を 削っ て 形 を 整え ます 


05: サー クル カッ ター を 使っ て 円 を 切り 出す 


円 の 切り 出し に は サー クル カッ ター が 便利 で す 。 ス ライ ド 式 の 
コ ス に カッ ター の 刃 を 装 状 し た よう な 工具 で 10 ミ リ 以 上 


の 径 の 円 形 を 手軽 に 切り 出す こと が で きま す 


ーー ュー 


06: サークル カッタ ー の 刃 を 回 す 方 向 
0.5 ミ ! 以上 の 厚み の プラ 板 を 切り だ す 場 合 図 の よ 
の 付い て いる 方 向 と は 逆 側 に 回 転 させ 、P カ ッ ター で 満 切り を 


行う よう に 使う と 切り 出し が スム ー ス に で きま す 。0.3 ミ リ 


うに 派 


な ど 
パコ 


薄い プラ 板 は 刃 の つい た 方 向 に 回 転 させ て 切り 出す と よし 


07: 回 転 台 の 使用 
厚み の ある 板 や 、 複 数 の 枚数 を 切り 出す 場合 、 通 常 の 使い 方 
で 輸 を クル クル と 回 す と 時 間 が か か っ て し まう の と 、 二 の ギザ キ 
ザ に こす れ て 指 が 痛く な っ て し まう の で 、 ち ょ と 工夫 し て み ま し 


た 。 百 円 均一 ショ ッ プ に 売 て いる 調味 料 用 の 回 転 台 
グマ ッ ト を 円 形 に 切り 出し て 貼り 付け た も の で す 。 中 心 付 


マジ ッ ク で 円 形 の 印 を 書き 込ん で あり ます 


テ 
近 


OB: 両 面 テー ブ で ブラ 板 を 貼り 付け る 
回 転 台 に 貼り 付け た カッ ティ ング マ ト の 中 心 付近 に 
を 両面 テー プ ブ で 貼り 付け ます 


に カ 


プラ 板 


まず は 、 前 ペー ジ ま で で 解説 し た 直線 の カッ ト に 続 
いて 、 曲 線 の カッ ト の 工作 の 基本 の お さら いで す 


0D1: 曲 線 カ ッ ト に 使う 道具 

曲線 の カッ ト に 便利 な 、 曲 線 の テン プレ ー ト や 定規 (プラ スチ 
ク 製 ・ 全 属 製 ) や サー クル カッ ター で す 。 プ ラス チッ ク 製 の テ 
ンプ レー ト を 使用 する 場合 は 、 ナ イフ を 当て る と テン プレ ー ト 自 
体 に 傷 を つけ て し まう 危険 が ある の で (数 千 円 と 結構 高い の 
で す )。 先 に ケガ キ 針 を 使っ て テン プレ ー ト に 沿っ て 満 を 
ケガ いて か ら 、 デ ザイ ン ナ イフ で 溝 を な ぞ っ て 切り 出す と よい で 


02: テ ンプ レー ト を 使っ た 曲線 の カッ ト 
直線 の カッ ト と 同じ よう に 数 回 デザ イン ナイ フ の 刃 を 入れ て 
板 厚 の 半分 程度 まで 切り 込み を 入れ て か ら 、 折 っ て 切り 部 し 
ます 。 曲 率 の 強い 曲線 の 場合 は 切り 込み を 深く する と きれ い 
に カッ ト す る こと が で きま す 


03: 余白 を 残し て 切り 出す 方 法 

裕 維 な ライ ン や 曲率 の 変化 する 線 な ど テン プレ ー ト で の 切り 
出し が 難し い 場 合 は 写真 の よう に まず 余白 を 残し た 状態 で 
形状 を 大 ま か に 切り 出し ます 


ライ ド さ せる 治 具 を 使 
正確 を 間 馬 で 穴 を 開け る 
カッ ター で 削っ て ( 指 で 回 


加工 し て み ま し た 


53: 製作 例 
治 具 の 形状 を 工夫 する と 様々 な パタ ー ン を 作る こと が 可能 で 
す 。 身 の も の は コク ピッ ト 内 の フレ ー ム 杖 の ディ テー ル で 、 手 


前 の 白い プラ 板 の 冶 具 を 使っ て 曲線 状 に 加工 し て み ま し た 
加工 で きる 丸 穴 も 、 規 則 性 を 持た せ て 加 
な 演出 に 効果 的 で す 。 作っ た バー 


ぅ 5 モデル の ディ テ 
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穴 開け 加工 の 基本 的 な 工作 と 、 治 具 を 使っ た ディ 
テー ル 工 作 を 紹介 し ます 


46: ピ ン バ イ ス S ド リル 刃 で 穴 開け 


し 刃 の サイ ズ の 交換 が で きる 「 ビ ピン バイ ス ] を 使っ て 穴 開 


け を し ます 。 ピ ン バ パイ ス は 径 の 細い も の 用 か ら 、4 カト し 
使用 可能 な も の まで 様々 な タイ プ が 販売 され て いま す 。 写真 
の よう に 板 等 を 敷い て お く と プラ 板 を 貫通 させ た 基 に カ 


グマ ッ ト に 傷 が 付か ず に 済み ます 


し を 薄い プラ 板 に 使用 する と 


割れ て し まう こと が ある の で 
ー ス が 使用 で き な い 径 の 2 1 マ 

使用 を お 勧め し ます 。10 ミ リ 以 上 は / 
ター を 使う な ど 、 穴 の サイ ズ に よる 使い 分 け を する と 、 効 率 よ 


作業 が で きま す 


プラ 板 で 治 具 を 作っ て 、 規 則 的 に 連続 し た 丸 穴 の 
ディ テー ル を 製作 し て み ま し た 


49: ブラ 板 と 治 具 


写真 上 の グレ ー の プラ 板 に 丸 穴 ディ テー ル を 加工 し ます 。 冶 
具 は 、 分 か りや すい よう に 白色 の プラ 板 を 使っ て 作っ て いま す 
加工 する プラ 板 と 同じ 幅 ( 写 真 の 場合 は 縦 幅 ) に 切り 出し た 

ラ 板 に 写真 の よう に 交互 に 3 つの 穴 を 正確 に 開け て 、 上 下 
の 緑 に 板 厚 より も 太い 角 棒 を 裏面 に 段差 が で きる よう に 接 
籍 し ます 。 治 具 の 右 の 黒い も の は 、 位 置 合わ せ 用 の 2 ミリ 還 
の ポー ル ジ ョ イン ト で す 


43: 削 り 加 工 


を 挟む 板 の 上 面 に 、 両 面 テ ー プ を 剥離 紙 が 付い た まま 
貼り 付け て 、 そ の 上 か ら ヤ スリ で 削り 加工 を 行い ます 、 邊 3 
る の は 市 央 の ディ テー ル ア ッ プ パ の 人 角 ニア で す 。 君 
難 紙 付き の 両面 テー プ ブ の 上 か ら 数 十 回 ヤス リ が け を 行い ま 
た が 、 表 面 が 少し 削れ る も の の (0.01 ミ リ ほ ど ) 破れ る よ 
と は あり ませ ん で し た 


24: 加工 後に 剥 す 
削り 加工 が 終わ っ た ら 両 面 テ ー プ ご と 剥が せ ば 、 プ ラ 板 は 再 
利用 で きま す 


45: バー ツ を 挟む 板 

両面 テー ブ の 剥離 紙 を 保護 テー プ と し て 使用 する こと で 、 バ 
ソ を 挟む 板 を 再 利用 で きる よう に な っ た の で 、 事 前 に 各 サ イ 
ズ を 用 凍 し て 場合 に よっ て 組み 合わ せ て 使っ て いま す 。 剥 次 

紙 込 み の 両面 テー プ の 厚み は 約 0.2 ミ リ ほ ど な の で 、 そ の 分 

板 の 厚 み を 調整 し て あり ます 


36: 応 用 例 1「X 型 フレ ー ム 
凌 を 斜め に 切り 出し た プラ 材 を 図 の よう に 組み 合わ せる と 


E 


[X 型 の フレ ー ム 」 の 製作 が 可能 で す 


時 間 ほ ど で す 。 ト ラス 楠 造 や カム 構造 の ティ テ し は そ 
が 強く 、 ジ オラ マ の 構造 物 や 装甲 四 に チラ 
上 手 く 使う と . 作品 の 密度 感 を g き 


76 ペ ー ジ か ら の プラ バイ プ の 加工 の 解説 で も 紹 
介し て いま す が 、 両 面 テ ー プ の 剥離 紙 を 使っ た 小 
技 な ども 含め 、 プ ラ 板 の 厚 み を 利用 し た 削り 出し 
加工 を 解説 し ます 


図 の よう に 、 板 ト に 両面 テ 

高 さ の 板 ( 白 ト 

ー ツ を 削る と いう 加工 で す 。 板 0 
"トド ト で 削り 出す より も 、 狙 っ た 寸法 に 正確 ( 出す こと か 
可能 に な り ま す 


40: 削 り 加 工 
写真 は 5 ミリ 丸 棒 を 2.5 ミ リ 厚 の 板 で 挟ん で 、 半 円 の 棒状 ! 
削り 加工 を し て いる と ころ で す 丸 棒 の 両端 の 黄色 い 角 棒 は 
ヤス る 力 で 丸 棒 が ズレ な いよ う ( する た め の ス トッ パー と し て 
貼り 付け て いま す 


31: 使 用 例 


キャ タビ ピラ 等 の 連続 下 板 状 の パー ツ 、 格 納 庫 ジオ ラマ 等 の 構 
購 段 等 々 同じ 長 さ に 切り 出し た プラ 材 を 組み 合わ せ て 
接 入 す る こと で 、 こ の よう な パー ツ を 比較 的 高い 精度 で 製作 
する こと が で きま す 


ミ 


3@: 角材 の 端 を 対 め に カッ ト し て 使用 する 

3 よう に 、 ペ ー ス の プラ 板 の 端 に 対し て 平行 に 細 切 ! 
7 ラ 板 を セッ ト す る と 、 錯 は 直角 に カッ ト さ れ ま す が 、 右 の 図 の 
位置 合わ せ 用 の プラ 板 」 に 角度 を 付け て それ に 合わ 
t 切り プラ 板 を セッ ト し た 場合 、 両 箕 が 斜め に カッ ト さ れ 
細長 い " 夢 形 (の プラ 材 を 同 サ イズ で 切り 出す こと が で きま す 


マッ 1 の デ 


33: 両端 を 放 め に カッ ト し た 角材 

実際 に 切り 出し た プラ 材 で す 。 両氏 が 同じ 劉 度 に キッ チリ と 
され て いま す 。 基 本 的 な 工作 手順 の は 直角 
切り 出す 場合 と 同じ で す 


・Ht 


34: ト ラス 構造 の 形状 に 接着 する 

端 を 斜め に カッ ト し た プラ 材 を 三角 形 を 作る よう に 表裏 で 交 

互 に 並べ て 、 棒 材 に 挟ん で 接 区 す る こと で 「 ト ラス 構造 」 の バ 
を 作る こと が で きま す 。 写真 の 黄色 い パ ー ツ は 三角 形 の 

内 側 の 形 に 切り 出し た プラ 板 で 、 接 着 の 際 の 位置 合わ せ の 

央 具 と し て 使っ て いま す 。 治 具 の 板 の 各 角 を カッ ト し て お く と 

接 半 の 了 に 邪魔 に な り ま せん 


し た 。 切 り 出す 角度 や 長 さ に よっ て 様々 な パタ ー ン の 再現 が 


可能 で 


@e6: 細切り ブラ 板 を 貼り 付け る 
細切り プラ 板 を 位置 合わ せ 用 の 板 の 端 に 合わ せ て 、 必 要 な 
枚数 を 隙間 な く 貼 り 込 ん で いき ます 


@7: ス トッ パー を 接着 

細切り プラ 板 を 貼っ た 英 の スペ ー 
防止 する 。 「 ス トッ パー」 と し て 、 同 じ 
ます (黄色 い 覆 


切り プラ R 
切り プラ 板 カ 


828: 板 の 縁 に 沿っ て カッ ト 
両面 テー プ を 貼っ た 面 を 下向き に し て 、 板 の 縁 に 沿っ て 、 ナ イ 
フ で 細切り プラ 板 を カッ ト し ます 


29: ヤス リ で 断面 を 仕上 げ る 
カッ し た 断面 を プラ 板 ヤス リ 等 で 仕上 げ ます 


30: 切り 出し た 細切り ブラ 板 

両面 テー ブ か ら 板 を 剥 し て 完成 で す 等 幅 に 切り 出し た プラ 
板 を 治 具 と し て 使う こと で 、 一 度 に 複数 枚 の 同じ サイ ズ の カ 
ト が 確実 に で きま す 


012 


Im 


ら 1: ブ ラ 棒 の 挿入 
ェ ッ ジ 削 り 器 に 使用 し た バイ プ の 内 径 に 合っ た サイ ズ の プラ 
椅 を 六 に 挿入 し ます 。 隙間 が で きる 場合 は 、 テ ー プ な ど で 太 ら 
せ バ イプ に 内 径 と 崎 材 の 太 さ を フィ ッ ト さ せ て 使用 し ます 


らら @: 回 転 させ て 削る 

差し 込ん だ 椅 材 、 も し く は エッ ジ 削 り 問 を 回 し て エッ ジ の 削り 加 
工 を し ます 。 無 理 な 力 を 加え ず に 、 ス ムー ス に 回 転 させ る の が 
きれ い に 加 工 す る コツ で す 。 削り カス で バイ プ の 中 身 が 詰 ま 
て し まっ た ら 、 上 か ら 爪 楊枝 を 差し 込ん で 掃 隊 し ます 


83: エッ ジ を 加工 し た ブラ 棒 

エッジ の 削ら れ 具合 が 分 か りや すい よう に 、 サ ー フ ェ イ サー を 
吹い て か ら 加 工 し て み ま し た 。 目 立つ ブレ も な く 、 き れい に 加工 
する こと が で きま し た 


g4: 各 サイ ズ の 加工 例 
3/4/5 ミ リ の プラ 棒 に 加工 を 行い まし た 


らら 5: ブラ バイ ブ へ の 使用 
プラ バイ プ ブ の 切断 面 に 使用 すれ ば 銃口 な ど に も 使用 で きま 


16: 鉛 筆 削り 
そこ で 鉛筆 削り の 構造 を 参考 に し た 、 エ ッ ジ 削 り 問 を 製作 し て 


1 プ 7: 図 解 

図 の よう に プラ バイ プ に 切込み を 入れ 、 斜 め に カッ ター の 刃 を 
取り 付け て 、 プ ラ 枯 を バイ プ の 中 で 回 し て エッ ジ を 削る 仕組 み 
で す 


18: エ ッ ジ 削り 器 の 製作 
プラ バイ プ に 薄 刃 ノコ で 、 写 真 の よう に 斜め に 切込み を 入れ 
ます 


19: カ ッ タ ー の 刃 を 接着 する 

カッ ター の 刃 を 溝 に 差し 込ん で 貞 間 接 蔵 剤 で 固定 し ます 。 妨 
が むき 出し に な っ て いる と 非常 に 危な い の で 、 ヤ スリ で 妨 を 落 
と し て 、 そ の 上 か ら 肌 間接 区 剤 で 固め て し まい まし た 


20: 各 サイ ズ の エッ ジ 削 り 器 の 完成 

5 ミリ 、4 ミ リ 、3 ミ リ の 各 棒 材 の 加工 用 の エッ ジ 削 り 吉 を 作っ て 
み ま し た 。 パ イプ は 手芸 用 の 「 編 み 棒 7/6 ミ リ ] と タミヤ 5 ミリ プ 
ラバ イブ で す 


手 作 業 で プラ 棒 の 切り ロ や エッ ジ を きれ い に 仕 上 
げ る 、 小 技 の 紹介 で す 


1 ら : プラ 棒 の 切り 口 の 処理 

ニッ パー な ど で カ ッ ト し た 荒れ た プラ 椅 の 切り 口 を 、 き れい に 負 
理 する 方 法 を 紹介 し ます 。 ヤ スリ で 仕上 げ て も 微妙 な 角度 が 
付い て し まっ た り し て 、 手 作業 で は 意外 と きれ い に 仕上 げ る の 
が 難し い 部 分 で も あり ます 


13: 棒 を 回 転 さ せな が ら ヤ スリ を スラ イド させ る 
写真 の よう に ヤス リ と 棒 材 を 「 で きる だ け 直 角 」 に 当て て ヤス 
リ を 往復 で スラ イド させ な が ら 、 ヤ スリ の スラ イド と 別 の リズ ム で 
棒 材 を 指先 で 回 転 させ ます 。 機 械 に な っ た つも り で 腕 や 指 を 
動か す と うま くい きま す 


124: 加 工 し た 棒 材 の 切り 品 

ヤス リ の スラ イド と 棒 材 の 回 転 の リズ ム を 外す こと で 、 手 作業 
の ブレ に よる 削ら れる 角度 の 誤差 が 平均 化し て 、 結 果 的 に 写 
真 の よう に きれ いな 仕上 が り に な り ま す 


人 EE 

15: 可 動 軸 の エッ シ 処 理 

ポリ パー ツ に 差し 込む 棒 材 の 先端 が 写真 の よう に エッ ジ が 立 
っ た まま だ と 、 挿 入 し づら か っ た り ポ リ パ ー ツ を 傷つけ て 、 穴 の 
入り 口 を 潰し て し まう こと も あり ます 


04: 大 径 用 パイ プ カ ッ ター 

16 ミ リ よ り も 太い 径 の 棒 材 に 対応 する タイ プ の も の も あり ま 
す 。 写真 の も の は 4 一 28 ミ リ ま で の カッ ト が 可能 で 、 表 紙 の ガ 
ンダ ム 胸 像 の ビー ム ・ サ ー ベ ル に 使用 し た 15 ミ リ の ABS パ イ 


氏 oe 便り 作 2 
08: サ ポー トバ ー ツ の 製作 プ は この 工具 で カッ ト し て いま す 


く の 字 に 折り 曲げ た プラ 板 の 裏 に 補強 と し て プ z 板 を 重ね 貼 
り し て 、 ロ ー ラ ー の 隙間 に 差し 込む た め の 板 を 角度 が ずれ な 
いよ うに し っ か り と 接 底 し ます 。 その まま だ と 回 転 刃 が く の 字 の 
氏 の 部 分 に 当たっ て し まう の で 、 デ ザイ ン ナ イフ で 切れ 込み を 
入れ て 選 け て いま す 」 
パイ プ カ ッ ター に 自作 の サポ ー ト パー ツ を 取り 付け 
る こと で 、0.8 ミ リ 程 度 の 細い プラ 棒 に スジ 彫り 加 
工 が で きま す 。 


08: バイ プ カ ッ ター へ の 装着 

ロー ラー の 間 に 差 し 込み 板 を 挿入 し て 固定 すれ ば 小径 カス タ 05: 図 解 

ム の 完成 で す 。 小 径 用 の 改造 で す が 、 装 逢 し た まま で も 3 ミリ 通常 の 使い 方 の 場合 、 ロー ラー 上 の 棒 材 と スラ イド する 回 

や 5 ミリ 径 な どの 加工 に 使う こと も で きま す 転 妨 の 間 に 上 間 が で き て し まう た め 、 小 径 の 棒 材 (赤く 示し 
た 部 分 ) の 加工 は で きま せん 


06: 図 解 2 

そこ で 図 の よう な [ く 」 の 字 型 の パー ツ ( 黄 色 で 示し た 部 分 を 
ロー ラー と 棒 材 の 間 に 噛ま せる こと で 、 小 径 の 棒 材 が 回 転 
に 届く よう に し て し まお う 、 と いう わけ で す く の 字 の 後ろ 側 の 
ロー ラー の 隙間 の 黄色 い 部 分 は 、 こ の サポ ー ト パー ツ を パイ 
プ カ ッ ター に 固定 する た め の 挟み 込む 板 で す 。 


9 / 
る 、" 


10: 小 径 の 棒 材 へ の 使用 

通常 の パイ プ カ > ター の 使用 と 同じ よう に く の 字 の 谷 の 部 分 
に 棒 材 を セッ ト し て 、 回 転 刃 を 少し ずつ スラ イド させ な が ら 棒 を 
回 転 させ て 溝 を 刻ん で いき ます 


07: サ ポー トバ ー ツ の 製作 1 

サポ ー ト パー ツ は プラ 板 で 手軽 に 作る こと が 可能 で す 写真 の 
径 カス よう に 板 に 切り 込み を 入れ て 、 切 り 離 さ な い よう に 折り 曲げ た ち 

4 電 カ スタ ム で の 加工 全 の を 基準 に 、 構 強 用 の 同 帳 の 板 と ロー ラー の 障 間 の 幅 と 厚み 


則 党 の 使用 方 法 で は 加工 の で き な い 2.4 一 1 ミリ 径 の プラ 引 、 に 合わ せ た サイ ズ の 板 を 用 凍 し ます ryo 
プラ バイ プ に スジ 彫り 加工 を 行い まし た 。 切 断 を する 場合 は 満 や 型番 に よっ て 異な る の で 、 商 品 に 合わ や 


に 治っ て 刃 を 当て て 、 写 真 1 で 紹介 し た 転がし 切り を 行い ます 。 て < だ さい 。 


ニニ 棒 の 切断 
ま 


修正 り リリ リ 失 1、 


プラ 板 の 切 り 出し に 続い て 、 プ ラ 棒 ・ プ 
ラ パ イ プ の カッ ト や スジ 彫り 加工 を 解説 
し ます 。 


}\ 
し | ーー 」 


ホー ムセン ター な ど で 売 られ て いる 「 バ イプ カッ タ 
ー」 は 、 プ ラ 棒 や プラ バイ プ の 加工 に 非常 に 便利 
で す 。 


01: 転 が し て カッ ト す る 

最も 基本 的 な 棒 材 の カト 方 法 で す 。 棒 材 を 転がし な が ら 棒 
に 対し て 直角 に 刃 を 当 て な が ら 転 が すこ と で 、 正 確 に 円 周 に 
切れ 込み を 入れ られ る …… の で す が 、 フ リー ハン ド で の 作業 
の 場合 、 や っ て みる と これ が 結構 離し か っ た り も し ます 。 私 の 
場合 は どう し て も 苦手 な の で 、 切 断面 を あま り 気 に し な い 、 た と 
ぇ ば 張 材 の 穴 に 差し 込む 側 を カッ ト す る 場合 等 に 使う こと が 
多く な り ま し た 


02: パ イプ カ ッ タ ー (ノー マル ) 

その 名 の 通り パイ プ を カッ ト す る た め の 工 具 で す 。2 つ の ロー 
ラー 上 で 棒 材 を 安定 し て 回 転 させ て 、 スラ イド 式 の 回 転 刃 を 
椅 材 に 直角 に 当て られ る の で 、 確 実に 正確 な カ ッ ト を する こと 
が で きま す 。 (400 円 一 1.200 円 程度 ) 


03: パイ プ カ ッ ター を 使っ た 加工 例 

2 の 写真 の パイ プ カ ッ タ ー は 3 ミ り 径 一 16 ミ リ 径 まで 対応 の も 
の で す が 、 ス ジ 彫 りな ら 2.5 ミ リ 径 まで 加工 が 可能 で す 。 パ イプ 
題 、 特 に 8 ミリ 径 以上 の 太 さ の 樹脂 の 肉 厚 の 薄い プラ バイ ブ 
に 加工 する 場合 は 、 バ イプ の 中 に な い 計 と 同じ 太 さ の 棒 材 を 
差し 込ん で 加工 を 行う と 刃 の 圧力 で の 潰れ 、 変 形 を 防ぐ こと 


が で きま す 


( 014 


WWWWW 


1 1 中 


80: 2 種類 の 板 を 交互 に 棒 に 通す 
仕上 が っ た 2 種類 の を 交互 に 2 ミリ 枯 に 通し て 接 落し ま 


す 


rr へ の 字 ス リッ ト | の り 込む ー テ ー 

接着 が 完了 し た 名 の 04: 積層 ブロ ッ ク か ら の 削り 出し 工作 

完 ーッ に た ゃ 対称 に 彫る の が な が な か の 左側 の プラ 板 の 積 騰 ブ ロッ ク し て いる 写真 で 
16: 太 モ モバ ー ツ の 完成 た 右 分 大 7 まし た 。 四 ぐに は 写 ーッ すれ ば 比較 的 簡単 に 加工 が 行え ます 3 の 左側 の プラ 板 の 積層 ブロ ッ ク を 切削 加工 し て いる 写真 で 
回 り 小さ く 削 り 込ん だ 1 ミリ 厚 の 板 を 左右 の < 挟み 2 Tb 田 の な cc = す 。 基準 と な る 中 心 線 を 入れ る こと で 左右 対称 な 形状 を 削り 
込ん で 、 中 心 線 が 一 彼 下 が っ た ディ テー ル の 太 モ モ 7 ょ うに な っ て いま す 。 ま た 、11 で 接 落 の 際 の ズレ 防止 に 出し や すく な が り ます 

完成 で す 。 プ ラ 板 の 積 飛 工 作 は こう いっ た プラ 板 の 厚 み を 活 用 し た 穴 は 、 左 右 の て 使用 し まし 7 ※ こ の 工作 の 詳細 は 前 書 に 掲載 され て いま す 


と ディテール 工 作 に も 適し て いま す 


まず は 、 前 書 で も 紹介 し た 、 プ ラ 板 の 積 層 フ ロッ ク 
か ら の 削り 出し で パー ツ を 製作 する 方 法 の お さら 


2 で 製作 し た マス 目 入り の 積層 ブロ ッ ク を 活用 し て いと 、 そ の 応用 で す 
プラ 板 の 厚 み の 均 一 性 や 、 厚 さ の バリ エー ショ ン ガン ダム の 1/48 放 パ ー ツ を 製作 し ます 


の 多 さ を 活か し た ディ テー ル 工 作 を 紹介 し ます 


製作 し た ラジ エー ター 風 デ ィ テ し を 1/100 ジ ム の ラン ド セ ル 
に オリ ジ ナ ル の アレ ンジ と し て 組み 込ん で み ま し た 
て 、 規 則 性 や 
が 表現 し や す 
な ど に 使 


ンダ ム の マス ク の 完成 で す 太 真 5 の 状態 で . 接 落 放 
の 乾燥 に 3 日 か か り ま し た が 、6 一 9 まで の 加工 は 約 6 時 間 欄 
度 で スム ー ズ に 行え まし た 。 マ ス 目 ブロ ッ ク を 作る 準備 段階 
ま を ェ ー と 個 か 本 作法 記す ヵ sjit 人 各 は ライ を 日 安 

13: 削 り 出 し 加工 wa +。 削 = 9 は ウイ re 
か り と 接 落 剤 を 乾燥 させ た 後 、 デ ザイ ン ナ イフ や ヤス リ で 止 確 5 有 n ユ と 右 
外側 を 削り 出し 加工 を し て 仕上 げ ま す 


01: ブ ラ 板 の 貼り 合わ せ 
05: 積層 ブロ ッ ク を 組み 合わ せる プラ 板 の 接 着 は 、 プ ラ モ テ し 用 の 六 剤 系 接 逢 剤 上 間接 
ガン ダム の 顔 の 各部 位 の 位置 聞 係 を し っ か り と 計算 に 入れ 麟 の どちら で も OK で す 容 剤 系 の 接 秒 剤 の ma 
積層 ブロ ッ ク を 組み 合わ せ て 接 秒 し ます 。 今 回 は 目 の 部 化 ま で 数 日 の 時 間 が か か り ます 7 和 午 に よっ て 立 材 で 
と レッ ス ク 部 の 「 へ の 字 」 の ライ ン を 彫り 込む 部 分 に 、 マ ス 目 体 化す る た め 、 扱 いや すい ポリ スチ レ ン 製 プロ ク を 作る こ 
ブロ ッ ク か ら の 削り 出し で は な く 、 パ バーツ の 側面 の 0 レ が で きま 。 調 間接 入 剤 の 場合 は 、 プ ラ 板 の ポリ スチ レン と 
調 間 接着 剤 の シア ノア クリ レー ト で 到 材 の 硬度 に 差 が ある た 


の 積層 ブロ ンク を 使用 し の 部 分 は プラ 板 の 積 層 で スシ 
シル エッ ト な ど 、 特 定 の 形状 に 切り 出し た プラ 板 に 影 り の アタ リ に な る 位置 に タテ に ライ ン を 入れ て いま す 

2 ド の 仕上 げ の 共に 表面 に 段差 が 生じ る 場合 も あり ます が 、 硬 
よる 積層 と 切削 加工 を 紹介 し ます せよ O 馬 に に 


17: ブラ 板 の 貼 り 信 わせ に よる ディ テー ル 例 
大 き さ や 形 、 厚 み の 異な る プラ 板 を 交互 に 貼り 合わ せる こと 
で 、 写 真 の よう な 連続 性 の ある メカ ニカ ル な 漬 出 の ディ テ 
し を 製作 する こと が で きま す 

らら : タイ ヤバ ー ツ の 製作 

ガン ダム に 登場 する MS に は 、 あ まり 使わ れ な い タ イヤ や ロ 
ラー の デザ イン 要素 で す が 、 バ イク や 車 が モチ ー フ の ロボ も 
多い の で 、 こ こ で 積層 工作 に よる 製作 方 法 を ご 紹介 し ます 
サー クル カッ ター で 必要 な 厚み の プラ 板 を 使う 枚数 分 
大 きめ に 切り 出し 、 中 心 に 1.5 ミ リ の 穴 を 開け て お きま す 


14: 削 り 出 し た 太 モ モバ ー ツ 

左右 の 曲面 の 、 曲 率 に 注意 し て 削り 込ん で 太 モ モバ ー ツ の 
完成 で す 。 追加 で 左側 の バ 10 の 写真 の 一 番 右 側 の 
板 ) を 利用 し て 、「 機 動 戦 士 ガン ダム F91」 や 「 機 動 戦 士 ガ 
ダム UC」 の 時 代 の MS に 多い 凍 匠 の 、 中 心 線 の 入っ た 太 モ 
モバ パー ツ に 加工 し ます 


p が 』 06: 積 層 ブ ロッ ク を 削り 込む 02: 中 心 線 や マス 目 を 入れ る 
ニー 3 = や パーツ の 厚み つつ 、 左 右 対 アラ 村 の マー カー や 黒い 刷 間 で 【 

PY 18: ラジエーター の フィ ン 風 バー ツ を 製作 する き 10: 切 り 出し た ブラ 板 マス ク 人 分 を 中 必 給 や パー ツ の 提 み まき に ブロ 2 人 

サイ ズ の 異な る プラ 板 の 貼 り 合 わせ で 、 ラ ジ エ ー タ ー の フィ ジオ ン 系 の MS (ザク な ど ) に 多い 曲面 構成 の 太 モ モバ ー ツ を 称 に な る よう に 注意 し な が ら 削 り 込み ます 、 三 真 の よう に プ ト る こと に よっ て 、 ブ ロッ ク の 表面 に 中 心 線 や マス 目 を 人 れる こ 

2 例 に 工作 法 を 朗 イ 。 か と の プラ 編 切 り 出し エ ヶ を 削り 込ん で も ライ ン が 現れ る の で 、 削 る 加減 の 目安 に な レ が で きま す 。 写 真 は エバ ー グ リー ン の 角材 を 材料 に 、 左 か ら 

ee 状 の 、 連 続 し た ディ テー ル を 製作 し ます 。2 種 類 の 形状 の パー に 作法 を 紹介 し ます 。4 か ら の ブラ 起り 出し ーー タゴ の パー ツ の 入る 人 穴 も マス 目 を 基準 に 同 程 度 の 切 < 接着 面 に マー カー の 黒 で 色 を 失 

っ 6 - 枝 状 | て 旋 を 重ね 切り で 写真 の よう に 大 量 に 切り 出し ます 。 ズ レ 防 上 作 の 「 重 ね 切り を 活用 し て 太 モ モ の 側面 形状 の 、 積 層 で 重 7 の 4 
23: マン ドレ ー ル に 装着 し て 旋盤 加工 の た め に .2 箇 所 の 同じ に 2 ミリ 径 の 穴 を 開け て いま す ね る 各位 置 の パー ツ を 切り 出し ます 。 可動 を 仕込 む 空間 を 作 影 り 込 ん で いま す 工具 は デザ イン ナイ フ 、 耐 水 ペ ー/ リー 接着 と いう 工程 の 各 段 階 を 並べ た も の で す 
= 用 の も じ 式 挟み 込み 先代 工 具 2 半 隊 ンタ の 白 プ ラ 板 が 0.8 ミ リ 、 グ レー の プラ 板 が 0.5 ミ リ 厚 で す る た め 、 内 側 に 貼り 重ね る 各 板 は 、 空 洞 の 形 に 面 の 一 部 分 を BMC タガネ 3mm 幅 を 使っ て し ます 
り 出し た 円 形 の プラ 板 を 重ね て 装 落 旋盤 加工 で 側面 の 切り 抜い て あり ます 
w 時 * Py 間 * 


15: 段 落ち に 加工 する 

太 モ モ の 中 心 ラ イン を 一 段 下がっ た 形状 に する た め 、 挟 み 込 
む プ ラ 板 の 周囲 を プラ 板 に 貼っ た ヤス リ で 一 回 り 小 さく 削 * 
込み ます 


・ テル パテ を ライ ン を 基準 に 
07: ボ リエ ステ ル バ パテ を ライ ン を 其 3 ーー 一 
穴 に 棒 を 3 11: 接 着 盛り 付け て 削り 出し 人 Sa 
ら 84: エッ ジ の 加工 19: 穴 に 棒 を 通し て 仕上 げ る 各 板 を 接着 し て も AE 目 . ク マドリ 、 ア ゴ の パー ツ は ポリ エス テル パテ で 製作 し まし た 5 時 か か ーー 
外側 に 貼り 付け る 2 枚 の 板 は 、 電 動 ドリ ル の 簡易 旋 指 で 回 転 均一 な 形状 に 仕上 げ る た め 、 パ ー ツ の 2 つの 和 穴 に 棒 を 通し て け て お いて em 著 ね 切り の 際 ( 半 じ 全 べき 半 盛り 付け や 削り 出し も 了 の 部 分 の 位置 決め も マス 目 を 基 ee た も の で 、 自 の 2 つ は さら に 二 段 に 重ね て あり ます 
和 和 | CO 前 0 ら DP で py 0 で きる の で 正確 に 行え ます RE 

こと ゲ で し に っ 


1 が ス ミ 入 れ て いま す 016 
947 ま 各 写真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう ! ェ ナ メ ル 準 料 で スミ 入れ を し て いま 


46: 隙間 を バテ で 埋め る 
板 と 板 の 瞭 間 は 駐 間 接 落 パテ で 埋め て 処理 を し まし た 


47: 角 型 ジ ャ バラ 関節 の 完成 
一 回 り 小さ い 同 じ 形 の プラ 板 を 交互 に 挟み 込ん で 接 基 し て 
角 型 の ジャ バラ 関節 の で き あ が り で す 


48: 使 用 例 
懐か し 系 の ロボ の 脚 部 と 多 脚 ロボ 風 の 足 首部 分 に ジャ バラ 
関節 を 組み 込ん で み ま し た 


498-50: 応用 

ジャ バラ 聞 節 の 製作 で 行っ た 「 切 り 出し た プラ 板 を クサ ビ 状 に 
削り 加工 を し て 貼り 合わ せる 」 工作 の 応用 で 写真 の よう な ディ 
テー ル を 作っ て み ま し た 。 プラ 板 の 厚 みや 加工 ・ 接 入 性 の よさ 
を 活か し た 積層 る 貼り 合せ 工作 は 、 各 形状 に 合わ せ て プラ 板 を 
必要 な 枚数 切り 出す の が 結構 根気 の 必要 な 作業 で は あり ま 
す 。 し か し 応用 箇 囲 が 広く 、 ブ ロッ ク の 削り 出し か ら デ ィ テ ー ル 
製作 まで 様々 に 活用 で きる の で 、 ぜ ひ 試 し て みて くだ さい 


019 


懐 ロ ボ と 呼ば れる よう な 、 昔 の ロボ の デザ イン に 多 
い 「 ジ ャ パラ 関節 」 を プラ 板 の 積層 加工 で 製作 し 
ます 。 


41: 大 小 の 円 形 バ ー ツ の 切り 出し 

タイ ヤ の トレ ッ ド 部 の 加工 と 同じ よう に 、 サ ー ク ルカ ッ タ ー で や 
や 大 きめ に 切り 出し た プラ 板 を マン ドレ ー ル に セッ ト し て ヤス 
で 仕上 げ 、 サ イズ を 合わ せ 、 小 口 を きれ い に 仕上 げ ま す 。 1 ミ 
プラ 板 の 大 サイ ズ 、0.5 ミ リプ ラ 板 の 小 サ イズ の 2 樺 類 を 用 意 
し まし た 


' ーー 


4@: 削 り 込み 

12 ペ ー ジ で 紹介 し て いる 削り 込み 方 法 で 、 大 サイ ズ の バーツ 
の 図 の 赤い 部 分 を 削り 落と し ます 。 厚み の ある プラ 板 を 使 
削り 込み の 角度 を 大 きく する と 、 ジ ャ パラ 間 節 の 曲がり の 大 
きい も の の 作る こと が で きま す 


さ 、 


43: 接着 
加工 し た パー ツ を 大 小 交 互 に 接 底 し ます 。 中 心 の 穴 に は 曲 
げた 丸 プ ラ 枯 を 挿入 し 中 心 が ず れ な いよ うに し て いま す 


4244: 完成 し た ジャ バラ 関節 
曲がり の ある ジャ パラ 関節 が で き あ が り ま し た 。 写真 左側 の よ 
うに 円 の 径 を 変化 させ る な どの 応用 も 可能 で す 


45: 角 型 の ジャ バラ 関節 
角 型 の ジャ パラ 間 節 は 削り 込み で は な く 、 写 真 の よう に 間 に 
プラ 材 を 挟み 込ん で クサ ビ 形 に 接 状 し まし た 


37 プア : 使 用 例 

以前 [電撃 ホビ ー マ ガ で 製作 し た 1/144 の ウォ ー カ ー 
作例 の 足首 部 分 で す 。 1/35 の ジー プ 系 の タイ ヤ の 1 

面 を 流用 し て 、 間 に 径 の 異な る プラ 板 を 挟ん で トレ ッ ド バ 3 

を 再現 し て いま す 。 タ イヤ は 身近 な 存在 で 、 作 り 込 むこ と で ! 
ティ ー の 演出 を 伝え や すい パ な の で 、 プ レー ン な ディ 

テ し の | 旧 キ ッ ト の 作品 に ビン ポイ ント で 組み 込ん だ り し て を 

効果 的 で す 


38: 円 形 に 切り 出し た ブラ 板 の 積層 ディテール 1 
タイ ヤ の トレ ッ ド 部 分 の 加工 と 同じ よう に 、 径 の 異な る 円 形 の 
プラ 板 の 組み 合わ せ で 円 柱状 の パー ツ に 組み 込む モー ルト 
を 製作 し ます 。 写 真 の 内 側 の 3 枚 の よう に 、 切 り 出し た プラ 直 
の 一 部 を 切り 欠い た り 、 逆 に プラ 棒 を 周り に 等 間隔 で 接 六 
積層 加工 する こと で 


39: 円形 に 切り 出し た ブラ 板 の 積 層 デ ィ テ ー ル 2 
写真 の よう な 円 柱状 パー ツ の 凹 バ ター ン を 簡単 に 作る こと が 
で きま す 


40: 使 用 例 

38 一 39 で 製作 し た ディ テー ル で ミサ イル ポッ ド と 腕 の パーツ 
を 作っ て み ま し た 。 こ の 手 の デ ィ テ ー ル は 「BMC タ ガ ネ 」 な ど で 
彫っ て 正確 に 再現 する の は 、 か な り 難 易 度 が 高い の で プラ 板 
積層 加工 に 適し て いま す 


者 パー ツ を 接 底 し て 、 キ ッ ト の タイ ヤバ ー 改造 の ショ ル ダ - 
の 回 パタ ー ン と トレ ッ ド バタ の 入っ た 太め の タイ ヤ が 完成 


34: 複 雑 な トレ ッ ド バタ ー ン の 製作 1 

トレ ッ ド 部 分 に 斜め に 満 が 刻ま れ て いる よう な 複 維 な トレ ッ ド / 
ター ン を 作っ て み ま す 。 貼り 込む プラ 板 の 厚 み 分 、 径 を 小さ < 
仕上 げた プラ 板 の 小 口 に 写真 の よう に 斜め に プラ 板 の 細 切 
り を 貼り 込ん で 、 接 区 剤 の 乾燥 後 不 要 部 分 を 切り 落と し て 仕 
上 げ ま す 


si 衣 
35: 複雑 な トレ ッ ド バタ ー ン の 製作 2 
角度 が 対 に な る よう に 作っ た 、 斜 め に 細切り プラ 板 を 貼り 込 
ん だ 2 枚 の 円 形 の 板 を 小さ め の 円 形 の 板 で サン ド し て 、 さ ら に 


キッ ト の パー ツ に 挟み 込ん で 完成 で す 。 直 線 の トレ ッ ド バタ ー 
ン の も の より も ゴツ い 印 象 の パーツ が で き あ が り ま し た 


36: サ フ 吹 き 状 態 


リテール が 分 か りや すい よう に サー フェ イサ ー を 吹い て み ま 


e5: 中 心 穴 の 拡大 

TE 24 で 加工 し た 外側 に 貼り 付け る 帆 の 中 心 の 穴 を 、 ビ ン バ イ ス 
89: 使 用 例 の ドリ ル や 写真 の リー マー で 大 きく 広げ ます 
以前 製作 し た ガレ ー ジ キッ ト の ロボ の 足 裏 で す 。 ロ ー ラ ー 部 分 
の パー ツ は ここ で 製作 し た タイ ヤ と 同じ 方 法 で 製作 し て いま す 


86: 切り 出し & 加 工 を 行っ た 吉 バ ー ツ 

先 に 切り 出し た 白 プ ラ 販 (1 ミリ 厚 ) の 円 盤 の ほか に 、 一 回 り 
小さ い サ イズ を 0.5 ミ リ の グレ ー プ ラ 板 か ら 同じ よう に 必要 分 
加工 し まし た 


30: ブラ モデ ル の バー ツ を 使っ て 製作 する 

タイ ヤ の ショ ル ダ ー 部 分 (円 柱 の 角 の 部 分 ) の 凹み の バター 
ン は 、 な か な か 手 作 業 で は 正確 な 工作 は 難し い と いう こ 
と で 、 キ ッ ト の プラ 製 の タイ ヤ を 加工 する 材料 と し て 使用 し ます 
カー モデ ル の キッ ト の タイ ヤ は 合成 ゴム 製 が 多く 、 加 工 が 離し 
い の で 、 ミ リタ リー 系 の 軍事 車両 の タイ ヤバ パー ツ か ら チ ョ イス し 
まし た 。 1 /72、1/48、1/35 と 各社 か ら さ ま ざ ま な サイ ズ 形 状 
の も の が 売ら れ て いま す 


ら 7: サ イズ 違い を 交互 に 貼り 合わ せる 

2 種類 の 円 形状 の 板 を 交互 に マン ドレ ー ル の 輸 に 装 羊 し た 
状態 で 、 流 し 込み 系 の 接 落 剤 「 セ メン ト S」 で 接 落 固定 し ます 。 
プラ 板 の 厚 みや サイ ズ の 違い を 利用 し て タイ ヤ に 刻ま れ て い 
る トレ ッ ド パタ ー ン を 再現 し ます 

31: 接 着 面 の 加工 

用 意 し た タイ ヤ の パー ツ は WWI 時 代 の 車両 の も の で 、 タ イ 
ヤ の 幅 が か な り 細 身 な の で ショ ル ダ ー 部 分 まで 削り 込ん で 
間 に プ ラ 板 を 挟ん で 地面 と の 接地 面 の トレ ッ ド 部 分 を 製作 
し ます 。 削 り 込み は 12 ペ ー ジ で 紹介 し て いる 、 両 面 テ キー ブ で 
プラ 板 に 貼り 付け て 任意 の 厚み の 板 で 挟ん で 加工 する 方 
法 で す 


28: タイ ヤバ ー ツ の 完成 

接 差 剤 が 硬化 し た ら 、 マ ンド レー ル の 還 か ら 外 し て 、 タ イヤ バ 

ー ツ の 完成 で す 

3g: 接着 する 各 バ ー ツ 

先 に 紹介 し た タイ ヤ と 同じ よう に 側面 の パー ツ に は 挟む 円 

形 の プラ 板 を 大 小 2 サ イズ 切り 出し て 用 意 し ます 大 きい 方 

の パー ツ は 、 キ ッ ト の タイ ヤ パ ー ツ と 同じ 径 に 調整 し て 仕上 

げ て いま す | 


Qe _ 


着 を 使っ て 曲率 を 固定 す る 方 法 の 応用 で プラ 
パイ プ を 作っ て み ま す 


プラ 板 を 加工 し て ゆる や か な 三次 曲面 を 作る 方 法 
で す 。 「MG ガ ンダ ム Ver.2.0」 や 「MG ザ ク Ver.2.0」 
の キッ ト の 面 構成 に 見 られ る よう に 、 こ れ ま で 平面 
で 構成 され て いた 部 分 を 、 微 妙 な 曲面 で 表現 する 
こと で 手書き の 作画 風 の 柔 ら か な 印象 の 箱 組 み 
パー ツ を 作る 際 な ど に 有効 で す 


ii ii 
ーー 04:2 枚 重ね て 指 で 曲げ る 
^20"Y 0.5 ミ リプ ラ 板 を 2 枚 重ね て 、 曲 げ グセ を 付け て お きま す 


05: ゼ リー ボ が 
誤 間 接着 剤 

2 枚 の プラ 板 を 豚 間 接 炒 邦 

“つなぎ ます 。 届 間接 華 友 

の 中 で を 硬化 時 間 の 遅い ー 


一 番 簡単 で 応用 範囲 の 広い 二 次 曲面 の 手 曲げ 
加工 で す 


ペー パー クラ フト な と で 曲面 を 作る 時 に 行う 方 法 を 
応用 し て 、 曲 率 の 大 き な 三次 曲面 を 作っ て み ま す 
プラ 板 工 作 で は ヤス リ が け や パ テ で の 身 理 も で き 
る の で 、 紙 の 加工 より も 簡単 で す 


Se な 
着 剤 を 学 る 


24: スプーン を 作っ て みる ンー 
ガル バル ディ の で ちょ うと も の が な 
や すい 身近 な も の と し て スプ を 例 作っ て み ま す 


す ペ ンチ や 全 属 製 の ピンセット な ど で 小刻み に 曲げ 加 ユ 
E を する と 、 や や 曲率 の 大 き な 面 を 作る こと が で きま す 。 写真 の 


ーー 
18: 巻 き グ セ を つけ る 


8 円 均一 ショ ッ プ の 商品 串 誠 和則 回 UMUNUUUNNUI 
ら 5: 加工 する ブラ 板 5 和 語 50 so no wo 
2 と 左右 対生 | 
輸 と し て 使う 棒 よ り も 細い 棒 に 巻き 付け て . プラ 板 に あら ヵ 


y 板 を スプ 穫 敵 
17: ブ ラバ イブ の 完成 も を 付け て お きま す 
輸 を 外し て 完成 で す 。 左 か ら 14、16、23 ミ リ 径 の も の を 作 
C み まし た 。 板 厚 は 1 ミリ ほど で す が 、 板 の 間 に 朋 間接 落 剤 を 
本 きま 込 ん で いる の で や や 硬め の し っ か り と し た パイ プ に 仕 上 
が り ます 。 謗 着 の 硬化 速度 の 関係 か ら 、 残 念 な が ら 長 
の も の を 作る の に は 店 て いま せ / 


: 貼 り 合 わせ て 硬化 前 に 曲げ る 
2 族 の プラ 板 を 貼 ! 合わ せ て 、 刷 着 が 硬化 する 前 に 任意 の ア 
に 曲げ 硬化 する まで その まま の 形 で 保持 ます 


03:0.5 ミ リブ ラ 板 を 二 枚 用 意 
靖 手 の プ 5 板 を 複数 枚 使用 し て 形状 を 定 の アー ル (曲率 
固定 する 方 法 で す 。 例 と し て 0.5 ミ リプ ラ 板 を 二 枚 使用 し て 


る の で は な 1 ミリ 厚 で 作り ます 


08: 形 状 が 任意 の 曲面 で 安定 
ます 。 小 さ な で も 結構 時 間 の か か る 加工 で す 騰 着 が つなぎ と な て 、 曲 げた まま の 曲率 で 固定 され ます 。 指 
状 に 曲げ て いき ます 13: 輸 棒 に 巻き つけ る r 曲 け 輝 し 付け る 尋 を 作 特定 の 形状 で 固 
間 が で き な い よ 


に キツ < 巻き 付け ます 定 す る こと も 


021 020 


54: ス ネ 胡 本 部 分 の 完成 
サフ を 吹い て 表面 を 確認 し ます 
す が 、 肌 間接 炒 パ テ で 間 を つ な く < 


に 仕 上 げ る こと が で きま 


55: 仮 バー ツ と 


組み 合わ せ て 
バラ ンス 確認 
太 モ モ と 、 バ ラン ス 確認 用 


に 試作 し た ヒザ パー ツ を 組 


み 合 わせ て み ま し た 


調 間 接着 剤 を つなぎ に 使う 二 次 曲面 曲げ 


へ が: 


調 間 接着 剤 ロー ルプ ブラ バ イ ブ 


〇 O - 
O 
法 。 4 
へ 真 円 に 作る の ! 
手 曲げ 三次 曲面 
〇 手 還 人 モ + 


V 字 切り 込み 三次 曲面 


( 〇 時 の 大 き 4 
X 
キャ タビ ピラ 式 
O*\ 
O】) 


短冊 の 貼り 込み 
⑥」 
へ 


023 


: 放 


作 ヵ 


48: 隙間 に 合わ せ て ブラ 板 を 切り 出す 2 
ェ エッジ の 部 分 を 指 で 


幅広 の マス キン グ テ ー プ を 上 か ら 貼 


こす り ます 


50: 隙間 に 合わ せ て プラ 板 を 切り 出す 3 
マス キン グ テ ー プ を 和 が し 、 プ ラ 板 に 貼 


で プラ 板 を 切り 出し ます 


5g: 短冊 の 貼り 込み の 完了 
全面 に 短冊 を 貼り 終え まし た 


て 、 転 写 さ れ た ライ > 


この よう に ピッ タリ と は め 込 むこ と が で きま し た 。 プラモ デル の 
肉 抜き 穴 の 修整 な ど に も 使え る 方 法 で す 


53: 隙間 を 瞬間 接着 パテ で 埋め て 仕上 げ 

調 間 接 矯 パテ で 全面 を 薄く コー ティ ング する くら い の イ メー ジ 
で プラ 板 と プラ 板 の 隙間 を 埋め 、 組 め の ヤ スリ で 面 を 作 
徐々 に 番手 の 細か い ヤ スリ で 仕上 げ て いき ます 


て 


43: キー ル と バル ク ヘ ッ ド の 段差 

キー ル の 小口 の 面 を 基準 に し て レク ヘッ ド の 上 に 1 ミリ 厚 

の プラ 板 の 短冊 を 乗せ て の で 、 そ れ ぞ れ 1 の 段差 が 付 
ます 


46: 接着 

まず 、 キ ー ル の 横 か : 
接 底 し て いき ます 。 慎 
二 に キー ル に ライ ン を 
| 合わ せ て 、 で きる だ け 
隙間 が 出 な いよ うに 接 
舌 し ます 。 接 炒 は 硬化 
時 間 と 陳 間 埋め を 考 
慮 し 、 朋 間接 落 剤 で 行 
いま し た 


47: 冊 の 加工 

キー ル の 模 か ら 徐 々 に 内 側 に 受かっ て 貼っ て いき ます 。 写真 
の よう に 短冊 の 幅 で 入ら な い 場 合 は 、 そ の つど 加工 し て 形 を 
合わ せま す 


428: 隙間 に 合わ せ て ブラ 板 を 切り 出す 1 
短冊 を 貼っ て いっ て 、 最 終 的 に この よう な 承 間 が 残っ た 場合 
穴 の 縁 の エッ ジ に 「6B」 な どの 濃い 鉛筆 で 色 を 載せ て 


38: 使 用 例 
この 方 法 は 平面 か ら 曲面 に 変わ る よう な 面 が 作り や すい の で 


ザク の シー ルド の よう な を 作る の に 向い て いま す 。 写真 
左 は 表面 に 0.25 ミ リ 厚 の プラ 板 を 貼っ た も の 。 こ うす る こと で 
ォ ャ タビ ピラ の つなぎ 目 の 仕 上 げ の 手間 を 浅 ら すこ と も で きま す 


船舶 模型 な ど で 行 われ る キー ル と バル ク ヘ ッ ド の 
骨組 み に 板 を 貼り 合わ せ て いく 方 法 で 、 ガ ル バ ル 
ディ 8 の スネ を 作っ て み ま し た 。 木製 バー ツ を 高 精 
度 で 組み 合わ せ て 使う 船舶 模型 と 違い 、 瞬 間接 着 
パテ な ど で の 後 処理 が 可能 な の で 、 見 た 目 より は 
簡単 に プラ 板 製 の 中 空 バ ー ツ が 作れ ます 


38: ブラ 板 の 切 り 出し 
前 項 で 作っ た クレ イ 試 作 を 採寸 し て 図面 を 引き 、 図 面 を プラ 
板 に 貼り 付け て 骨組 み の プ ラ 板 を 切り 出し ます 


40: キ ー ル の 
組み 立て 
船 で いう 所 の 前 後に 
連なる 邊 組み 部 分 
あたる 「 キ ー ル 」 を 、 正 
面 図 と 側面 図 の 組み 
合わ せ で 十字 に 接 藩 

し ます 


41: 基 準 面 の 
貼り 付け 
正面 の 板 の 入る 部 分 
や 前 面 下部 の フレ アー 
の 付く 面 を 取り 付け ま 

す 


42: バル ク ヘ ッ ド 

の 取り 付け 
模 軸 の 断面 図 の 形状 
に 切り 出し た 、 船 の 人 
組み で いう 所 の 「 バ ル 
ク ヘ ッ ド 」 を 接着 。 角度 
が ずれ る と 図面 と アウ 
トラ イン が 変わ っ て し ま 
う の で 、 必 ず キ ー ル の 
面 に 対し て 90 度 に 接 
着 し ます 


プラ 板 に 切り 込み を 入れ て 戦車 の キャ タ ピ ラ の よ 
うに 、 面 を 折り 曲げ て いく 方 法 で す 。 


33: ブラ 板 の 冊 に 切込み を 入れ る 
プラ 板 の 短冊 に 、 縁 と 直角 に 複数 の 切込み を 入れ ます 。 深 さ 
1/3 位 まで 刃 を 入れ て 、 切 り 離 さ な い よう に し ます 。 こ こ で は 2 
ミリ 間隔 で 切込み を 入れ まし た 


34: ラ ジ ベ ン で 折り 曲げ る 
ラジ オペ ンチ を 使い 、 切 り 離 さ な ぐい よう に 慎重 に 折り 曲げ ます 


35: 曲面 に 当て て 溝 を 接着 
プラ 板 を 曲げ た い 曲 率 の 円 柱 の も の (ビン な ど ) に 当て て 
や や ゆる め に 作っ た 衣 間 接 区 パ バテ を 切込み に すり 込ん で 
面 を 固定 し ます 。 プ ラ 板 の 切 れ 端 の 直線 部 分 を ヘラ と し て 
使っ て いま す 


36: 仕上 げ 
工程 35 で 使用 し た 円 柱 に 両面 テー ブ で 固定 し て 、 ヤ スリ で 
仕上 げ ま す 


が uh 


37: 完 成 し た キャ タビ ピラ 曲 げ 加工 プラ 板 
右 が 例 と し て 作っ た 、 円 柱 を 型 に し て 作っ た も の 。 中央 が 手 で 
形 を 決め て 、 曲 率 に 変化 を も た せ た も の 。 左 は 、 切 込み を 達 
中 で 裏表 に スイ ッ チ し て 、 面 の 向き を 変え た も の で す 


g@7: 曲 げ 加 工 を 行っ た 状態 

写真 左 が ラジ オペ ンチ で 曲げ 加工 を 行っ た も の 。 切込み が 
入っ て いる の で 、 先 に 作っ た 円 の も の より は 楽に 加工 が で き 
ます 。V 字 の 切込み は 先負 と 付け 根 で 3 箇所 増やし て いま す 


8: 接着 

V 字 の 切込み に ゼリー 状 肌 間 接 藩 剤 を すり 込ん で 面 を 固定 
し ます 。 接 稀 面 が 小さ い の で 耐 衝撃 性 の 強力 タイ プ を 使う と 
いい で し ょ う 。 ス キ 間 が 狭い の で 、 使 い 古 し の デザ イン ナイ フ 
の 刃 を ヘラ 代わ り に 使っ て いま す 


2g: 仕上 げ 
表面 の 小 傷 を ヤス リ で 仕上 げ 、 面 を 撃 え ます 


30: 思 面 の 仕上 げ 
思 面 は 面 の 歪 が 大 きい の で 、 肌 間接 基 パ テ で 補修 し ます 。 ス 
ポン ジ ヤ ス リ を 丸め て 使う と 処理 が し や すい で し ょ う 。 


31: ス プー ン の 完成 
柄 を 付け て スプ ー ン の 完成 


32: 曲 げ 加 工 後 の 状態 
V 字 に 切込み を 入れ る こと で 曲率 の 大 き な 三 次 曲面 が で きま 
し た 。 手 間 は か か り ま す が 、 ヒ ー ト プレ ス な どの 熱 加工 の よう に 
原型 を 作る 必要 が な しい \ の が この 方 法 の 利点 で す 
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< 電 


こ フ ラ 材 


K > 吉 SS 
14: 醒 円 S」 D り リン グ で 作っ 】 
イン テー ク パ バー シ ョ 04: ブラ 材 の 巻き 付け 2 
加工 例 と し て 柄 円 の リン グ も 同じ よう に 加工 し 、 裏 面 に メ 09: 湯 了 前 加工 で バネ 状 に な っ 巻き 付け る プラ 材 (ここ で は エバ ー グ リー ン 社 製 の 0.75x1 ミ 
23: ブラ 棒 を は め る 19: 塩 ピ 板 状 の ディ テー ル パ ー ツ を 貼っ て イン テー ク 杖 の パー ツ を 作 熱 が 冷め た 後 テー ブ を 外 か ら 取 り 外す と 写真 の ょ リ の 角材 を 使用 し て いま す ) を 指 で し ご いて 巻き 泰 を 付け て お 
%9 を 締 を 持 じ 込む よう に は め ま す 。 プラ 棒 は 0.5 部 加 工 に は スチ ロー ル 樹 脂性 の [透明 プラ 板 | で は な く . 透 み ま し た な パネ 状 に 形状 が 固定 さ 3 きま す 。 細切り プラ 材 は 古く な る と 、 劣 化 で 表面 が 黄色 く 変色 
らい まで の も の が 適し て いま す 。 ま た エバ ー グ 明 塩 ピ 板 が 適し て いま す 。 写 真 の も の は 0.2 ミ リ 厚 で ハサミ な 引っ 張り よう 度 や 曲げ 加工 が 落ち て 脆く な り 、 今 回 の よう 
メト ラクト 社 製 な ど . 柔らか め の ス チロ ー ル 樹脂 で と で 適当 な 大 き さ に カッ ト し て 使い ます な 曲げ 加工 を 行う と 折れ て し まう の で 、 な る べく 新しい も の を 使 
% 形 され た も の を 使用 する と 、 型 に は め る 際 に 折れ た りす る ト 


巻き 付け 加工 で プラ バイ プ ブ を 作る 方 法 は 、19 ベ ペー 
ジ で も 紹介 し て いま す が 、 湯 煎 加工 で も 同じ よう に 
バイ プ を 作る こと が で きま す 


ア 


| 


05: ブラ 材 の 人 巻き 付け 3 ーー キー 
アラ 材 の 端 を 貼り 付け た 両面 テー ブ の " 入 * に 国定 し て 指 で 01: 湯 煎 の 図解 
湊 さ えな が ら 、 パ イプ の 両面 テー プ の 貼っ て いな い 部 分 に 革 スチ ロー ル 樹 脂 や 塩ビ な ど 、 熱 を 加え る と 開 ら か く な り 、 常 温 に 戻る と 硬 


20: 原型 に 含 わ せる 
ゴー グル の 形 に 切り 出し た 塩 ピ 板 を 康 型 に テー ブ で 固定 し ま 


す 。 写 真 の よう に 縁 を 固定 し た 後 、 全 体 を テー プ で 包 < 


埋 き 付け て いき ます く な る 「 熱 可 明 性 ] の 樹脂 を 、 熱 湯 を 使い 100 度 以下 と 然 加工 と し て 
グ 等 と 同じ よう に 湯煎 を 行っ て いま す 15: 棒 材 に 0.3 ミ リプ ラ 板 を 巻き 付け る 低め の 温度 で 加工 する 方 法 で す 
ゲラ 板 の 緑 な どの 処理 は 20 ペ ー ジ で 紹介 し て いる 出 間 接 落 日 計 品 を 使っ て 作業 を 行う こと が で きる の で ヒー ト プ レス 
割 を 全 工 と 同じ で す 。 湯煎 の 際 は 接 底 は せ す 安全 性 は 高い で す が 、 火 偏 等 に は 注意 し て 作業 を 行っ て 
に きつ く 差 き 付 け て テー プ で 固 グ の 製作 と 同じ ょ コ 


ラク 


プラ 材 を 棒状 の も の に 巻き 付け て 湯煎 し 、 輸 状 の 
パー ツ を 作る 方 法 を 湯煎 の 工程 に 沿っ て 解説 し 
て いき ます 


06: フ ラ 材 の 巻き 付け 4 
陳 間 が で き な い よう に 3 一 4 回 転 、 で きる だ け 斜 め に な ら な い 
よう に し っ か り と 巻き 付け て いき ます 


ら 5: 加工 し た ハー ツ 

お 湯 か ら 上 げ < 熟 を 冷まし た と を て 巻き 癖 が 付い た プ 7 板 を . 流し 込み 系 接着 斉 

型 枠 か ら プ ラ 材 を 取り 外せ ば 1 5 ミリ 以下 0 で 接 交 し ます 。 溶 剤 を 大 量 に 流し 込む と 面 が 垂 ん で 3 

は 断面 を 接 交 し て クラ ンク は 接着 面積 が 小さ っ 1: バ ー ツ を 装着 し た 頭 部 が ある の で . つなぎ目 を 留め る 程度 の 少量 に 使用 量 を 抑え ます 
強度 が どう し て も 足り な く な っ て し まう の で 、 一 体 成形 で 加 エ 
で きる 型 枠 に は め て 湯煎 する 工作 は 細め の 丸 棒 の 加工 に 瑞 
て いま す 


ザク 系 MS の よう な ほぼ 二 次 曲面 で 構成 され た ゴー グル バ 
の # キュ ー ム フォ ー ム 等 で 作る より も 、 低 温 の 熱 加 エ ー 
塩ビ 板 の 表 面 を 歪 ま せ ず に 加工 で きる 湯煎 の 方 が 適し て 


る よう で す 。 写 真 の よう に 面 に 歪み の な い ゴ ー グ ル バ パー ツ が っ と 


で き あ が り ま し た 


08: 湯 煎 加工 に 適し た 棒 材 
湯 和 前 加工 で は プラ 材 を 巻き 付け る 棒 材 自体 に も 熱湯 の 鈴 が 


1@: 湯 煎 加工 で 製作 し た リン グ 
接 基 部 分 を 仕上 げ て リン グ 状 の プラ 材 の ーー 

た の は 左 奥 の 2 つ 。0.75x1 ミ リ の プラ 材 が 外 径 11.5 07 フ : テー ブ で 固定 する 加わ る た め 金属 バイ プ や 木材 、 水 道 管 な どの 厚手 の 樹脂 パ 
湯煎 で 作っ た バイ プ 類 肉 径 10 ミ リ 、 厚 さ 1 ミ リ の リン グ に な り ま し た 。 巻 き 付け る 牧 材 か り と 巻き 上 が っ た ら 、 緩 まな いよ うに 指 で 軍 さ えな が ら 、 テ イプ な ど が 適し て いま す 。 然 に 層 い スチ ロー ル 樹 脂性 な どの 


完成 で す 。 今 回 作 


ポリ エス テル バテ の よう な 熟 硬化 樹脂 で 型 枠 を 作 
り 、 プ ラ 棒 等 を は め 込ん で 湯煎 する こと で プラ 棒 を 
意図 する 形状 に 曲げ 加工 する こと が で きま す 


1 プ : 
写真 0 【 
よっ て 様々 な サイ ズ の パイ プ を 作る こと が で きま す イズ の 円 パー ツ を 作る こと が で きま す 


うに 巻き 付け る 棒 材 や プラ 板 を 巻き 重ね る 回 


の サイ ズ と 使用 する プラ 材 の 組み 合わ せ で 様々 な 形状 や サ を 巻き 付け て 固定 し ます 。 写 真 は マス キン グ テ ー プ を 使用 プラ バイ プ 、 プ ラ 椅 は 熱 に よっ て 加工 中 に 変形 し て し まう こと 
が ある の で 巻き 付け る た め の 樺 材 に は 向い て いま せん 


の を 組み 合わ せ ア を ニー = 3 い の 生 と 不 03: プラ 材 の 巻き 付け 1 
に 強い ポリ エス テル パテ や エポキシ パテ の 板 を 使っ て 作り ま パー ツ は 湯煎 加工 で 製作 する こと が で きま す 。 左 が MS04 の ーーYKk て いま す 。 ポ リエ ステ ル の よう な 「 然 硬 で す 。 薄 い プ ラ 材 を 使う 場合 は 、 や や 温度 を 低め ( < 使用 する の は 10 ミ リ 待 の アル ミ パ イプ で す 。 プ ラ 材 を し っ か 
す 。 写 真 の も の は 1 ミリ 厚 に 作っ た パテ 板 を 貼り 合わ せ て 作り 頭 部 パー ツ 。 右 が ゴー グル 部 分 の 原型 で す 。 塩ビ 板 の 厚 み ] は 熟 加工 時 の 形状 の 変化 が 少な い お 湯 の 温 度 で 必要 な 変形 を 防ぐ こと が で きま す 。 湯 和 煎 が 終わ っ た ら 、 鍋 か ら 3 する 


WW 3 の 本 秋 で り と 棒 に 巻き 付け る た め 、 先 に 両面 テー プ を 巻き 付け て お き 
か 分 原型 を 小さ く 作っ て お きま す なし ので. 湯 重 等 鈴 加 工 の 原型 に 適し た 素材 で す 取り 出し て 、 そ の まま 常温 で 冷 ま す か 、 ぬ る ま 湯 一 水 の 順 番 ae 
原型 で 、 手 前 が 加工 | た 柄 円 リン グ の バネ 状 の も の で す 澤 し て 然 を 取り ます 


19 ペ ー ジ の 瞬間 接 藩 剤 を 使っ た パイ プ よ り も 、 や や 柔らか < 
仕上 が る の で 、 巻 き 付け る 回 数 を 増やし て 厚み を 出し た 方 が 
バイ プ 形 状 が 安定 し 加工 性 は よく な り ま す 


86: 加工 例 

型 枠 は め 込み 式 の 湯前 加工 で ロボ 系 の ディ テー ル を 数 種類 
作っ て み ま ソル 
み が あ る な ど 
の 手すり / ] 
の 多い 工作 法 で す 


13: 村 円 バー ツ の 湯前 加工 


22: ボリ バテ 板 で 作っ た 型 枠 キャ ーー マッ チー ーー em es 6 
= に 4 あお 三信 で す 18: 塩ビ 板 を 使っ た 透明 板 の 湯煎 加 工 同じ 加工 で 写真 の よう な 柄 円 形状 の リ ・ グ も 作る こと が で き 鐘 に 水 を 入れ て 港 臓 さ せ て 棒 材 に 巻き 付け た プラ 材 を 湯 表 


型 枠 は プラ 板 な ど で 作る と 湯煎 の 際 に 変形 し て し まう た め 、 鈴 ク 系 MS の ゴー グル 部 分 な ど 、2 次 曲面 で 構成 され た 透明 #『。 基 き 付け る 原型 は ポリ エス テル パテ を パイ プ 状 に し た も ます 。 プ ラ 材 の 厚み に も より ます が 1 一 1 分 半 め で れ ば 十分 


08: 鋼 で 湯煎 す る 
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OB: 冷凍 し た 原型 を 
バキ ュー ム フ ォ ー マ ー に セッ ト す る 

今 凛 庫 で 凍ら せ た 原 型 を バキ ュー ム フ ォ ー マ ー の 上 に セッ ト し 

ます 


0g: 熱し た シー ト を 被せ て バキ ュー ム フ ォ ー ム ! 
電熱 状 で 加熱 し た 1 ミリ 厚 の 白 プ ラ 板 を 凍ら せ た 粘 土 原型 に 
被せ て バキ ュー ム フ ォ ー ム し ます 。 手 順 は 

プラ シー ト の 加熱 が 終わ る 寸前 に 掃除 機 の スイ ッ チ を 入れ 
て 吸引 開始 ② プ ラシー ト を 被せ る (原型 と シー ト の 陳 間 の 
空気 が 撤 か れる 3)) プ ラシー ト が 冷め て 、 硬 く な る まで その 
まま 待つ $ 掃除 機 の スイ ッ チ を 切る で す 


10: 原型 の 隊 去 

成形 され た プラ シー ト か ら ヘ ラ で 原型 を 除去 し ます 。 ク レイ の 
原型 は 一 発 勝負 な の で す 。 こ の 方 法 だ と 写真 7 で 解説 し た よ 
うな 逆 テ ー バ ー 形 状 の 庫 型 も 成形 し た パー ツ を カッ ト す る こと 
な く 、 取 り 除く こと が で きま す 


1 1: 成 形 し た 各部 位 の バー ツ 

マス ク 部 や ツノ 等 も 同じ よう に バキ ュー ム フ ォ ー ム で 成形 し ま 
し た 。 粘土 原型 と いう こと も あり 、 成 形 の 栗 の 欠 で 表面 が 潜 け 
る た め 、 精 密 な 成形 品 は 望む べく も あり ませ ん が 、 加 工 前 提 
の ペー ス と し て の 乗 材 と し て は 十分 使え ます 


回 
< 


1g: 加 工 し た サザ ビー 頭 部 

各 パ ー ツ を 組 上 げ て 接 六 し 瞬間 接 郊 パテ で エッ ジ の 処理 と 
裏打ち を 行い 、 全 体 を 削り 出し まし た 。 参考 ま で に 工程 11 の 
状態 か の ら の 作業 時 間 は 5 時 間 ほ ど で す 。 1/48 く らい の サイ スズ 
で す が 、 十 数 グラ ム と 非常 に 軽く 仕上 が っ て いま す 。 次 の ペ 
ー ジ か ら は バキ ュー ム フ ォ ー ム を 利用 し た 、 デ ィ テ ー ル 製作 を 
紹介 し て いき ます 。 ま た 前 書 に も ザク II 改 の スネ 部 分 の 工作 
工程 で 詳し く 紹 介し て いま す 


027 


03: 空気 欠 で 凹み の 空気 を 抜く 

図 の よう に 原型 の 表面 に 凹み が ある 場合 、 そ の 部 分 の 空気 
は 下 の 面 か ら の 吸引 で は 抜く こと が で き な い の で 、 図 の よう ! 
空気 の 通り 道 を トリル な ど で 開 け て 対応 し ます 


04: 原 型 の 高 さと 成形 され る 

バー ツ の 板 厚 の 関係 
使用 する 康 型 の 高 さ が ある と 、 そ の 分 熱し て 軟らか く な っ た プ 
ラシー ト が 上 下 に 引き 伸ばさ れる の で 、 同 じ 厚 み の 板 を 使用 


た 場合 で も 、 高 さ の 低い 原型 と 比べ て 成形 され た パーツ の 板 
厚 が 薄く な り ま す 。 ま た 、 パ ー ツ の 上 に 行く に し た が っ て 板 厚 が 
薄く な る の で 、 原 型 状 態 で 狙っ た 形状 が 出し に くく な り ま す 
ベラ ベラ の 紙 の よう な 状態 だ と 加工 も し づら い の で 、 原 型 を 終 


に 分 割 し て 寝かせ 、 高 さ を 低く 抑え る な どの 工夫 が 必要 で す 


05: 逆 テ ー バ ー 
原型 が 下 側 に 向 か 

て す ぼ ま る よう な 形状 
の 場合 、 加 工 さ れ た 
プラ シー ト が 密 差 し 
原型 が その まま で は 
取り 出せ な く な っ て し 
まい ます 


06: 逆 テー バー の 処理 

写真 の よう に 成形 し た バーツ の 一 部 を カッ ト し 、 原 型 を 取り 出し 
て か ら 接 区 & 修 整 を すれ ば 逆 テ ー バ ー 状 の 原型 も 成形 が 可能 
に な り ま す 。 た だ し 、 透 明 パ バー ツ の 場合 は 一 度 切っ て し まう と 修 
整 が 非常 に 難し い の で 、 こ の 対処 法 に は 向い て いま せん 


製作 例 ・ 油 土 原型 で サザ ビー の 
頭 部 を 作っ て みる 


形状 試作 用 に 使っ て いる イン ダス トリ アル クレ イ の 
冷凍 原型 で 、 バ パ バキューム フォ ー ム 工作 を 行い ます 。 


07: 原 型 の 製作 

ノン スケ ー ル で 、 自 分 好み の 形 に アレ ンジ し た サザ ビー の 頭 
部 を 、 こ の 工作 の 製作 例 と し て 作っ て み ま し た 。 ク レイ で の 原 
型 な の で 精度 な ど は あま り 気 に せ ず 、 大 ま か な 形 出し を 行っ て 
いま す 。 ヘル メッ ト の 側面 か ら 後部 に か け て 、 逆 エッ ジ 部 分 に 
入っ て いる 穴 は 、5 の 図解 で 紹介 し た 凹み 面 の た め の 空気 披 
き で す 。 原 型 は この 後 冷 凍 塵 で 数 時 間 冷 や し て カチ カチ に 
礎 く し て いま す 


バキ ュー ム フ ォ ー ム 成形 の 
仕組 みや 特徴 

仕組 みや 工作 上 の 特徴 な ど を 、 図 解 と 写真 を 使っ 
て 紹介 し ます 


01: バ ー キ ュー ム フ ォ ー ミ ング の 仕組 み 
六 の 開い た 板 な ど で 挟 み 、 電 熱 器 な ど で 熱 を 加え て "軟らか が < 
し た プラ スチ ッ ク シ ー ト "を バキ ュー ム フ ォ ー マ ー の 上 の 原型 
上 か ら 押 し 付け 、 同 時 に シー ト と 原型 の 間 に あ る 空気 を 原型 
の 下部 の 綱 状 の 部 分 か ら 抜く こと で 、 プ ラス チッ クシ ー ト を 原 
型 の 表面 に 密 入 さ せま す 。 プ ラス チッ クシ ー ト は 、 白 や グレ ー 等 
の 不透明 の ポリ スチ レン 樹脂 か 、 塩 ビ 板 が 適し て いま す 。 透 
明 の ポリ スチ レン 板 (いわ ゆる 透明 プラ 板 ) は 適し て いま せん 
※※ バ キュ ー ム フォ ー ム ヒー ト プ レ ス な どの 符 加 工 は 火傷 や 
上 に 十分 に 注意 し て 、 水 や 消火 の 準備 な ど を し て 作業 を 行 
て くだ さい 。 未 成年 者 は 府警 な どの 了承 の 元 、 同 伴 で 作業 
を 行う よう に し まし ょ う 


02: ド レー ブフ ォ ー ミ ング の 短所 

工業 製品 な ど で 行わ れる 、 離 型 に 圧縮 空気 で プラ スチ ッ ク ン 
ー ト を 密 交 さ せ て 成形 する 「 ス トレ ー ト フォ ー ミ ング 」 と 違い 、 簡 
単 な 機材 と 掃除 機 の 吸引 力 で 行う 「 ド レー プ フ ォ ー ミ ング (ドレ 
ー プ = 被せ る ) 」 で は 、 成 形 品 の 角 の エッ ジ が 丸まっ て 角 H に 
な っ て し まい ます 。 こ の 角 HR の ユル さ を 造 形 に 活か す 方 法 も あ 
り ま す が 、 通 常 の メカ 造形 の 場合 、 バ パテ を 盛っ て エッ ジ 部 分 を 
再現 する な どの 処理 が 必要 に な り ま す 


07: 塩ビ シー ト の 加 熟 

塩ビ 板 を 穴 の 開い た MDF ホ ー ト の 板 に 挟ん で 、 加熱 問 具 で シ 
ー ト の 表面 が 少し 垂れ 下がる 程度 まで 加熱 し ます 。 シ ー ト を 前 
左 右 に 小刻み に 動か し て 、 加 角 ム ラ が 出 な いよ うに し ます 


08: エン ボス シー ト で の 加熱 

使用 する シー ト が 0.5 ミ リ と 薄手 で 原型 も 小さ く 形 状 も 単純 な 
の で 、 加 符 温 度 の 低い [エン ボス ヒー ター」 で 作業 を 行い ま 
た 。 選 風 で の 250 度 程度 で の 加熱 な の で 、 大 き な 面 積 へ の 
加 鈴 に は 向き ませ ん が 、 火 を 使わ ず に 加工 で きる の で 比較 的 
安心 し て 作業 が 行え ます 


09: ブ レス 

軟らか く な っ た シー ト を 上 か ら 原 型 に 押し 付け ます 。 あ まり 下 ま 
で 引っ 張っ て し まう と 、 そ の 分 板 が 伸び て シー ト が 薄く な っ て 
まう の で 気 を 付け まし ょ う 


10: ゴ ー グ ル バ ー ツ の 完成 

ンー ト が 常温 に 戻っ て 硬く な っ た ら 、 原 型 か ら 外 し 不要 部 分 を 
カッ ト し て 完成 で す 。 エ ン ボ ス ヒ ー タ ー で の 加 府 だ っ た た め 、 厚 
み の あ る 仕上 が り に な り ま し た 


11: 塩 ピ 製 の ゴー グル を 取り 付け た 
HGUC「 ジ ム 」 

完成 し た ゴー グル の レン ズバ パー ツ を ジム に 取り 付け て み ま し た 

内 部 メカ を 再現 し た り 、 ジ オラ マ で 頭 部 が 破損 し て レン ズ の 害 

れ た 状態 を 再現 し た り と 、 キ ッ ト の パー ツ の まま で は 難し い 模型 

の 表現 も 可能 に な り ます 


アメ ュ ン 4/ //47 7/ 了 げ ) 


HGUC「 ジ ム 」 の 
ゴー グル パー ツ を 作る 


プラ モデ ル に 付属 する 色 の 着い た クリ アー パー ツ 
を 、 塩 ビシ ー ト の ヒー ト プ レ ス 加 工 で 着色 な し の 透 
明 パ ー ツ に 置き 換え ます 。 


03: ク リア ー バ パー ツ の 色 変 え 

クリ アー パー ツ の 色 味 を 変更 し た い ! と いう 場合 、 バ パーツ の 
成形 色 よ り も 還 い 色 味 に な ら ば クリ アー 准 料 の 重ね 凍り を す 
る こと で 可能 な の で す が 、 キ ッ ト の パー ツ よ り も 薄い 色 味 に し 
た いと いう 場合 は 複製 し て 透明 レジ ン に 置換 する か 、 ヒ ー ト プ 
レス や パ バキューム フォ ー ム 加工 で 透明 塩ビ 板 で で 作り 直す か 
し か あり ませ ん と いう こと で 、 手 軽 な ヒー ト プ レ ス 加 工 で 
作り 直す こと に し ます 


04: 原 型 の 製作 1 
頭 部 パー ツ の 裏 側 に 重なる よう な 構造 に する た め 、 コ ー ク グル 
の 枠 の 縁 を 薄く 削り 込み ます 


05: 原型 の 製作 2 

ワセリン で 苑 型 処理 を し た 後 、 頭 部 の 前 面 の パー ツ の 裏側 
か ら ポ リエ ステ ル パ テ を 流し 込ん で 硬化 後に 削っ て 形 を 出し 
ます 。 今 回 使用 する 塩ビ シー ト は 0.5 ミ リ な の で 、 伸 び て 少 し 
彰 く な る こと も 考 應 し て 0.4 ミ リ 前 後 の 隙 間 が で きる よう に 調 
加 し まし た 


06: ヒー トブ プレ ス の 準備 

エン ピ シ ー ト を 挟み 込む 板 は MDF ポ ー ド か ら の 切り 出し 原型 
は 写真 の よう に 太め の プラ 棒 な ど を 接 華 し 、 万 や 木片 な ど 
の 台座 に し っ か り と 固定 し ます 


ヒー ト プ レ ス で ゴー グル の 
レン ズバ パー ツ を 製作 する 
HGUC「 ジ ム 」 の 頭 部 の ゴー グル パー 
ツ を 例 に エン ビ 板 の ヒー ト プ レ ス 加 工 を 
紹介 し ます 。 


ヒー トブ レス と は ? 
ヒー ト プ レ ス に よる 加工 を 図解 で 解説 し ます 


01: 樹 脂 シー ト に 熱 を 加え る 

プラ 板 や エン ピ 板 を 原型 より も 少し 大 きい 穴 の 開い た 2 枚 の 
板 に 挟ん で 、 加 熟 し て 軟らか くし ます 。 加熱 は 図解 に 描い た ア 
ルコ ー ル ラン プ の ほか 、 電 熱 問 (IH ヒ ー タ ー な ど 電 磁 式 の も の 
は 不可 ) 、 ラ イタ ー、 エ ン ボ ス ヒ ー タ ー な ど が 使え ます 。 過熱 の 
加減 は 樹脂 の 種類 や 厚み 、 原 型 の 大 き さ 形 状 な ど に よっ て 
異な る の で 、 作 業 に は や や 慣れ が 必要 で す 

※ 熱 加工 は 火 偽 や 火災 に 注意 し て 、 消 火 用 の 水 や 消火 療 
な ど 安 全 を し っ か り と 確保 し た うえ で 作業 を 行っ て くだ さい 。 未 
成年 者 は 必ず 父兄 の 方 々 の 同意 と 付き 基 い の も と で 作業 を 


行ない まし ょ う 


0g: 原型 に シー ト を ブレ ス す る 
加 府 し て 軟らか く な っ た プラ スチ ッ ク シ ー ト を 、 原 型 に 上 か ら 押 
し 付け て 原型 の 形状 を シー ト に 写し 取り ます 。 熱し た シー ト が 冷 
えて 硬く な る まで その まま 待ち 、 硬 く な っ た ら 原 型 か ら 外し 、 全 
分 な 部 分 を 切り 取れ ば ヒー ト プ レ ス 加 工 の パー ツ の 完成 で す 
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らら @: フッ 系 スプ レー を 吹く 
原型 の 表面 に フッ 乗 ス プレ ー を 吹き ます 。 必ず 必要 と いう わ 
け で は な い の で 、 入 手 で き な け れ ば この 作業 は 行わ な く て も か 


らら 3: バキ ュー ム フ ォ ー マ ー の 上 に 原型 を セッ ト 
原型 に は プラ 緯 な ど で 数 ミリ 「 ゲ タ 」 を 履か せ て 、 プ ラ 板 の シワ 
な どの トラ ブル を 下 に 逃がし て や り ま す 。 両面 テー プ で 固定 す 


る と 、 倒 れ た り せ ず 後 の 作業 が や りや すく な り ま す 


SN 


押 こ 

ら 4: ブラ 板 を 加 和 熟す る 
穴 を 開け た 2 枚 の 板 に プラ 板 を 挟ん で 、 ク リッ プ で 固定 し ベン 
チ か ヤッ トコ で つま ん で 電熱 で 温め ます 。 前 後 左右 に 軽く 
動か す と 隅 々 まで 均一 に 加熱 で き 、 熱 の 入り 方 に ムラ が 出 ま 
せん 


25: 加 煎 され た 状態 
プラ 板 が 写真 の よう に 下 に 垂れ 下がっ て きた ら 、 ち ょ う < 


029 


18: バキ ュー ム フ ォ ー ム 用 原型 の 完成 
ポリ エス テル バテ の 硬化 後 、 表 面 を 仕上 げ て 原型 の 完成 で 
す 。 ヒ ザ パ ー ツ と 並べ て 、 厚 み (= ニ 穴 の 深 さ ) な ど を 確認 し ます 


| 


隊 メ い 
の < 


も 


昌 AN た 
隔 2 PP 3 
19: 原型 写真 


ム フ ォ ー ム の 原型 は 、 こ の 形 の よう に 逆 テ 


製作 し た バキ ュー ム フ ォ ー マ ー と 原型 を 使っ て 、 バ 
キュ ー ム フォ ー ム の 実 作業 を 行い ます 


" 

ら 0: 電 熟 器 
パ キ ュ ー ム フォ ー ム の 作業 に は 写真 の よう な 電熱 問 が 適し て 
いま す 。 ガ スコ ン ロ な ど で も 可能 で す が 、 炎 が 直接 プラ 板 に 当 
た る と プラ 板 の 軟 化 に ムラ が で き て し まう こと が 多い の で 注意 
が 必要 で す 

※ ど ちら も 、 や けど や 火災 等 に 十分 注意 し て 作業 を 行っ て く ヵ 
甘 


@1: フ ッ 素 スプ レー 
フッ 径 系 苑 型 剤 の 「 ハ イリ 
ムー バ 94FX」 で す 。 ハイ 
キャ スト 用 の 部 型 剤 で す 
が 、 パ キュ ー ム フォ ー ム の 
原型 に 吹き 付け て お く と 
型 離 れ が よく な り ま す 。 特 
に 原型 に PS 材 を 使う 場 
合 は 、 薄 い 塗 腰 を 一 枚 乗 
せる こと で 熱 に よる 食い 
付き を 防ぐ こと が で きま す 


ヒザ アー マー の 前 面 の イン テー ク (?) の 穴 を バキ 
ュー ム フ ォ ー ム で 作り ます 


124: 市 販 バ ー ツ ジャ ンク バーツ 


や 市 販 の ディ テー ル ア ッ プ / に ピッ タ 

も の が あれ ば よい の で す が 、 特 徴 的 な 形状 の も の に な る 
と 大 き さ と 形状 が 合う も の は 探し て みる と な か な か な いも の 
特に 最近 の ロボ デザ イン で は / - ア 類 も 畿 っ た デザ イ 


多い の で 、 使 える パ を 探す より も 、 自 作 し て し まっ た は うか 
早い な ん て 場合 も 多い で す 


15: ヒザ アー マー の パー ツ に 信 わ せ て 
ブラ 板 を 切り 出す 

6 ペー ジ で 紹介 し た 「 プ ラ 板 の 重ね 切り 」 で 左右 対称 に 切 ! 

出し ます 。 中 心 線 に は マジ ッ ク ペ ン で 色 を 六 け て お く と 、 各 面 

を 合わ せる 共に 便利 で す 。 写 真 の 大 きい ほう が 穴 の 手前 側 

か さい ほう が 邊 の 面 に な る バーツ で す 


本 rc 

ド | 

* 。 』 

P ま 、 
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16: 穴 の 空間 の 形 に 接 

2 枚 の 板 を 、 ヒ ザ ア ー マ ー の 穴 の 空間 の 位置 間 係 に な る よう 
に 間 に プ ラ 板 を 挟ん で 接 和 庶 し ます 。 中 心 線 を し っ か り と 合わ せ 
て 、 前 後 の 面 が ずれ な いよ うに 注意 し ます 


17: バ パテ を 側面 に 盛り 付け る 
不要 な プラ 板 を ヘラ 代わ り に し て 、 前 後 の 面 の 間 を つなぐ よう 
に ポリ エス テル パテ を 盛り 付け ます 


この | 
導 
に ) 
を 村 
10: 隙 間 テ ー ブ と バン チン グ プ レ ー! 
パン チン グ プ レ ー ト は アル ミ 製 で 碧 円 } ア の 商品 。 ホ 
ー ム セン ター な ど だ と 、500 円 < す 。 陳 間 テ ー プ は 駿 ら か 
い ス ポン ジ の も の で 、100 円 ほ 


と aa 


11: バ ンチ ング ブ プレート と 隙間 テー ブフ を 上 


ぶる 

箱 の 上 面 に 衰 間接 秒 剤 を 季 っ て チン グ プ レ ー ト を 貼 ! 
付け ます 。 ア ルミ 製 チン グ プ レ ー ト は カッ ター で 切り 込 
み を 入れ て 折る と きれ い に 切 断 で きま す 。 隙間 テ ア は 胡 間 


が で き な いよ うに 、 ふ ち に 沿っ て 貼り 付け ます 


1@: 自 作 バ キュ ー ム フォ ー マ ー の 完成 

プラ 板 を 挟む 四角 形 の 入 の 開い ヵ 板 を MDF ホ ポー ド か ら 切 り 出 
し て 、 パ キュ ー ム フォ ー マ ー の 完成 で す 。 400 一 600 円 ほど の 
精 料 費 で 作る こと が で きま し た 


13: 原 型 の サイ ズ に 合わ せ て 作っ た 
バキ ュー ム フ ォ ー マ ー 


作り た い パ ー ツ の 大 き さ に 合わ せ て 各 サ イズ を 作っ て お く < と 
プラ 板 を 無駄 な く 使え ます 


05: 木 工 接着 剤 で 接着 
各 板 を 木工 用 ポン ド で 接 落 し て 箱 を 作り ます 


06: ホ ー ス と 掃除 機 ノ ズル 
ホー ス は な る べく 太い も の を 使う と 吸引 力 が 落ち ず に 強い 9 


き が 得 ら れ ま す 。 写 真 は 13 ミ リ 径 で 40 セ ンチ ( 約 100 円 ) で す 
掃除 機 ノズル は 百 円 均一 ショ ッ プ で 購入 し まし た 


w 


3 


07: 掃 除 機 ノ ズル の 細い 部 分 を 切り 落と す 
ホー ス を 差し 込む た め 、 陳 間 ノ ズル の 部 分 を 切り 落と し ます 


08: ホ ー ス を テー ブ で 固定 
カッ ト し た 掃除 機 ノ ズル に ホー ス を 差し 込ん で 、 ビ ニー ル テ ー 
プ で 固定 し ます 


09: ホース の 接着 と 較 の 接着 ライ ン の シー リン グ 
朋 間 接 交 剤 を 使っ て 親 の 穴 に ホー ス を 接 藩 固定 し 、 了 間 を 
接 蔵 剤 で 埋め ます 


ゴ すま % 』 
『 チ ナノ ーー ツリ / ゾ 07 


ヒザ アー マー を プラ 板 の 縦 横 の 枠組 み と エ ボキ シ 
パテ で 製作 し ます 。 


試作 や 図面 な どか ら 寸 法 を 決め て 、 プ ラ 板 で 基準 と な る 面 を 
切り 出し 、 組 み 合 わせ ます 


02: バテ を り 付け る 

プラ 板 の 枠 の 基準 と な る 面 や 線 を 、 バ パテ で つなぐ よう に 盛 ! 
付け て 、 フ ォ ル ム を 出し て いき ます 。 こ の パー ツ は エポキシ パテ 
を 使い まし た 


パテ が 硬化 し た ら 、 プ ラ 板 の 枠 を 基準 に し な が ら 面 を 仕上 げ 
基本 形状 の 完成 で す 


バー ニア や 小さ な パー ツ 用 の 小型 の バキ ュー ム フ 
ォ ー マ ー を 製作 し ます 。 以 前 の 連載 で 「 お ろ し 器 」 
を 改造 し て 同じ よう に 作り まし た が 、 今 回 は 板材 を 
使用 し て 自由 な サイ ズ で 作っ て み ま し た 


9 
3 抽 


04: 切り 出し た MDF 板 

今回 は 加工 の し や すい MDF 板 で 作っ て いま す 。2.5 ミ リ 厚 の 
300 ミ リ x300 ミ リ で 100 円 ほど と 非常 に 安価 な 径 材 で す 
必要 な サイ ズ に 板 を 切り 出し 側面 の ー つ に ホー ス の 入る 穴 
を 開け て お きま す 


028 


バキ ュー ム フ ォ ー ム し た 板 を 切り 抜き 加 


1@: 「 袖 付き 」 工 し て 、 装 甲 の 縁 の 段差 や 装飾 的 な デ 


ディ テー ル ィ テ ー ル を 製作 する こと も で きま す 
機動 戦士 ガン ダム 
UC」 に 登場 する フル ・ 


フロ ンタ ル 率 いる ネ 
オ ・ ジ オン 宣 残 党 | 袖 
付き ]」 の MS の テ ザ イ 
ン で 特徴 的 な 、 腕 や 
胸部 の 装飾 デザ イ 


評 


| 26: 煎 し た ブラ 板 を 原型 に か ぶせ る 


を 、 球 形 の 層 ア ー マ 06: バキ ュー ム フ ォ ー ム で 作っ た 前 後面 の バー ツ ーー テー と ーー 5 

の 縁 の 段差 ディ テ 奥 が 原型 で 手前 が バキ ュー ム フ ォ ー ム で 作っ た = す に 35: ヒ ザ バ パー ツ の 前 横 プ ロッ ク の 完成 き 31: ヒザ バー ツ に 組み 合わ せ て 確認 ホー ス に つない だ 掃除 機 の スイ ッ チ を 入れ . 原型 の 上 か ら 熱 
し と 同じ 方 法 で 製作 束 型 の 緑 に 合わ せ て 余分 な 部 分 を 切り 落と し た 状態 で す 小型 の ロボ の 球形 の 肩 アー マー 等 の デザ イン に プラ 板 の 枠組 み & エ ポキ シ パ テ と パ キ ュー ム フ ォ ー ム の 組み 合 ヒザ パー ツ に 穴 を 開け て 、 作 っ た パー ツ を 入れ て み ま し た し た プラ 板 を 被せ ます 。 プ ラ 板 の 然 が 変形 し な い 程 度 に 下 が 
て み ま し た 。 写真 は と ちら の 面 の バーツ か 分 か る よう に 、RL の 印 を 書き 込ん で 多く 見 受け られ る 、 装 甲 の 紹 の 段差 の 表現 を 、 バ ゎ せ で レザ 周り の が 完成 し まし た 。 構 に 取り 付け る いも だ る まで 、 数 秒 そ の まま で 待っ て か ら . 掃 際 機 を 止め て バキ ュー 

以前 「 電 撃 ホ ビー マ ます キュ ー ム フォ ー ム で 製作 し ます も 同じ よう に 作っ て いま す ム フ ォ ー ム 加工 の 完了 で す 。 1 で 


ガ ジ ン 用 製作 ホ 
1/100 ク シャ トリ ヤギ で 


今回 と 同 方 法 で 製 合わ せ て 
作 し て いま す 幅 に けが く 
\ キ ォ + 
た を 原型 
わせ て 層 ア ー マ O 
縁 か ら 等 組 に ノ キ ス を 


まわ せ て 先端 で 軽 
ケガ キ 線 を 入れ ます 


し う 


レレ セレ ( 


1 08: ケ ガキ 線 に 


13: HGUC ヤ クト ・ ド ー ガ に 「 袖 付き 」 加工 を する 沿っ て ーー ー 
Ko カッ ト す る 3@: 原 8 を 複製 し て 内 側 デ ティ テー ル に 使用 する 27: は さ み で 大 ま か に 切り 出す 
の じゃあ FCcgg な 0 ニッ パー 等 で ケガ キ 線 素 弄 を 片面 取り で 複製 し て 、 穴 の 内 側 に フィ ッ ト す る ディ テー 挟ん で いた 板 か ら 外し て 余分 な 部 分 を は さ み で 切り 落と し ます 
) 緑 まで 大 ま か に カ し を 作っ て み ま す 。 今 回 の よう に 一 部 に プラ 板 を 使っ て バキ 
と か ら デザ イン ナイ の ム フ ォ ー ム 用 の 原型 を 作る 場合 、 あ ら か じ め 複 製 し て お い 
や ヤス リ で 正確 に 等 ー の 複製 品 を 使う と 原型 の 熱 に よる 痛み が 少な く な る 
幅 に な る よ 慎重 計量 スプ ー ン の 半 斑 る お スス メ で す 


部 分 を 2 個 貼 り 合わ せ A 
下 側 を 削り 取っ て 球 
eee さい へ 
本 形状 の 完成 で す 


0: 貼り 付け 黒い 通 間 接 落 施 
原型 の バ パーツ に 流し 接着 し て 中 心 線 が 分 
込み 系 の 接着 剤 で か る よう に し て あり ます 


接 落し ます 
03: 加工 か 所 


へ の 下書き We 、 
段差 を 作る 部 分 WW 


プ 。 


1 28: ヤス リ な ど を 使っ て 形 を 整え る 


14: バ キュ ー ム フォ ー ム を 行っ た バー ツ Ms | 
前 腕 の バー ツ に 0.8 ミ リプ ラ 板 で バキ ュー ム フ ォ ー ム を 行い ま M 原型 を 外さ ず に 、 ナ イフ や ヤス リ で 余分 な 簡 所 を 慎重 に 削り 
た 。 写真 右側 の よう に の 縁 に 沿っ て 作 分 な 部 分 を 落と し ます 
切り 落と し ます 3 Sn 
10: 前 後面 の 
球形 の 肩 アー マー と 同じ 要領 帳 差 の 33: 段 を 周り 込む 
ぐ 、 下 書き を し て か ら ノ キス な つなぎ 合わ せ 複製 バー ツ を 薄く スラ イス し て 段 を 彫り 込ん で み ま し た 


前 後 の 面 の 段差 部 
分 を 丁寧 に ヤス リ で 


を 前 り 出し ます 。 薄 い プ ラ 委 【 仕上 げ て つなげ ます 


加工 を 行う の で 、 ひ た すら 根 
気 よく 薄皮 一 枚 削 る よう な 感 
覚 で コツ コツ 削っ て いき ます 
バ パ キ ュ ー ム フォ ー ム 加工 か と 
写真 の 状態 まで 4 時 間 ほ どか 
け て 作業 し て いま す 


15: ディ テー ル を 削り 出す 


29: ヒザ アー マー の 穴 の パー ツ の 完成 
原型 を 外し て パー ツ の 完成 。 き れい に 成形 で きま し た 


1 1: 完 成 | 
作例 で 作っ た MS-04 04: バキ ュー ム フ ォ ー ム 1 
wp レン か 球形 の 層 ア ー マ ー に 、 写 真 の よう に 油 粘土 を 詰め て 、 片 側が 
誠 み で 天 を 人 上 に 来る よう に し て バキ ュー ム フ ォ ー マ ー の 上 に 固定 し ます 
る 必要 が ある 場合 + ポリ スチ レン 研 材 の 原型 な の で 、 油 粘土 を 詰め た 後に 冷蔵 

必要 カ き ・ 庫 で 冷や し て お く と 、 油 粘土 の 薔 熱性 に よっ て 、 バ キュ ー ム フ 


この 工作 の よう に パ バ 5 0 < さ 
ム の 際 の 熱 に J リ 有 ク を こと が で きま す 
キュ ー ム フォ ー ム を 活 オ 加工 の 際 の 府 に よる 原型 の 変形 を 防 く 


用 する と 手早く 、 比 較 
的 精度 の 高い 作業 が 
で きま す 


削り 出し まし た が 、 細 か い 部 分 
は プラ 板 か ら 切 り 出し た も の や 
ェ エバ ー グ リー ン 等 の 細切り プ 
ラ 板 を 貼り 付け て 作っ た ほう が 
楽に 作業 が で きる か も し れ ま 


05: バキ ュー ム つこ 
フォ ー ム : 34: 穴 の 内 側 に フィ ッ ト す る 
今回 は 0.8 ミ リ 厚 の プ ディ テー ル の 出来 上 が り 


せん 。 ディテール の 形状 等 ラ 板 を 使用 し て バキ ュ 頒 の 面 に スリ ッ ト 入り の プラ 板 を 貼 た も の と 別 の 印象 に な 
/ 合わ せ て 作り や すい 方 法 で 作 ー ム フォ ー ム を 行い ま がり まし た 。 こ うい っ た ディ テー ル は パテ プ ブロック か ら の 彰 り 
アノ 業 を し て みて くだ さい し た 。 凹凸 の な い 原 出し で 作る の は か な り 難 し い の で パ バキューム フォ ー ム の 利点 
型 な の で 、 問 題 な くき が 活か せる 加工 で す 
っ w れい に プラ 板 が 原型 ・ こ ス リッ ト 入 と ラ 板 を 貼り つけ る 
に 宙 着 成形 され て い 30: 奥 の 面 に スリ ッ ト 入 り の ブラ 
し て [ テイ テ ま ラ ゃ や 大 きめ の 板 を 貼 
パー パー 人 二 藤 「 納 付 1 完成 農 の 面 に 筋 の 入 た プラ 板 を 貼り ます 。 や や 
oo 『 て か ら 、 乾 燥 後に 余計 な 部 分 を 削り 落と し ます 
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16:C 面 加工 後 の プ チア イデ テア 2 「 貼 り 付 け 


5 人 真 の よう に 1 ミリ プラ 板 の 切 れ 端 を 両面 テー プ で 貼る だ け 
20: 加 工 し た 台形 の 穴 の 
ケガ いた 線 の 内 側 を ドリ ル で 穴 を 開け て ナイ フ で 仕上 げ て シ 


ー ル ド 等 の 接続 代 の 完成 で す 。 冶具 を 使う こと で 面 の 中 心 
線上 に し っ か り と 穴 を 開け る こと が で きま し た 


17:C 面 加工 後 の ブ チア イ テ ア 3 
写真 の よう に スコ ヤ な ど が 安定 し て 当て られ る の で 、 各 面 に 
対し て の 直角 や 平行 な どの 、 正 確 な 下書き や スジ 彫り の サポ 
ー ト が で きま す 


ら 1: ス ジ 彫 り 用 の 冶具 


パー ツ の 周囲 を ぐる っ と 囲む バー ツ を プラ 板 で 作り まし た 


ー 
ー 
還 
マ 
ーー 
テー 
テ 
て 
人 
た 
ー 


18: 穴 開け の た め の 冶 具 
写真 の よう な 、 敵 を 斜め に カッ ト し た プラ 板 を 角 棒 で 挟ん だ 
簡単 な 「 冶 具 」 を 製作 し まし た 


らら 2: パー ツ に は め て スシ 奈 り 

パー ツ に は め て スジ 彫り 用 の ガイ ド と し て 使用 し まし た 。 前 腕 
の 各 面 を 一 周 す る パネ ル ラ イン を 一 気 に ス ジ 彫 り し ます 。 冶 
具 が 動か な いよ うに 左右 の 面 に 軸 を 打っ て 固定 し て いま す 


1g: 穴 開け の た め の ケ ガキ 線 

冶具 を パーツ の 縁 (に 貼っ た プラ 板 ) に し っ か り と 当て て 、 ケ ガ 
キ 針 で スジ を 入れ ます 。 冶具 を 裏返し て 、 同 じ 作 業 を 面 の 左 
右 両側 か ら 行 うこ と で 、 面 の 縁 か ら 同じ 距離 に 同じ 角度 の ケ 
ガキ 線 を 入れ る こと が で きま す 


3: 完成 

箱 組み ・ デ ィ テ ー ル 入れ が 終了 し た バーツ に 、 上 腕 、 ヒ ジ 関 節 
な どの バー ツ を 作っ て 組み 合わ せ て み ま し た 。 こ うい っ た シン 
プル な デザ イン の ブロ ッ ク 形 状 の パー ツ は 、 箱 組み 後 の デ ィ 
テー ル 加 工 も スト レス な く ス ムー ス に 行え ます 
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1g: 「 科 組 み 」 の 完成 

各 面 が し っ か り と 接 藩 され て 基本 形状 が 完成 し まし た 。 ス コ ヤ 
や 、 ノ ギ ス 、 自 作 の スラ イド 定規 な ど を 使っ て 、 ス ジ 彫 り を 入れ 
る 位置 や 「C 面 ] を 削り こむ ライ ン な ど を シャ ー プ ベン な ど で 書 
き 込 ん で 検討 し ます 


完成 し た 箱 組 み を 加工 し て いき ます 


13:C 面 の 削り 込み 
角 の 斜め に カッ ト さ れ た 面 「C 面 」 を ヤス リ で 削り 込み ます 


14: エ ッ ジ の 確認 

シャ ー プ ベン の 人 芯 の 側面 を パー ツ の 久 で スラ イド させ て 、 色 を 
載せ エッ ジ の 位置 や 曲がり 、C 面 の 幅 を 確認 し な が ら 、 慎 重 に 
削り 込み ます 


15:C 面 加工 後 の ブ チア イ テ デア 1 「 図解 」 

エッ ジ を 削り 落と し て C 面 を 入れ た 後 は 、 各 面 の 端 か ら の 寸法 
の 確認 や 、 ス コ ヤ で 直角 に スジ 彫り の 下書き な ど を 書き 込む の 
が 難し く な っ て し まう の で 、 図 の 右側 の よう に 、 プ ラ 板 を パー ツ の 
縁 に 合わ せ て 両面 テー ブ で 接 誠 し て 、 エ ッ ジ の 代わ り を 作る と 
便利 で す 


07: 角 度合 わせ & 補 強 の た め の 

サポ ー ト 板 を 接着 1 
接着 し た 各 面 の 角度 を 正確 合わ せる た め 内 側 に 任意 の 
サイ ズ に 切り 出し た 板 を 接 舌 し て いき ます 。 (6 か ら の 記 
事 を 参照 ) 


08: 角 度合 わせ る 補強 の た め の 
サポ ボー ト 板 を 接着 2 


サポ ー ト 板 の 角度 が 斜め に な っ て いる と 歪み の 原因 に な 


し まう の で 、「 サ ポー ト 板 の 角度 を 矯正 する た め の サ ポー ト 板 」 


ぐー 


を 間 に 接 落 し ます 


09: 接 着 
反対 側 の 側面 板 の 縁 と 挟み こん だ 板 の 小 口 の 面 を 慎重 
合わ せ て 接 落し ます 


10: ノ ギ ス て 平行 確認 微 調整 

ノギス を 大 工 道 具 の 「 ハ タガネ |」 の よう に 使っ て 、 接 着 面 が 半 
硬化 状態 の 箱 組 み に 外 側 か ら 挟ん で 軽く 力 を 加え る と 、 平 行 
面 の 確認 や 接 秒 の ズレ の 徴 調整 が で きま す 


a 生化 後 や すり で 面 を 整え る 

て 化し た ら 、 直 広 の 短 目 ヤス リ な ど で 接線 を 仕上 

eu 接着 線 だ け を 処理 し よう と する と その 部 分 だ 

作 よ げ る sa グ 出 て し まう 場合 も ある の で 、 面 全体 を 

革 覚 で 削り 、 接 入 面 に 深い 凹み が 残る よう な 場合 
、 軸 間接 沙 パ バテ な ど で 埋 め て 対応 し ます 


03: ブラ モデ ル 用 (ポリ スチ レン 用 ) の 接着 剤 
中 央 が 樹脂 成分 の 入っ て いる 、 ち ょ っ と 粘度 の ある 普通 の プ 
ラ モ デ ル 用 接 落 剤 の 「Mr. セ メン ト 徳 用 」 、 右 側 は 溶剤 系 の 接 
落 剤 で 、 流 し 込み の 用 途 や 、 サ ッ と 塗っ て 小さ な パー ツ を 固定 
する の に 最適 な 「Mr. セ メン ト S」 、 左 の 赤い 缶 入 り の も の は 
強め の 溶剤 系 で 接 落 力 の 強い GSR の 「 強 力 溶着 剤 | 。 ち な 
み に 自 分 の 場合 、 セ メン ト S の 使用 頻度 が 909%% く らい で 、 樹 
脂 入 り の も の は あま り 使っ て いな か っ た り し ます 。 ( 主 に 時 間 
的 な 事情 で す 


04: バー ツ の 仮 接着 

切り 出し た プラ 板 を 接 秒 し て いき ます 。 プ ラス チッ ク 用 の 接 蔵 
剤 は 乾燥 まで に 余裕 が あり 、 仮 に 固まっ て き て も 溶剤 系 接 藩 
剤 を 少量 流し 込ん で 軟らか くし 、 接 落 角 度 の 調整 を する こと 
は 可能 な の で 、 こ の 時 点 で は 板 同 士 の 角度 な ど は あま り 神 
経 質 に は な ら な く て も 大 丈夫 で す 


05: 接着 面 の 角度 の 調整 
各 板 の 接 藩 面 を 整え て で きる だ け 隙 間 な く 組み 合わ さる よう 
に 調整 し ます 


06: 仮 接着 が 終わ っ た 状態 
片側 の 側面 の 板 の 縁 に 合わ せ て 挟み 込む 板 を 接 秒 し まし た 


ぐ の 
@/ 
9 


01: 釘 組み の 板 の 
様々 な 
組み 合わ せ 


最終 的 に 同じ 形 に 箱 
組み を 行う 場合 で も 、 
板材 の 組み 合わ せ パ 
ター ン は 無限 に あり ま 
す 。 自 分 の 場合 は 、 

1 . 各 面 の 形 が 把握 し 
や すく て 、 正 確 に 切り 
出し や すい 形状 

2. 板 の 接 落 線 が 後 で 
入れ る 予定 の ディ テー 
ル の 位置 に 干渉 し な い 
3 接着 線 の 入る 面 が 
少な い or 加工 し や すい 
位置 で 仕上 げ が 楽 

と いう 3 点 に 注意 し て 、 
作る 物 の デザ イン に よ 
っ て 、 そ の 都度 アレ コレ 


と 考え な が ら 構 造 を 決 
め て いま す 
R 
02: 前 脱 の 箱 組 み に 使う 名 板 


今回 は 特徴 的 な 形 の 側面 の 板 で 、 等 幅 の 長 方 形 の 各 板 を 挟 
み 込 ん で 「 箱 」 に する 、 一 番 シ ンプ ブル な 組み 合わ せ で 作る こと 
に し まし た 。 そ れ ぞ れ の 板 は 2 ミリ か ら 2 5 ミリ に 積 暦 し て あり ます 。 
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らら : エッ ジ 付 近 に ディ テー ル が ある 
テ ザ イ ン へ の 活用 

単 続 な 箱 形状 の バー ツ で も 、 写 真 の ガル バル ディ 8 の バッ ク 

バッ ク の よう に 、 エ ッ ジ の 付近 に 丸 穴 や スリ ッ ト 等 の ディ テー 

ル が ある 場合 は 、 木 口 同士 の 接 藩 に よる 箱 組 み が 適 し て い 

ます 


E 
アデ 
} の 
\ 還 
et 
の の イ 
全 ブ アノ 4 
と 、 アア 
3: 組み 立て た バッ ク バ ッ ク 
この 後 、 バ ー ニ ア 類 を 追加 し て 完成 させ ます 


木口 を 削ら ず 、 隙 間 を 通 間 接着 バテ で 埋め て 板 
同士 を つなげ る 箱 組 み の 方 法 で す 。 溶剤 系 接着 
剤 と 瞬 着 パテ の 特性 を 利用 し た 手 早 い 工 作 を 行 
える 方 法 で す 


ら 4: 溶剤 系 接着 剤 で の エッ ジ と 木口 の 接着 
GSI ク レオ ス の 「Mr. セ メン ト S」 や 「GSH 強 力 溶 藩 剤 ] の よう 
な 揮発 性 の 高い 溶剤 系 接 落 剤 を 使用 し て 、 図 の よう に 任意 
の 角度 で 木口 と プラ 板 の エ ッ ジ を ~ 線 "で 接 落し ます 。 溶剤 が 
揮発 、 乾 燥 する 前 の 半 硬 化 状態 で 位置 決め を 行い ます 


4 
25: 明 着 バ テ で 固定 
深 剤 系 接 落 剤 で ある 程度 固定 され た ら 、 表 面 の 隙間 に 瞬間 


接 誠 パテ を 盛り ます ( 図 の ビン ク の 部 分 ) 。 先 に 使っ た 溶剤 
系 接着 剤 は 裏側 か ら 揮発 し ます 


1: 木 口 削り 加工 
写真 の よう に 木口 に 刃 を 当て て スラ イド させ な が ら 、 エ ッ ジ を 残 
す よ うに し て 木口 の 不要 部 分 を 削り 落と し ます 。 木 口 に マー カ 
ー で 色 を 藻 け て お く と 、 残 っ た 面 が 見 や すく 削り 残し や 削り 過ぎ き 
な どの 失敗 が 防げ ます 


1: 多 面体 を 製作 し て みる 1 

木口 同士 を 接着 する 箱 組み の 特性 を 検証 する た め に 「 切 頂 
八 面体 」 と 「 立 方 八 面体 ] を 製作 し て み ま し た 。 写真 の よう な 六 
角形 、 三 角形 、 大 小 の 四角 形 を 必要 な 枚数 切り 出し 、 木 口 削 
り 加 工 を 施し ます 


80: 多 面体 を 製作 し て みる 2 

各 面 を 貼り 合わ せ て 作っ た 多面 体 で す 。 こ うい っ た 立体 を 先 に 
紹介 し た 「 基 本 組み 」 で 製作 する 場合 、 貼 り 合わ せる 木口 の 厚 
みや 削り 落と す 部 分 の 面積 を 計算 し た うえ で 切り 出さ な けれ ば 
な ら な いた め 、 各 面 の 接 藩 線 の 仕上 げ も 含め 、 か な り 難 易 度 の 
高い 工作 に な っ て し まう の で 、 製 作 す る パー ツ の 形状 に よっ て 
板 の 組み 合わ せ 方 を 選択 する こと が 重要 で す 


ら 1: 多 面体 的 な 面 構成 の 実例 

以前 作例 と し て 製作 し た ガン ダム [ヘイ ズル ] ( 右 ) と MS-04 
左 ) の スネ パー ツ で す (と も に スク ラッ チ 作 例 ) 。 こ の よう な 面 
構成 の 部 位 は 木口 の 削り 加工 に よる 箱 組 み が 合 っ て いる と 
思い ます 


14: 角 度 ガイ ド る 補強 板 

裏側 に 任意 の 角度 に 切り 出し た プラ 板 を 角度 ガイ ド と し て 接 
矯 し ます 。 関節 や フレ ー ム な ど を 入れ る 際 に 邪魔 に な る 場合 
は 、 接 差 剤 が 硬化 し た 後に 取り 外し て も OK で す が 、 今 回 は 補 
強 板 と し て その まま 残し ます 


15: バラ ンス の 確認 

まだ 左右 の イン テー ク 部 等 が な い 状態 で す が 、 パ ー ツ を 仮 接 
舌 し て 以前 製作 し た 手首 バー ツ と 組み 合わ せ て バラ ンス の 
確認 を し て み ま し た 


板 の 木口 面 に 任意 の 角度 で 削り 加工 を し て 、 木 品 
同士 を 接着 する 箱 組 み の 解 説 で す 。 切 り 出し た 板 
の 面 を その まま 活か すこ と が で き て 、 複 雑 な 面 構成 
の 箱 組 み に 適 し た 工作 方 法 で す 


16: 木 口 同士 を 接着 する 箱 組 み の 図 解 

図 の よう に 板 の 木 口 を 、 任 意 の 角度 に 斜め に 削り 加工 を し て 
接 基 し ます 。 同じ 角度 に 削り 加工 を する 場合 、 図 の よう に 90 
度 に 接 底 する な ら 木 口 の 角度 は その 半分 の 45 度 に な り ま す 


4 え 4 f 


4 ら 


17: 木 口 削り 加工 の 自作 道具 

木口 を 任意 の 角度 に 削り 出す た め の 自 作 工 具 で す 。 上 が 各 
角度 に 切り 出し た ABS 板 に カッ ター の 刃 を 接 落 し た 「 固 定式 
の 削り 工具 」。 下 は 分 度 器 を 加工 し て 作っ た 「 可 動 式 の 削り 工 
具 」 で 、 ネ ジ 半 円 の 中 心 点 の ネジ を 軸 に カッ ター の 刃 の つい た 
パー が 可動 し 、 任 意 の 角度 で 固定 で きま す 。 製作 法 な ど 詳 し く 
は 、 前 書 を ご 参照 くだ さい 


08: ブ ラ 板 の 短冊 を 使っ て 角 芝 を 取る 
試作 か 5 特 定 の 場所 の 角度 を 読み 取る 場合 、 角 度 数 字 
自作 は あま り 必 要 で は な い の で 、 与 真 の よう 和 度 に 3 

て プラ 板 の 短冊 を 接 落す れ は ば 、 面 が 入り 組ん で し ロト ラ 
2 ター が 使い づら い 場所 で も 、 簡 単に 角度 を 与 取る こと ヵ 
可能 で す 


09: 切 り 出し に 使用 する 


切り 出す プラ 板 の 縁 に 当て て 、 写 し 取っ た 角度 で の 切り 出 

を する こと が で きま す 。 読 み 取 っ た 部 位 の 名 称 を マ ク な ど 
で 書き 込ん で お く と 、 箱 組み 後 の 角 度 の 確認 に も 使え て 便利 
で す 


前 項 で 製作 し た 前 腕 バ パー ツ の 各 面 の 板 を 、「 基 本 
組み ] で 箱 組 みしま す 


1: 前 回 切り 出し た 腕 の パー ツ 
全 真 の パー ツ の 下 の 段 の 前 腕 を 組み 立て ます 


板 同士 の 隙 
接着 剤 を 合 


日 人 前 っ て 八 の 字 に 広 か っ た 形 に 接着 し て いま す 


間 が や や 大 きか っ た の で 、 ス チロ ー ル 樹脂 系 の 
用 し て 接着 し まし た 。 右 側 は 90 度 に 、 左 側 は 木 


04: 点 付け し て 切り 出し 

トレ ー ス し た 透明 プラ 板 を 、 白 い プ ラ 板 に 太 間 接 蔵 剤 で 点 付 
けし て 、 上 か ら ラ イン に 沿っ て 切り 出し ます 。 や や 大 きめ に カッ 
ト し て 、 試 作 と 合わ せな が ら 微 調整 する と 、 失 敗 な く 切り 出す こ 


と が で きま す 


05: 切り 出し た 前 腕 横 面 の ブラ 板 

トレ ー ス に よる 切り 出し は 、 写 真 の よう な 微妙 な 曲線 や 角度 の 
組み 合わ せ で 各 辺 が 構成 され た 面 に 有効 で す 。 逆 に 四角形 
や 台形 等 は ノギス な ど で 採寸 し て 、 直 接 プラ 板 か ら 切 り 出し た 
ほう が 正確 な 形状 に な り ま す 


06: 切り 出し た 前 腕 の バー ツ 
前 腕 の 側面 の パー ツ を 切り 出し まし た 。 こ の パー ツ を 基準 に 
各 面 を 作成 し て いき ます 


プラ 板 の 切れ 端 を 利用 する と 、 計 測 工具 が 苦手 と 
する 面 の 込み 入っ た 部 分 等 の 採寸 が 楽に で きま す 。 
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07: ブ プロ トラ クタ ー (角度 定規 ) - 

必要 な 角度 を 試作 か ら 読み 取り た い 場 合 写真 の よう な プロ 
トラ クタ ー が 非常 に 便利 な の で す が 、 面 が 入り 組ん で いる 場 
人 る は 工具 の 大 き さ が 邪 麻 を し て 上 手 く 角 度 が 読み 取れ な いこ 
と が あり ます 


イン ダス トリ アル クレ イ で 作っ た 形状 試作 か ら 、 各 
面 の 形 を プラ 板 に トレ ー ス し ます 。 


01: 脱 部 の クレ イ 試 作 

釘 組 み を 行う 前 に 板 の 状 態 で ディ テー ル 加工 を する 場合 、 必 
ず 形 状 試作 や 図面 を 作っ て お く 必 要 が あり ます 。 試 作 は イン 
ダス トリ アル クレ イ を 使い 、 先 に 作っ た パー ツ と 合わ せ て 、 サ イ 
ズ や アレ ンジ な どの 確認 を し て お きま す 。 


02: ト レー ス に 使う 道具 
面 の 形状 の トレ ー ス に は 、 透 明 プ ラ 板 (な る べく 薄手 の も の ) 
と 細い 線 を 描け る 油性 マー カー を 使用 し ます 


03: 面 の 形状 を トレ ー シ ン グ あか 

クレ イ の 表面 に 透明 プラ 板 を 押し 付け て 、 指 で 押さ えて 固定 
し 、 前 腕 の 横 の 面 の アウ トラ イン を 描き 写し て いま す 。 パテ 類 
ゃ スタ イロ フォ ー ム な ど 接 工 が 可能 な 素材 で 試作 を 作る 場合 
は 類 明 フィ ルム タイ ブ の 両面 テー ブ で 固定 する と 描き 写し や 


すく な り ま す 


ーーーーーーー 一 WW 本 
(034 」 は 


マーニ ーーーーーーー ツ ーー で ーー 


035 衝 且 真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


46: 円 雛 台 バ ー ツ の 完成 
貼り 込ん だ プラ 板 の 端 を きれ い に 仕上 げ 、 上 下 の 余分 な 部 
分 を カッ ト し て 円 雛 台 パ ー ツ の 完成 で す 


47: 加 工 例 

円 柱 、 円 氏 台 形状 の パー ツ の 加工 例 で す 。 非常 に 軽く 作れ 
る の で 、 バ ッ ク バ ッ ク 等 に 装 交 す る 大 型 の プロ ベラ ント タン ク 
に 使用 し て も 重量 バラ ンス 的 な 問題 が 起き に くい の で 、 お ス 
ス メ で す 。 ド ー ベ ペン ・ ウ ルフ や 「A.0.Z」 の T R -6 等 に 見 られ る 
「 ド ラム フレ ー ム 」 の 製作 や 、 大 型 の バー ニア な ど に も 利用 で 
きそう で す 


木口 同士 の 接着 に よる 箱 組み 


へ 1 4 わ サ ナ 
胸 間 接着 バテ を 使っ た 箱 組 み 


へ ! 
円 柱 形状 ・ 円 鈴 台 の 箱 組 み 


037 


プラ 板 の 外 巻 加工 の 応用 で 円 雛 台形 状 の 中 空 
パー ツ を 製作 し ます 。 


ーー 
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42: ぶ の 製作 


工程 28 か ら 33 ま で と 同じ 要領 で 、 上 下 の 面 の 直径 の 異な る 
「 芯 パー ツ 」 を 製作 し ます 


43: マス キン グ テ ー ブ を 使っ て 
側面 の 形状 を 採寸 する 

円 氏 台 の 展開 図 を 上 下 の 円 と 高 さ の 数 字 か ら 計 算 し て 作図 

し て も 良い の で す が 、 自 分 の 場合 ちょ っ と 計算 が 苦手 な の で 


立 ) 、 現 物 合わ せ で 探 十 し ます 。 マ スキ ング テー プ を シワ に な 
ら な いよ うに 円 負 の 側面 に 巻き 付け て 、 上 下 の 面 の エッ ジ を 
マジ ッ ク で な ぞ っ て 描き 写し ます 


44: ブ ラ 板 に 貼り つけ て 大 きめ に 切り 出す 
マス キン グ テ ー プ を 芯 か ら 刑 が し 、0.5 ミ リプ ラ 板 に 貼り 付け 
ハサミ 等 で や や 大 きめ に 切り 出し ます 


区 am 人 


45: 側面 の 板 を 巻き つけ る 
円 柱 の 場合 と 同じ よう に 、 細 め の 丸 棒 に 巻き 付け て 巻き 癖 を 
つけ 、 芯 の 側面 に 隙間 が 出 な いよ うに 接着 し ます 


表面 に 瞬間 接着 バテ を 使わ ず 、 工 程 33 の 状態 の 
芯 に プラ 板 を 巻い て 円 柱 を 製作 し ます 


38: ブラ 板 に 巻き 癖 を つけ る 
円 柱 の 高 さよ り も 少し 幅広 に 0.5 ミ リプ ラ 板 を 切り 出し 、 細 め の 
丸 棒 に 巻き つけ て "巻き 包 " を つけ ます 


39: ブラ 板 を 接着 する 

巻き 癖 を つけ た 0.5 ミ リプ ラ 板 を 円 柱 の 芯 に 接 矯 し て いき ます 
円 と 巻き 付け る プラ 板の間 に 隙間 が で き な い よう に し っ か り と 
巻き まつ け て 接 落 し ます 


40: ヤス リ が け 

一 周 さ せ た と ころ で 、 余 分 を 切り 落と し 、 接 藩 線 を 瞬間 接 落 剤 
か 瞬 秒 パテ で つなぎ 、 ヤ スリ で 仕上 げ ま す 。 手 首 の スナ ッ プ を 
効か せ て 円 を 描く よう に ヤス リ を 動か し ます 


すま 


ーー 


41: 完 成 
プラ 板 外 巻 工作 の 円 柱 が で き あ が が り ま し た 。 こ の 方 法 の 場 
合 、 プ ラ 用 接着 剤 で 細切り プラ 板 を 溶剤 系 接着 剤 で 貼り 付 
ける 等 の PS 研 材 な ら で は の 後 加工 が 、 瞬 間接 秒 パ テ を 使用 
する 方 法 よ り も 容易 で す 。 ま た 、 有 瞬間 接 落 パテ の 気泡 の 心配 
も あり ませ ん 


34: 際 間接 着 バ パテ を 用 意 す る 

ま の 周り に 盛り 付け る 瞬間 接 藩 *\ テ を 作り ま 5 回 は 
Mr.SSP] の パウ ダー! アノ ン DW | を 混ぜ 合わ せ 、「 黒 
い 肌 間接 着 剤 を 適量 混ぜ て グレー の 層 間 接着 パテ を 作 ! 


使用 し て いま す 


35: 記 を 回 し な が ら 盛 りつ ける 

光 に 作っ た 芯 を 回 し な が ら 瞬 間接 落 パ テ を 盛り つけ ます 。 写 
邊 で は 電気 ドリ ル を 低速 で 回 し て 使っ て いま す が 、 手 作業 で 
も 同様 の 加工 が 可能 で す 


or いこ 
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36: ヤ スリ で 仕上 げ る 
サス リス ティ ッ ク な ど を 使用 し て 、 回 転 さ せな が ら 面 を 整え ます 


37. 円 柱 の 完成 
人 の 組み を に し た 円 柱 パ ー ツ が 完成 し まし た 。 パテ 
全 用 し た ロー ル ゲー ジ 法 や 、 旋 般 を 利 用 し た レジ ン か ら の 削 


! = 
則 し に 比べ 、 中 空 の 箱 組み が 芯 な の で 同じ サイ ズ で も 非常 
に 軽 作 る こと が で きま す 


30: 曲げ 加工 
工程 29 で 入れ た 切れ 込み を 、 ペ ンチ な ど を 使用 し て キャ タビ ピラ 
の よう に 、 切 れ な いよ うに 折り 曲げ て いき ます 


31: 切り 出し た 円 と キャ タ ピ ラ 加工 し た 
プラ 板 の 冊 

切り 出し た 円 は 中 心 点 に 3 ミリ に 穴 を 開け て 、 大 小 二 枚 を 接 落 

し ます 。 写真 右側 は 3 ミリ 丸 棒 と WAVE の 「 プ ラサ ポ 」 の ポリ キ 


ャ ッ プ の 受け の パー ツ で す 


3 ら : 組み 立て 
写真 の よう に 各 パ ー ツ を 接 落し ます 


うに し て あり ます 


286: ヤ スリ で 仕上 げ て 完成 

脳 間接 秒 パ テ が 固まっ た ら ヤ スリ で 仕上 げ て 完成 で す 。 溶剤 
系 の 乾燥 時 間 を 利用 し て 仮 止め と 位置 決め を 行い 、 胡 間 接 藩 
パテ の 接 状 性 と パテ 機能 を 利用 し て 承 間 を 埋め る こと で スピ ー 
ディ ー な 加工 が 可能 で す 。 樹 脂 系 、 溶 剤 系 で 接着 し た 場合 に 
起こ る 乾燥 後 の 「[ ヒ ケ 」 が ほとん ど 発生 し な い の も 利点 で す 。 左 
の 図 の よう に 、 基 本 組み で 接 入 す る 際 に 小口 の エッ ジ を 削っ て 
接 落し 、 削 り 落 と し た 溝 を 朋 間 接 落 パ テ で 埋め て も 同じ よう な 効 
果 が 得 ら れ ま す 


87: 木口 同士 の 接着 に 層 着 バテ を 利用 

木口 削り の 角度 の すり 合わ せ が 面 倒 な 場合 、 や や 大 きめ の 
角度 に 削っ て お いて エッ ジ を 溶剤 系 で 仮 止め し 、 任 意 の 角度 
に ガイ ド プ ラ 板 な ど で 固 定 し て か ら 裏 側 か ら 瞬 間接 落 パ テ を 
原 間 に 流し 込む と 、 手 早く 加工 が で きま す 


プラ 板 を 使っ た 中 空 の 円 柱 型 パー ツ の 作り 方 を 
紹介 し ます 。 


28: 円 の 切り 出し 

サー クル カッ ター を 使っ て 必要 な サイ ズ の 円 を 切り 出し ます 
今回 は 1 ミリ プラ 板 を 使用 し 、 上 下面 2 枚 と 、 工 程 29 で 切り 出 
す プ ラ 板 を 巻き 付け る ガイ ド プラ 板 と し て 半径 で 1 ミリ 小さ い 
円 を 2 枚 切 り 出し ます 


29: 冊 の 切り 出し & 切 れ 込み 加工 
円 柱 の 高 さか ら 上 下 の プ ラ 板 の 厚 み 分 を 引い た 高き で 円 
の 長き に プラ 板 を 切り 出し 、 写 真 の よう に 等 間 同 に 切れ 人 


を 入れ ます 
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ら 8@: ボ リエ ステ ル バ テ を 盛り つけ る 
次 に へ ラ を 使い 、 ボ ポリ エス テル パテ を 盛り 付け て いき ます 


@: 削り 出し 

盛り 付け た ポリ エス テル バテ が 固まっ た ら 、 仮 止め 用 の ポリ キャ 
プ を 外し て 2 ミリ の プラ 樺 か ポリ ラン ナー で 左右 の パー ツ を 接 

続 し 、 左 右 の 厚み に 気 を つけ な が ら 太 モモ の 形 に 削り 出し ます 


24: ヤス リ で 仕上 げ 
大 ま か な 形 に な っ た ら 、 表 面 を ヤス リ で 仕上 げ ま す 


ら 5: 枠 を 外す 
枠 を 外し て クレ イ を か き 出 し ます 


ら 6: 基本 形状 の 完成 

太 モ モバ ー ツ の 基本 形状 が で き あ が り ま し た 。 写真 の よう に 
分 割 面 の 対 に な る 位置 に プラ サポ が 設置 され て いる の で 、 ど 
ちら か に 軸 を 差し 込む こと で 接続 ビン 付き の 左右 分 割 の 中 空 


パー ツ に な り ます 
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1 フ 7: ボリ キャ ッ プ を は め る 


工程 15 で 作っ た バーツ の 穴 に 、 裏 側 か ら 2 ミ リ 軸 の ポリ キャ 
プ を 挿入 し ます 。 軸 の 根元 まで し っ か り 差し 込み ます 


18: 加 工 し た ブラ サボ を は め る 
裏側 か ら 突 き 出 た ポリ キャ ッ プ の 軸 に 、 突 起 部 分 を 削っ た プラ 
サポ を 奥 ま で し っ か り ハ メ て 固定 し ます 


18: ク レイ の 盛り 付け 

内 側 の 小さ な 板 (グレ ー) の 上 に 、 写 真 の よう に クレ イ を 盛り 付 
け ま す 。 こ の クレ イ の 部 分 が 後 で パー ツ の 中 空 の 空間 に な る 
の で 、 厚 みな ど に 注意 し て 、 グ レー の 板 の 縁 か ら は み 出 さ な い よ 
うに 表面 を な だ ら か に 仕上 げ ま す 


80: 太 モ モ の 型 枠 の 完成 

写真 の よう に クレ イ を 仕上 げ て 太 モ モバ ー ツ の 型 枠 の 完成 で 
す 。 取り 付け た プラ サポ は 、 外 側が や や 太 モ モ その アウ トラ イン 
か ら は み 出 すこ と が 分 か っ た の で 、 こ の 段階 で 斜め に 削っ て 
いま す 


ら 1: ポ リエ ステ ル バ パテ を 筆 で 浴 る 
太 モ モ の ペー ス に ポリ パテ を 筆 で 、 気 泡 が 入ら な いよ うに 丁寧 
に 塗り ます 。 筆 は 硬化 前 に シン ナー で 洗え ば 再 利用 が で きま す 


まだ 


12: ス ジ 入 り の 板 の 穴 を 4 ミリ 径 に 広げ る 
スジ 入り の 板 の 3 つ の 穴 を 、 そ れ ぞ れ 約 4 ミリ 径 に 広げ ます 。 太 
め の 丸 ヤス リ か リー マー を 使う と 、 簡 単に 加工 が で きま す 


13: 内側 の 空間 の 基準 面 の 切り 出し 
スジ 入り の 板 の ス ジ に 沿っ て 切り 出し ます 。 同 じ も の を 瞬間 接 
秒 剤 で 点 止め し て 二 枚 用 意 し ます 


- 


14: 貼 り 合わ せる 

工程 11 で 接 底 し た パー ツ に 、 工 程 13 で 切り 出し た 板 を 接 区 し 
ます 

見 や すい よう に グレ ー で 塗装 し て いま す 


ーー 


15: ヒザ 関節 の 入る 穴 の ガイ ド を 接着 
太 モ モ の 下 に な る 面 に 関節 の 入る 穴 の 幅 の 半分 幅 に カッ ト 
し た プラ 板 を 接 矯 し ます (黄色 で 塗装 し た 部 分 


ココ 村 
16: プラ サポ と ポリ キャ ッ プ 
接続 ピン の 「 受 け ] に は ウェ ー ブ の 「PC02 プ ラサ ポ ①」 を 使用 
し ます 。2 ミ リ 軸 の ポリ キャ ッ プ は プラ サポ の " 仮 止め "の た め に 
使用 し ます 


08: ノ ギ ス で 緑 と 平行 に スシ を 入れ る 

吉 止 めし て 切り 出し た 3 枚 の 板 の 一 番 上 の 板 に 、 縁 と 平行 
メジ を 入れ ます ノギス を 2 ミリ 幅 で 固定 し 、 写 真 の よう に 板 の 
綿 に ノギス を 当て て 縁 と 平行 に スラ イド させ ます 。 ス ジ が 見 や 
よう に スミ 入れ を し て お く と 、 後 の 作業 が し や すく な り ま す 


09: 接 続 ビ ピン の 穴 を 開け る 

左右 分 割 パ ー ツ を つなげ る 接続 ビン を 差し 込む た め の 穴 を 開 
け ま す 。 ヒ ザ 関 節 の 可動 に 干渉 し な い 位置 に 、 今 回 は 2 ミリ の 
穫 を 3 箇所 開け まし た 


10: 太 モモ の 基準 バー ツ の 切り 出し 完了 
側面 & 上 面 図 を 基 に 、3 枚 ずつ の 板 を 切り 出し まし た 


11: 左 右 の 中 心 面 と 上 面 を 接着 

スジ を 入れ て いな い 板 を 使っ て 、 上 面 と 側面 を 直角 に 接 矯 し ま 
す 。 対 に な る よう に 左右 の 向き を 逆 に し ます 。 こ の パー ツ が 太 モ 
モ の 輪郭 を 構成 する 型 枠 に な り ます 


各 写 真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て 


接続 ビ ピン の 付い た 左右 分 割 構造 の 太 モ モバ パーツ 
を 製作 し ます 。 


| 7 とみ 
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04: 試 作 を 基 に 図面 を 作成 
試作 を ノギス な ど で 採 寸 し て 、 図 面 を 引き 直し ます 。 太 モ モ の 
側面 と 上 面 の 図面 で す 


シュ ッ 
| 「 も イス 


05: コピ ー し た 図面 の 裏側 に 
スプ レー の り を 吹き 付け る 
図面 を コピ ー し 、 裏 面 に スプ レー の り を 吹き 付け ます 


06: コピ ー し た 図面 を プラ 板 に 貼っ て 切り 出す 
0.5 ミ リプ ラ 板 に コピ ー し た 図面 を 貼っ て 、 線 に 治っ て ナイ フ 
の 刃 を 入れ て 切り 出し ます 


07: 明 着 で 点 止め し て 重ね 切り 
工程 06 で カッ し た 板 を 、 同 じ く 0.5 ミ リ の プラ 板 に 出 間 接 炉 


で 「 点 止め ] を し て 、 板 の 側面 に 合わ せ て カ ター の 刃 を 入れ 、 


同じ 形 の 板 を 3 枚 切 り 出し ます 
接着 し た まま 次 の 工程 に 移り ます 


いま す 


クレ イ な ど で 試 作 を 作っ て 、 形 状 の 確認 を し て お く 
と 後 の 作業 が スム ー ズ に 行え ます 。 


01: 試 作 や 中 空 パーツ の 工作 に 使用 する 粘土 
工業 分 野 の 立体 試作 な ど に も 使わ れる イン ダス トリ アル クレ 
イ と 油 粘 土 。 イ ンダ スト リア ルク レイ は エッ ジ 出 し な ど ある 程度 
シャ ー プ な 造型 が 可能 で す 。 油 粘土 は 手 に 入り や すく 、 安 価 
な の が 魅力 で 、 大 ま か な フ ォ ル ム の 確認 に は 十分 使え ます 。 


02: ク レイ 試作 の 製作 

クレ イ 試 作 と いっ て も 本 格 的 な も の で は な く 、 今 回 は 自筆 の ラ 
フ な 側面 図 を コピ ビー し た も の を プラ 板 に 貼り 付け 、 粘土 を 盛り 
付け て 大 ま か な 形 の 確認 を し て いま す 。 


03: 脚 の 試作 の 
完成 

ガル バル ディ 8 の 胸 

部 を 作っ て み ま し た 。 
全体 に 大 ま か な フ ォ ル 
ム を 出し て 、 向 か っ て 
右側 の み 、 あ る 程度 

の ディ テー ル や パー ツ 
の 分 割 位置 を 彫り 込 
ん で いま す 。 製作 時 
間 は 約 1 時 間 程度 。 


50: 左右 対称 の 目安 と な る 中 心 線 

色 の 付い た ポリ エス テル パテ を 、 プ ラ 板 を 抜い た 隙間 に 渡し 
込み 、 硬 化 後 ヤ スリ で 仕上 げ ま し た 。 額 の 椿 円 ディ テー ル を 
人 れる 際 の 中 心 の 目安 と し て 活用 で きま す 


45: 上 下面 の 中 心 線 を 基準 に 削り 出す 
底面 の 接着 線 や 上 面 の プラ 板 の 側 面 を 基準 に し て 左右 対 
称 に な る よう に 気 を つけ な が ら 削 り 出 し ます 


ア / 


51: 細 部 の 仕上 げ 
モノ アイ スリ ッ ト の 隙間 は 0.3 一 0.5 ミ リプ ラ 板 に 耐水 ペー パ 
ー を 貼っ た プラ 板 ヤス リ で 丁寧 に 仕上 げ ま す 


46: 試作 を 参考 に 大 ま か な 削 り 出し 
各 ブ ロッ ク の 位置 な ど は 試作 を 参考 に し て 決め て いき ます 


・ 腸 
5g: 接続 mo 
和 後 分 割 の 接続 面 で す ある 程度 形 が 整っ た ら 、 底 面 の 板 を 外し て クレ イ を か き 出 し ま 
『 後 分 割 の ) s す 。 こ びり つい た 粘土 は 、 旨 棒 に エナ メル 塗料 か GSI ク レオ ス 


「Mr. カ ラー」 の 溶剤 を 底 け て 拭き 取る と きれ い に 除 去 で きま す 


。 則 
53: 大 本 形状 の 完成 Na 
頭 部 も 基本 的 な 形状 出し が 完了 し まし た 。 次 回 以降 、 各 部 デ 
ィ テー ル の 製作 の 解説 を し て いき ます 48: 中 心 の プラ 板 を 抜く 
仕上 げ 後に ひび 割れ を どの トラ ブル が 起き る の を 未然 に 防ぐ 
た め 、 側 面 の シル エッ ト の ガイ ド と し て 使っ た 中 心 の 板 「 工 程 
32 の A と C」 を 抜い て 、 色 を 付け た ポリ エス テル パテ に 置き 換 
えま す 。 板 の 左右 に ナイ フ の 刃 を 少し 入れ て 、 パ テ か ら 剥 が し 


慎重 に 取り 除き ます 

へ 
⑳/ 
『、 生 
の 
へ 
人 天 析 を 使っ て 作る の で 、 あ ら か し % 作 を 作ら な いと 製 498: 色 つき ポリ エス テル パテ を 作る 

作 眉 9 ポリ エス テル バテ に 「Mr. カ ラー」 の ブラ ッ ク を 適量 混ぜ て 色 
X の 違う ポリ パテ を 作り ます 。 同 時 に 瞬間 接 落 剤 も 混ぜ て 接着 


力 を 高め ます 


041 


40: 組み 合わ せ た 状 態 
これ で 型 枠 の 基本 が で き あ が り ま し た 。 こ れ に 加工 を 施し て 
きま す 


41: ボ リキ ャ ッ プ と ブラ サポ を 装着 
太 モ モ と 同じ よう に 、 前 後 で つなが る 面 の 穴 に プラ サポ を ポリ 
キャ ッ プ で し っ か り 仮 止め し ます 


42: クレ イ を へ ヘラ で 盛り 付け る 
モノ アイ スリ ッ ト の 幅 や 角度 な ど を 想定 し て 、 内 側 の 空間 に 当 


た る 部 分 を クレ イ で 成形 し ます 


2? 
た し ピコ 


43: 頭 部 の 型 枠 の 完成 
これ で 頭 部 の 形状 を 出す た め の 型 枠 が 完成 し まし た 。 こ こ か 
ら ポ リエ ステ ル パ バテ で 肉 付 け し て いき ます 


44: 試作 を 参考 に パテ を 盛り つけ る 
試作 の 形 を 参考 に し な が ら ポ リエ ステ ル パ テ を 盛り 付け て い 
きま す 


35: 試 作 の サイ ズ に 切り 出し た 上 
有 い プラ 板 が 底面 の 形 、 黄 色 く 塗っ た プラ 板 2 
も の で す 先月 紹介 し た 切り 紙 式 の 左 右 対称 カッ ト で 切り 出 
て 、 躍 線 は マジ ッ ク で 色 を 舌 け て いま す 


36: 底 面 を 組み 立て て 

工程 32 で カッ ト し た バー ツ を 接着 
底面 の 板 を 組み 立て て 、 中 心 線 の 上 に 工程 32 で 切り 出し た 
板 の 「B」 と 「D」 を それ ぞ れ 接着 し ます 


37: バ ー ツ 内 側 の 基準 面 を 接着 
工程 36 で 接着 し た B と D の 板 を 挟む よう に 内 側 空間 の 基準 
面 と な る 板 を 接 落 


38: 頭 部 の 下面 の 六 の ガイ ド を 接着 
公 < 塗っ た 底 の 穴 の 形 の 板 を 接 矯 し ます 


3 中 心 の ブラ 板 を セッ ト 


の 基準 面 の 二 栓 の 板 に 工程 32 の 側面 の 輪郭 の 板 A 
を 接着 せ ず に 挟み 込み ます 


31: 図 面 を 基 に 2 セッ ト 切 り 出す 

側面 図 の コビー を プラ 板 に 貼り 付け て 、 ま ず "2 セ ッ ト " 切 り 出し 
まし た 。 耳 (?) の 部 分 で 前 後に 分 割 する 構造 に する た め 、 前 
後に 分 け て 切り 出し て お きま す 


3 ら : 写真 の よう に カッ ト 

切り 出し た 側面 の プラ 板 の う ち 、1 セッ ト を 写真 の よう に カッ ト 
し て お きま す 。 工 程 48 一 50 で 説明 し て いる 色 ポ リエ ステ ル パ 
テ で の 中 心 線 を 入れ る た め の 前 加工 で す 


33: も う 一 方 を 内 側 の 空間 の 基準 面 に 加工 
残っ た ほう は 太 モ モ と 同じ く 内 側 の 空間 の 基準 面 に する た め 
写真 の よう に ひと 回 り 小さ く 加 工 し 、 骨 間 接 蔵 剤 の 点 止め で 
の 切り 出し で 同じ 形 の も の を も う 1 セッ 用意 し ます 


34: ク レイ 試作 を 採寸 
頭 部 の 下 の 面 ( 底 面 ) を 作る た め 、 クレ イ 試作 を 採寸 し ます 


@7: 組み合わせ て 仕上 げ 、 完 成 
サフ を 吹い て 表面 を 仕上 げ て 基本 形状 の 完成 で す 。 ス ジ 彫 
りな ど は 次 項 以 降 に 紹介 し た いと 思い ます 


28: 中 空 バ ー ツ の 内 側 

「 プ ラサ ポ 」 を 使用 する こと で 、 接 続 夫 に 2 ミリ プラ 棒 や ポリ ラ 
ン ナ ー を 使え ば スナ ッ プ フィ ッ ト に する こと が で きま す 。 中 空 に 
する こと で 軽量 化 に も つなが り 、 可 動 の 際 の 聞 秋 へ の 負担 を 
減ら すこ と が で きる の で 、 大 型 の 可動 作品 な ど に も 有効 で す 
去年 ウェ ー ブ か ら 発売 され た 「 鉄 巨神 ] の 原型 の 脚 は 、 こ の 
方 法 で 製作 し て いま す 


太 モ モ を 作っ た 工作 法 の 応用 で 、 頭 部 を 前 後 分 
割 で 製作 し て み ま す 。 


29: アイ デア を 練る 
作品 の 印象 を 決め る 大 事 な 部位 な の で 、 設 定 画 や 劇 中 の 作 
画 な ど を 参考 に 、 形 状 な ど 色々 と 検討 し て み ま し た 。 劇 場 版 の 
作画 の や や ゴツ イ 印 象 の 顔つき が 好み な の で 、 そ の 方 向 で 自 
分 な り に アレ ンジ し て いま す 
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30: 側面 図 を 基 に 試作 を 製作 
脚 と 同じ よう に 、 自 筆 の 側面 図 か ら ク レイ 試作 を 製作 し て いま 
す 


ら 4: バラ す 
ドリ ル か ら 外 し て テー プ を 剥が し 出 間 接 落 剤 の 仮 止 め を 剥が 
ます 


85: ブラ ベー バー を 貼る 
先端 の 球 の 部 分 の 内 側 に 円 形 に 切り 出し た プラ ベー バー を 
貼り 付け ます 


26: 接着 
プラ 用 の 渡し 込み 系 セメント で 4 つの ブロ ッ ク を 、 十 字 が すれ 
て し まわ な いよ うに 気 を 付け な が ら 接 状 し ます 


プア : 完 成 

十字 ライ ン 入 り の モノ アイ パー ツ が 完成 し まし た 。 実際 の 作 
例 で は 、 塩 ビ 板 を ヒー ト プ レ ス 加 工 し た 透明 の カバ ー を 上 か ら 
は め た の で 、 残 念 な が らち ょ っ と 見 づら く な っ て し まい まし た 


043 


19: 十 字 ラ イン の モノ アイ を 作る 材料 


使用 する の は エバ ー グ リー ン の 「 ク ォ ー タ ー ラ ウン ド 」 と いう 円 
の 1/4 の 断面 形状 の プラ 棒 で す 。 何 か 使い 道 が あれ は 
と 思っ て 購入 し た も の の 、 な か な か 出番 の な か っ た この 到 材 


で 、 十 字 モ ノア イ の パー ツ を 作っ て み ま し た 


ーー 


ら 80: 図解 
[クォータ ー ラ ウン ド 」 の プラ 棒 を 図 の よう に 組ん で 、 間 に プラ 
ペー パー を 挟む こと で 十字 の ライ ン を 作り ます 


ら 1: 棒 状 に する 
[ クォーター ラウンド | の プラ 棒 の み で 丸 棒 状 に 随 間 接 落 剤 
の 点 付け で 仮 接 底 し ます 


らら 2: ドリル に セッ ト す る 
バラ バラ に な ら ぬ よう 周囲 を テー プ で 固定 し て 電気 ドリ ル に セ 
ト し ます 


3: 旋盤 加工 で こけ し 削り 
80 ペ ベー ジ の ポリ エス ル バ テ 棒 の こけ し 削り と 同じ 方 法 で 回 転 
させ な が ら 削 っ て 、 先 端 を 球状 に 加工 し ます 。 


[「Z ガ ンダ ム 」 の 時 代 の 特徴 的 な ディ テー ル で ある 、 
十字 ライ ン の 入っ た モノ アイ ディ テー ル な ど 、 顔 周 
り の ディ テー ル 工 作 を ちょ こっ と 紹介 し ます 。 


14: ガ ル バ ル ディ 8 モノ アイ 周辺 ディ テー ル 
顔 周 り の ディ テー ル は 「 電 撃 ホ ビー マガ ジン 」 連載 終了 後 ! 
製作 し た も の な の で 、 モ ノア イ な ど に つい て も 解説 し て いき ます 


15: 額 の 避 デ ィ テ ー ル 

額 の 凸 ディ テー ル は スタ ン ピ ン グ で 凹 穴 を 作り 、 そ の 加工 に 使 
用 し た スタ ンプ で 西部 分 を 作っ て いま す 。 製作 中 は 撮影 を し な 
か っ た の で 、 今 回 は レジ ンプ ブロック へ の スタ ン ピ ビン グ で 同様 の テ 
ィ テ ー ル を 作っ て み ま し た 


に ws 


16: ス タン ピン グ 加 工 

スタ ンプ の 先 に シリ コー ン バ リ アー を エア ブラ シ で 吹い て 、 そ 
の 上 か ら 有 瞬間 硬化 スプ レー を 吹き 付け ます 。 ス タン プ よ り も や 
や 大 きめ の 穴 に 瞬間 接着 パテ を 流し 込ん で 、 ス タン プ を 押し 
付け 硬化 後に 外す …… と いう 工程 で す 。 詳し く は 68 ペ ー ジ か 
ら の 記事 を ご 覧 くだ さい 


17: ス タン ブ の 先端 を 丸く 削る 
使い 終わ っ た スタ ンプ の 先端 を ヤス リ で 丸く 削り 、 薄 く 切り 落 
と し て 凸 デ ィ テ ー ル 部 分 の 完成 で す 


』 
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18: 凸 と 凹 を 組み 合わ せる 
使用 済み の スタ ンプ を 活用 する こと で 、 凹 み の 形状 に ビッ タリ 
と フィ ッ ト し た 凸 パ ー ツ を 作れ る た め 、 装 甲 の 内 側 か ら 柄 円 球 
状 の 部 位 が 生え て いる よう な 立体 感 の ある ディ テー ル を 、 高 
い 精 度 で 製作 する こと が で きま す 。 


人 。 
09: 動 カバ イプ の 完成 
2 4 ミリ り 径 の プラ バイ プ と 球 ビ ピーズ を 使っ 7 動力 バイ ブ が 完成 
また 。 中 に 通し た シン チュ ウ 線 に よっ て 多少 は 表情 が 付け 
られ ます 


10: 使 用 例 

今回 、 せ っ か く 2 本 製作 し た の で 、 ア ッ グ ガイ の ムチ を イメ ー ジ 
し て 先端 パー ツ を 作っ て み ま し た 。 細い サイ ズ の 動力 パイプ は 
1/144 キ ッ ト の ディ テー ル ア ッ プ な ど に 使い 勝手 が いい の で 


会 が あっ た ら ぜ ひ 作 っ て みて くだ さ v 
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11: 塩 ピ 製 バイ ブ 「 バ イプ キッ ト 」 

釣具 店 の 自作 仕掛 け コ ー ナ ー な ど で 売 られ て いる 、 ナ カジ マ 
社 の 塩ビ 製 の バイ プ 「 パ イプ キッ ト 」 で す (150 円 程度 )。1.5 
2/3/4 ミ リ の 各 径 が あっ て 、 模 型 の 改造 や スク ラッ チ の 
材料 と し て も 便利 で す 


ee 
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18: 半 田 線 
坦 ビ パイ プ の 2 ミリ サイ ズ の 内 径 が 1 ミリ 。 1.5 ミ リサ イズ の 内 
企 が 0.8 ミ リ な の で 、 同 じ 径 の 半田 線 を 用 意 し まし た 


13: 塩 ビバ イブ の 動力 バイ ブ 

二 プラ バイ プ と 同じ よ うに 、 パ イプ カッ ター で 等 幅 に 

昌 イ ブ の 半 に 骨 し て 動 カ バイ プ を 作っ て み ま し た (人 

まり ) 上 ま で めい の サー フェ イサ ー を 吹い て あり 

NSW な 線 を 記 に 使っ て いる た め 、 表 情 も 付け や すく 、 キ ッ 
で の アク セ サ リー パー ツ と し て 便利 に 使え ます 


04: 等 幅 に プラ バイ ブ を カッ ト す る 1 

写真 の よう に 接 落し た プラ 棒 が スト ッ パ ー の 役割 を し て 、 つ ね 
に パイ プ の 端 か ら 同 じ 位置 に パイ プ カ ッ タ ー の 刃 が 当たる わ 
け で す 。 前 書 で ザク II 改 の 動力 バイ プ の 工作 で 行っ た 工夫 と 
同じ で すね 


05: 等 幅 に ブラ バイ ブ を カッ ト す る 2 

パイ プ カ ッ ター で 切り 離し まで 行う と 、 切 り 口 に が 加わ っ て 
断面 が 汚く な る の で 、 あ る 程度 深く スジ 彫り を 加え た ら 、 カ ッ テ 
ィング マッ ト の 上 で 転がし な が ら 切 り 難 し ます 


06: 球形 スチ ー ル バー で 穴 グリ 1 
ルー ター の 先端 工具 の 球形 の スチ ー ル バー を 使っ て パイ プ 
の 切り 口 に 、 球 ビー ズ が 入る た め の 半 球状 の 凹み を 作り ます 
スチ ー ル バー は 通販 サイ ト で 100 円 台 で 購入 し た も の で す 。 


07: 球 形 ス チー ル バ ー で 穴 グ リ 2 

パイ プ を 先端 を カッ ト し た 爪楊枝 に 刺し て 作業 を 行い まし た 。 こ 
うい っ た 数 を 作る 加工 で は 切れ 味 の よ い ス チー ル バ ー を 使う と 
作業 が は か どり ます 


08: シ ンチ ュ ウ 線 に 通す 

端 を ビニ ー ル チュ ー ブ に 通し た 0.3 ミ リ の シン チュ ウ 線 に ビー 
ズ と 加工 し た プラ バイ プ を 交互 に 通し て 繋い で いき ます 曲げ 
る 場合 は あま り キ ツ く 詰め る と 、 曲げ た 際 に 中 の シン チュ ウ 線 
が 切れ て バラ バラ に な っ て し まう こと も ある の で 、 完 成 時 の 曲 
げ 具 合 に 合わ せ て 調整 し ます 


前 書 で 製作 し た 「 ザ ク HI 改 ] の 丸 指 や 動力 パイ プ 
の 製作 法 を アレ ンジ し て 、 ガ ル バ ル ディ 8 の 細め 
の 動力 バイ プ を 作っ て み ま し た 。 


01: 胸 部 の 動 カ パイ ブ 

永野 護 氏 デザ イン の メカ らし い 、 織 細 な イメ ー ジ の 細め の 動 
カバ イプ 。2.5 ミ リ く らい が ちょ うど よい の で す が 、 市 販 品 に ぴ 
っ た り の も の が な か っ た の で 、 エ バー グリ ー ン 社 の 2.4 ミ リサ イ 
ズ の プラ バイ プ を 加工 し て 作る こと に し まし た 。 


08: 材 料 
エバ ー グ リー ン 製 2.4 ミ リバ パイプ 、 手 芸 用 2.0 ミ リ 金 属 球 ビ ー ズ 。 
材料 も ザク II 改 で 使 用 し た も の と 同じ で す 。 中 に 通す 線 は 今 
回 は 可動 は あま り 考慮 し な い の で 、 シ ンチ ュ ウ 線 の 0.3 ミ リ の も 
の を 使っ て いま す 。 


03: バイ プ カ ッ ター 「 小 径 カス タム ・ 改 ] 

14 ペ ー ジ で 紹介 し た 、 パ イプ カッ ター で 小径 の プラ 材 を 加工 
で きる よう に し た 「 小 径 カス タム 」 を さら に 加工 し て 、 等 幅 の カ 
ッ ト が し や すい よう に し て み ま し た 。 と 言っ て も 、 く の 字 の 合 の 
部 分 に 写真 の よう に プラ 棒 を 貼っ た だ け で す 。 
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19: 上 半身 の クレ イ 試 作 
図面 は クレ イ 試作 を 採寸 し て 作成 し まし た 。 先 に 製作 し た 頭 
部 と 合わ せ て パラ ンス を 調整 し て いま す 


0: レジ ン 板 の カッ ト 

2 ミリ 厚 程度 ま を で の レジ ン 板 は 、 プ ラ 板 と 同じ 感覚 で 切断 な ど 
の 加工 が で きま す 。 写真 は 自作 の T 字 定規 で 90 度 の 切り 出 
し を 行っ て いる と ころ で す 


| IE 


ら @1: 折 り 切 り 

プラ 板 と 同じ よう に 、 厚 み の 半 分 程度 まで カッ ター で 切り 込ん 
で か ら 折 る こと で 、 シ ャ ー プ な 断面 で 切断 する こと が で きま す 
プラ 板 よ り も ヒビ や 割れ が 生じ や すい の で 、 カ ッ タ ー で の 切り 
込み は や や 深め に 入れ まし ょ う 


らら : 厚い 板 は 削り 出し 

厚め の 板 は パテ の ブロ ッ ク と 同じ よう に ノコ で お お ま か に 切り 
出し 、 ナ イフ で 削り 出し ます 。 写真 の バー ツ は 胸 の 下 側 の ブロ 
ク に 使用 する 、5 ミ リ 厚 で 作っ た 板 で す 
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15: 液 漏れ 

挟み 込む プラ 板 の 幅 が 狭い と 、 レ ジン に 含ま れる 溶剤 で 両面 
テー プ の 粘 藩 到 材 が 溶け て 接 藩 力 が 弱まり 、 型 が 割れ て レシ 
ン が 漏れ て し まう 場合 が あり ます 。 挟み 込む 板 と 両面 テー ブ の 
幅 は 5 ミリ 以上 に し た ほう が 確実 で す 
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16: 硬 化 後 枠 を 取り 外す 


流し 込ん だ レジ ン が 硬化 し た ら 、 型 枠 を 取り 外し ます 


1 フ 7: 商 易 型 枠 で の レジ ン 板 の 完成 


0.8 一 4.5 ミ リ ま で の レジ ン 板 を 複数 枚 製 作 し まし た 。 こ の 方 


法 は 、PP 板 に 挟み 込む プラ 板 の 厚 み を 調整 する こと で 作る 
板 の 厚 み を 自由 に 変え られ る の が 利点 で す 。 ま た 、 安 価 な PP 
板 を 使用 する こと で 、 シ リコ ー ン 型 に 比べ て 低 コ スト で レジ ン 
板 を 作る こと が で きま す 


レジ ン 板 を 使っ た 工作 の 基本 的 な カッ ト や 穴 開け 
を 解説 し ます 。 


18: 図 面 の 作成 
様々 な 板 厚 の レジ ン 板 を 使う 場合 、 板 厚 を 考慮 し て 図面 を 作 
成 し て お く と 後 の 作 業 が スム ー ズ に 行え ます 


1 1: コ の 字 型 に 両面 テー ブ を 貼り 付け る 


同じ 大 き さ に 切り 出し た PP 板 に 隙間 が 出 な いよ うに 、~ コ の 字 


形 に 両面 テー プ を 貼り 付け ます 


1 ら : PP 型 の 図解 

PP の 板 で 作る レジ ン 板 の 型 は 、 板 の 厚み を 挟み 込む プラ 板 
と 両面 テー プ の 厚み で 調整 し ます 。3 ミ リ の 板 を 作る 場合 は 
1 ミリ の 板 を 2 枚 、0.8 ミ リ の 板 を 1 枚 と 2 枚 の 両面 テキ ー プ の 厚 
み ( 約 0.1 ミ リ ) で お よそ 3 ミリ に な り ま す が 、 プ ラ 板 の 厚み に も 
誤差 が あり 、 レ ジン は 硬化 後 の 収縮 が ある の で 正確 に 狙っ た 
板 厚 に 作る に は 経験 と 慣れ が 必要 で す 


の 


13: PP 板 に ブラ 板 を 貼り 付け て 

隙間 を 粘土 で 埋め る 
両面 テー プ に 必要 な 厚み に 重ね た プラ 板 を 貼り 付け ます 。 隙 
間 が で きる 場合 は 油 粘 土 で 角 を 埋め て 塞ぎ ます 
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14: レジ ン の 流し 込み 
トレ ー に 油 粘土 で 型 を 固定 し て 、2 液 を 混合 し た レジ ン を 流し 
込み ます 


07: レ ジン の 流し 込み 
ダン A 洪 と B 液 を 混合 し て 、 型 に 流 込み ます 。 作業 は 写真 
の #2 に トレ ー な どの 上 で 行う と 、 レ ジン が こぼれ て も 安心 で す 


中 面 及 の ポリ プロ ピレン 板 の 上 に は 生 - を 乗せ ます (写真 
は 接 区 剤 


08: シ リコ ー ン 型 を 使っ た レジ ン 板 の 完 j 
ルレ ジン が 硬化 し た ら 型 か ら 取り 出し て 完成 で す 。 縦 置 場 
合 は 型 の 摩擦 が 大 きく 、 半 硬化 だ と 変形 し て し まう の で 完全 
生 化 後に 取り 出し ます 。 片面 型 の 場合 は ある 程度 硬化 す 7 
ば 取り 出せ ます 


難 接 着 樹脂 で ある ポリ プロ ピレン (PP) 板 を 使っ 
た 簡易 型 棒 で の レジ ン 板 の 製作 法 で す 


09:PP 板 の 材料 
PP の 板 は 、 ホ ー ム セン ター な ど で 板材 と し て も 売っ て いま す が 
四 均 ショ ッ プ の トレ ー な ど を 切り 出し て 使う と 安く 作れ ます 
医 い も の だ と レジ ン の 硬化 熱 で すぐ に ^ 反 り " が 出 て し まう の 
全 代 以上 の 厚み の も の が 向い て いま す 。 。 


ae PP 板 の カ ッ ト 

0 て Py や が あり 着信 の カ ター で は カッ ト し づら い 

間 で 厚み の 半分 くら いま で 満 を 切っ て か ら 、 通 党 
に 刃 を 入れ る と キレ イ に 切り 出せ ます 


ンー を 使っ た レジ ン 板 の 製作 導 を 旨 介 し 


e 


03: 原型 と シリ コー ン 型 の 型 枠 
レジ ン 板 の 複製 の 原型 に は プラ 板 を 使用 し て いま す 。 写 真 は 両 
方 と も 「 片 面 型 ] で 、 原 型 の 板 を 構 に 寝かせ た 横 置 き 型 と 、 木 品 


04: シリ コー ン の 流し 込み 

型 枠 に シリ コー ン を 渡し 込ん で 、 片 面 型 の シリ コー ン 型 を 作り 
ます 。 シ リコ ー ン の 取り 扱い 方 や 複製 に つい て の 詳細 は 前 書 
また は 複製 を 扱っ た ハウ トゥ 本 な ど を ご 参照 くだ さい 


05: 縦 置き 型 の 完成 
「 終 置き 型 」 の 完成 で す 。 型 の 側面 に 切り 込み を 入れ て 複 製品 


を 取り 出し や すく し て いま す 切り 込み か ら 液 漏 れ し な いよ うに 、 


虫 ピン で 止め て 注 型 し ます 。 ま た レジ ン の 液 の 圧力 で 型 の 中 
内 部 が 多少 膨らん で し まう の で 虫 ピン を 刺し て 板 厚 が 均一 に 
な る よう に 調整 し て いま す 


生生 
06: 横 置き 型 の 完成 
「 横 置き 型 」 は 板 の 片面 を ポリ プロ ピレン の 板 で フタ を する よ 
うに し て 成形 し ます 。 同 じ 面 積 の 板 の 場 合 、 怒 置き より も シリ 
コー ン の 量 が 少な く て 済む の が 模 置 き 型 の 利点 で す 


パー ツ の 複製 や ヤ ガ レー ジ キ ッ ト の 材料 で お な じみ 
の レジ ン で す が 、" 造 形 材料 "と し て も 様々 な 使い 
方 が で きる 応用 範囲 の 広い 素材 で す 。 ぜ ひ 工 作 
に 取り 入れ て みて くだ さい 。 


01: 残 っ て し まっ た レジ ン 
スク ラッ チ 工 作 の 過程 で 、 複 数 必要 な 腕 や 脚 、 武 問 等 の バ 
ー ツ を 複製 し た 後 、 レ ジン が 余っ て し まう こと が よく あり ます 。 材 
質 の 劣化 や 、 湿 気 を 吸っ て 発泡 する な ど 、 長 期 の 保存 に は 向 
か な い 材 料 な の で 、 余 っ て し まっ た 場合 、 鮮 度 の 高い うち に 板 
材 な ど に 加工 し て お く と 余っ た レジ ン を 有効 活用 で きま す 。 


0g: 乾 燥 剤 脱水 剤 

夏場 な ど 湿気 の 多い 季節 に は 空気 中 の 水分 に 反応 し て レ 
ジン が 発泡 し て し まう こと が あり ます 発泡 し て し まう と 板材 や 
ブロ ッ ク と し て 使っ た 場合 、 表 面 処 理 な ど に 厚 影 響 が 出 て し ま 
いま す が 、 写 真 の よう な 「 乾燥 剤 脱水 剤 」 を 使用 する と 、 発 
泡 を 最小 限 に 抑え る こと が で きま す 

右 :RC・ ペ ベルグ 「DHP ペ ー ス ト 脱 水 剤 ] 

左 : ウ ェ ー ブ 「HG・DRY」 


て が * 
48: マス キン グ テ ー ブ で 仮 止め し て 形状 確認 
パー ツ を 組み 合わ せ て 板 同 士 の 面 の 合い 等 を 確認 し 、 木 口 
の 角度 な ど を 調整 し ます 


| 、 一 


49: 明 間 接着 剤 の 点 付 け で 仮 組 
頭 部 と 、 ク レイ で 作成 し た 腹部 を 組み 合わ せ て み ま し た 
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Li 
43: 硬 化 後 号 型 を 外す 
レジ ン 板 が 完全 に 硬化 する まで 待ち (数 時 間 ) 、 凸 型 を 外し ま 
す 。 型 を 外す の が 早い と し ば らく し て "反り "が 出る な ど 変形 す 
る こと が ある の で 注意 が 必要 で す 


44: 切り 出し て 中 面 の 完成 
必要 な 部 分 を 切り 出し て 凹面 の 完成 で す 


45: パテ を 盛り 付け て 削り 込み 
凹面 の バー ツ に ポリ パテ を 盛り 付け て 、 胸 部 の 中 央 ブロ ッ ク 
の 形状 に 削り 出し ます 


46: 胸 部 中 央 ブロ ッ ク の 完成 
表面 を 仕上 げ 、 丸 バー ツ を は め て 完成 で す 。 レ ジン の 曲面 加 
工 は 180 秒 硬化 タイ プ な ど 、 硬 化 時 間 の 長い レジ ン を 使用 す 
る と 、 作 業 時 間 が 長く と れ ま す 


ここ まで で 胸部 の ベー ス が で き あ が り ま し た 。 


、 
47: 胸 部 の 基本 バー ツ 
主 に レジ ン 板 を 使っ て 製作 し た 肝 部 の 基本 バーツ で す 。 


38: 三次 曲面 の 完成 
レジ ン 板 の 温度 が 下がっ た ら 、 型 の スプ ー ン に 合わ せ て 形 を 
切り 出せ ば 完成 で す 。 型 を 用 意 す れ ば 、 ほ ば ぼ 均 一 な 厚み で 
手軽 に 三次 曲面 バー ツ が 作れ る の も レシ 板 の 特徴 の 一 
っ で す 


39: 胸部 中 心 ブ ロッ ク の 製作 一 凸 型 と し ぼり 板 
半 硬 化 状態 の 柔らか い レ ジン 板 を 使う と 、 プ ラ 板 の ヒー ト プ レ 
ス の よう な プレ ス 加 工 も 可能 で す 。 写真 右 が 胸部 中 央 ブロ 
ク の 凹み 面 を 作る た め の プ レス 用 の 凸 型 。 左 は レジ ン 板 を 上 
か ら 押さ える た め の し ぽ り 板 で す 。 し ぼり 板 の 穴 は 、 凸 型 の 輪 
郭 よ り も 、 使 用 する レジ ン 板 の 厚み 分 大 きく 開け て お きま す 


5 0 か 3 


ポリ プロ ピレン の 型 で 作っ た 1 ミリ 厚 の レジ ン 板 で す 。 型 か ら 
取り 出す 際 に ギリ ギリ で 板 状 に 安定 し て いる 程度 の 、 か な り 
柔らか い 状態 で 加工 を し ます 。 柔らか すぎ る と 型 か ら 外 す 際 に 
千 切 れ て し まい 、 硬 化 が 進ん で し まう と プレ ス 加 工 は で き な い 
の で 、 硬 化 状態 の 見 極め が 重要 に な り ま す 


41: 半 硬化 レジ ン 板 を プレス する 
凸 型 の 上 に 半 硬 化 の レジ ン 板 を か ぶせ て 、 し ぽ り 板 を 上 か ら 
載せ て プレ ス し ます 


42: ブレ ス 状態 の 裏面 
裏面 は この よう な 状態 で す 。 し ぼり 板 を 使う こと で 、 凸 型 と レジ 
ン 板 を 密 系 させ る こと が で きま す 


2: 月 体 の 側面 の 板 を ヒー ター で 加 剖 
月 体 の 側面 の 板 を ヒー ター で 加熱 し ます 。 竹 製 の ピン セッ ト 
全う と 、 柔 ら か く な っ た 板 に 傷 を 付け ず に 保持 する こと が で 
きま す 


用 


エン ボス ヒー ター 

手芸 用 品 の エン ボス 加工 用 の ヒー ター で す 。 ド ライ ヤー よ ! 
も ピン ポイ ント に 吹き 出し 口 付 近 で 約 240 度 の 鍼 を 加え る こ 
と が で きま す (3.000 円 程度 ) 。 熱 加工 は 他 に も トラ イヤ ー や 
熱 沿 で の 湯煎 で も 可能 で す 

※ ど の 方 法 で も ヒ タ を 使用 する 時 や 加熱 1A 2 
元 る 共に は 火傷 に 注意 し て くだ さい ! 


35: 曲 面 台 に 軽く 押し つけ る 
加熱 後 、 触 れる 程度 まで 温度 が 下がっ た ら 速 や か に 台 の 上 
に 移動 させ 、 軽 く 指 で 押さ えて 台 の 曲面 に な じ ま せ な が ら 、 そ 
の まま バー ツ の 温度 が 下がる まで 待ち ます 


36: 曲 面 処理 を し た 胴体 側面 バー ツ 
革 度 が 下がり レジ ン 板 が 固く な た ら 曲面 加工 の で き あ が り 
で す 。 全 を 使う こと で 左右 を 同じ 曲率 に 曲げ ける こと が で きま す 


コケ: ニ 交 曲面 (スプー ン ) 
に ニム で を クサ ビ 杖 に 切り 込み 加工 を し て 、 ス プー ン 
還 に こ て 画 の 板 を 作り まし た が 、 レ ジン 板 を 使う と も っ と 前 
M て 作る こと が 可能 で す 写真 は 1.2 ミ リ の レジ ン 
、 ス プー ン の 思 面 に 押し 当て て いる と ころ で す 


8: 胴体 側面 の 穴 開け 

胴体 側面 の 板 は 1.7 ミ リ 厚 に 作っ た も の を 使用 し まし た 。 写真 
は 肩 関節 の 穴 を 切り 出し て いま す 。 プ ラ 板 に 比べ る と サク サク 
と し た 感じ で や や 柔らか く 、 ナ イフ の 刃 が 入り や すい の で 、2 ミ リ 
以下 の 厚み な ら ば ナイ ブフ で 簡単 に 切り 抜き が で きま す 


mm 


8: 左 右 の 板 を 点 付 けし て ヤス リ が け 
穴 の 位置 を 揃え る た め 、 左 右 の 板 を 瞬 矯 の 点 付 け で 仮 止め 
し て プラ 板 ヤ スリ で 切断 面 を 仕上 げ ま し た 


30: 曲線 を ヤス リ で 削り 落と す 
仮 止め を し た まま 、 前 側 の 斜め の 曲線 を ヤス リ で 削り 落と し ま 


ナ 


52 ペ ー ジ か ら の 手首 の 製作 の と き に も 紹介 し まし 
た が 、 レ ジン の 注 型 物 は 半 硬 化 時 や 硬化 後 の 加 
熱 で 変形 させ る こと が で きま す 。 こ こ で は レジ ン 板 
を 使っ た 曲面 加工 を 解説 し ます 。 


31 : ブ ラ 板 と ガム テー ブ で 曲面 の 台 を 作る 

先 に 切り 出し た 胸部 側面 の 板 を 曲面 加工 し ます まず プラ 板 
0.8 ミ リー1 ミ リ と ガム テー プ を 使っ て 必要 な 曲率 の 「 曲 面 
の 台 」 を 作り ます 写真 の よう に 指 で プラ 板 を 曲げ て 、 ガ ム テ 
ー プ を 弓 の 弦 の よう に プラ 板 の 両 端 に 貼り 付け ます 。 


32: 曲面 の 台 ュー 
ガム テー プ の 長 さ を 調整 する こと で 、 プ ラ 板 の 曲率 を 変え る こ 
と が で きま す 。 


@3: 胸 部 背面 の 切り 出し 

背中 の 面 を 切り 出し て み ま す 。2 ミ リ 厚 で 作っ た レジ ン 板 を 使 
用 し 、 必 要 な 上 下 幅 よ り 長 め に 切り 出し て 、 ほ ぼ 中 央 で T 字 
定規 で 直角 に カッ ト し ます 


4: プロ トラ クタ ー で 片側 を カッ ト 
プロ トラ クタ ー( 分 度 問 に 回 転 する 定規 の 付い た 工具 ) を 使っ 
て 、 背 面 の 半分 の サイ ズ で 必要 な 角度 に 端 を 切り 落と し ます 。 


25: 調 間接 着 剤 で 点 付 け 

工程 24 で 切り 出し た 板 を 、 直 角 に カッ ト し た も う 一 枚 の 板 に 
胡 間 接 落 剤 で 点 付 けし ます 。 接 落 に は ウェ ー ブ の 「 黒 い 胡 間 
接 蔵 剤 」 を 使っ て いま す 。 点 付け に 使う と 透明 な も の に 比べ 
接着 剤 が 見 え や すい の で 、 後 で 削り 落と す 時 に 便利 で す 。 


26: 角 度 の 付い た 辺 を 重ね 切り 
先 に 切り 出し た 板 を ガイ ド に 、 同 じ 角 度 に 切り 出し ます 。 


27: 貼り 合わ せ て 背面 の 切り 出し 完了 
点 付 けし た 板 を は が し 、 二 枚 の 板 を 木口 で 接 六 し て 背面 の 板 
の 完成 で す 。 接 落 に は 「 黒 い 胡 間 接 落 剤 ] を 使っ て 、 箱 組 み 
お の 共に 板 同士 の 中 心 線 を 合わ せる た め の ラ イン を 入れ て 
いま す 


3: 片面 型 で 複製 
原型 を 片面 型 で 複製 し て 、 レ ジン に 置換 し ます 。 複 製 に 関し 
て の 詳細 は 、 前 書 な どの 各種 ハウ トゥ 本 を ご 参照 くだ さい 


8@4: 凸 型 

リア スカ ー ト の 形状 に 曲面 加工 する た め の 凸 型 で す 。 工 程 22 
の 原型 と 同じ 形状 に 切り 出し た プラ 板 に ポリ パテ を 盛り 付け て 
スカ ー ト の 外側 の 形状 を ムク で 製作 し た も の で 


ら 5: ヒー ター で 加熱 する 
複製 し た パーツ を ヒー ター で 加熱 し ます 。 半 硬化 の 軟らか 
状態 で シリ コー ン 型 か ら 取り 出す 場合 は 熟 加 工 は 必要 あり ま 


26: 軟らか く な っ た 原型 を 凸 型 に テー ブ で 固定 
過 府 し た 原型 が 軟らか いう ち に 凸 型 に 載せ て 面 に な じ ま せ 
テー ブ プ で 電 く 固定 し て 硬く な り 形 状 が 安定 する まで その まま 数 
時 間 待ち ます 


geA 


ら フ 7: 外側 の 面 の 左右 の バー ツ を 接着 
形状 が 安定 し た ら 、 凸 型 に 載せ た まま 左右 の バーツ を 瞬間 接 
着 パ テ で 接 落 し ます 
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80: 胸部 バー ツ の 面 に な じ ま せ る 

熱 を 加え て 軟らか くし た い パ ー ツ を 、 工 程 16 番 の 下書き の 位 
置 に 軽く 押し 当て て 面 に な じ ま せま す 。 熟 が 冷め て 硬く な る ま 
で その まま 数 分 押さ えて お く か 、 テ ー ブ で 固定 し て お きま す 


ら @1: 胸 部 バー ツ の 基本 形状 の 箱 組 完成 

各 面 を 仕上 げ て 肝 部 パー ツ の 基本 形状 の 完成 で す 。 下 の 面 
の 柄 円 形 上 の スラ スタ ー な ど 、 デ ィ テ ー ル の 加工 は 次 項 以降 
に 解説 し ます 


ディ テー ル を 入れ た 板 状 の 原型 を 片面 取り し て レ 
ジン に 置換 し 、 加 熱 や 半 硬 化 状態 で の 曲面 加工 
を 行う こと で 、 デ ィ テ ー ル の 入っ た 凹凸 面 の 製作 が 
可能 で す 


らら @: リア スカ ー ト 表裏 の 面 の 原型 

ガル バル ディ の リア スカ ー ト を 平面 状 に プラ 板 で 製作 し ます 
写真 左側 が 表面 、 右 が 裏面 用 の 原型 で す 。 デザ イン は 設定 
画 を 基 に アレ ンジ を 加え て いま す 


15: 中 央 ブロ ッ ク の 接着 


肢 部 前 面 の 中 央 ブロ ッ ク を 接 落し ます 。 謗 間接 落 剤 を 使用 し 
隙間 は ポリ エス テル パテ で 埋め まし た 


16: 前 面 装甲 部 分 の 下書き 
左右 の 装甲 板 の 位 置 に 、6OB な どの 濃い 鉛筆 で 下書き を し ます 


1 フ 7: マスキング テー ブ を 貼り 付け る 
下書き の 上 か ら マ スキ ング テー プ を 貼り 付け て 、 鉛 筆 で 書い 
た 下書き の ライ ン を テー プ に 写し 取り ます 


18: 前 面 装甲 の 切り 出し 
必要 な 厚 さ の レジ ン 板 に 工程 17 の マス キン グ テ ー プ を 貼り 付 
け て 、 写 し 取っ た 線 に 合わ せ て 切り 出し ます 。 左側 を 基準 に 、 重 
ね 切り で 右側 の コク ピッ ト ハ ッ チ の 装甲 も 同じ 形 で 切り 出し ます 


18: レ ジン 板 の 加 熱 

切り 出し た パー ツ を エン ボス ヒー ター (写真 ) か ドラ イヤ ー で 加 
熱し て 軟らか くし ます 

※ 火 傷 に 注意 ! 


1 1: 裏 側 か ら 瞬 間接 着 剤 を 流し 込 

内 打ち で 正しい 位置 に 固定 が で きた : の 青 側 な どの 
目立た な い 部 分 か ら 流し 込み 系 の 居間 接 落 剤 を 使用 し て 接 
着 し ます 。 レ ジン 板 は 通 間 接 落 剤 と の 相性 が 良く 、 か な り ガ 
チリ と 接着 され て し まう た め 、 後 か の ら の や り 直 し は 難し い の で ス 
レ や 隙間 が 生じ な いよ う ! か り と 確認 し て か ら 作業 し て < 
だ さい 


12: 色 の 違う レジ ン 板 の 利点 
写真 の よう に ライ トペ ー ジ ュ と グレ ー な ど 色 違 


い 分 ける と ヤス リ が け 作業 の 際 に ユ 
し て 利用 で きま す 


13: レ ジン 板 の 継ぎ 足し 
前 面 の 下 の 部 分 の 寸法 が 1.5 ミ リ ほ ど 足り な か っ た の で 
1.5 ミ リ 厚 の レジ ン 板 片 を 接着 し て 延長 し まし た 。 左右 の 板 厚 
を 揃え る こと で 、 パ バテ を 盛り 付け て 削り 出し 加工 する より も 左 
名 対称 の 調整 が し や すく な り ます 


14: 削 り 出し 
当 な 形 汰 に 削り 出し ます 


07: ガ イド を 削り 落と す 
通 間接 着 パ バテ が 硬化 し た ら 、 プ ラ 板 の ガイ ド を デザ イン ナイ フ 
な ど で 削 り 落 と し ます 


の 


08: ヤス リ で 仕上 げ る 
接 矯 線 を ヤス リ で 仕上 げ ま す 。 謗 間接 落 パ テ は 隙間 埋め と 
接着 が 同時 に で きる の で 便利 で す 
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0S: 仮 止め を し て 軸 打 ちの 穴 を 開け る 
ある 程度 板 の 厚 み が あ る 場合 は 、 先 に 軸 打 ち を し て お く と より 
確実 正確 な 位置 で の 接 落 が 可能 で す 。 誤 間接 落 剤 の 点 付 
け 等 で 仮 組み を し て 、 ビ ピン バイ ス で 輪 を 挿入 する 穴 を 開け ます 


10: ブラ 棒 を 穴 に 挿入 

還 に 使用 する 棒 材 は 、 強 度 が 必要 な 場合 に は シン チュ ウ 線 
な どの 金属 線 、 後 で 穴 開け や 削り 加工 を する 可能 性 が ある 
場合 に は 、 プ ラ 棒 を 使い ます 。 今 回 は 1 ミリ の プラ 丸 棒 を 使用 
し まし た 


前 回 仮 組み を し た パー ツ を 一 度 バラ し 、 接 着 し て 
組み 立て ます 。 


04: ガ イド の 接着 

朋 間 接 落 剤 で の 接 藩 の 了 に 板 同士 が プレ て し まう こと が な いよ 
うに 、 予 め プ ラ 板 の 切れ 端 を 接 藩 し て お いて 、 組 み 立て の 際 の 
ガイ ド と し て 使用 し ます 


05: 明 着 パテ を 盛り 付け る 
接着 面 に 朋 間 接 秒 パテ (使用 し て いる の は 「Mr.SSP」 の バ 
ウ ダ ー と シア ノン DW を 組み 合わ せ た も の ) を 盛り 付け ます 。 肌 
着 パ テ は 切削 性 が よい の で 、 朋 間接 落 剤 を 使う より も 後 の 仕 
上 げ 加 工 な ど が 楽に 行え ます 


06: ガ イド に 合わ せ て 接着 
接着 面 を 組み 合わ せ て 、 任 意 の 位置 や 角度 に 収まっ た ら 肌 
間 硬 化 スプ レー を 吹き 付け て 固定 し ます 
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この 記事 で 使用 し た ベー ジュ 色 の レ 
ジン は 、 普 段 か ら 愛 用 させ て いた だ いて 
いる RC ベル グ 社 の 「 フ ァ イ ン キャ スト 
ライ ト ベ ー ジ ュ 180 秒 タイ プ 」 。 自 分 が ま 
だ 子供 だ っ た 30 年 ほど 前 の ガレ ー ジ キ 
ッ ト の 表明 期 に 販売 され て いた 、 ニ ッ ン シ 
リ の 「 プ ラキ ャ スト U」 に 近い 色 で ガレ ー 
ジ キ ッ ト の レジ ン の 色 と 言え ば この ベー 
ジュ 色 で し た 。 


ファ イン キャ スト の ライ ト ベ ペー ジュ は 、 


元々 、 遠 心 注 型 な ど で の 圧力 を 加え た 
注 型 作業 で の 使用 を 前 提 に 開発 され 
て いる た めか 、 現 在 市 販 さ れ て いる レジ 
ン の 中 で は 混合 前 の 粘度 が 高め な 液 
性 で 常 圧 で の シリ コー ン 型 へ の 注 型 で 
は し っ か り と し た 型 の 設計 (気泡 の 抜け 
方 向 な ど ) が 必要 な 反面 、 適 度 な 硬度 
と 柔軟 性 を 両立 し て いて 、 硬 化 後 の 折 
れ 、 割 れ な どの 破損 が 少な く 、 こ の 記事 
で 行っ た よう な 半 硬 化 時 の 加工 や 硬化 
後 の 熱 加工 に も 適し て いま す 。 

同じ 注 型 用 の レジ ン で も 、GSI ク レオ 
ス 社 の レジ ン 「Mr キ ャ スト ホワ イト 」 は 
混合 前 の 粘度 が 低く 、 サ ラサ ラ と し た 液 
性 で 、 気 泡 の 抜け が 良好 な た め 常 圧 で 
の 複製 作業 に 適し て いま す 

硬化 後 は 硬質 感 が あり 、 切 削 の 際 の 
感覚 も カリ っ と し た 感じ で 、 レ ジン ブロ ッ 
ク に し て 削り 出し に 使う 場合 等 で は 加 
工 し や すい の で す が 、 極 細 の 棒状 パー 


ツ や 薄い 板 状 の パー ツ へ の 使用 で は 、 


や や 割れ や すい と いう 印象 で 、 レ ジン の 
柔軟 性 を 利用 する 半 硬 化 時 や 硬化 後 
の 熱 加 工 に は あま り 向い て いな いよ う 
で す 。 

レジ ン も 日 々 、 仕 様 変 更 や 改良 が 加 
えら れ て いる の で 、 上 記 は あく まで 自分 
が 使用 し た 時 点 で の 個人 的 な 印象 で し 
か あり ませ ん が 、 各 材料 の 個性 や 性 質 
を 知っ て 、 上 手 く 使い 分 け て 工作 に 活 
用 し て みて くだ さい 。 
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そそ デ 
45: 動力 バイ ブ デ ィ テ ー ル 
半球 状 の バーツ に 複製 し た 動力 バイ プ バ パー ツ を 貼り 付け て み 
まし た 。 「 半 硬化 状態 ] だ と 、 タ イミ ング を 見 極め れ ば か な り 自 
由 に 曲げ る こと が で きる の で 生物 系 メカ の 関節 な どの 表現 に 
も 向い て いま す 。 一 度 完全 に 硬化 し た も の を 、 熟 加工 後に 曲 
げ よ うと する と スジ 彫り の 部 分 か ら ポ ボキ っ と 折れ て し まう の で 
熱 加工 は あま り 向い て いま せん 


46: ス リット ディ テー ル 
エバ ー グ リー ン の プラ 材 を 組み 合わ せ て 作っ た スリ ッ ト デ ィ テ 
ー ル で す 


47: レジ ン に 置換 し 曲面 に 移植 
曲面 に 均等 な 間隔 で スリ ッ ト を 彫る の は 難易 度 が 高い 工作 
で す が 、 レ ジン パー ツ を 曲面 加工 し て 移植 すれ ば 簡単 に 作る 
こと が で きま す 


ディ テー ル の 入っ た 原型 を 使用 し た 
レジ ン 板 の 曲面 加工 


1 二 的 簡単 に 


メメ ルレ じじ 〇 OO 


40: 棒 状 の も の を 押し 付け る 

線香 で 熱 を 加え た 部 分 に 棒 等 を 押し 付け て 凹み を 作り ます 

写真 は 費 棒 を 使っ て 加工 を し て いま す 。 棒 の 種類 や 形状 に よ 
て 凹み に 様々 な パリ エー ショ ン を 作る こと が で きま す 


ュ o 


4 1 : 破 裂 ダ メー シ 

内 側 の 機械 が 爆発 し て 装甲 が 破裂 し た よう な 表現 の ダメ ー 
加工 を 行う 場合 は 、 パ ー ツ に 小さ な 切れ 込み を 入れ て その 周 
り を 加熱 し ます 


42: 指 や へ ラ で 形 を 出す 
軟らか く な っ た レジ ン を 指 や ヘラ で 曲げ た り 挫 る な ど し て 、 壊 れ 
た 感じ を 表現 し ます 


43: ダメ ー ジ 加工 を 施し た ゴッグ 

向かっ て 右側 に 破裂 ダメ ー ジ 、 左 側 に 凹み ダメ ー ジ を 施し て 
み ま し た 。 ス チロ ー ル 樹脂 へ の 熱 加工 や ルー ター で の 削り 込 
み に よ る ダメ ー ジ 表現 と は 異な る 、 や や オー バー な 表現 が 可 
能 な の で 、 ア ニ メ の クラ ッシュ シー ン の 再現 な ど に 向い て いる 
か も し れ ま せん 
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424: 等 間隔 に スジ 彫り を 入れ た 丸 棒 

等 間隔 に スジ 彫り を 入れ た 丸 棒 を 複製 し て 曲げ 加工 を する と 
動力 バイ プ 等 の クネクネ と 曲がっ た ホー ス 状 の パー ツ を 作る 
こと が で きま す 


36: マン ト の 完成 
完成 し た マン ト を ポー ズ 人 形 ( 舌 せ て み ま し た ( 左 ) 。 右 の よう 
こ 風 に な びく マフ ラ な ども 簡単 に 作れ ます 


半 硬 化 状態 や 熱 加工 で 軟らか く な っ た レジ ン の 特 
性 を 利用 し て 凹み や 潰れ 、 破 裂 な どの ダメ ー ン 加 
工 を 行う こと も で きま す 


37: 裏 側 の 接続 ピン 等 を 削り 落と す 

HGUC「 ゴ ッ グ 」 に ダメ ー ジ 加工 を 施し て み ま す 。 パーツ の 裏 
側 の スナ ッ プ ビン は 後 の 加 工 や 複製 の 際 に 支障 に な る の で 
削り 落と し て お きま す 


38: 複 製 し た バー ツ 
ダメージ を 加え る 部 分 の パー ツ を 複製 し まし た 


39: 貼 み ダ メー ジ 

了 抽 し た バーツ に 斉 を 使 て ビン ポイ ント で 符 を 加え ます 
* 7 と 線香 の 間 は 数 ミ り 程度 下 離 を 開け ます 

m 用 の 水 を 用 意 し 火傷 や 火災 に 注意 し て 作業 し て くだ 


ここ か ら は レジ ン 板 を 使っ た 曲面 加工 の 応用 工作 
を いく つか 紹介 し ます 。 プ ラ モ デ ル の ディ テー ル ア 
ッ プ な ど に も 使え る 工作 も 多い の で 、 ぜ ひご 活用 く 
だ さい 。 


3@: マン ト の 製作 

SD シリ ー ズ 等 を は じ め MS の デザ イン に も 使わ れる こと の ある 
「 マ ント 」 を レジ ン の 曲面 加工 で 作っ て み ま す 。 背面 に は ドク ロ 
マー ク の スジ 彫り を 入れ て み ま し た 


33: 180 秒 硬化 ウレ タン 
曲面 加工 に は 作業 時 間 の 多く と れる 180 秒 硬化 タイ プ の レ 
ジン ( 二 液 性 硬質 ウレ タン ) が 便利 で す 。 写 真 は RC・ ベ ル グ 
の ファ イン キャ スト (グレ ー) で す 


: 商 : に SS SS 
34: 軟らかい うち に シリ コー ン 型 か ら 剥 が す 
面積 の 広い 布 バ パー ツ を レジ ン の 曲面 加工 で 作る 場合 は 半 硬 
化 状態 で 大 ま か な 形 を 出し ある 程度 硬化 が 進ん だ 状態 で 
部 分 的 に ヒー ター な ど を 使 て 熱 加工 に よる 形状 出し を 行う 
と 作業 が し や すい よう で す 
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35: 丸 い 棒 な ど で 布 らし い 形 を 作る 

丸い 棒 (写真 は 筆 の 柄 ) で 、 自 然 な 形状 に 布 の シワ を 入れ て 
いき ます 。 レ ジン に は 原型 の 形状 ( 板 状 ) に 戻 ろう と する 性 質 
が ある の で や や キツ め に シワ を 入れ る と よい よう で す 


g: 内 側 の 面 を 加熱 
内 側 の ディ テー ル の パー ツ を 加熱 し て 軟らか くし ます 


に ンコ 】 
29: 外側 の バー ツ の 裏面 に 押し 付け る 
軟らか いう ち に 外側 の パー ツ の 香 面 に 押し 付け て 、 面 に な じ ま 
せ て 凹み 面 を 作り ます 。 強く 押し 付け る と ディ テー ル に 傷 が つ 
いて し まう の で 、 指 の 腹 で 軽く 押さ えて 、 そ の まま 形状 が 安定 す 
る まで 待ち ます 


30: 外側 と 内 側 の 面 を 接着 

裏面 の 板 の 形状 が 安定 し た ら 、 表 裏 2 枚 の 板 を 接 落し ます 。 
ズレ な いよ うに 慎重 に 合わ せ て 、 隙 間 に 流 し 込み タイ プ の 妥 
着 を 少量 流し て 固定 。 中 心 線 を 明 間 接 逢 パテ で 埋め て 、 ヤ ス 
リ で 仕上 げ ま す 


- 和 0 


31: リ アス カー ト 基 本 形状 の 完成 訂 
完 ー ディ テー ル の 

基本 形状 の 完成 し た リア スカ ー ト で す 。 ディ テ ル 。 

し ゃ すい 平面 原型 を 作り 、 レ ジン に 置換 し て 貸 面 加工 を す 

る こと で 、 や や 苑 易 度 の 高い 円 曲面 の ディ テー ル 加 工 が 簡 

単に 行え ます 
ーーーーーー 一 
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ら 1:| チ ッ プ 【 丸 】 で 作っ た 球 関節 

貼り 合わ せ に よっ て 正確 で セ ャ ー プ な ライ ン の 入っ た 球 関節 
が 作れ ます 。 10 ミ リ ま で サイ ズ が ある の で 、 固 定 ポ ー ズ で あれ 
ば 、 球 聞 節 の デザ イン の ロボ ッ ト の ヒジ や ヒザ の ディ テー ル に 
も 使え そう で す 


らら : 指 の 各 バ ー ツ を 接着 
指 の 各 節 と 球 関 節 を 接 落し ます 。 軽く 曲がっ た 自然 な ポ ボーズ 
で 、 模 に 折れ 曲がら な いよ うに 慎重 に 組み 合わ せま す 


3: 指 の 基本 原型 の 完成 
側面 と 上 面 に 軽く ディ テー ル を 入れ て み ま し た 


ら 4: 三種 類 の 基本 原型 

[人 差し 指 一 薬指 用 」・「 小 指 ]・「 親 指 ] の 三種 類 の 原型 で 
す 。 こ の 原型 と 手 の 忠 の パー ツ を 使っ て 、 様 々 な 表情 の 手首 
パー ツ を 製作 し ます 
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1 フ 7:V 字 切り で スジ 膨 り 


パー ツ の 「 パ ー テ ィング ライ ン 」 に デザ イン ナイ フ の 刃 を 当て 
パー ティ ング ライ ン の 引っ か か り に 沿う よう に し て 丸 を 動か し て 
V 字 に 切れ 込み を 入れ ます 


18: 削 り 出し 
プラ サポ の 3 ミリ ボー ル ジ ョ イン ト と プラ ボー ル の 3.3 ミ リ の ボ 
ー ル ジョ イン ト に スジ 彫り を 入れ まし た 


1: 指 の 仕上 げ 
ポー ル ジ ョ イン ト に スジ 彫り を 入れ る の が 難し い 場合 は 、 ウ ェ ー 


ブ の 「| チ ッ プ 【 丸 】」 の 半球 パー ツ を 2 個 組み 合わ せる こと で 、 


中 心 線 の 入っ た 球 関 節 を 作る こと が 可能 で す 


820: 小指 る 親指 

球 バ パーツ は 2 ミリ ー10 ミ リ ま で 各 サ イズ が あり ます 。 間 に 挟 む 
薄い 円 盤 は 半球 パー ツ よ り も 一 回 り 小さ い 径 の プラ 棒 を 薄 
切り する か 、 プ ラ 板 を ポン チ で 打ち 出す と いい で し ょ う 。PS 素 
材 な の で 、 接 藩 は 通常 の プラ モデ ル 用 接 落 剤 が 使え ます 


1 ら : 指先 の 製作 
指先 も 工程 8 二 9 の 加工 を 行い 、 先 端 に パイ プ の 内 径 と 同じ 
サイ ズ の プラ 棒 を 挿入 し 接 落 し ます 


13: 削 り 出し 
接 落 剤 が 硬化 し た ら 、 デ ザイ ン ナ イフ で 先端 を 丸く 削り 出し ま 
す 


14: 指 の 仕上 げ 
各 パ ー ツ を プラ 棒 に 通し て 、 ス ポン ジ ヤ ス リ な ど で 面 を 整え ま 


15: 小 指 る 親指 
小指 は や や 短め に 、 少 し 細く 製作 し 、 親 指 は 太い パイ プ を 使 
用 し て 3 節目 を 大 きく 作る と 人 間 的 な 指 ら し さ が 出 せま す 


16: 関節 に 使用 する ボー ル ジ ョ イン トバ ー ツ 
コト ブ キ ヤ の 「 プ ラボ ー ル 」 と ウェ ー ブ の 「 プ ラサ ポ ] を 使い 、 関 
節 部 を 製作 し ます 


7 


08: 球 カッ ター で バイ プ ブ の 内 側 を 削る 

ルー ター 用 の ビッ ト の 球 カ ッ タ ー で / ィ プ の 内 側 を 削り 込み ま 
す 。 関 節 に 約 3 ミリ の ボー ルン ョ 1 ト を 使う の で 、 球 カッ ター の 
算 も 同じ <3 ミ リ の も の を 使用 し ます 。 指 で 持 と 押し 付け な が ら 
回 転 させ る と きれ い に 球 状 に 削る こと が で きま す 。 先端 を カッ ト 
し た 爪楊枝 に パイ プ を は め て 作業 し て し ます 


09: 指 の 腹 側 を カッ ト 
開 節 が 折れ 曲がっ て 干渉 する 部 分 を デザ イン ナイ フ で カッ ト し 
ます 


CE な 

10: 瞬 間接 着 バ テ で バイ ブ を 太ら せる 

プラ バイ ブ の まま で は 、 や や 面 が 味気 な い の で 、 側 面 と 指 の 
腹 の 部 分 に 瞬間 接 落 パ テ を 盛り 付け て 緩やか な 曲面 を 作り 


ます 。 パ テ を や や ユル め に 作っ て 、 表 面 張力 を 利用 し て 大 ま か 
な 形 を 出し 、 及 間 硬 人 ス プレ ー で 固め ます 


11: 表 面 を 仕上 げ る 


パー な ど で 表面 を 整え て 仕上 げ ま す 写真 で 使っ て 
は 「 耐 水 布 ヤス リ | 曲面 に よく な じ む の で 、 フ ィ ギ ュ ア 


で も は く 使 用 る れる ヤス リ で す (一 析 350 由 前後 
ンズ) 


04: 手の甲 の パー ツ 複 製 


手の甲 の パー ツ は 左右 共通 で 複製 し て 必要 な 数 を そろ えて 
いま す 

※ 複 製 の 詳し いや り 方 は 、 前 書 な ど 模 型 工 作 の ハウ トゥ 本 を 
参照 し て くだ さい 


複数 の 素材 を 使い 、 指 の 原型 を 製作 し ます 。 


05: エ バー グリ ー ン の ブラ バイ ブ 
親指 に 4.0 ミ リ 径 の プラ バイ プ 、 他 の 指 に 3.2 ミ リ 径 の プラ バ 
イプ を 使用 し て 指 の 原型 を 作り ます 


06: バ イブ カッ ター を 使っ て カッ ト す る 
プラ バイ プ ブ の 切断 に パイ プ カ ッ タ ー を 使用 する と 、 バ イプ 側面 
に 対し て 正確 に 90 度 で カッ ト す る こと が で きま す 。 写 真 の も の 
は 百 円 均一 ショ ッ プ で 購入 (350 円 程度 ) 。 


07: 功 り 出し た プラ バイ ブ と 

関節 に 使う ボー ル ジ ョ イン ト 
指 一 本 分 の 主要 材料 で す 。 人 差し 指 、 中 指 、 生 指 共用 の 一 
次 原型 を 基準 に 紹介 し て いき ます 。 親 指 、 小指 も 基本 的 に は 
同じ 工程 で す 


入 各 写真 の カ ッ タ ー で の 切り 込み や スジ 彫り に は 写真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 。 


指 の 原型 を 作る 前 に 、 さ ま ざ ま な 準備 を し て お きま 
し ょ う 。 


01: ガル バル ディ 8 の 設定 画 (手首 部 分 ) 
最近 は 出来 の 良い アフ ター パー ツ が 発売 され て いま す が 、 ガ ル 
バル ディ 8 の 場合 、 や や 大 きめ の 丸 指 タイ プ で 丁度 よい も の が 
な か っ た の で 、 自 作 す る こと に し まし た 。 


02: 半 琴 化 状態 の レジ ン 

通常 の 複製 作業 で は 、 半 硬化 の 柔らか い 状態 で レジ ン (2 液 
性 硬質 ウレ タン ) を 型 か ら 取 り 外 す と 、 写 真 の よう に グ ニ ャ リ と 
変形 し 、 失 敗 の 原因 に な っ て し まう の で す が 、 今 回 は この 人 性 
質 を 逆手 に と っ て 、 型 か ら 取り 出し た 柔らか いう ち に 、 レジ ン の 
「 曲 げ 加工 ] を 行い ます 


03: 手の甲 の バー ツ 「 
指 の サイ ズ の 基準 と な る 手の甲 の / バー ツ は 写真 の よう に 、 プ ラ 
板 の 箱 組み & 楠 層 に よる ディ テー ル 入 れ で 製作 し まし た 。 
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人 、 9 いう 
47: 複 製 し て 再 加工 
工程 45 一 46 で 加工 し た パー ツ を 複製 し て 必要 な 数 を 揃え 
さら に 半 硬 化 状態 の 曲げ 加工 を 施し まし た 。 左側 が 元 パ ー 
ツ ・ 右 上 が 握り こぶ し 用 ・ 右 下 が 棒 の 持ち 手 用 で す 。 加工 法 
を 組み 合わ せる こと で 様々 な パリ エー ショ ン が 作れ ます 


48: 棒 の 持ち 手 と 握り こぶ し 
加工 し た 指 と 手の甲 の パー ツ を 組み 合わ せ て 、 二 種類 の 手 
首 を 作っ て み ま し た 。 指 を 取り 付け る 位置 を 左右 逆 に する こと 
で 、 右 手 、 左 手 が 同じ バーツ で 作れ ます 


49: 応 用 例 
動 カ バイ ブ 状 の も の 
を 直線 で 作っ て 、 半 
硬 化 で の 曲 け 加 工 
を 施し まし た 


最小 限 の 原型 か ら 複 製 と レジ ン の 柔軟 性 を 利用 し た 曲げ 加 
工 で 様々 な 表情 の 手首 バー ツ を 作る こと が 可能 で す 。 手 首 
パー ツ 以 外 の 応用 範囲 も 広い の で 、 ぜ ひ 試 し て みて くだ さい 
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握り こぶ し な ど 大 きく 曲げ た ポー ズ を 作る 場合 は バ 
ー ツ の 関節 部 分 に 切り 込み を 入れ て か ら 熟 加工 す 
る と 簡単 に 作る こと が で きま す 。 


写真 の よう に 関節 部 分 の 曲げ る 側 に デザ イン ナイ フ で クサ ヒビ 
形 に 切込み を 入れ ます 


43: ヒー ター で 熟 加工 
クリ ッ プ な ど に 固定 し ヒー ター で 熱 を 加え ます 


44: 折 り 曲 げ る 
パー ツ の 熱 が 冷め な い 内 に 、 慎 重 に 折り 曲げ ます 。 通 常 の 熱 
加工 と 同じ よう に 冷水 が コー ルド スプ レー で 温度 を 下げ て 曲 
げ 角 度 を 固定 し 、 少 量 の 通 間 接 落 剤 を 関節 部 に 流し て 完全 
に 固定 し ます 


45: ク サビ 形 の 切れ 込み を 増やし て 

大 きく 曲げ る 
写真 の よう に 切れ 込み を 増やし て 符 加 工 し て 曲げ る と 、90 度 
前 後 の 曲げ 角度 まで 対応 で きま す 


46: 加工 後 

切れ 込み を 入れ た も の を ヒー ター で 加熱 し て 、 曲 げ 加工 を 施し 
た パー ツ で す 。 レ ジン が 軟らか く な り 、 折 り 曲げ た と き に 密着 す 
る の で 、 切 れ 込 み は 加 工 後 は ほとん ど 目 立ち ませ ん 。 


旅行 用 な ど と し て 売ら れ て いる 折り 量 み タイ プ の ドラ イヤ ー で 
す 。 温 風 の 温度 は や や 低い の で (140 度 以下 ) 、 加 熱 に は 時 
間 が か か り ま す が 十 分 に 使え ます 。 レ ジン の 訟 加工 の 他 に も 
パテ の 硬化 促進 な ど 、 模 型 工 作用 に 一 つ 作業 机 に 常備 する 
と 便利 で す 


- 還 


38: ヒー ター で 暖め る 

パー ツ を クリ ッ プ や ピン セッ ト な ど に 固定 し て 、 ヒ ー タ ー で 過 符 
ます 。 エ ン ボ ス ヒ ー タ ー の 場合 10 秒 程度 で レジ ン が 軟化 し 
て 、 曲 げ 加工 が で きる 軟らか さ に な り ま す 。 加熱 し た 直後 は パ 
ー ツ が 非常 に 高温 に な っ て いる の で 、 十 秒 ほ ど 常 温 で 冷まし 
て か ら 曲 げ 加 工 を し ます 


Oz の 誠 -。 


398: 任意 の 角度 に 曲げ て 冷や し て 固定 

加熱 し た バー ツ が 柔らか いう ち に バーツ を 曲げ て 、 そ の まま 冷 
まし ます 。 温度 が 下がる まで は 数 分 か か る の で 、 冷 水 や 写真 の 
よう な 筋肉 冷却 用 の コー ルド スプ レー を 使う と 、 作 業 が 早い で 
す 。 冷や す と 、 ま た 元 の 完全 硬化 し た レジ ン の 硬 さ に 戻り ます 


40: 失敗 例 

加熱 が 甘かっ た り 、 パ ー ツ の 形状 に よっ て は 曲げ た 時 に 写真 
の よう に 折れ て し まい ます 。 切 れ 込み が 入っ て いる な ど 形 状 的 
に 折れ や すい も の の 場合 は 、「 半 硬化 」 を 利用 し た 曲 け 加工 
の ほう が 適し て いま す 


41: 加 工 例 
無 表 情 な 平手 ( 左 ) と 同じ パー ツ か ら 様 々 な 表情 の 手首 パー 
ツ が 作れ ます 


半 礎 化 状 
細 げ 0 エ = 


ます 。 レ ジン の 全 げ 四 工 に 寺 た 二 化 状 華 は 
ジン の 種類 に よっ て 表 さ る く の て 


33: 曲 げ 人 加工 

ゃ や ギ ギ 硬化 で 取り レ た - ー ブ を 
ー 科 所 を いき な り 大 まき な 念 芋 7 
し ずつ 、 慎 量 に 甘 げ ます 


0 
4 


昌 要 な 角度 に 旧 げ た ら 、 テ ー プ な ど で 男 定 し て . その まま 完全 
全 化 させ ます 


35: 曲 げ 加 工 し た 措 バ ー ツ 
上 が 元 の パー ツ を まっ すぐ に 佑 ば し た も の 、 下 ヵ 


けた も の で す 。 あ まり 急 な 角度 で 台 げ る と 変形 し て し まう の 


人 化 を 利用 し た 加工 で は 下 の バー ツ の 角度 が 誠 界 で し た 


ヒー ター な ど を 使用 し て 、 完 全 硬化 後に 行う 草 
3 全 硬化 後に 行う 草 げ 


手 革 用 の エン ボス 
交 人 ドラ イヤ ー ょ より 
て & こ と が で きる 
OH る 部分 


加工 に 使う [エン ボス ヒー ター」 で す 一 般 
mm 約 250 度 ) を 狭い 範囲 に あ 

ュ レ ジン の 吉 加 工 に 適し た 道具 で す 。 温 
7 は 非常 に 高温 に な る の で 取り 扱 い に は 注音 
* 手芸 店 な ど で 3.500 円 程度 


31: 平 手 の 組み 立て 

複製 し た 指 と 手の甲 を 組み 立て て み ま す 。 原 型 に 使っ た ボー 
レジ ョ イン ト の 轄 を 活か し 手の甲 の パー ツ に 同じ 径 の 穴 を 開 
け て 軸 を 差し 込み ます 


ル 
3: 平手 の 完成 
平手 の 手首 パー ツ が で き あ が り まし た 


25: シリ コー ン 至 の 製作 
三種 箕 の 若 の 垂 王 の シリコーン 琴 ま 業 村 し ます 。 玉生 こさ 
寺 和 失 上 層 ま を し た が 甘 で す 


「180 秒 科 化 タイ フ 
今回 使 且 し た の は 、 方 レー ジ キ - ト イベ ント の 王 挟 研二 さこ 
し て お な じみ の 「RC ベ ル グ | の HP で 生 到 され で いる フェ イ > 
キャ スト 180 秒 硬化 ミイ プ 」 です 


ア 2 
、、 


ら 27: 注 型 
120 秒 タイ プ の も の と 比べ 硬化 畑 結 時 柚 ぜ 層 い の で まま 
が よく 、 気 泡 の 挟 け が よい の が 特 竹 で す 。 半 本 化 っ 主 全 本 
化 ま で の 時 間 も 長い の で 、 半 硬 化 状 民 を 利用 し た 工 住 に も 
適し て いま す 


g8: 複製 し た バー ツ M 
パー ツ が 抜き 上 が り ま し た 通常 より も 少し 早く ッ ツメ で 厨 す と 
ぁ と が 残る 程度 の 硬化 大 態 で 筐 か ら 到 り 出し ます 


ーーーーーーーーーーー 
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80: 完成 し た 「 型 枠 」 と 「 中 子 」 
完成 し た 腰 の サイ ドア ー マ ー 製 作用 の 「 型 枠 ] と 「 中 子 」 で す 


今回 は プラ 板 と ボリ エス テル パテ を 使っ た 中 子 を 
使用 し ます が 、 他 に も スタ イロ フォ ー ム や クレ イ 、 モ 


デリ ング ワッ クス 等 、 様 々 な 素材 が 使用 で きま す 。 


それ ぞ れ の 使い 分 け を 図解 で 説明 し ます 。 


テー パー 


15: 中 子 の 素材 の 使い 分 け 「 バ ー ツ の 形状 」 
左 : パ ー ツ の 凹 側 の 形状 が 引き 抜く 方 向 に 対し て 、 テ ー バ パー 
の か か っ た 形状 の 場合 は 、 紹 介し た すべ て の 研 材 を 中 子 と し 
て 使用 し て 、 ス ムー ズ に 取り 外す こと が 可能 で す 

右 : 逆 テー バー の か か っ た 形状 の 場合 は 、 硬 い 秦 材 で 中 子 を 
作る と パー ツ 成 形 後に 取り 外せ な く な っ て し まう の で 、 ク レイ や 
スタ イロ フォ ー ム な どの 形 を し て 、 ヘ ラ 等 で ほじ くり 出せ る 研 
材 を 使う 必要 が あり ます 


スタ イロ フォ ー ム 等 プラ 板 ・ パ テ 等 


クレ イ 等 


16: 中 子 の 素材 の 使い 分 け 

「 パ ー ツ 衰 」 の 面 の 状態 
右上 : プ ラ 板 や パテ の よう な 硬質 な 到 材 で 中 子 を 製作 し た 場 
合 、 中 子 自体 を し っ か り と 仕上 げ て お け ば 、 パ ー ツ 裏 は 比較 
的 きれ いな 表面 に 仕上 が り ま す 
左上 : ス タイ ロフ ォ ー ム 等 の 発泡 材 を 使う 場合 は 、 パ テ 類 が 発 
泡 春 材 の 気泡 に 入り 込ん を で ザラ ザラ し た 表面 に な る の で 、 完 
成 後に 見 えな く な る 部 分 に 使用 する と 効率 が よい で し ょ う 
下 : ク レイ や モデ リン グ ワ ックス の 場合 、 表 面 を を れい に 仕上 
げ れ ば パー ツ 裏 は きれ い に 仕上 が り ま す が 、 平 面 や エッ ジ を シ 
ャ ー プ に 製作 する に は それ ぞ れ の 研 材 に 特 化 し た 技術 が 必 
要 と な り ま す 
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15: バ パー ツ の 厚み 分 の 幅 で 周囲 を 切り 取る 
エ 程 14 で 切り 出し た 中 子 用 の 板 の 部 分 を 外し 、 作 る パー ツ 
の 厚み 分 、 周 囲 を 切り 取り ます (黄色 い 部 分 


16: 型 枠 の 板 と 中 子 バー ツ の 底板 の 完成 
工程 15 で 作っ た 板 パ ー ツ を 再度 切り 紙 式 の ブラ 板 カッ ト に て 
反対 側 を 切り 出し て 、「 枠 用 の 板 」 と 、 そ れ を パー ツ の 縁 の 厚 
み 分 切り 取っ た 形状 の 「 中 子 」 用 の 板 の 完成 で す 


ー イ (本 


。 


1 プ 7: 「 枠 ]」 バ パー ツ の 組み 立て 
工程 12 の 作業 と 同じ よう に 、 セ メン ト で 接 落 し て 半 電 き の 軟 ら 
か い 状 態 で クレ イ 試作 に 当て な が ら 折 り 曲げ て 、 そ の 状態 で 
朋 秒 パテ を 接 落 線 の 上 に 盛り 付け て 角度 を 固定 し ます 。 補 
強 の た め 、 や や 多め に 盛り 付け ます 


18: 「 中 子 」 の 製作 1 

完成 し た 枠 パ ー ツ の 内 側 に 中 子 用 に 切り 出し た プラ 板 を 当 
て て 各 面 を 少量 の エポキシ パテ で つない で 、 そ の まま 硬化 さ 
せま す 


18: 「 中 子 」 の 製作 2 

エポキシ パテ が 完全 に 硬化 し た ら 、 プ ラ 板 の 縁 に ヘラ を 押し 
当て る よう に し て ポリ エス テル パテ を 盛り 付け 、 硬 化 後に ヤス 
リ で 仕上 げ れ ば 中 子 の 完成 で す 


3 巡 い が 6 ご 
1 1 : ク レイ 試作 か ら 採 寸 し て 難 面 の ブラ 板 を 
切り 出す 
クレ イ 試作 の 裏側 の 各 パ バー ト を 一 つの 面 と し て 採寸 し て 、 プ ラ 
板 を 同形 状 に 切り 出し ます 。 切り 出し に は 52 ペ ー ジ か ら の 
切り 紙 式 の プラ 板 カ ッ ト 」 を 使い 線 を 基準 に 左右 対 
称 に カッ ト し て いま す 。 中 心 線 は 油性 マジ ッ ク で 小口 面 に 色 を 
舌 け て お きま す 


12: ク レイ 試作 に 当て て 形状 を 確認 


流し 込み セメント で 仮 接 底 を し て 、 乾 燥 する 前 の 軟らか い 状 
態 で 折り 曲げ て クレ イ 試作 の 角度 に 切り 出し た プラ 板 を 当て 
て 、 面 の 形状 を 確認 し ます 


13: 「 中 子 」 の 製作 

工程 11 で 切り 出し た 枠 用 の 板 を 一 度 バ パラ バラ に 戻し て 、「 中 
子 」 を 切り 出す た め の プ ラ 板 の 縁 に 流し 込み タイ プ の セメント で 
接 落し ます (分 か りや すい よう に プラ 板 の 色 を 変え て あり ます 


14:「 切 り 紙 式 の ブラ 板 カ ッ ト 」 で 切り 出し 
接 落 剤 が 半 乾 き の 状態 で 折り 曲げ 、 緑 を 揃え て 同形 状 に 切 
り 出し ます 


の 


\ 


[プラ 板 田 パ バテ ( 〇 うす 度 一 枚 残し た プラ 板 


Ap 


07: 折 り 曲 げ 加 工 2 図 麻 


折り 曲げ 加工 の 図解 で す 。 切 り 込み を 入れ た プラ 板 を 折り 曲 
げ て 谷 側 に 、 薄 皮 一 枚 残 し た 状態 で 角 逢 パテ な ど で 角 度 を 
固定 し ます 。 溶 剤 に よる "割れ "を 防ぐ た め 、 ゼ リー 状 の 胡 間 接 


基 剤 や 粘度 を 高め に 作っ た 月 着 パ テ を 使用 し 、 硬 人 ス プレ 


を 業 用 する と よい で 


間 本 858565885SSScc onE2SSS25222208892 


08: 表 と 裏 の ディ テー ル を 切り 抜い た ブラ 板 を 


貼り 合わ せる 
エ 程 4 で 切り 出し た 基本 / を 基 に 、 重 ね 切り で 同形 状 
を 人 


09: フ ロン ト ア ー マ ー の 完成 

切り 出し た 前 後 の 板 を 貼り 合わ せ て 、 小 口 を 仕上 ! 
アー マー の 基本 形状 の 完成 で す 。 裏面 は エバ 

細切り プラ 板 で さら に ディ テー ル を 追加 し て いま す 


サイ ドス カー ト ア ー マ ー は 断面 が " コ の 字 " を し た 


形状 で 各 面 も 微妙 な 曲面 で 構成 され て いる の で 、 


任意 の 形状 に ポリ エス テル バテ を 盛り 付け る た め 
の 「 型 枠 ] と 内 側 の 凹面 の 形状 を 作る た め の 「 中 
子 ] を 使用 し て 製作 し て みた いと 思い ます 


10: 中 子 を 使っ た バー ツ の 概念 図 

図 の 赤 茶 の 部 分 が ポリ エス テル パテ に よっ て 成形 され る パー 
と な る 部 分 図 の 黄色 い 部 分 が ポリ エス テル パテ を 盛り 付 
る 陣 の 目安 と し て 使用 する 「 型 枠 で す 。 バ パーツ 部 分 と 型 枠 
に 挟ま れ た 青い 部 分 が 、 パ ー ツ 裏 の 空間 を 作る た め の 「 中 
子 ] パ ーッ で す 


折れ 曲がっ た 板 状 の フロ ント アー マー を 、 プ ラ 板 
の 貼り 合わ せ で 製作 し ます 。 


03: 試作 か ら 面 の 形状 を 写し 取る 

クレ イ 試 作 に メン ディ ング テー プ (100 円 一 ) を 貼り 付け て 、 上 
か ら 軽 く 押さ えて 固定 し 、 試 作 の 面 の 縁 に 沿っ て 、 パ ー ツ の 面 
の 輪郭 を ペン で 描き 写し ます 


04: ブラ 板 に 貼り 付け て 切り 出す 
パーツ の 輪郭 を 描き 写し た メン ディ ング テー プ を 試作 か ら 剥 し 
て プラ 板 に 貼り 付け て 、 線 に 沿っ て 切り 出し ます 。 や や 大 きめ 


フ 
に 切り 出し て 、 試 作 バー ツ と 摺り 合わ せ を 行い な が ら ヤス リ な 


で 削っ て 調整 する と 、 失 敗 を 少な くす る こと が で きま す 


05: 重ね 切り で 左右 の アー マー を 切り 出す 

工程 4 で 切り 出し た パー ツ を 基本 パー ツ に し て 表 理 を 使っ て 
朋 着 点 止め の 重ね 切り を 行っ て 、 左 右 対象 の 形状 に 切り 
出し ます 。 真 ん 中 の 折れ 曲がる 線 は 切れ 目 を 入れ る だ け に し 


て 、 切 り 離 さ な い で お きま す 


06: 折り 曲げ 加工 ! 

仕上 げ が や や 面倒 な " 逆 エ ジ "は 、 切 り 離 さ ず に 薄 度 一 枚 残 
し た 状態 で 折り 曲げ 加工 を し て 反対 側 か ら 陣 間接 秒 バ パテ 
以下 瞬 着 パテ で 任意 の 角度 に 固定 し ます 切り 離さ な いこ 
ー 手 間 減ら す の と 同時 に 、 [接着 の 際 に 位置 が ベレ る 」 
[段差 が で きる 」 な どの 失敗 を 防ぐ こと も で きま す 


と 


と て 


生 各 写真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


先 に 製作 し た 肌 体 部 分 の パー ツ に クレ イ で 製作 
し た 試作 パー ツ を 組み 合わ せ て 、 形 状 の 確認 を し 
ます 。 


二 


01: バ ラン ス の 検討 る 確認 

肌 体 と 腰 パ バー ツ の 基部 を 仮 組み し て 、 イ ンダ スト リア ルク レイ 
か ら 削 り 出し た 試作 パー ツ を 組み 合わ せ 、 シ ル エ ッ ト や 各 ス カ 
ー ト パー ツ の 位置 関係 の 検討 と 確認 を し ます 。 ス カー ト ア ー マ 
ー の 場合 、 太 モモ の パー ツ と の 兼ね 合い で ポー ジン グ を し た 
際 の 各 ア ー マ ー の 動き や 、 関 節 部 が 入る スペ ー ス の 確保 も 


重要 で す 


ns コ 


02: 腰 部 バー ツ 

腰 の パー ツ を ば らし た 状態 で す リア スカ ー ト は 以前 作っ た も 
の が 背後 か ら の 設定 画 を 基準 に 図面 & 引 いて いて 、 難 パー 
ソ ツ を 組ん で 検討 し て みた と ころ 少し 小さ か っ た の で 、 同 じ 方 法 
で 少し 大 きめ な サイ ズ に 作り 直し て いま す ディ テー ル も 層 ア 
ー マ ー の 真 な ど と 合わ せ た ア レン ジ に し て み ま し た 。 
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47: 削 り 出し 加工 
ポリ エス テル パテ が 硬化 し た ら 、 本 体 か ら 外 し て 底面 の 穴 の 
形 を 目安 に デザ イン ナイ フ や 平 ヤス リ で 形 を 出し て いき ます 


48: サイ ドス カー ト の 完成 
パー ツ が 仕上 が っ た ら サ イド スカ ー ト パー ツ 本 体 と 組み 合わ せ 


て 、 サ イド スカ ー ト の 完成 で す 。 動力 バイ プ の 入る 穴 は ルー タ 
ー で 削り 込み まし た 


48: 吾 バー ツ の 組み 合わ せ 
まだ 可動 部 を 製作 し て いな い の で 調 間 接 和 剤 の 点 止め で す 
が 、 寿 部 の 基本 形状 の 完成 で す 


50: これ まで に 製作 し た バー ツ 
ここ まで 製作 し て きた ガル バル ディ の バー ツ で す 。 こ の 後 シ 
ー ル ド な ど 足 りな い バ パー ツ を 製作 し つつ 完成 させ ます 
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4 ら : 貼り 込ん だ ディ テー ル 
下書き を 行っ て か ら 、 現 物 合わ せ で プラ 材 を 切り 出し 、 少 量 の 
接 落 剤 で 組み 合わ せ て いき まし た 。 プラ 板 と ポリ エス テル バ 
テ の 異 径 材 の 組み 合わ せな の で 、 深 く モ ー ル ド を 彫る よう な 
彫刻 加工 に は あま り 向 いて いま せん 。 作り た い デ ィ テ ー ル に よ 
っ て 工作 法 や 到 材 を 変え る こと で 、 工 作 を 容易 に 効率 良く 進 
め る こと が 可能 に な り ま す 


サイ ドス カー ト ア ー マ ー の 外側 に 付く 四角 い ブ ロッ ク 
も 、 ポ リエ ステ ル バ パテ の 削り 出し で 製作 し て み ま し た 


43: ノ ギ ス を 使っ て バ パーツ に アタ リ を 入れ る 
パー ツ の 側面 に ノギス を スラ イド させ て 、 彫 り 込み 加工 の アタ 
リ を 入れ ます 。 ノ ギ ス で パー ツ が 傷つか な いよ うに 、 両 面 テー 
プ を 貼っ た プラ 板 で スラ イド させ る 面 を 保護 し て いま す 


44: 平 ナイ フ で 浅く 掘る 

アタ リ に 沿っ て デザ イン ナイ フ で 刃 を 入れ た 後 、 平 タイ プ の デ 
ザイ ン ナ イフ で 0.5 ミ リ ほ どの 深 さ に 底面 が 平ら に な る よう に 
削り 込み まし た 


45: 離 型 剤 を 学 る 
掘っ た 穴 と その 周り に 離 弄 剤 (白色 ワセリン ) を 塗り ます 


46: ボ ポリエステル バテ を 流し 込む 
周囲 に 無駄 に ポリ エス テル パテ が 流れ な いよ うに 、 マ スキ ング 
テー プ で 壁 を 作っ て その 中 に ポリ エス テル パテ を 流し 込み ます 


二 種 類 の 加工 で 作っ た パー ツ に 、 そ れ ぞ れ 適 し た 
加工 方 法 で 裏面 ディ テー ル を 加え て み ま し た 。 


38: 吾 工作 で 製作 し た バー ツ 

ポリ エス テル パテ の み で 製作 し た パー ツ ( 右 ) と パ キ ュ ー ム フ 
ォ ー ム を 組み 合わ せ て 作っ た パー ツ ( 左 ) です 。 ガ ル バ ル ディ 
の 場合 、 サ イド スカ ー ト の 裏側 は ほとん ど 見 えな い の で その ま 
ま 使用 し て も いい の で す が 、 各 工作 の 特徴 の 説明 も 兼ね て 
ディ テー ル 工 作 を 行っ て み ま す 


て いい) 


3: ボリ エス テル バテ で 

作っ た バー ツ に 適し た 加工 
ポリ エス テル バテ の 単 一 乗 材 で 作っ た パー ツ は 、 デ ザイ ン ナ 
イフ や 彫刻 刀 等 を 使っ た 彫刻 加工 が 向い て いま す 


40: 膨 り 込ん だ ディ テー ル 

削り 出し と 盛り 削り を 繰り 返し て 、 写 真 の よう な 彫り の 深い 立 
体 的 な ディ テー ル を 作っ て み ま し た 。 側面 の 削り 出し 加工 が 
や や 難し いで す が 、 慎 重 に コツ コツ と 削り 進め る の が コツ で す 


41: バ キュ ー ム フォ ー ム 工作 で 作っ た 
パー ツ へ の 加工 

パー ツ の 裏面 の 表面 が PS 到 材 な の で 、 エ バー グリ ー ン 等 の 細 

切り プラ 板 を プラ 用 接 落 剤 で 貼る こと が で きる の が 利点 で す 

GSI ク レオ ス 「Mr. セ メン ト S」 な どの サラ サラ タイ プ の も の を 使う 

と 、 接 落 剤 の は み 出 し が 少な く 仕上 げ 作 業 が 楽に 行え ます 


ア 


33: ブ ラ 板 の 表面 を 瞬間 接着 パテ で 補強 

パ キ ュ ー ム フォ ー ム 加工 を し た プラ 板 は 伸び て 薄く な り 、 後 の 
加工 の 際 に 歪ん だ り 和 裂け て し まう 場合 が ある の で 、 陣 間 接 落 
/ テ を 表面 に 0.5 一 1 ミリ ほど の 厚み で 盛り 付け て 、 瞬 着 硬 化 
スプ レー で 固め て 補強 し ます 「 シ アノ ン DW」 と 
Mr.SSP」 の パウ ダー を 組み 合わ せ て 使用 し まし た 


ン 


5 っ 


34: 型 枯 に バ パ キ ュ ー ム フォ ー ム 加工 を し た 
原型 ご と セッ ト す る 

パ キ ュ ー ム フォ ー ム を し た パー ツ の 人 条 分 な 部 分 を 切り 取り 、 型 

桁 の パー ツ に 肌 間 接 警 剤 の 点 止 めで セッ ト し ます 


35: ボ リエ ステ ル バ パテ の 盛り 付け 
工程 26 の 作業 と 同じ よう に ポリ エス テル パテ を 盛り 付け ます 
表面 が 凸凹 に な る よう に 瞬間 接 誠 パテ を プラ 板 に 盛り 付け 
て ある の で 、 ポ リエ ステ ル パ バテ の 食い 付き も 良好 で す 


36: ゲ ー ジ を 使っ て 面 を 挽 く 

了 線 定規 を 使っ て 切り 出し た プラ 板 を ゲー ジ に し て 、 や や 粘 
度 を 下げ た ポリ エス テル バテ を 挽 く と 写真 の よう に 簡単 に き 
れい な 面 を 作る こと が で きま す 


に 

37: 脱 弄 

パーツ の 形 が 整っ た ら 、 型 栓 と バキ ュー ム フ ォ ー ム 原型 (中 
を 外し て パー ツ の 基本 形状 の で き あがり で す 原型 に プラ 
ンー ト を 密着 させ る バキ ュー ム フ ォ ー ム 加工 を 組み 合わ せる こ 
と で 、 よ り 精 度 の 高い 面 を 作る こと が で きま す 。 


8: 脱 型 


パー ツ の 形 が で き あ が っ た ら 、 型 枠 と 中 子 を 順に 外し て サイ ドス 
カー ト パ ー ツ の 基本 形状 の 完成 で す 。2 カ 所 ほど 気泡 が 入っ て 
し まい まし た が 、 パ ー ツ の 裏側 も きれ いな 面 で 成形 され て いま す 
中 子 が 外れ に くい 場合 は 、 端 の ほう に ナイ フ の 刃 を 入れ て 隙 
間 を 作る と 外れ や すく な り ま す ( 傷 を 付け な いよ うに 注意 !)。 


8: 他 の バー ツ と 組み 合わ せ て 確認 
腰 パ バー ツ 基 部 。 フロ ント & リ アス カー ト と 組み 合わ せ て パラ ンス 
を 確認 し て み ま し た 。 パ バーツ 裏 に 付い た ワセリン は エナ メル な ど 
の 溶剤 で 拭き 取る か 、 中 性 洗剤 & 歯 ブラ ン で 洗い 落と し ます 


型 枠 8 中 子 キ ポリ エス テル パテ を 使っ た 製作 方 法 
に 、 パ キュ ー ム フォ ー ム 加工 を 組み 合わ せ て 、 同 じ 
形 の サイ ドス カー トバ パーツ を 製作 し て み ま す 。 


30: バキ ュー ム フ ォ ー マ ー 

今回 使用 する 自作 の バキ ュー ム フ ォ ー マ ー で す 。 電気 工事 用 
の 「 赴 出 ス イッ チ 」 を 加工 し て 製作 し て いま す 。 木 枠 は シナ ベ 
ニヤ 。 こ の 他 に 電熱 毅 を 使用 し ます 。 バ キュ ー ム フォ ー ム に つ 
いて 詳し く は 27 ペ ー ジ や 各種 工作 系 ハウ トゥ 本 を 参考 に し て 
くだ さい 


31: バキューム フォ ー ム 原型 
前 の 工作 で 使用 し た 中 子 の パー ツ を その まま パ バキューム フォ 
ー ム の 原型 と し て 使用 し ます 。 底 面 が 平ら で は な い の で 、 油 粘 
土 を 使っ て 5 ミリ ほど 下駄 を 履か が せ て いま す 


M 


32: バキ ュー ム フ ォ ー ム を し た 原型 
電 離 器 で 熱し た 0.8 ミ リプ ラ 板 を 使っ て バキ ュー ム フ ォ ー ム 加 


工 。 き れい に 原型 に フィ ッ ト し まし た 9 
※ パ バキ ュー ム フ ォ ー ム 加工 を 行う 隊 は 火傷 や 火災 に 十分 に 


注意 し て 作業 を 行っ て くだ さい 


型 枠 と 離 型 処理 を し た 中 子 を 使用 し て 、 サ イド スカ 
ー ト アー マー を ポリ エス テル バテ 到 材 で 製作 し ます 。 


@3: 型 枠 と 中 子 を 接着 する 
通 間 接着 剤 の 点 止め で 型 枠 と 中 子 を 固定 し ます 


O 


4: 中心 線 を 合わ せる 
型 枠 の 裏側 の 数 カ所 に 覗き 穴 を 開け て 、 中 子 と セン ター ライ 
ン を し っ か り と 合わ せら れる よう に し て み ま し た 


ら 5: 離 型 処 理 

[白色 ワセリン 」 (50g/300 円 程度 ) を 、 型 枠 と 中 子 の 表面 に 
当 り 残し が な いよ うに 薄く 塗り ます 。 筆 目 が 残る 場合 は 、 一 度 
ドラ イヤ ー の 温 風 で 温め る と 粘度 が 下っ て 表面 に キレ イ に 捉 
染み ます 


6: ボリ エス テル パテ の 盛り 付け 

ヘラ で よく 練り 合わ せ た ポ リエ ステ ル パ バテ を 、* 型 枠 の 縁 " に へ 
ラ を こす り 付 ける よう に 盛り 付け ます 。 で きる だ け 中 子 の 表面 
を ヘラ で こす ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 ス チレ ン モ ノ マ ー 
を 混ぜ て 粘度 を 下げ 硬化 時 間 を 長く 取る と ムラ な く 均 等 に 
盛り 付け られ ます 。 


ら 27: 古 化 後 削 り 出す 
盛り 付け た パテ が 硬化 し た ら 、 デザ イン ナイ フ で 形 を 整え 、 足 
りな い 部 分 に 再度 パテ を 盛り 付け る な どの 作業 を 結 り 返し な 
が ら 、 ヤ スリ で 仕上 げ て 形 に し て いき ます 。 
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tlul 


は みだし た 
パテ を 修整 


ら @1: は み 出 し た バテ を 修整 

豚 落 ノズル に 押し 出さ れ た 脱 間 接 矯 パテ が 反対 側 に 回 っ て 
まう こと が ある の で 、 デ ザイ ン ナ イフ を スリ ッ ト の 絹 ! 
て 、 削 り 落 と し ます 。 パ テ の 色 を グレ ー に し て ある の で 、 は み 出 
た 部 分 の 確認 は 簡単 で す 


ら @: 端 R ス リッ ト の 完成 

他 も 同じ よう に 加工 し 、 敵 が 丸く な っ て いる 3 本 の スリ ッ ト が 完 

成 し ま し た 。 こ の 方 法 は 、 比 較 的 失敗 が 少な く 精度 の 高い 加 

工 が 簡単 に で き て 、 仮 に 位置 決め な ど に 失敗 し て も 瞬間 接 
の 部 分 を 削り 落と し て 何 度 で も 行え る の が 利点 で す 


ト 3 
1 
pB 


直線 で 切り 出し た 穴 の 角 を 、 瞬 間接 着 バ テ と PP テ 
ー プ を 巻い た プラ 棒 を 使用 し て R 加 工 し ます 


La 


23: 丸 棒 に PP テー ブ を 人 巻き 付け る 

朋 逢 ノズル や ポリ ラン ナー の よう な PP・PE 研 材 の 丸い 棒 は 
サイ ズ が 限ら れ て し まい ます が 、PP テ ー プ を 巻き 付け る こと で 
どん な 素材 で も この 難 接着 樹脂 の 特性 を 利用 し た R 面 加工 
に 使用 する こと が で きま す 。 今 回 は 3.2 ミ リ の プラ 棒 に PP テー 
プ を 巻い て 使用 し まし た 。 気 泡 が 入ら な いよ うに し っ か り と 棒 
の 表面 に 貼り 付け ます 


ピ っ | き 方 - 
合計 送 の 馬 5o、 ツ N /」 
4: 工程 16 一 19 と 同じ よう に 加工 
基本 的 に は 端 R ス リッ ト の 加工 の 説明 16 一 19 と 同じ で す 。 ス 
リッ ト よ り も 位置 が び ぜ ずれ や すい の で 、 し っ か り と パテ を 盛り 付け 
た 穴 の 角 に 押し 付け 、 硬 化 が 始ま る まで 数 秒間 その まま 押さ 
えて お きま す 


061 


の え 


16: 瞬間 接着 バテ を 盛り つけ る 

先 に 切り 出し た パー ツ の スリ ッ ト の 端 に 、 丸 く R 加 工 を 施し ます 
[シア ノン DW」 と 「 黒 い 瞬 間接 藩 剤 」 を 混ぜ 合わ せ て グレ 
に し て 、 ス リッ ト の 敵 の 部 分 に 適量 盛り つけ ます 


、 < 
デ 


2 レン 


17: 瞬 着 ノ ズル に 硬化 スプ レー を 吹き つけ る 
肌着 ノズル の 外側 面 に 、 朋 秒 硬 化 ス プレ ー を 吹き 付け ます 


| 


18: ス リッ ト に 差し 込ん で 誤 間 接着 バテ に 押し つけ る 
ノズル を スリ ッ ト の 中 央 部 分 か ら 挿入 し て 、 先 細 の 通 秒 ノズル 
が スリ ッ ト の 幅 と 同じ 径 の 部 分 まで 軽く 押し 込ん で 横 に スラ イ 


させ な が ら ム ニュ っ と パテ に 押し 付け ます 。 工 程 16 か ら 18 ま 
の 加工 は 、 十 数 秒 ほ ど で 手 早く 行い ます 


『 
り 
CE 
導 L の 
に 5 
1 人 
R 


いい 、 りす コマ 1 
18: 数 十 秒 硬化 させ て ノズル を 外す 
通 矯 ノズル の 表面 に 硬化 スプ レー を 吹き 付け て ある の で 、 パ 
テ の 表面 は 押し 付け て か ら 1 一 2 秒 で 硬 ま り ま す 。 パ テ の 内 部 
の 硬化 に や や 時 間 が か か る の で 、 数 十 秒 ほど 待っ て か ら 瞬 落 
ノズル を 取り 外し ます 。 ス リッ ト の 端 の 位置 で 急 が 丸く な っ て v 
れ ば 成功 で す 


スリ ッ ト の 別 の 端 も 同じ よう に 加工 し て 、 プ ラ 板 の 表 裏 の は み 
出し た 瞬間 接 秒 パテ を ヤス リ で 削り 落と し ます 


瞬間 接着 バテ と ポリ プロ ピレン 径 材 を 使用 し た モ 
ー ル ド の R 加 工 の 方 法 を 紹介 し ます 


ーー へ | 


| 穴 を 開け て 
ェ 届 較 上 点線 部 分 を 
カット 
NUDE 7 両端 が R の 
ト の 完成 
1@: 様 々 な R 加 工 1 
ト レ で 2 の 穴 を 開け て 、 そ の 間 を 切り 出 ど な 方 法 で す 
番 る 方 法 で 、 特 5 T 員 材 料 # す 
! 慣れ だ と 穴 と 穴 4 直径 ナ 
の 位置 が ずれ て いる M 7 


13: 様 々 な R 加 工 2 

直線 に カッ ト し た スリ ッ ト の 端 を 、 丸 ヤス リ や 針 ヤ スリ で 丸く 邊 
て R 加 工 を 施す 方 法 で す 。 簡 単 な 加 工 で す が 、 針 ヤス リカ 
手 に 入り に くい の と 、 削 りす ぎ て し まう と 修整 が 難し い の が 難 


点 で す 


14:PP PE の 材料 

PP (ポリ プロ ピレン ) や PE (ポリ エチ レン ) の 難 接 落 性 を 利用 
し て 、R 加 工 を 行う 際 に 使え る 材料 で す 。 「PP テ ー ブ 」 「 崩 落 
ノズル 」 「 ポ リバ パー ツ の ラン ナー や 軸 」 な ど 。 肢 和 底 ノ ズル と ポ ! 
ラン ナー は その まま 使用 し ます 。PP テ ー プ は 丸 棒 な ど に 貼 ! 
付け る と 棒 の 表面 を 難 接 落 樹脂 と 同じ よう に 使え ます 


15: 明 間 接着 剤 を パテ と し て 使用 する 
ここ で 使用 し た の は 白い 瞬間 接着 剤 の 「 シ アノ ン DW」 ( 諾 
と 色 を 藩 け て 使う た め の ウ ェ ー ブ 「 黒 い 瞬 間接 落 剤 瞬 落 」 
右 ) で す 。GSI ク レオ ス の 「Mr.SSP」 で も OK で す 


まる 写真 の カ ae 


まず は 、 蘭 段 仁 が 使っ て いる 自作 の プラ 委 カ ティ 
ング 用 の スラ イト 定 乗 を ご 半 食 し ます 


で パー ツ を 用 意 し て も ら う の は 、 や や ハ 
と で 、 単 続 な 構造 で 同様 の 


ーー 一 ーー 


1 : 自 作 の スラ イド 定規 


02: ス ライ ト 定 環 の 回 舞 
コム ょ うに プラ 大 の 閣 に 本 を 大 午 さ そ て 上 和子 在 」 
FE に プラ 邊 の 本 を 密 ます こと j 


代表 され る 硬 友 基 主 
的 作 の 概 に は か な り 便 


エス ライ ド 定規 で の 六 工 ( 
ーー 、 の 半生 の 本 こ ご を 生生 一 * 
こと が で まま す 


込み や スジ 影 り に は 、 写真 で 見 え や すい よう に エナ メル 料 で スミ 入れ を し て いま す の 


4: 装 甲 版 
ディ テー ル を 追加 し て 、 ボ トム ズ の AT 等 に 見 られ る 表面 に 一 
枚 段差 の 付い た 装甲 板 の で き あ が り 


コリ 2 
ーー / - 結 

3 本 
ai 


50: 相似 形 に 切り 出し た 板 の 利 用 例 
相似 形 の 大 小 の 板 を 、 上 下 に 高 さ を 出し て 接 区 、 間 を パテ で 
つなぐ と 、 写 真 の よう な 台形 断面 の 立体 を 簡単 に 作る こと が 
可能 で す 。 最 近 の ロボ ッ ト の デザ イン は 、 単 純 な 立方 体 より も 
この よう な 形状 の ブロ ッ ク の 組み 合わ せ が 多 い の で 、 使 い 所 
の 多い 工作 法 で す 


ここ で は 自分 の 使用 し て いる 自作 工具 を 中 心 に ディ テ 
ー ル 製作 を 解説 し まし た が 、 模 型 を 製作 する 過程 を 楽 
し むう え で 自作 の 工具 に こだわ っ て みる の も と て も 楽し 
いこ と で す 。 日 頃 の 工作 で 不便 を 感じ た り し て 「 こ ん な 
工具 が あっ た ら ……」 と いう 思い が 湧い て きた ら 、 ぜ ひ 
工具 の 自作 や 改造 に チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 
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44: 瞬 着 バ パテ を 段差 に 盛り 付け る 
接着 で 生じ た 段差 の 一 箇所 に 瞬間 接 落 パテ を 適量 右 っ て 


aa 


45: PP 板 に 瞬 着 硬化 スプ レー を 吹き 付け る 
PP 板 ( ポ リプ ロ ピ レン の 板 ) 片 に 瞬間 硬化 スプ レー を 吹き 付 
け て 


46:PP 板 を バテ の 上 か ら か ぶせ る 
素早 く 、 パ バテ の 上 か ら 上 下 の 板 の 端 に 乗る よう に PP 板 を 
押し 付け ます 


| 
「 


47: 硬 化 後 、 剥 が す 
数 分 待っ て 、 硬 化 を 確認 し た ら PP 板 を 外し ます 。 上 下 の 面 の 
辺 を つなぐ 斜め の 平面 を 残し て 、 は み 出 た 部 分 を 削り 落と し 、 
同じ よう に 他 の 面 も 加工 し ます 


を eovs、" まう タ 
48: 板 を も う 一 枚 用 意 し て 
縁 が 斜め に カッ ト さ れ た 装甲 板 の 完成 で す 。 追 加 で 、 上 面 の 
板 よ り も さら に 一 回 り 小さ い 板 ( 右 ) を 切り 出し て 


NN を 

て 4 

ws、 
40: 加工 例 
曲線 主体 で デザ イン され た ロボ ッ ト の 腰 フ ロン ト ア ー マ ー の 裏 
ディ テー ル を イメ ー ジ し て 2 種類 作っ て み ま し た 。 右 が 「 幅 を 変 


ぇ て 積層 し 、 階 段 杖 の ディ テー ル を 作っ た も の 」 、 左 は 「 板 の 
アウ トラ イン に 沿っ て 等 幅 で スジ 彫り を 入れ 中 を 切り 抜い て 加 
工 し た も の 」 です 


41: バ ー ツ の 縁 と 平行 し た スジ 彫り 

プラ モデ ル の パー ツ に 写真 の よう な 加工 を する こと も で きま す 
ノギス で " 印 付け "を 行う より も 、 ス ジ が 深く キッ チリ 入る 分 、 一 
発 勝負 な の で や や 慣れ が 必要 で す 


等 幅 カッ ト 用 の 治 具 は 板 の 周囲 を 等 幅 に 切り 落と 
すこ と が で きる の で 、 重 ね 切り な ど で 同 じ 形 の 板 を 
用 意 し て お け ば 元 パ ー ツ に 対し て 相似 形 の パー ツ 
を 簡単 に 作る こと が で きま す 


48@: 相似 形 
マス ター パー ツ か ら 「 重 ね 切り 」 ( 骨 落 で プラ 板 に 元 パ バーツ を 
点 止 め あし て 重ね 合わ せ て 切り 出す 方 法 ) し て 同形 状 、 同 サイ 
ズ の 板 を 作り 、 周 囲 を 同じ 幅 に 切り 落と し て 一 回 り 小 さ な 同 じ 
形 を 切り 出し ます 


43: 大 小 の バー ツ に 板 を 挟ん で 接着 
大 小 の パー ツ に 、 厚 み を 出す た め に プラ 板 を 挟み 込ん で 接 落 
し ます 


35: プ ラ 板 加工 用 引き の 完成 ド に 
本 も / コ で 切り 落と し て 、 プ ラ 板 加工 用 引き の 完成 で す 
を が 製品 、 右 が 加工 後 で す 


36: 曲 線 の 縁 へ の スジ 入れ 
個 工 し た 部 分 を プラ 板 の 縁 【 当て て スラ イド させ る と 、 毛 引き 
と 還 じ よう に 等 幅 で スジ 彫り が で きま す 


37: 刃 の 進行 方 向 
汐 の 入っ て いな い 「 背 」 の 方 向 に スラ イド させ て 使用 し ます 


スジ を デザ イン ナイ フ で な ぞ る 
スジ を 彫り 込ん だ ら 、 デザ イン ー の ー 
のり 呈し ます ら 、 デ ザイ ン ナ イフ で その スジ を な ぞ っ て 


し た ブラ 板 
状 の 板 を 切り 出し て み ま し た 


績 な 形 


30: 百 円 均一 ショ ッ プ の コン パス カッ ター 
百 円 均一 ショ ッ プ の 「 ダ イソ ー」 で 購入 し た コン パス カッ ター 
サー クル カッ ター) です 


31: コン パス カッ ター・ 加 工 前 

刃 の 付い た 青い 部 分 が 模 に スラ イド し 、 黒 い 回 転 軸 の 部 分 と 
回 転 式 の スト ッ パ ー で 連結 され て いま す 。 構 造 が よく 似 て いる 
の で 、 回 転 軸 の 黒い 部 分 を 加工 し て プラ 板 用 の 毛 引 き と し て 
使用 する こと に し まし た 


3 らら: コン バス の 針 を 抜く 
針 の 部 分 は 不要 な の で 、 ペ ンチ で 引き 抜き まし た 。 接 落 は さ 
れ て いな い の で 簡単 に 引き 抜け ます 


33: 針 の あっ た 部 分 に プラ 板 を 貼り 付け る 
プラ 板 の 緑 に 当て る 部 分 を プラ 板 と 須 間 接着 パテ で 加工 し 
ます 。 1 ミリ プラ 板 を 接 著 し 、 先 端 に 1 .5 ミ リプ ラ 板 を 写真 の よ 
うに 接着 し ます 


に 
34: 明 間 接着 パ バテ で 補強 し て 削り 出し 


妨 の ある 側 の 反対 側 に 貞 間 接 秒 パテ を 盛り 付け て 補強 し 


刃 の 先端 と 同じ 位置 が 突 る よう に 削り 加工 を し ます 。 
※ 刃 は 逆 向き に セッ ト し て いま す 。 


9 ミス お 
テー ル の 完成 
他 の 角 も 同じ よう に 加工 し て 角 R 加 工 の 完成 で す 


em 
* SO le こす) 


6:PP 板 で 逆 C 面 を 追加 する 
角 R 加 工 と 同じ 要領 で PP 素材 の 板 を 使う と 、 逆 C 面 を 後 加 
工 で 作る こと が で きま す 。 ポ リプ ロビ ピレン の 板 は 百 円 均一 ショ 
ッ プ の トレ ー な どか ら 必要 な サイ ズ に 切り 出し て 使っ て いま す 


27:PP 板 で の 加工 例 

角 の 短い 辺 は 切り 出し の 際 、 木 口 の 逆 エ ッ ジ を きち ん と 出す 
の が や や 難し い の で す が 、 こ の 方 法 は 比較 的 簡単 で きれ い 
に 加工 する こと が で きま す 


大 工 道具 に 引き と いう 工具 が あり ます 。 板 材 や 
角材 な ど に 面 の 縁 と 平行 に スラ イド させ て 、 任 意 の 
幅 で 切り 出し や ホ ゾ 加工 の 際 の "アタ リ 線 "を 入れ 
る 道具 で す 。 こ の 毛 引き を 参考 に 、 百 円 均一 ショ ッ 
プ の サー クル カッ ター を 使っ て 「 プ ラ 板 加 工 用 も 
引き 」 を 作っ て み ま し た 。 


28: 毛 引き 
本 体 に 貫通 する 横 棒 が スラ イド し 、 横 棒 に 取り 付け られ た 
「 刃 」 で 角材 や 板材 に アタ リ 線 を 彫り 込み ます 。 横丁 は クサ ビ 
で 固定 され 、 任 意 の 位置 に 設定 する こと が で きま す 。 


9: 毛 引き の 使用 例 
の うに 面 の に 提 し 付け 6 が ら スラ イド きせ て 木 の 表 


面 に 緑 と 平行 の スジ を 入れ ます 。 


(も 


邊 


切り 出し た プラ 板 を 加工 し て 、 足 裏 に ディ テー ル を 
入れ ます 。 切り 抜き に 使用 し て いる 自作 工具 類 は 
60 ペ ー ジ で 解説 し て いま す の で 、 併 読 し て いた だ 
ける と 分 か りや すい と 思い ます 。 


ど 
『 
て 
ら 0: 庶 面 を 外す 
2 と パ 間 に デ ザイ ン ナ イフ の 刃 を 差し 込ん で 、 瞬 間 
ムカ 楼 判 の 点 止め で 仮 組み し た 足 裏 パー ツ を 一 度 バラ し ます 
J 
2 
A 
f 
1 
A 
っ 
16 
」 
2 
/ 
# 
/ 
/ 
Mn 
0 mo し は 板 の 縁 と 平行 な 線 で 構成 
され て いる の で 、60 B イ ヤヤ 具 を 使用 し て 加 
工 し て いま す 


23: 板 の 縁 と 平行 な 直線 の カッ ト 

自作 の 「 ス ライ ド 式 平行 線 定規 」 を 使っ て いま す 。 同じ く 先月 
号 で 紹介 し た 「 段 差 定規 」 や ノギス で 印 付け を し て か ら 、 普 通 
の 定規 を 使っ て 切り 出し て も 同じ よう に 加工 が で きま す 


ら 4: 板 の 縁 と 平行 な 曲線 の カッ ト 
自作 の サー クル カッ ター を 改造 し た 、 プ ラ 板 用 の 「 毛 引 」 き で 
す 。 ノ ギ ス の 先端 で ケガ いて か ら ナ イフ を 入れ て も 同じ よう に 
加工 が で きま す 

ノギス を 痛め て し まう こと も ある の で 力 の 入れ 方 な ど に 注意 
が 必要 で す 


065 


1 ら : 横 向き の 切断 面 の 形 に 切り 出し た ブラ 板 
関節 を 含ん だ 4 ブロ ッ ク の ヨコ 断面 の 形 に プラ 板 を 切り 出し ま 
た の よう に 自由 に カッ ト し て 、 断 面 形状 を 読み 取る こと が 


13: ブラ 板 の 厚 み 分 を 切 等 と す 

3 コ 断 面 形状 の 板 は 、 先 に 切り 出し た パーツ の 内 側 に 角度 
大 め と 補強 の た め に 組み 込む の で 、 プ ラ 板 の 厚み 分 、 各 辺 を 
切り 落と し ます 


1 プ 7: 木口 を 削っ て 角度 を つけ る 

マー カー で 木口 に 色 を 交 け て 、 デ ザイ ン ナ イフ の 刃 を 「 カ ン ナ が 
け 」 の 要領 で 横 に スラ イド させ な が ら 、 マ ー カ ー の ライ ン か 

で 細い 線 に な る まで 削り 込み ます 。 塗料 な どの 溶剤 で 冷 ま な い 
ホワ イト ボー ド 用 の 顔料 マー カー を 使用 し まし た 


14: 有 瞬 着 の 点 付 け で 重ね 切り 

工程 13 で 切り 出し た パー ツ を 瞬間 接着 剤 の 点 付 け で プラ 板 
に 仮 止め し 、 重 切り し て 同じ 形状 の 板 を 2 枚 作 り ます 。 「 
い 肌 間 接 落 剤 」 を 使う と 、 色 が 着い て いる の で 加工 後に 点 付 
け の 瞬間 接 落 剤 を 削り 落と す 際 に 落と し 忘れ が 防げ る の で 便 
利 で す 


Jv 


き ht 
18: 仮 組み 

切り 出し た 各 板 を 組み 合わ せ て 、 朋 間接 区 剤 の 点 付 け で 人 
組み を し ます 


15: 重 ね 切り で 切り 出し た バー ツ 
写真 の よう に 同形 状 に 各 2 枚 切り 出し まし た 


19: 他 の パー ツ と 組み 合わ せ て バラ ンス を 確認 半 5 時 着 パ テ 

先 に 基本 形状 が 完成 し て いる スネ と 組み 合わ せ て 、 バラ ンス 

ーー リート ーー ラ 16: 木 口 を 削っ て 各 板 を 組み 合わ せる 
各 パ ー ツ の 板 の 接 底 す る 面 の 木口 を 削り 落と し ます 。 今回 は 
前 書 で 紹介 し た 「 分度器 を 加工 し た 自作 工具 」 を 使っ た 正確 
な 角度 で 接 落 面 を 削り 出す 方 法 で は な く 、 や や 大 きめ の 角度 


で 削っ て 、 隙 間 を 瞬間 接 落 バ パテ で つなぐ 方 法 を 選択 し て いま 
す 


7 匠 面 の 形 に 切り 出し た ブラ 板 
と 同じ よう に 「 切 り 紙 式 カ ッ ト 」 で 切り は 


08: W 四 の 名 面 を 切り す 
半 箇 構成 の New 


天 て 切り 出し まし た | 


03: 試作 の 採寸 
表面 に 赴 出 し て いる 面 は / ギ ス や デバ イダ ー で 採寸 し て 図面 
作成 や プラ 板 を 切り 出す 共に 利用 し ます 


本 書 で は 何 度 か 紹介 し て いる イン ダス トリ アル クレ 
イ で の 試作 。 ク レイ な ら で は の 加工 の し や すさ を 利 
用 し て 、 断 面 な ど 把 握 し づら い 面 の 採寸 を 行う こと 
が 可能 で す 


造形 する の で 、 そ れ 以 


絆 面部 分 を 、 ブ ロッ ク ご と に カッ ト し た クレ イ 試作 か ら 採 


| 01: 足 首 の 
クレ イ 試作 
20 ペ ー ジ で 製作 し 
た スネ パー ツ に 合わ 
せ て 、 新 た に 足首 の 
クレ イ 試 作 を 作り 直 
まし た 。 可動 範囲 
| な ど を 考慮 し て 、 ポ ー 
ジン グ の 共に 和 干渉 
する 部 分 を 削り 込む 
な ど 細 か な 形状 修 
整 を 行っ て いま す 


の \ リ 上 4 


4: [切り 紙 式 カッ ト 」 

多 の 出し に 適し た 方 法 で 、 プ ラ 板 の 同 に 
直角 ( 切り 込み を 入れ 、 片 側 の 辺 を 切り 出し た 後に 切り 込み 
折り 曲げ て 、 反 対 側 の 辺 を 重ね 切り し ます 


09: ク レイ 試作 を セン ター ライ ン で か ッ ト 
基 り 出し た 板 の 組 み 合わ せ の 際 に 、 ヨ コ 断 面 の 形 の 板 が 


な の で 、 セ ンタ ー ラ イン で カッ ト し ます 


9 人 0 い 
切り 紙 式 | で 左右 対称 に 切り 出し 接着 や ディ テー ル 
人 れ の 際 の うに 、 セ ンタ ー ラ イン に マー カー で 赤 


10: 断 面 の 形 を ブラ 板 に 書き 写す 

切断 面 の 形 を その まま プラ 板 に 写す た め 、 ク レイ の 切断 面 を 
7 ラ 板 に 軽く 押し 付け て 宙 着 させ 、 鉛 筆 な ど で 輪 郭 を 描写 
し ます 


06: クレ イ 試作 を ブロ ッ ク こ と に こ カ ッ ト 5 

カタ マリ で は 形状 が 分 か り づ らい 部 分 は 績 0 あ 
ン レ や すく な り ま す ム な ど で : 証 

寺 ゃ や し て て ゃ やめ に て なく と カ ター の 刃 を 人 03: [アル テ 65」&「134a 9 っ 

な た 時 に 形 りす 現在 、 最 も 入手 し や すし バン ダス トリ アル クレ イ で ャ ーーー 

た 時 に 形状 が 劇 れ に くく な に か で 


co し て 、 大 ま か 4 な 形 を 作り 信 や し て 硬く な っ っ た 状態 で 、 面 
相生 た : ど の 「 彫 刻 ] を し ます し Hreー か の 中 
表面 度 を マイ ナス 50 友 生ま で で 下げ られ る の で < ペー 
き 付 【 ける と 数 分 間 カ チカ チ に な り 、 9 
で 削り 出し が で きる 程度 まで 硬度 を 上 げ る こと が 可 


11: 下書き に 沿っ て 切り 出し 
クレ イ を 外し て 切り 出し ます 


注 各 6 し て い 
人 員 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て ます 


まほ 、、 


や mtN! 


Yu 。 Is を Yu awk NB 


Ys 


53: ヤス リ で 
仕上 げ る 

各 面 を ヤス リ で 仕上 げ て 

いき ます 。 写 真 で 使っ て 

いる の は 1 ミリ プラ 板 に 耐 

水 ベ ペーパ ー を 貼り 付け て 


平面 だ け で な く 写 真 の よ 
うに 指 で 曲げ て 微妙 な 曲 
面 に 合わ せ た 削 り 加工 に 
も 使え ます 


ーー 


Nm 


54: 完 成 
全体 を 仕上 げ て 完成 で す 。 以前 作っ た スネ パー ツ と 合わ せ て 
み ま し た 


る パ 
ーー 
っ am 


の 
` 


55: 足 義 の ティ テー ル 

足 裏 な どの 見 え に く い の に 作る の が 面倒 な 部 分 は 、 ス クラ 

チエ 作 を 行う 上 で の 「 難 所 」 で す が 、 そ の 分 作り 込む と 作品 と 

し て の 情報 重 が グッ と 増す 部 分 で も ある の で 、 ぜ ひ コ ツ コ ツ 作 
て みて くだ さい 


クレ イ 試作 


レ 


) を 石 対 称 や 遂 が 


治 具 を 使っ た 切り 出し 


ム へ 
角 棒 を 使っ た スリ ッ ト バ ー ツ 


O 
ム へ 


ォ オ 3 基 


アパ 
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作っ た 「 プ ラ 板 ヤス リ 」 。 


47: スリ ッ ト の 裏 に 

ブラ 板 を 接着 
スリ ッ ト パ ー ツ の 裏側 に プ 
ラ 板 を 接 落 し ます 。 流し 込 
み タ イプ を 少量 筆 に 含ま 
せ て 、 準 る よう に し て 流し 
込む の が きれ い に 仕上 げ 
る コツ で す 


48: 足 裏 ディ テー ル の 完成 
足 裏 の パー ツ に スリ ッ ト パ ー ツ を 貼り 付け て 足 裏 ディ テー ル の 
完成 で す 


49: 調整 を し な が ら 組 み 立て る 
足 裏 パー ツ の 厚み が 変わ っ て いる の で 、 一 部 削り 加工 を 行う な 
ど 、 各 パー ツ の 合い を 調整 し な が ら 組 み 立て ます 


50: 側面 に バテ を 盛り 付け る 
微妙 な 三次 曲面 の 側面 は パテ を 盛り 付け て 成形 し ます 。 こ こ 
で は ポリ エス テル パテ を 使用 し て いま す が 、 エ ポキ シバ パテ で も 同 
じ よ うに 加工 が 可能 で す 


51: へ ヘラ で 面 を 作る 
ポリ エス テル バテ の 硬化 前 に 、 プ ラ 板 の 切 れ 端 を 指 で 曲げ た 
即席 ヘ へ ラ で 各 面 の 縁 に 合わ せ て パテ を 挽い て 任意 の 曲面 を 
作り ます 


52@: ゲー ジ で R を 出す 

か か と 側面 の 丸み は 、 サ ー ク ルカ ッ タ ー で 切り 出し た プラ 板 で 
上 下 の 板 に 合わ せな が ら パ テ を 挽い て 曲面 を 作り ます 。 ゲ ー ジ 
で 挽き な が ら パ テ を 盛り 付け る と 、 気 泡 の 混入 が 防げ る の で 
後 の 仕上 げ 作 業 が 楽に 行え ます 。 


41: カ ッ ト し た 部 分 に ブラ 材 を 接着 

直角 に カッ ト し た 部 分 に プラ 材 を 接 敬 し ます 。 こ の 際 、 先 ほど 切 

り 落と し た "短い 捨て 板 "を 隙間 に 挟ん で お く と 等 間隔 に 接 藩 

する こと が で きま す 

※ 接 落 剤 が 流れ 込ん で "捨て 板 "が 接 藩 さ れ て し まわ な いよ う 
接 落 剤 の 量 は 必要 最小 限 で 慎重 に ! 


42: 等 幅 に カッ ト 
接 藩 剤 が 完全 に 硬化 し た ら 、 工 程 41 で 接 工 し た プラ 材 側 か ら 
スリ ッ ト の 長 さ に 合わ せ て 平行 に カッ ト し ます 


| 43: 同じ し よう に 

フラ 材 を 接着 
工程 41 と 同じ よう に 反対 
側 に も プラ 材 を 接 落 


44: スリ ッ ト デ ィ テ ー ル の 完成 
余分 な 部 分 を カッ ト し て 、 接 区 線 を ヤス リ で 仕上 げ れ ば スリ ッ ト 
パー ツ の 完成 で す 。 上 左 が 今回 作っ た も の 。 上 右 が ツマ 先 バ 
ー ツ に 使う も の で 0.5 ミ リ 幅 、 下 が カカ トバ ー ツ に 使う も の で 
0.75 ミ リ 幅 の プラ 材 を 使っ て 作っ て いま す 


JIYIXIJKEXXIXXYJKEXXYY 


の | の の の の の の | の の の の 


を 


45: 対 め に カッ ト 
工程 39 の 過程 で 直角 で は な く 斜め に カッ ト を する と 


WWN い いい \ 


46: 対 め ス リッ ト 

写真 の よう な 銃器 な ど メ カニ カル な 部 分 の ディ テー ル に 多く 使 
われ る "斜め スリ ッ ト " が 簡単 に 作れ ます が 、 材 料 代 が 少し 高め 
で 捨て 板 " 等 、 や や 無駄 が 多い の が 難点 で す 


++ 
+ む 
は て マー 


35: 必 要 な 長 さ の も の を 複 数 用 時 【 od 
家 愉 に 足 真 に 使う スリ だ と 本 数 が 多 写真 カ 上 らく < な 
て の で 1 ミリ 幅 の 5 本 穴 の スリ で 解説 し ます と す Ko 
呈 と 同じ 「 短 い 棒 」 と ーー 本 多い 「 長 い 棒 」 を 切り 出し ます 。 長 : 
は だ いた い 揃っ て し \ れ ば OK で す 


穴 の 


< の 加工 で の 接着 作業 は 写真 の よう な ポリ プロ ピレン の 板 
上 で 行う と 、 接 蔵 剤 の 硬化 後に パリ ッ と きれ い に 剥 が すこ と が 
で きる の で お 勧め で す 

ダイ ソーPP シ ー ト 100 円 


写真 の よう に 、 長 い 棒 の 
敵 に 短い 棒 を 交互 に 接 
着 し て いき ます 。 接 藩 剤 は 
GSI ク レオ ス の 流し 込み タ 
イプ を 使用 


38: 間 に “" 搭 て 板 " を 挟む 

接 著 し た 長短 の 棒 の 間 に 、 適 当 な 長 さ に 切り 出し た 、 短 い 棒 と 
同じ 幅 の 棒 を 挟み 込み ます (写真 で は 見 や すい よう に グレ ー に 
書 義 し て いま す ) 。 こ の 棒 は 接 秒 せ ず 、 こ の 後 の 切り 出し の 際 
に 正確 に カッ ト す る た め の " 捨 て 板 " に な り ま す 


39: 六 を 直角 に カッ ト 
内 て 板 ' を 換 み 込ん だ まま 端 を 直角 に カッ ト し ます 。 写真 は 自 
作 の ミニ T 字 定規 を 合 て いま す 。 ナ イフ は 、 刃 を 手前 に 引か ず 


い 下向き に 押し て 切る と 棒 が 動か ず 、 キ レイ に 直角 に カッ ト す 
る こと が で きま す 


0: 失 て 板 を 引き 抜く 
ツウ ん で い だ 捨 て 板 "を 一 度 外 し ます 


30: 治 具 を 裏表 に 反転 させ て 同じ よう に カッ ト 
片側 の 穴 の 切り 抜き が 終わ っ た ら 冶 具 の 表裏 を 逆 に し て 、 同 じ 
よう に 治 具 の 端 の 角 を セン ター ライ ン に 合わ せ て カッ ト し ます 。 


し 
31: 左 右 対称 に 台形 の 穴 を 切り 抜い た バー ツ 
冶具 を 使用 し た こと で 、 正 確 な 下書き な ど を せ ず に 同じ 大 き さ に 
切り 抜く こと が で きま し た 


似 た 構造 の スラ イド 式 の 
治 具 で す 。 写真 の 冶具 は 
台形 の 板 を プラ 板 に 任 
章 の 角度 で 接 秒 し た も の 
で 、 ガ ンダ ム 系 の 腰 や 肩 
の アー マー 等 に 見 られ る 
台形 が 並ん だ よう な 凹 デ 
ィ テ ー ル を 切り 出す 際 に 
使っ て いま す 。 板 の 縁 に 
沿っ て スラ イド させ て 切り 
出し の ガイ ド と し て 使え ば 
同じ 形 に 簡単 に 切り 出す 
こと が で きま す 

ら : [応用] スライド 式 の 治 具 


33: 足 裏 バー ツ の 切り 抜き 完了 
足 在 ディ テー ル の 上 面 が 完成 し まし た 


スリ ッ ト モ ー ル ド を 、 エ バー グリ ー ン の 角 棒 を 組み 合 
わせ て 製作 し ます 。 


34: エ バー グリ ー ン の 細切り 角 棒 
今回 は 0.5 ミ リ 厚 の も の を 0.5 一 2 0 り 幅 ま で 用 意 し て 製作 
し まし た 。 長 さ 30 セ ンチ 、 各 10 本 入り で 500 円 前 後 で す 


5: ディテール の 穴 を 切り 抜い た パー ツ 
キレ イ に 切り 抜く こと が で きま し た 


26: PP 棒 を 使っ た 逆 角 R 加 工 

カカ ト の 半 円 形 の 穴 の 角 は 、 先 月 紹介 し た ポリ プロ ピレン (P 
P) な どの 非 接 入 径 材 を 使っ た 逆 R 面 出し の 加工 を 行っ て いま 
す 。 穴 の 角 部 分 に 「 刷 間 接 秒 パテ 」 を 盛り 付け 、 硬 化 促進 ス 
プレ ー を 吹き 付け た PP 椅 (ポリ キャ ッ プ の 輸 等 ) を 押し 付け て 
硬化 後に 外し て 、 は み 出 し た 部 分 を ヤス リ で 仕上 げ て いま す 


9 ci 


いう 


で 5 
テ が 5 D 3 
27: 台 形 の 穴 の 切り 出し 用 の 治 具 
中 央 ブロ ッ ク の 足 真 の 台形 の 穴 は 、 左 右 の 大 き さ と 形 を 揃え 
て 切り 抜き た い の で 、 写 真 の よう な 冶具 を プラ 板 で 自作 し て 、 
ガイ ド に し て カッ ト し て いま す 。 


Ad 


28: 治 具 の 図解 周 柄 
台形 切り 出し 用 の 冶具 の 図解 で す 。 切 り 出し た い 形 の 台形 
の 板 (A) を プラ 板 の 緑 に 当て る 部 分 の 板 (B) で 挟ん で 接 基 
し て いま す 。 (B の 板 は 、 必 ず 図 の 赤い 色 で 示し た ライ ン を 描 
ぇ る よう に し て 接着 し ます 


9g: パー ツ の 中 心 線 に 
1 治 具 の 端 の 角 を 合わ せ て カッ ト 9 
「 切 り 紙 式 の カッ ト 法 」 で 人 れ た セン ター ライ ン を 邊 まい 
写真 の よう に 治 具 の 端 の 角 を ライ ン に 合わ せ 、 治 具 を 
に し て 切り 込み を 入れ ます 。 
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ら 80: バー ツ に ポリ エス テル バテ を 忌 り 付け る 
パー ツ に 彫っ た 溝 に ポリ エス テル パテ を 多め に 流し 込み ます 
気泡 が 選 ざ さら な い よう に 慎重 か つ 手 早く 行い ます 


ら 81:PP 板 を バテ の 上 か ら 溝 に 差し 込む 

ポリ エス テル バテ の 硬化 が 進む 前 に 、 用 意 し た PP 板 を ポリ エ 
ステ ル バ パテ の 上 か ら 溝 の 部 分 に 押し 当て 、 そ の まま 半 硬 化 状 
態 ま で 板 を 動か さ ず に 指 で 押さ えて お きま す 。 保持 を する 時 間 
は 、 ポ リエ ステ ル パ テ の 銘柄 や 室温 で 異な り ま す が 、 ロ ッ ク ラ 
イト ウェ イト の 場合 、 有 瞬間 接 落 剤 な し で 3 分 ほど 、 朋 間接 落 剤 
を 混ぜ た 場合 で 30 秒 程度 で す 


らら : 脱 型 
ポリ エス テル バテ が 硬化 し た ら 、PP 板 の 型 を 取り 外し ます 


3: 不要 な 部 分 を 削り 落と す 

デザ イン ナイ フ で 不要 な 部 分 を 削り 落と し ます 。 一 気 に 削 り 落 
と そう と する と 、 抵 抗 で パテ 面 が 壊れ て 外れ て し まう こと が ある 
の で 、 少 し ずつ 丁寧 に 削っ て いき ます 


ら 4: ヤス リ で 仕上 げ て 完成 

溝 の 周辺 を ヤス リ で 仕上 げ て 完成 で す 。 シ ャ ー プ な ライ ン を 入 
れる こと が で きま し た 。 こ の 後に 紹介 する 別 友 材 を 使っ た 方 
法 も 基本 的 に 同じ 工程 で 作業 を し て いま す 


069 


最初 に 、 ポ リプ ロビ ピレン (PP) 、 ポ リエ チレ ン (PE) 
な どの 難 接着 素材 を 使用 し た 、 簡 単 な ス タン ピン 
グ の 方 法 を 紹介 し ます 。 


ッ が 


15: 日 用 品 の 中 の 様々 な 厚み の PP・PE 素 材 
文具 や 食品 用 の 容器 な ど 、 身 の 周り の PP・PE 製 製品 を 板 状 に 
切り 出し て スタ ン ピ ン グ 用 の 凸 型 と し て 使用 し ます 。 書類 フ ァ イ 
ル な ど 0.2 ミ リ 厚 程度 か ら 、 小 物入れ な どの 2 ミリ 位 ま で 、 様 々 な 
厚み の も の が 文具 店 や 百 円 均一 ショ ッ プ な ど で 手 に 入り ます 


16: 下 書き 
今回 は 腹部 パー ツ の 横 用 の 部 分 に 縦 に 溝 を 作り ます 


17: 溝 を 彫る 

下書き に 合わ せ て デザ イン ナイ フ な ど で 溝 を 彫り ます 。 深 さ を 
な る べく 均一 に し て 、 幅 を 広く 早 る の が コツ で す 。 こ の 時 点 で 
は きれ いな ライ ン で 彫る 必要 は な い の で ザク ザク っ と 、 か な り 
ラフ に 加工 し て いま す 


18:PP 板 の 加工 

使用 する の は 書類 ファ イル の 0.47 ミ リ 厚 の も の 。 製品 の 板 の 
木口 は 段差 が あっ た り 、 斜 め に カッ ト さ れ て いる も の が 多い の 
で "よく 切れ る デザ イン ナイ フ " で カッ ト し て 、 面 を 整え ます 


18: ボ ポリ エス テル パテ 

腹部 パー ツ の 溝 は ポリ エス テル パテ を 使っ て スタ ン ピ ビン グ し ま 
す 。 使用 し て いる の は 「 ロ ッ ク ラ イト ウェ イト 中 目 」 で す 。 そ の 
まま 使っ て も 加工 は で きま す が 、 硬 化 時 間 を 短縮 する た め と 
硬化 前 の 粘度 を 下げ 、 硬 化 後 の 硬 度 を 上 げ る た め に 選 間 接 
基 剤 の 流し 込み タイ プ を 少量 混ぜ 合わ せ て 使っ て いま す 。 瞬 
着 を 混ぜ 合わ せる と 作業 可能 時 間 は 1 分 弱 程 度 な の で 、 工 
程 19 か ら 21 ま で の 作業 は 30 秒 程度 で 行い ます 。 


1 ら : 胸 部 ・ 頭 部 バー ツ と 組み 合わ せ て バラ ンス 確認 
ここ まで に 製作 し た 関連 する 部 分 の パ と 組み 合わ せ て パ 
ラン ス を 確認 し まし た 。 結果 、 肢 部 の ボリ ュー ム が や や 気 に な 
た の で 、 コ ク ピ ッ ト ハ ッ チ 部 分 を ポ が リエ ステ ル バ パテ で 作り 直し 
て いま す 。 ス クラ ッ チ 工作 は 、 こ の よう に 修整 や 作り 直し の 旨 


り 返 し な の で す 


「 押 し 型 ] を 作り 、 パ テ 状 や 粘土 杖 の 柔らか い 面 に 
押し 付け て モー ルド を 作成 する 方 法 で す 。 凸 面 を 
凹面 に 反転 する こと で 、 彫 り 込み 加工 で は や や 難 
し い 形 状 を 比較 的 容易 に 作り 出す こと が で きま す 
ここ で は 難 接着 樹脂 を 使用 し た 方 法 と 、 離 型 剤 を 


使う 方 法 の 2 種類 を 紹介 し ます 
樹 策 
A 四 接 
泡 目 着 


プ 
ラ 
板 


13: スク ラッ チ し た パーツ の 凹 デ ィ テ ー ル 加工 
スク ラッ チ 工 作 の 場合 様々 な 到 材 を 複合 し て 使う こと も 多く 
パー ツ 表 面 の 各 樹 脂 の 硬 さ が 均一 で な か っ た り 、 パ テ の 表層 
の 気泡 の 影響 、 箱 組み や 積層 な ど で の 板 同士 の 接 落 部 分 
な ど 、 デ ィ テ ー ル や スジ 彫 り を 入れ 込む こと が 難し い 場 合 が あ 
り ま す 


プラ 板 


14: ス タン ピン グ 図 解 

スタ ン ピ ビン グ の 場合 、 一 度 表 面 を 掘り 返し て パテ を 充填 し 、 そ こ 
に 凸 型 を 押し 付け て ディ テー ル を 形成 する の で 、 異 素材 の 使 
用 の ディ テー ル 面 へ の 影響 は 、 ほ と ん ど あ り ま せん 


08: 応 用 例 「 曲 線 ゲ ー シ 」 

jj パル ディ 8 の 腹部 は 直線 に 切り 出 
! て 使用 し まし た が 、 同 じ 加 工 を 曲線 ゲ 析 で 行 
中 の よう に 同じ 形状 の 條 組み か ら か な り 印 旬 異な る 形 を 
仙 出 すこ と が で きま す 


等 


09: 腰 上 部 の 製作 [骨組 」 

屋上 部 は 腹部 の よう に 基準 と な る 分 か りや すい 平面 が な く や 
や 把握 し づら い 形 状 な の で 、 腹 部 の 入る 穴 の 底 の 位置 に 基 
葬 面 を 設定 し て 、 パ ー ツ を 真 上 か ら 見 た 形 に セ 

の フン ド シ 部 分 と 、 腹 部 の 入る 穴 の 空間 部 分 を 作っ て 接 藩 
則 組 み に し まし た 


10: 隊 上 部 の 製作 [バテ を 盛り 付け る 」 
成 後 の 形状 を イメ ー ジ し な が ら 、 骨 組み に パテ を 盛り 付け て 
いき ます 


大 上 部 の 製作 [仕上 」 
0 て 守 還 分 の パー ツ を 除去 し て 各 面 を ヤス リ で 仕上 


注 各 写 真 の カ ッ タ ー で の 切り 


04: 腹 部 バー ツ の 上 下面 の 形 に 
ブラ 板 を 切り 出す 
クレ イ 試 作 を 採寸 し た り 、 面 に プラ 板 を 合わ せ て 形状 を 写し 取 
た り し な が ら 、 プ ラ 板 を 腹部 の 上 下 の 面 の 形 に 切り 出し ます 
前 項 で 紹介 し た 「 切 り 紙 式 」 の 二 つ 折 り で 左右 対称 に 加工 し 
て いま す 
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05: 腹部 の 骨組 み の 組 み 立て 

切り 出し た 上 下 の 面 の プラ 板の間 に 、 必 要 な 高 さ の プラ 板 の 
箱 組 み を 挟ん で 組み 立て ます 。 挟 み 込 む 箱 組み の 前 後 の 面 
に 垂直 に ライ ン を 入れ て 上 下 の 板 の 内 側 の 中 心 線 を 合わ せ 
る こと で か り と 左右 対称 に 組み 合わ せる こと が で きま す 


06: 上 下 の 板 の 側面 を 基準 に ポリ バテ を 挽 く 
ゲー ジ (プラ 板 ) を 上 下 の 板 の 側面 に 押し 当て る よう に スラ イ 
ド さ せな が ら 、 何 度 も ポリ パテ を 盛り 付け ます 。 写 真 の よう に プ 
ラ 棒 で 持ち 手 を 付け る と 、 作 業 が し や すく な り ま す 


07: ヤ スリ で 仕上 げ て 基本 形状 の 完成 
盛り 付け 作業 で 大 ま か な 面 を 作り 硬化 後に ヤス リ で 仕上 け 
て 完成 で す 


込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


前 項 ま で に 製作 し た 胸部 パー ツ に 合わ せ て 、 腹 部 
と その 下 の 腰 上 部 を 製作 し ます 。 


01: 温 め た クレ イ を 胸部 パ バーツ に 押し 当て る 
イン ダス トリ アル クレ イ 「 ア ル テ 65」 を コマ 切れ に 切り 出し て 、 
釘 に 入れ て ドラ イヤ ー で 軟らか く な る まで 温め ます 。 軟らか く な 
っ た ら 腹 部 パー ツ より も 二 回 りほ ど 大 き な 境 に まとめ て 、 胸 部 
パー ツ の 下 側 の 穴 に 押し 当て ます 


02: 穴 の 形 を 型 取り 
クレ イ の 熱 が 冷め て 通常 の 硬 き に 戻っ た ら 、 腸 部 か ら クレ イ を 
外し ます 。 写 真 の よう に 胸部 の 下 側 の 穴 の 形 を 型 取 る こと が 
で きま し た 。 こ の 形 を 基準 に 腹部 の 試作 を 作り ます 。 


だ っ 3 光 A 
03: ク レイ を 削り 出し て 腹部 の 試作 を 作る 
月 部 バーツ か 5 外 し た クレ イ を 大 ま か る 形状 に 上 り 出し な 
高 び バ ー ツ と 組み 合わ せ て 、 パ ラン ス を 軸 束 し な が ら 形 を 
ます 
ーー むー 護 半 一 
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51: 様 々 な 形状 の 凸 型 
レジ ン 板 や プラ 材 を 使用 し て 様々 な 形状 の 凸 型 を 作っ て み ま し た 


52: スタ ン ピ ン グ 例 

ワセリン サポ リエ ステ ル パ バテ を 使用 し て スタ ン ピ ビン グ 加 工 し て 
み ま し た 。 台形 や 柄 円 形 な どの も の の 他 に も 、 プ ラ 棒 を 等 間 
隔 で 並べ た 凸 型 で 作っ た 丸 穴 や 斜め スリ ッ ト な ど を 作っ て い 
ます 。 ア イデ ア 次 第 で 広く 応用 で きる 工作 法 な の で 、 ぜ ひ 試 し 
て みて くだ さい 


スタ ン ピ ン グ 全 体 


45: 難 型 剤 の 後 処 理 
スタ ン ピ ン グ で 作っ た 面 に は 離 型 剤 が 付 秒 し て いて 塗装 や 接 
着 の 際 に 支障 が 出る の で 、 エ ナメ ル 溶 剤 を 染み 込ま せ た 化 
粧 綿棒 等 で 丁寧 に 拭き 取り ます 


つく プッ ーー 20 
を 


に 


コク ピッ ト ハ ッ チ の 脇 の イ ン テ ー ク 状 の ディ テー ル を 、 瞬 間接 
着 パ テ と フッ 生 系 の 苑 型 剤 を 使っ て 再現 し ます 。 凸 型 は ウェ 
ー ブ の ディ テー ル ア ッ プ パ ー ツ か ら 製 作 、 パ ー ツ に は 少し 大 き 
め に 穴 を 彫っ て あり ます 


苑 型 剤 


朋 間 硬化 スプ レー 


47: 苑 型 剤 の 層 の 上 に 

朋 間 硬化 スプ レー の 層 を 作る 
図 の よう に 先 に 離 型 剤 を 吹き 付け て 乾かし て 層 を 作り 、 上 か 
ら 瞬 間 硬 化 ス プレ ー を 吹き 付け ます 。 フ ッ 素 系 の 苑 型 剤 は 苑 
型 効 果 が ワセリン に 比べ て 低い の で 、 多 め に 吹き 付け て お く 
と 凸 型 が 接 底 され て し まっ て 取れ な く な る 失敗 を 防げ ます 


| き 半 すえ 


| ご d 


48: 凸 型 の ディ テー ル 部 分 に パテ を 選 り 付け る 
工程 47 の 「 離 型 剤 十 瞬 間 硬 化 ス プレ ー」 の 処理 を し た 凸 型 
の ディ テー ル 部 分 に ユル め に 作っ た 瞬間 接 落 バテ を 載せ る 
よう に 少量 盛り 付け て 、 デ ィ テ ー ル の 密 み に 行き わたらせ ます 


49: ス タン ピン グ 加 工 
穴 側 に も 瞬間 接 矯 パテ を 流し 込ん で 、 凸 型 を 押し 当て ます 。 外 
側 か ら も 朋 間 硬化 スプ レー を 吹く と 手早く 後 の 作 業 が で きま す 


50: イ ン テ ー ク 状 デ ィ テ ー ル の 完成 
スタ ン ピ ン グ 加 工 で 作っ た イン テー ク 状 ディ テー ル で す 


40: ワセリン 系 の 難 型 剤 
白色 ワセリン (240 円 一 ) と 、 リ ッ プ クリ ー ム (150 円 程度 ) で す 


両方 と も 薬局 な ど で 手 に 入り ます 。 難 型 効 果 は 非常 に 高く 、 


か り と 型 の 表面 に 塗布 すれ ば 確実 に パテ と 凸 型 を 分 苑 
で きま す が 、 や や 準 膜 が 厚く 、 ペ ー ス ト 状 の ワセリン が 織 細 な 
モー ルド を 潰し て し まう こと も ある の で 、 使 用 する 場合 は 少量 を 
で きる だ け 薄 く 延 ば し て 塗る こと が 大 切 で す 。 ま た 、 使 用 後 、 パ 
ー ツ 表面 に や や ベタ つき が 残り ます 


41: フ ッ 素 系 離 型 剤 
型 抜き 時 の シリ コー ン 弄 保 
護 用 の フッ 素 系 離 型 剤 「 ハ 
イリ ムー バ 94FX」 と 傘 や 衣 
服 な ど に 使用 する フッ 素 系 
1』 の 防水 スプ レー(500 円 程 
| 度 ) で す 。 フ > 素 樹 脂 の 難 接 
区 性 を 活か すこ と で スタ ン ピ 
ング 加工 に 使用 する こと が で 
も きま す 。 フ > 素 樹 脂 は 溶剤 が 
議 粒 < と パーツ の 表面 に 非常 
: 有 に 薄い 層 に な っ て 付 落す る 
] た め 、 織 細 な ディ テー ル も 反 
革 転 し て 再現 する こと が 可能 で 

す 。 欠 点 と し て は 、 ワ セリ ン 系 に 比べ 苑 型 効果 が や や 落ち 
る た め 、 フ ッ > 到 樹 脂 が 十分 に 付い て いな い 部 分 に 接 底 パテ が 
食い 付い て し まう 可能 性 が 捨て きれ な いこ と 。 呼吸 に より 体内 
に 多量 に 吸い 込む と 、 健 康 上 の 問題 が ある の で 、 使 用 する 際 
は 換気 に 注意 し て 、 風 通し の よい 場所 で 作業 し て くだ さ v 


42: バテ を 流し 込む 穴 を 掘る 

ルー ター な ど を 使用 し て 、 デ ィ テ ー ル を 入れ る 位置 に や や 大 き 
め に 穴 を 開け ます 。 大 き さ や 深 さ を 一 定 に する と きれ い に デ ィ 
テー リン グ で きま す 


43: バテ を 流し 込ん で スタ ン ピ ン グ 加 工 

ポリ エス テル バテ に 流し 込み 系 の 調 間 接 区 剤 を 混ぜ た も の 
を 先 に 開け た 穴 に 流し 込ん で " 離 型 剤 を 塗っ た " 凸 型 を パテ 
の 上 か ら 押 し 付け ます 。 こ の 加工 で は ワセリン を 離 型 剤 と し て 
使い まし た 


44: 頂 円 スラ スタ ー の 完成 
各 穴 に 同じ よう に 加工 を し て 、 余 分 な パテ を 削り 落と し て 胸部 
下面 の スラ スタ ー デ ィ テ ー ル の 穴 の 完成 で す 。2 回 ほど 失敗 
し て 穴 掘り か ら や り 直 し た も の の 、3 時 間 程 度 で 加工 が 完了 し 
まし た 


35: セ メ ダ イ PA 
離 接着 樹 指 用 の プラ イマ ー 
証 較 の 付属 し た 瞬 問 接 芽 剤 で す 
較 スタ ン ビ ピン グ 用 の 凸 型 に 使 
代用 する 場合 は 、 ス タン ピン グ 
で パテ に 触れ る 部 分 に は 専 
用 プラ イマ ー が 付か な いよ う 
に 慎重 に 作業 し て くだ さい 
呈 (< っ つい て し まう の で )。 や や 
回 強度 は 落ち ます が 、PP 板 を 
| 両面 テー ブ で 接着 し て 使 
較 て も 加工 は 可能 で す 


36: ス タン ピン グ 加 工 
暑 っ た 穴 に 訓 間 接着 パテ を 流し 込ん で 、 あ ら か じ め 朋 間 硬 化 
メ プ レー を 吹き 付け た 凸 型 を スタ ン ビ ピン グ し ます 


37: 二 本 スリ ッ ト の 完成 
硬化 後に 不要 部 分 を 削り 落と し て 完成 で す 。 シ ャ ー プ な 2 
本 の ライ ン が 成形 で きま し た 


リセ リン や フッ 素 系 離 型 剤 を 使用 すれ ば 、 ス チロ 
ー ル 樹脂 や ポリ ウレ タン 樹脂 な ど 加 工 の し や すい 
素材 で 凸 型 を 製作 し て 、 ス タン ビング 加 工 を 行う こ 
と が で きま す 。 型 の 形 が 自由 に な る こと で 、 工 作 の 
応用 範囲 も か な り 広 く な り ま す 


38: ガ ル バ ル ディ 8 の 胸部 下 の “ 槽 円 " スラ スタ ー 
ガル バル ディ 8 の 胸 部 の 下 の 面 に ある 柄 円 状 の スラ スタ ー を 

区 虹 剤 を 使用 し た スタ ン ピ ン グ 加 工 で 再現 し ます 。 左右 と 後 

2 の 計 9 個 は 同じ も の な の で 、 同 じ 形状 を 作る 際 に 有利 な ス 
タン ピン グ の 利点 を 活か せる デザ イン 要素 で す 


8 左右 と 後ろ の スラ スタ ー 用 の の 型 

昌和 剤 で 周り 合わ せ て 中 心 線 を 出し た も の を 

を 用 する 。 ッ の 呈 弄 を 作り まし た ポリ エス テル パテ 

we タン ピン グ で は パテ に 含ま れる 溶剤 (スチ レン モ 

ゅ ノ 耐性 が 低い スチ ロー ル 抄 材 は 複数 回 の スタ ン 
加工 に は あぁ まり 適 ょ な い ょ う で て す 。 


30: 明 間接 着 バ テ を 流し 込む 
掘っ た 穴 に 、 や や ユル め に 作っ た ( 粉 を 少な め に し て 調整 し ま 
す ) 瞬間 接 秒 パテ を 流し 込み ます 


31:PP 板 の 凸 型 で スタ ン ピ ン グ 

あら か じ め 表 面 に 瞬間 硬化 スプ レー を 吹き 付け て お いた PP 
板 で 作っ た 凸 型 を 、 パ テ の 上 が から スタ ンプ し ます 。 朋 間 硬化 ス 
プレ ー の 効果 で 凸 型 の 周辺 か ら 朋 間 的 に 硬化 が 始ま る の で 
位置 決め は 手早く 行い ます (数 秒 程度 ) 。 凸 型 が 動か な く な っ 
た ら 、 周 り の 穴 か ら あ ふれ た 朋 間 接 落 パ テ に も 瞬間 硬化 スプ 
レー を 吹き 付け て 、 全 体 を し っ か り と 硬化 させ ます 


3 ら : 円 み デ ィ テ ー ル の 完成 
完全 に パテ が 硬化 し た ら (1 分 位 ) 凸 型 を 引き 抜い て 、 作 分 
な パテ を 削り 落と し て ヤス リ で 仕上 げ て 完成 で す 。 数 分 で 
作業 が 完了 する の で 、 今 回 入れ た よう な 凹 デ ィ テ ー ル を 複 
数 加工 し た い 場 合 に 瞬間 接 秒 パテ は 便利 で す 


33: 複数 スリ ッ ト の 製作 

ガル バル ディ の コク ピッ ト ハ チ の 右上 に ある 2 本 スリ ト を 
瞬間 接 秒 パテ を 使 た スタ ン ピ ン グ で 作っ て み ま す 。 ま す 必 
要 な 部 分 に や や 大 きめ の 穴 を 彫り ます 


34:2 本 スリ ッ ト 用 

の 凸 型 
今回 使用 し た PP 板 の 
凸 型 で す 。 二 枚 の PP 
板の間 に 1 ミリ プラ 板 
を 挟ん で 接 落 固定 し て 
か ら 必 用 な サイ ズ に 切 
り 出し て いま す 


@5: 曲 面 へ の スタ ン ピ ビング 加 工 
工程 8 の 曲面 加工 で 作っ た 腹部 に 、 同 じ 方 法 で パネ ル ラ イン 
の 満 を 入れ て み ま し た 


#/ 


26: 曲線 に カッ ト し た PP 板 | 
曲面 へ の 加工 は 、 先 に 彫る 溝 を 深く し て 直線 に カッ ト し た PP | 
板 を 使う か 、 パ ー ツ の 曲面 に 合わ せ て PP 板 を カッ ト す る か の 、 

2 つの 方 法 が あり ます 


27: 調 間接 着 パ バテ を 使っ た スタ ン ビ ング 
今回 使っ た の は 、 写 真 で 分 か りや すく する た め 「 シ アノ ン DW] 
黒い 刷 間 接 落 剤 (少量 )」 [HG パウ ダー (Mr.SSP)」 を 
混ぜ 合わ せ た も の 。 サーフ ェ イ サー に 近い グレ ー に 色 を 調整 
する こと で 、 作 業 中 加工 の 状態 を 見 や すく する 狙い も あり ます 。 
も ちろ ん 通常 の [Mr.SSP] を 使用 し て も 同様 の 加工 を 行う こ 
と が で きま す 。 


2 間接 着 パテ を 使用 する 妥 の ボイン ト 
調 間 接 落 パテ を スタ ン ピ ング 加工 に 使用 する 利点 は 、/ テ 

粘度 の 調整 が 容易 で ある こと と 、 調 間 硬 化 スプ レー を 併用 す 
る こと で 硬化 時 間 を コン トロ ー ル する こと が で き 、 呈 弄 を 保持 
する 時 間 が 数 秒 で 済む な ど ス ピー ディ ー な 加工 が で きる こと 


で す 
議 間 硬化 スプ レー は あら か じ め 呈 型 に 吹き 付け て お きま す 。 


29: ディテール を 入れ る 部 分 に 穴 を 所 る に 
この 作業 で は ガン プラ の 表面 に 2.4 ミ リ ーー キーーーー 
の 凹み モー ルド を 入れ て み ま す 。 まず 、 彫 記 有 刀 な ど で 必 


分 に や や 大 きめ の 穴 を 彫り ます 。 
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80: 加工 し た プラ バイ ブ 

ミリ バイ プ 。 左 が 9.5 ミ リ に 太ら せ た も の 。 右 が 
し て 7.5 ミ リ に 細く し た も の で す 。 豊富 な サイ ズ が 捕 
グリ ー ン や プラ スト ラク ト の プラ 材 を さら に 加工 


どの サイ ズ が 田 


ら 1: 貞 間 接着 バテ を 、 角 度 を 付け て 盛り 付け る 
通 間 接 落 パテ を 盛り 付け る 角度 を 工夫 すれ ば 、 ラ イフ ル の 鉱 
身 や 大 砲 の 砲身 の よう な テー パー の か か っ た 円 柱 も 簡 
い サ イズ の も の は 作れ ませ 
な く 製 作 可能 で す 


か か っ た バ パイプ パ ー ツ 名 種 
と み ま 


た 。 削 り 加 工 、 太 ら せ 加 工 、 テ 


10 ミ リ の ABS パ イプ を 芯 に し て 、 プ ラ 板 の 輪っか を 
ガイ ド に し た ポリ エス テル パテ の 盛り 付け で 22 ミ リ 
径 、 長 さ 66 ミ リ の 円 柱 を 製作 し ます 


ら @3:ABS バ イブ と ドー ナッ ツ 状 に 切り 出し た ブラ 板 
電気 ドリ ル に 装着 で きる 最大 径 の 10 ミ リ の ABS パ イプ (編み 
棒 ) を 芯 に し て 、22 ミ リ の 円 柱 を 製作 し ます 。 写 真 の よう に 1 ミ 


アラ 板 を ドー ナッ ツ 状 に サー クル カ 


2 枚 用 章 し ます 。 円 盤 の 内 径 は 10 ミ 
を 


4: バー ツ の 組み 立て 

ABS バ イプ に プラ 板 の 輪 っ か を 通し て 任意 の 位置 で 固定 
少し ドリ ル を 回 転 さ せ て 回 転 に プレ が な v に 調整 し て 朋 間 
接 区 剤 で 固定 し ます 。 電気 ドリ ル の チャ ッ ク 部 分 に は ポリ パテ 
が 術 か な いよ うに 、 マ スキ ング テー プ を 貼り 付け て 保護 し まし た 


073 


% 
\ 


15: へ ラ の 位置 

及 間 接 和 底 パ テ を 付け た ヘラ は 、 ド リル の 回 転 に 逆らわ な いよ 
に バイ プ の 側面 に 図 の よう な 角度 で 軽く 当て て 、 少 し ずつ 瞬間 
接 落 パテ の 層 を 重ね て いき ます 


16: 囲 い 削り 

折り 重ね た 耐水 ベー パー を プラ バイ プ に 半分 巻き 付け る よ 
に し て 削る と 、 削 り ム ラ が 起き に くく 、 盛 り 付け の 際 に 生 
テ の 厚み の ムラ を 修整 する こと が で きま す 


17: 削 り 加 工 の 図解 

左 の 図 の よう に 、 棒 ヤス リ な ど で 片 側 か ら 力 を 加え る 場合 は 回 
転 の 還 が ブレ や すい の で 、 指 で 反対 側 か ら 軽く 押さ えて 力 を 均 
等 に 加え る よう に し ます (摩擦 将 に 注意 ! ) 。 右 の 図 の よう な 硬 
水 ペ ベー パー で 半 円 状 に 囲っ て 削る 場合 は 削る 力 が 比較 的 協 
等 に 伝わる の で 、 回 転 軸 の ブレ が 起き に くい の が 特徴 で す 


が 
る と 


1: 盛 り 削 り を 繰り 返す 
瞬間 接 状 パ テ の 盛り 付け と 削り 加工 を 繰り 返し な が ら 、 少 し ず 
つ 目的 の 太 さ まで 太ら せ て いき ます 


19: ノ ギ ス で 径 を チェ ッ ク 

加工 中 は 何 度 も ノギス で 太 さ を チェ ッ ク し ます 。 目 的 の 太 さよ 
り も 少し だ け 太 くし た 後に 番手 の 細か い 耐 水 ベ ペー パー で 仕 上 
げ な が ら 敏 調整 し て 完成 で す 


Po 


削り 加工 と 同様 に 、7.9 ミ リバ イプ を 使い 、9.5 ミ リ 径 
に 太ら せる 加工 を し ます 


1: 加 工 前 の 準備 
電 2 に 装着 し た プラ バイ プ に 皮 間 接 落 パテ を 盛り 付け 


ドリ ル の チャ ッ ク 内 に パテ が 侵 人 


の 根元 に 油 粘土 を 巻き 付け て マス キン グ し ます 。 右 の 手 に 持 


> 代 わり の プラ 板 で す 。 同 ト の サイ ズ の 


PS 


の を 複数 枚 用 意 し て お きま す 


13: 瞬 間接 着 バ テ 

肝 間 接 秒 パテ は 写真 で の 判別 が し や すい よう に 、GSI ク レオ 
ス 「Mr.SSP]」 の パウ ダー と 高圧 ガス 工業 「 白 い 肌 間 接 藩 剤 
[シア ノン DW]」 を 混合 し 、 グ レー に 色 を 入 け る た め に ウェ ー ブ 
「 黒 い 瞬 間接 落 剤 ] を 数 滴 混 ぜ 合 わせ た も の を 使っ て いま す 


14: 瞬 間接 着 バ テ を 浴 り 付け る 

ドリ ル を 回 転 さ せ て 、 ヘ ラ に 適量 付け た 瞬間 接 底 パテ を "薄く 
塗り 付け る よう に "パイ プ の 表面 に 盛り 付け ます 。 ド リル の 回 転 
が 速 過ぎ る と 瞬間 接 落 パ テ が 遠心 力 で 飛び 散る の で 気 を 付 
け て くだ さい 


07: 粗 削り 加工 
ドリ ル を 回 転 させ = 
ます 。 回 転 に よ ! イプ と 工具 の 接触 する 
発生 する の で 2 一 3 秒 程度 削り 加工 を し 、4 一 5* 
工具 を 離し て 熱 を 冷まし 、 再 び 2 一 3 枕 則 り / 

た り 難 し た り を 結 り 返 な が ら 自 G 


ァ バ パイプ の 側面 に 工具 を ミ 


08: ノ ギ ス で 径 を チェ ッ ク 


8 る 程度 削っ た ら 、 加 工 し た 部 分 を ノ ネ 
を を 確認 し ます 。 こ の 段階 で は 7.7 ミ リ ま で 削ら 
イプ の 何 箇 所 か を チ を r 削れ て る 部 々 え 


な い 部 分 で 数 値 に 差 が ある 場合 は 、 再 度 粗 削り 作業 を 行 
(調整 し ます 


098: 仕 上 削り 

厚手 の プラ 板 に 耐水 ペー パー を 貼っ た 「 プ ラ 板 ヤス リ | で 面 を 
平滑 に 調整 し な が ら 、 狙い の 十 寺 ま で 削り 込み ます 。 耐水 

ーー の 番手 は 320 か ら 800 番 まで 上 げ て いき まし た 


10: 削 り 加 工 の 完了 
こま も 7.5 ミ リ まで 削り 込ん で 、 障 易 旋 盤 で の 削り 加工 
け ( す 。 わ ず か 0.4 ミ リ 差 で す が 、 バ パイ プ 同 士 を 隙間 な 
と 組み 合わ せ た い 場合 な ど に 間 果 的 で m 


に 各 写 真 の カ ター 


で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい 


よう ! 


03: 電 気 ド リル 
私 が 使用 し て いる 電気 ドリ ル で す 。 左 が 日 立 の 「 変 速 ド リル D 
10VH」 で 、 ト リ に 変速 ダイ ヤル が 付い て いて 、 グ リ 
スト と 兼用 する こと で 低速 か ら 高速 まで 安定 
回 転 ハン ド で 維持 で きま す 。 右 は ノン ブラ ンド の も 
の で ホー ムセン ター で 3.000 円 位 で し た 。 や や 回 転 精度 は 落 
ち ま す が 、 簡 易 旋 盤 用 と し て は 十分 使え る ドリ ル で す 。 ド リル 
変速 機能 」 と 「 正 逆 回 転 能 」 
キー レス チャ ッ ク 方 式 」 が 揃っ て いれ ば 安心 し て 購入 で きる 
と 思い ます 
※ あ くま で も 目的 外 で の 工具 の 使用 方 法 な の で 、 作 業 は ケガ 
等 を し な いよ うに 気 を 付け て 自己 責任 で 行っ て くだ さい 。 ま た 
ヤス リ が け の 際 の 水 砥 ぎ な ど 、 水 を 使う 作業 は 漏電 の 可能 性 
が あり 大 変 危険 な の で 、 絶 対 に 行わ な いで くだ さい 


04: 保 護 用 
ゴー グル 
。 義 電動 工具 を 使う 作 
we 業 で は 、 晶 を 保護 す 


る ゴー グル は 必須 で 
『 す 。200 円 程度 か と 
購入 で きる の で 、 必 
す 装着 し て 作業 を し 


例 と し て 、 エ バー グリ ー ン の 7.9 ミ リプ ラバ イプ を 7.5 
ミリ 径 に 削り 込み ます 


05: ブラ バイ ブ の 補強 

電気 ドリ ル に プラ バイ プ を 装着 する 場合 、 強 く 締め た 時 に パ 
ア が 歪ん で 曲がっ て し まい 、 き れい な 回 転 を 得 ら れ な く な 
し まう こと が ある の で 、" 詰 め 物 " と し て パイ プ の 内 径 に 合 
丸 棒 を あら か じ め 挿入 し て か ら 、 チ ャ ッ ク に 装 徒 し ます 


た 


O6: 粗 削り 加工 に 使用 する 道具 _- 
簡易 旋盤 で 粗 削 り 加工 に 使用 する 切削 工具 は 刃 に 厚み の 
ある 「 た ち ナ イフ (スク レー バー や 「 幅 広 の 鉄 ヤ スリ 」 「 布 ヤス 
) | な ど が 適し て いま す 。 デ ザイ > ナイ フ な ど 薄 刃 の も の は 破損 
の 恐れ が ある の で 、 使 用 し な い は うがい いで し ょ う 


ェ エナメル 準 料 で スミ 入れ を し て いま す 


回 転 体 の 製作 に 工業 分 野 で 使用 され る 「 旋 盤 」 は 、 
模型 工作 で も (使用 可能 で あれ ば ) 非常 に 便利 な 
工作 機械 な の で す が 、 ホ ビー 用 の 簡単 な も の で も 
数 万 円 一 と 高価 で あり 、 趣 味 用 の 工作 機械 と し て 
は や や 大 きい の が 難点 で す 。 こ こ で は 、 比 較 的 購 
入 し や すい 価格 で 手頃 な 大 き さ の 電気 ドリ ル を 使 
っ た 「 簡 易 旋 盤 ] を 解説 し て いき ます 


01: 様 々 な サイ ズ の 丸 棒 や ブラ バイ ブ 

現在 は 、 サ イズ の 豊富 な エバ ー グ リー ン や プラ スト ラク ト 等 の 

棲 型 材 料 メ ー カ ー の 製品 が 流通 し て いて 、 十 数 年 前 と は 比 
くら い 様々 な サイ ズ の プラ 径 材 が 手軽 に 手 に 入 

よう に な り ま し た が 、 そ れ で も 「 あ と 少し だ け 太 い サ イ 

の パイ プ が 欲し い の に 」 な ど 、 微 妙 な サイ ズ の 違い が 気 に 

な る こと も 工作 を し て いる と よく あり ます 


02: ブラ スチ ッ ク 編 み 棒 Mu 

写真 の ABS 樹 訪 製 の 「 プ ラス チ ク 編み 棒 ダイ ソー ]% と 

横 型 材料 以外 の 素材 も メカ 物 の スク ラ チ 工 作 に 活用 で き 

ます 。5.5 一 12 ミ リ ま で 揃っ て いて 厚み も あり 安価 で 簡易 族 
の 芯 材 と し て も 使い や すい 径 材 で す 
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50: 完成 
保護 用 の プラ 材 を 少し 削り 込ん で 接 秒 し て 、 ド ー ム 状 の 丸 一 モ 
ー ル ド の 完成 で す 


ン 
ンー 肖 


1: 様々 な バリ エー ショ ン 
貼り 合わ せる プラ 板 の 形 状 や 厚み を 変え る こと で 、 様 々 な バ 
リエ ーション が 作れ ます 


= 


太ら せ た パ イプ や テー バー 加工 し た パイプ を カッ 
ト し て 底面 を 入れ れ ば 、 自 作 の 丸 バ ー ニ ア が 作れ 
ます 


5 ら : 簡易 旋 角 加 工 で 、 
C 面 入れ & カ ッ ト 用 の 溝 切り 
目立て ヤス リ を 回 転 する バーツ の 側面 に 当て て 溝 を 切り ます 


53: 転がし な が ら カ ッ ト 
目立て ヤス リ で 入れ た 満 に デザ イン ナイ フ の 刃 を 入れ て 転がし 
な が ら カ ッ ト し て 、 切 断面 を ヤス リ で 仕上 げ ま す 


2 


し 
54: 底 面 を れる 


削り 加工 で パ バイブ の 内 径 に 合わ せ た プ ラ 棒 を 差し 込ん で 接 
着 。 硬 化 後に カッ ト す れ ば オリ ジ ナ ル の 丸 モ ー ル ド の 完成 で す 


075 _ 


45: 貼 りつ け 
工程 43 の パー ツ に 、 写 真 の よう に 切り 出し た 板 を 貼り 付け ま 
す 。 接 落 は GSI ク レオ ス の 流し 込み タイ プ を 使用 し まし た 


46: 不 要 部 分 の 切り 落と し 
接 矯 剤 が 固まっ た ら 、 自 作 丸 モー ルド と 同じ 要領 で 不要 部 分 
を 切り 落と し ます 


47: 保 護 用 の 板 を 挟ん で テー ブ で 固定 

粗 削り の 際 に 丸 一 の 中 心 の 溝 の エ ッ ジ が 削れ て し まわ な いよ 
うに 、 同 じ 幅 の 板 を ハメ て 、 不 要 部 分 を カッ ト し て テー プ で 固 
定 し ます 


48: 粗 削り 
貼り 付け た プラ 板 の 部 分 を 、 ヤ スリ で ドー ム 状 に 削り 加工 し ま 
す 。 こ の 加工 も 摩擦 欠 に 注意 し て 行い ます 


49: 仕 上 
保護 用 の プラ 材 を 外し て 、 ス ポン ジ ヤ スリ で 仕上 げ ま し た 。 


40: 市 販 バ パ バーツ の サイ ズ 変 更 

市 販 バ ー ツ は 1 ミリ 単位 で サイ ズ が 用 意 さ れ て いる も の が 多い 
の で 、 場 合 に よっ て は サイ ズ が ピッ タリ と 合わ な いこ と も 
そん な 場合 で も 、 自 作 丸 モー ルド と 同じ よう に 加工 する こと で 
円 の 精度 を 保っ た まま サイ ズ を 変更 する こと が で きま す 。 例 と し 
て 加工 し た の は 、 コ トブ キヤ の 「 プ ラ ユ ニッ ト 丸 モー ルド V」 の ロ 
ー タ ー フ ィ ン 状 の も の の 8 ミリ サイ ズ 。 こ れ を 7.5 ミ リ 径 に 削り ます 


41: バ イブ に 接着 し て 削り 加工 
ミリ ABS パ イプ (編み 棒 ) に 接 落し て 、 ド リル で 回 転 さ せな が 
ら 単 目 の 鉄 ヤス リ で パイ プ ご と 側面 を 削り 落と し ます 


で る 
- ア っ 』 WI 
42: サイ ズ 変 更 し た バー ツ 
ミリ ・7 ミ リ ・6 ミ リ 径 の も の を それ ぞ れ 0.5 ミ リ ず つ 削 っ て 、 各 中 
間 サ イズ の 7.5 ミ リ ・6.5 ミ リ ・5.5 ミ リ の も の を 製作 し て み ま し た 
サイ ズ の バリ エー ショ ン が 増え る こと で 、 市 販 バ パー ツ の 使い 道 
の 可能 性 も 広がり ます 


自作 丸 モ ー ル ド に も う 一 手間 加え る こと で 、 丸 一 モ 
ー ル ド を 作る こと が で きま す 。 製作 し て いる の は 、 ガ 
ル バ ル ディ 8B の バッ ク バ パッ ク 側 面 の 丸 二 モー ルド 
で 、 表 面 が 緩やか な アー ル 状 の 丸 一 モー ルド で す 。 


43: 基 本 形状 態 
自作 丸 モ ー ル ド の 、 工 程 36 の 状態 の も の を 用 意 し ます 。 直径 
は 丸 モ ー ル ド と 同じ 1 1 ミリ で す 


44: 板 の 切り 出し 
直径 11 ミ リ で 丸 一 の 溝 の 幅 を 0.75 ミ リ で 作る の で 、 約 5.2 ミ 
リ 幅 に 1.5 ミ リプ ラ 板 を 2 枚 切り 出し まし た 


35: 閉 い 削り 
240 秋 程度 の 耐水 ペー パー を 折 ! 重ね て 、 半 円 状 に パイ フ 
# 開 のみ 、 パ イプ 部 分 に カ が 加わ る よう て 囲い 削り を し ます 


周り 付け た プラ 板 に あえ て 力 を 加え す 、 パ バイ 部 分 に カカ を 加 
ぇ 3 こと で プラ 板 部 分 が バイ プ の 側面 に 合わ せ て き # 
誠に 削り 落と され ます 


36: 囲 い 削り 後 の 状態 
緑 を キレ イ な 円 に 削り 加工 する こと が で きま し た 


37: ブ ラ 板 ヤス リ で エッ ジ を C 面 加工 

ェ ッ ジ を プラ 板 ヤス リ な ど で 斜 め に 削り 落と し て C 面 を 作り ます 
量 拉 熟 で パー ツ の 表面 が 溶け 出さ な いよ うに 、 加 工 時 間 に 
気 を 付け て 作業 し ます 


38: 転 が し な が ら カ ッ ト 
カッ ティ ング マ ト の 上 で 転がし な が ら 、 パ イプ と プラ 板 の 境目 
ト ア ザイ ン ナ イフ の 刃 を 入れ て 、 バ パカ っ と 切り 離し ます 


唱 関本 5 は 7 


。 抽 作 し た 自作 丸 モー ルド の 
4 の も の その 右 か ら 1 1 ミリ 径 、12.5 ミ リ 
ミ に 加工 し た 自作 丸 モ ー ル ド で す パイ プ に 貼り 付 


けり た 板 を 加 吉 
e+ 円 の 精度 や サイ ズ の コン トロ ー ル が 


に 


簡易 旋盤 で 丸 パー ツ を 製作 し ます 


30: 市 販 丸 バー ツ 名 種 
コト ブ キ ヤ や ウェ ー ブ な ど 、 各 メー カー か ら 発 売 さ れ て いる ディ 
テー ル ア ッ プ パ ー ツ の 丸 パ ー ツ 類 で す 。 様 々 な サイ ズ が あり ま 
す が 、 直 径 10 ミ リ を 超え る も の は あま りな いな ど 、 特 殊 な サイ 
ズ 、 形 状 の も の は 自作 が 必要 で す 


31: 直 径 11 ミ リ の 丸 モ ー ル ド を 作る 
瞬間 接 状 パテ を 使っ た プラ バイ プ の 太ら せ 加 工 で 、 少 し 大 き 
い 直 径 11.5 ミ リ の バイ プ を 製作 し ます 。 バ イプ の 切り 口 は 回 
転 軸 に 対し て 直角 に な る よう に 、 ヤ スリ で キレ イ に 仕上 げ て お 
きま す 


3 ら : ブラ 板 を 接着 

1 1 ミリ バイ プ の 切断 面 に 必要 な 厚み の プラ 板 を 貼り 付け ま 
す 。 今 回 は 1.5 ミ リ +1 ミ リ を 重ね た 2.5 ミ リ 厚 に 設定 し まし た 
朋 間 接 落 剤 で し っ か り と 固定 し ます 


33: 不要 部 分 の 切り 落と し 
カッ ティ ング マッ ト の 上 に プラ 板 側 を 下 に し て 置い て 、 パ イプ を 
回 し デザ イン ナイ フ を パイ プ の 側面 に に 沿わ せな が ら 円 か ら 
は み 出 し た 不要 部 分 を 切り 落と し ます 


34: 切り 落と し 加工 を し た 状態 
で きる だ け 真 円 に 近く な る よう に 丁寧 に 加工 し ます 


ドリ ル を 回 転 させ な が ら 、 円 心 が 狂 わな いよ うに 注意 し て ヘラ 
で ポリ エス テル パテ を 盛り 付け ます 。 一 度 に 大 量 に 盛り 付け 
る と 遠心 力 で パテ が 流れ て 円 心 が 狂 う の で 、 少 し ずつ 、 塗 る よ 
うに 盛り 付け て パテ の 層 を 重ね ます 。 パ テ が 厚く 盛 られ る と 硬 
化 熱 が 発生 し て 、 上 重ね し た ポリ パテ が 府 に 反応 し て すぐ に 
硬化 し て し まい 、 な だ ら か な 面 が 作り に くい の で 、 時 間 を お いて 
熱 を 冷まし な が ら 作業 し ます 


し . 較 


26: ガ イド に 合わ せ て パテ を 盛り 付け る 
上 下 の ド ー ナ ツ 状 ガイ ド の 間隔 より も 幅 の 広い ヘラ を 使っ て 、 
ガイ ド の 側面 に 合わ せ て パテ を 盛り 付け ます 。 


87: 布 ヤス リ で 囲い 削り 
100 番 ほど の 粗い 布 ヤス リ で 囲い 削り を し て 、 面 を 整え ます 。 
ノギス で 径 を 計っ て 、 必 要 な ら 盛り 削り を り 返し ます 。 


_ 二 
28: ブラ 板 ヤス リ で 仕上 げ 
人 人 きめ の プラ 板 に 耐水 ペー パー を 貼り 付け た プラ 板 ヤス リ で 
表面 を 仕上 げ ます 


: 太 い 円 柱 の 完成 
2 っ た 22 ミ リ 径 の 長 さ 66 ミ リ の も の 。 中 央 と 右側 は 
原型 の 仕事 で 製作 し た プロ ペラ ント タン ク で す 。 ドー ナ テー 
の プラ 板 の ガ イド の 外 径 を 変え る こと で 、 右側 の よう な テー/ 
ー の か か っ た 円 柱 を 作る こと も で きま す 。 
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ーー 


ビー ム ・ ラ イフ ル 本 体 上 面 の ディ テー ル を 例 に 、 パ 
イプ の 組み 合わ せ 加 工 で 作る 「 丸 棒 の 円 周 に 等 
間隔 に 入る 溝 」 の 製作 法 を 解説 し ます 。 


19: ビー ム ・ ラ イフ ル の 設定 画 

写真 の 矢印 の 部 分 の よう な ディ テー ル を 、 プ ラバ イプ の 組み 合 
わせ で 製作 し ます 。MS 等 の ロボ ッ ト や メカ の デザ イン に は よく 
用 いら れる デザ イン の 要 径 で 、 溝 の 間隔 や 幅 ・ 深 さ な ど を 摘 え 


る こと で パー ツ の 精度 が グッ と 上 が る の で ぜひ 活用 し て くだ さい 
4 2 42 42 
= T 


80: 製作 する バー ツ の 図面 


ai 


全体 の 丸 棒 の 外 径 が 5 ミリ で 溝 の 間 申 が 4.2 ミ リ 。 溝 は 幅 が 
0.5 ミ リ で 深 さ が 0.25 ミ リ の パー ツ を 製作 し ます 。 図 で 色分け 
て いる よう な 構成 と な り ま す 


ら 1: 削 り 出し & 明 間 接着 バテ 盛り で 
加工 し た プラ バイ ブフ 

4.8 ミ リ 径 の バイ プ を 先 に 解説 し た 方 法 で 加工 し 、5.0 ミ リ に 

太ら せ た も の と 、4.5 ミ リ に 削り 出し た も の (②) を 用 意 し ま 

す 。 ま た 、 内径 に 合わ せ て 3.2 ミ リプ ラ 棒 を 3.45 ミ リ に 加工 

て 芯 と し て 使い ます 


らら : バイ プ の 切断 1 

ここ か ら は 5 ミリ に 加工 し た パイ プ を 例 に 解説 し て いき ます 。 加 
工 し た プラ バイ ブ を や や 長め の サイ ズ で 切断 し ます 。 電動 ドリ ル 
に セッ ト し て 回 転 さ せな が ら 目 立て ヤス リ を 当て て 溝 を 切り ます 


077 


15: パ ー ツ の 組み 合わ せ 

各 パ ー ツ を 組み 合わ せ て 鍼 身 部 分 の 基本 形 の 完成 で す 

ラ 棒 の 外 径 と プラ バイ プ の 内 径 を フィ ッ ト す る よう に 調整 する 
こと で 、 精 度 の 高い プラ 棒 と プラ バイ プ の 接続 が で きま し た 


イン ナイ ブフ で 削り 込ん で 加工 し まし た 


セン サー (照準 器 ) の レン ズ 内 部 の 段差 を 、 プ ラバ 
イプ の 組み 合わ せ で 再現 し ます 


17: バ イブ の 内 径 に 合わ せ て 削り 加工 を する 
ワン サイ ズ 太 い サ イズ の バイ プ の 内 径 に 合わ せ て 、4 サ イス 
の バイ プ に それ ぞ れ 削り 加工 を 施し ます 。 写真 上 が 加工 前 の 
プラ バイ プ の 輪切り で 、 下 の 段 が 加工 後 の も の で す 。 ノ ギ ス 
で 計り な が ら 慎 重 に 削り 出し ます 


nr Pi 

18: 段差 を 付け な が ら 組 み 合 わせ る 

削り 出し た パー ツ を 組み 合わ せ て 、 外 側 の パー ツ に は め 込 ん 
で セン サー 内 部 の ディ テー ル の 完成 で す 。 接 入 は 、GSI ク レオ 
ス の 「Mr. セ メン ト S」 を 少量 塗る よう に 使用 し て 、 各 パー ツ を 固 
定 し て いま す 


プラ 棒 & プ ラバ イプ の 組み 合わ せ で 、 ガ ル バ ル デ 
ィ B の ビー ム ・ ラ イフ ル の 銃身 部 分 を 製作 し ます 。 


部 分 の 加工 


中 央 部 が 成り 上 か カ た 形状 を し て いる の で 、4.0 
ス に 、 電 動 回 転 
を 盛り 付け て 、 大 ま か な 形 を 作り ます 。 有 瞬間 硬 1 
を 併 ずつ 層 を 重 < 
る “ す の 後 、 内 径 を 2.5 
る カ を ます 


1 ら : 削 り 加 工 で 形 出し 

鉄 ヤ スリ や 粗 め の 番手 の 耐水 ペー バー で 簡易 旋盤 加工 を し 
て 大 ま か な 形 を 出し 、 ヤ スリ の 番手 を 上 げ て 仕上 げ ま す 。 削 ! 
過ぎ た 場合 は 再度 工程 11 の パテ 盛り を 織り 返し ます 


13: ス ジ 彫 り 加 工 

削り 出し た 銃後 部 の パー ツ の エッ ジ に 「BMC タ ガ ネ 」 を 当て 
て ドリ ル を 回 転 させ 、 ス ジ 彫 り 加 工 を し ます 

※ 簡 易 旋盤 加工 で 刃物 を 使用 する 場合 は 、 け が 防止 の た め 
防護 メガ ネ な ど を 必ず す 藻 用 し て くだ さい 


W 
この 
14: 簡 易 旋盤 加工 で 作っ た 銃身 の バー ツ 
銃口 と 、 銃 身 の 根 元 と その 間 を つなぐ 3 ミリ プラ 棒 を 加工 し た 
パー ツ で す 。3 ミ リプ ラ 棒 は 実寸 が 2.93 ミ リ と や や 細か っ た た 
め 、 表 面 を 瞬間 接 落 パ テ で 覆っ て 直径 3 ミリ に 加工 し まし た 


07: 外 径 の 太ら せ 加 工 
謙 寺 パ テ を 回 転 させ な が ら 何 層 に も 息 り 付け て ス 
か 5、 削 っ て サイ ズ を 調整 し ます 


プラ 棒 を 削り & 太 ら せ 加 工 し て 、 プ ラバ イプ や 市 販 
パー ツ の 内 径 に 合わ せ た ソ ケッ ト 治 具 を 作る こと 
が で きま す 


09: ブ ラバ イブ 用 簡易 旋盤 ソケット 

写真 の ちの は プラ スト ラク ト の 6.0 一 3.2 ミ リ の 各 サ イズ の プラ 
丸 棒 を 加工 し て 作っ た ソケット 治 具 で 、 先 端 が プラ バイ プ や 
市 販 バ ー ツ の 穴 の 内 径 に ピッ タリ と 合わ せ て 加工 し て ある の 


で 、 プ ラバ イプ を は め て 簡易 旋盤 加工 に 使用 する こと が で き 
ます 。 対 応 サイ ズ を 記入 し 、 色 を 着け る こと で 、 必 用 な サイ ズ を 
すぐ に 使え る よう に し て あり ます 


10: 商 易 旋盤 ソケット の 使用 例 
写真 の よう に 電動 ドリ ル に セッ ト し て 先端 に プラ バイ ブ な ど を 
は め て 削り 出し や スジ 彫り を 行い ます 


前 書 で も 紹介 し た 、 プ ラ 棒 や プラ バイ プ の 電動 ド 
リル を 使っ た 削り 加工 や 瞬間 接着 パテ に よる 太ら 
せ 加 工 の 応用 で 、 プ ラバ イプ の 内 外 径 の サイ ズ の 
調整 が で きま す 。 


03: ビン バイ ス を 使っ て 内 径 を 広げ る 


直径 3 ミリ 程度 まで の 内 径 の 穴 の 拡大 に 限り ます が 、 電 動 ド 
ル に プラ バイ プ を 固定 し て 、 低 速 で 回 転 させ な が ら ピ ン バ イ 
ス の 刃 を パイ プ に 挿入 する と 、 穴 を 正確 に 広げ る こと が で きま 
す 。 ピ ン バ イ ス は 回 転 に 持っ て 行か れ な いよ うに し っ か り と 保 
持 し て ピス トン 運動 を 行い 、 電 気 ドリ ル の 回 転 を 利用 し て 穴 を 
広げ ます 
※ 通 常 の 使用 方 法 で は な い の で 、 け が な ど に 注意 し て 作業 を 
T さ の 回 転 方 向 と 回 転 の スピ ー ド (低速 
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024: 図 解 

電動 ドリ ル の 回 転 に より 、 プ ラバ イブ の 内 側 と ピン バイ ス の ド 
レ 刃 に 摩擦 然 が 発生 し て 、 長 時 間 削 り 込 むと プラ が 溶け て 

ドリ ル 刃 が 固定 され て 危険 な の で 、 一 度 の 削り 込み は 2 秒 程 

度 に し 、 図 の よう に 何 度 か に 分 け て ビス トン 運動 を 結 り 返し な 


が ら 奥 まで 削り 込み ます 


05: 手 作 業 に よる 内 径 広げ 加工 

手 作 業 に よる 加工 で 内 径 を 広げ る 場合 は 、 写 真 の 外 径 4.0 ミ 
リ - 内 径 2.5 ミ リ の パイプ な ら ば 、2.6 ミ リー2.8 ミ リー3.0 ミ リ と 
徐々 に サイ ズ を アッ プ し て いく と 、 比 較 的 正確 に 穴 を 広げ る こ 


と が で きま す 


06: 外 径 の 削り 加工 


写真 の よ うに ドリ ル に プラ バイ プ や プラ 棒 を セ ト し て 、 回 転 さ 


せな が ら 削 り 込 み ま す 


人 太 真 の カッ ター で の 切り 込み ゃ スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


加工 に 使用 する プラ 材 の 詳細 と 、 組 み 合 わせ て 加 
工 す る 際 の 問題 に つい て 解説 し ます 


01: 各 社 の プラ 棒 & ブ ラバ イブ 

エバー グリ ー ン 社 と プラ スト ラク ト 社 は 丸 棒 、 パ イプ 共に サイ ズ 
が 豊富 で 、 円 柱状 の デザ イン 要素 の 多い 武器 類 な ど を 製作 
する 隊 の 強い 味方 で す 。 お な じみ の タミヤ の プラ 材 は 、 近 年 1 
ミリ 丸 棒 等 の ライ ン ナ ッ プ が 追加 され 、 使 勝手 が よく な っ て 
いま す 。 タ ミヤ 製品 の 場合 、 海 外 メ ー カ ー と 比べ 価格 が 安く 、 
手 に 入り や すい の も 利点 で す 


02: 内 径 と 外 径 の 誤差 
各社 の プラ バイ プ 類 は ほとん どの 場合 差し 込ん で 組み 合わ 
な られ る よう に 各 サイ ズ が 設定 され て いま す が 、 受 け 側 と 差し 
込む 側 の 内 径 と 外 径 に は 最大 で 0 3 ミリ 程度 の "遊び YA 
ピッ タリ と フィ ト す る も の は ほとん ど あ り ま せん また 、 製 品 に 
よる バラ つき も 多少 ある の で パイ プ を カ チリ と 隙間 な く 組み 
合わ せ た い 場合 は 加工 が 必要 に な り ます 下 の 写真 は 8 ミリ ・ 


な い だ も の 。 左 が 加工 後 、 右 側 


IFz に 3 ラバ イプ を つ 
5 ミリ 3 ミリ の ブッ リ り の 出る 隙 


は 加工 前 の も の で 最大 で これ くら い の 折 れ 曲 が 
間 が あり ます 


上 nm 
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47: エ ッ チ ング ソー 用 の 治 具 
「BMC タ ガ ネ 」 で は な く 、 エ チン グ ソ ー を 使用 し て も 同様 の 加 
工 を 施す こと が で きま す 。 治 具 は 写真 の よう に 、 レ ー ル の 上 に 
エッ チン グ ソ ー を 挟む プラ 材 を 橋 状 に 接 落し て 製作 し ます 
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4@: ス ジ 彫 り 加工 1 

写真 の よう に 、 プ ラ 丸 棒 と 「BMC タ ガ ネ 」 を セッ ト し て 、 指 で タ 
ガ ネ を 軽く 押さ えな が ら プ ラバ イプ を 回 す と 一 本 目 の スジ 彫り 
が 入り ます 。 

※ ブ プラ 丸 棒 の 先端 は 平ら に 仕上 げ て お きま す 


礎 電 


43: 角 材 片 


スジ 彫り の 間隔 と 同じ 厚み の プラ 角 棒 を 適当 な 長 さ に カッ ト し 
た も の を 複数 本 用 意 し ます 。 今回 は 2 ミリ x2 ミ リ の 角材 を 使 
用 し まし た 。 


44: ス ジ 彫 り 加工 2 

矢印 の 部 分 に 角材 片 を セッ ト し て 、 軽 く 押し 付け な が ら 工程 
42 と 同じ よう に 指 で 丸 棒 を 回 し て タガネ で スジ 彫り を 入れ ます 
角材 片 の 厚み (2 ミリ ) 分 丸 棒 が スラ イド する こと で 、 先 に 入れ 
た スジ 彫り か ら 2 ミ リ 離 れ た 位置 に 、 正 確 に スジ 彫り を 入れ る 
こと が で きま す 


45: ス シ ジ 奈 り 加工 3 

角材 片 を 一 本 ずつ 増やし な が ら ス ジ 彫 り 加工 を 繰り 返す と 、 
写真 の よう に 等 間隔 で 複数 本 の スジ 彫り が 正確 に 入れ られ 
ます 


| 
] 
] 


46: 加 工 例 

左端 が 工程 42 か ら の 解説 で プ 加工 し た 4 ミリ プラ 棒 。 2 ミリ 間 
隔 で 0.5 ミ リ の スジ 彫り 加工 を 施し て いま す 。 冶具 の レー ル の 
幅 や 、 セ ッ ト す る 角材 片 の 厚み 、 タガネ の 刃 の サイ ズ を 変え る 
こと で 、 様 々 な サイ ズ に 対応 が 可能 で す 。 角材 片 の 厚み を 交 


互 に 変化 させ れ ば 右端 の よう な 不 等 間 隅 の スジ 彫り 加工 も 
可能 に な り ま す 。 


y 
人 
38: ピ ビー ム ・ ラ イフ ル の 各 ブ ロッ ク の パー ツ の 完成 
グリ ッ プ 部 分 は プラ 板 の 貼 り 合わ せ で 製作 。 セ ン サ ー 部 は プ 
ラバ イプ の 組み 合わ せ で 製作 し まし た 


398: ディ テー ル を 加え て ビー ム ・ ラ イフ ル の 完成 
アニ メ 設 定 に 近い バラ ンス で 仕上 が り ま し た 。 セ ン サ ー 部 の レ 
ンズ は 6.5 ミ リ 径 の も の を 使用 し まし た 


40: セン サー 後部 の 動力 バイブ 
セン サー 後部 の 動力 バイ プ は 、52 ペ ー ジ で 手首 の 製作 の 了 
に 紹介 し た 「 レ ジン の 加熱 に よる 曲げ 加工 」 を 応用 し て 、 工 程 
32・33 の 写真 の も の を 複製 し 、 レ ジン を 熱 加工 し て 曲げ て 使 
用 し て いま す 


最後 に 自作 の 治 具 を 使っ た プラ 棒 へ の 等 間隔 の 
スジ 彫り 加工 を 紹介 し ます 。 や や 慣れ が 必要 で す 
が 、 簡 単に 等 間隔 の スジ 彫り を 入れ られ る 方 法 な 
の で 、 ぜ ひ お 試し くだ さい 。 


昌 
41:BMC タ ガ ネ で 加工 する た め の 治 具 

スジ ボリ 堂 か ら 販売 され て いる 「BMC タ ガ ネ 」 を 使用 し て 、 等 
間隔 の スジ 彫り を 入れ る た め の 治 具 で す 。 適 当 な サイ ズ の 1 
ミリ 以上 の 厚み の プラ 板 を 用 意 し 、「① プ ラ 棒 を は め て スラ イ 
ド さ せる レー ル 部 分 」 「②BMC タ ガ ネ を セッ ト する 部 分 」「③ 角 
材 片 を 納め る 部 分 」 の 3 つの ブロ ッ ク を 写真 の よう に プラ 角材 
で 作り ます 


33: 加 工 例 

プラ バ パイプ の 組み 合わ せ で 製作 し た 加 上 例 で す に ー ム ・ サ 
_ ベ ル や 銃身 、 動 力 バ イプ 、 巡 腹 関節 な ど 様 々 な デザ イン の 
要素 に 応用 が 可能 で す 


加工 し た パー ツ 等 を 使用 し た ビー ム ・ ラ イフ ル 本 体 
の 製作 の 大 ま か な 流れ を 解説 し て いき ます 


34: 本 体 の 主要 バー ツ 

ピー ム ・ ラ イフ ル の 本 体 は プラ 板 の 箱 組み で 製作 し ます 。 写 
真 は これ まで に 加工 し た パー ツ 類 と 本 体側 面 の 形状 に 切 ! 
出し た プラ 板 で す 


* 


35: 接着 


9 ^ は 
36: 鐘 身 を 挿し 込む 穴 の 加工 
名 身 を 控 し 込む 穴 は プラ 板 に 開け る の で は な く 加工 し た プラ 
パイ プ を は め 込 ん で 、 四 隅 の 隙間 を パテ で 埋め て 作っ て み ま 


し た 。 輸 径 が 合え ば ウェ ー ブ の 「 プ ラサ | な ども この 方 法 に 
有効 で す 。 


20 を 
7: 銃身 を は め て 確認 


て 坦 36 の も の を 仕上 げ 人 ) 1 
銃身 を 挿し 込ん で 中 心 軸 の ズレ な 
な いか 確 し ます 中 心 輸 な 


28: 必 用 な 厚み に 加工 し た バー ツ 
5.0 ミ リ 径 の も の を 4.2 ミ リ の 厚み に 。4.5 ミ リ の も の を 0.5 ミ リ 
の 厚み に それ ぞ れ 加工 し まし た 。 


23: バ イブ の 切断 2 


カッ ティ ング マッ ト の 上 で 溝 に ナイ フ の 刃 を 当て て 、 転 が し な が 
ら 切断 し ます 。 


ら 299: 接着 
輸 棒 に 工程 28 の パー ツ を 交互 に は め て 、 少 量 の 「Mr. セ メン 
ト S」 で 接 誠 し ます 


30: 溶剤 系 接着 剤 に に る プラ バイ ブ の 割れ 
組み 合わ せる プラ バイ プ が や や きつ か っ た り 、 溶 剤 系 接 落 剤 
の 量 が 多い と 、 パ ー ツ が 割れ て し まう こと が ある の で 注意 が 必 
要 で す 


31: バ パー ツ の 完成 
高 さ を 揃え た プラ バイ プ ブ の 輸 切り を 組み 合わ せる こと で 、 シ ャ 
ー プ な ディ テー ル の 溝 入り の パー ツ が で きま し た 。 


32: セン サー 後部 の 動 カ バイ ブ ke 
セン サー 後部 の 動 カ バイ プ も 同じ 方 法 で 作り まし た 。 こち ら は 
直径 が 3 ミリ と 細い の で 、 溝 の 部 分 は の 棒 を 活か し 、 溝 の 
幅 は プラ 板 を 挟ん で 揃え て いま す 。 


工程 9・10 で 紹介 し た 、 プ ラ 棒 を 加工 し て 作っ た 簡易 旋盤 ソ 
ケッ ト を 使用 し て 切断 面 を 平ら に 加工 し ます 。 単 目 の ヤ スリ を 
パイプ の 側面 の 直角 に な る よう に 切断 面 に 当て て 、 電 動 ドリ 
ル を 回 転 させ な が ら 削 り 加工 を し ます 。 


25: バイ ブ の 厚み を 揃え る 1 

写真 の よう に プラ 板 に 両面 テキ ー プ を 貼り 付け た も の の 上 に プ 
ラバ イプ の 輪切り を 並べ 、 そ れ を 前 後 左 右 か ら 挟む よう に 任 
意 の 高 さ の 積層 プラ 板 (今回 は 4.2 ミ リ ) と プラ 片 を 、 隙 間 が 
で き な い よう に 両面 テー ブ 上 に 固定 し ます 。 


[ プラ バイ ブ プ [プラ 板 圏 両 面 テ ー プ 


26: バ イブ の 厚み を 揃え る 2 
図 の よう な 状態 に な り ま す 。 


ら 7: バ イブ の 厚み を 摘 え る 3 

積層 プラ 板 の 面 に 合わ せ て 、 パ イプ の は み 出 し た 部 分 を 削り 
落と し ます 。 積 暦 プラ 板 の 上 面 に マジ ッ ク で 色 を 益 け て 削り 
込み の 目安 に し て お く と 、 削り すぎ や 斜め に 削っ て し まう 失敗 


を 防ぐ こと が で きま す 。 ] 


Ye Ichk mmt』m ma Yo ハハ 還 == mW 是 


1: 使 用 例 

削り 出し た パー ツ に 、 さ ら に 再 加工 を 加え た り 、 本 体 パ ー ツ に 
組み 込ん で 各種 製作 例 を 作っ て み ま し た 。 前 書 で 紹介 し た 
ロー ル ゲ ー ジ 」 と 同じ ポリ エス テル バテ を 使用 し た 回 転 体 の 
製作 法 で す が パテ 棒 の 簡易 旋盤 に よる 削り 出し 「 こ けし 削 
り 」 は より 小径 の パー ツ に 適し た 工作 法 と いえ ます 


0: ス トロ ー を 利用 し た パテ 棒 の 製作 

細い パテ 樺 を 作り た い 場 合 は 、 ス トロ ー を 使用 する と 便利 で 
す 。 太 さ も 内 径 で 3 一 6 ミリ くら い の も の が 売ら れ て いる の で 
必要 な サイ ズ に 合 れ ゝ ( パテ 梓 は 
折れ や すい の で 主 と L を 合わ せる 隊 ( さら さら タ 
イプ の 瞬間 接着 剤 を 混ぜ 合わ せ て 強度 を 増す と 使い 勝手 が 
よく な り ま す 


@1: ス トロ ー で 作っ た パテ 棒 の 工作 例 
細め の パテ 棒 か ら 極小 サイ ズ の バー ニア パー ツ を 削り 出し て 
み ま し た 
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15: バ ー ニ アバ パー ツ の 完成 
パー ツ の 表面 を 仕上 げ 、 パ テ 棒 か ら 軸 部 分 で 切り 落 
ー ニ アパ ー ツ の 完成 で す 。 バー ニア の 穴 の 


小径 の パテ 棒 か ら 削り 出し た 小型 の バー ニア パー ツ を 入れ て 


み ま し た 


16: 側 面 の スジ 太 り 

側面 に 複数 本 の 溝 の 入 っ た デザ イン の パー ニア は 、 表 面 を 
仕上 げ て か ら 溝 を 入れ る 位置 に 下書き を し 、「 目 立て や す ! 
を 軽く 押し 当て て 、 ス ジ 彫 り を 行う と 安定 し た きれ いな 溝 を 彫る 
こと が で きま す 


17: 球 形 の 削り 出し 

工程 01 の 写真 の よう な 、 球 形 の バー ツ を 削り 出す 場合 は 
120 番 な ど 荒 目 の 耐水 ペー パー か ら 順 に 番手 を 上 げ な が ら 
写真 の よう に 使っ て ヤス リ の 面 で 囲う よう に 削り 出す と 滑ら か 
な 面 を 作る こと が で きま す 


18: バ テ 棒 を 加工 し た バー ツ 類 
工程 07 で 作 っ た パテ 棒 か ら 様々 な 形状 の パー ツ を 削り 出し 
て み ま し た 。 今回 例 と し て 製作 し た バー ニア を は じ め スパ イク 


状 の バ パーツ 、 ミ サイ ル 、 大 きめ な 丸 パ ー ツ 等 活用 範囲 の 広い 
工作 法 で す 


11: 削 り 出す 際 の 注意 点 1 

72 ペ ー ジ か ら の プラ 棒 プ ラバ イプ の 加工 と も 共通 する 注意 

"、 電 動 工 具 で の 簡易 旋盤 加工 を 行う 場合 、 図 の よう 

て 逆らっ た 角度 で 刃物 を 当て て し まう と 加工 が 

だ け で な く 、 回 転 の 力 で 刃先 が 折れ て 怪我 を す 
て し まう の で 絶対 に 行わ な いで くだ さい 


1@: 削 り 出す 際 の 注意 点 2 


図 の よう に 、 旋 盤 加工 を 行う 際 に は 必ず 回 転 に 逆らわ ず 、 丸 


先 で 回 転 し て いる 棒 材 を 撫で る よう な 角度 で 工具 を 当て て 作 
業 し て くだ さい 。 怪我 を し て し まっ た ら 好 き な 趣 味 も 楽し め な < 


13: 過 み 部 分 を 加工 する 

パー ニア パー ツ の 穴 の 部 分 を [BMC タガネ 」 を 当て て 削り 込 
み ま し た 。 あま り 深 く 撮る と 強度 的 に 弱く な っ て し まい そう な の 
で 浅め で 仕上 げ て いま す 


14: 気 泡 の 処理 

ポリ エス テル バテ 製 の 樺 な の で 、 削 っ て いる と どう し て も 気泡 
が 現れ て し まい ます 。 そ ん な 時 は 、 通 常 の 気泡 処理 と 同じ よう 
に 気泡 の 穴 を ナイ フ で 広げ て 、 パ テ 埋 め 処 理 を 行い ます 。 修 
整 箇所 は ナイ フ や ヤス リ で ある 程度 面 を 仕上 げ て か ら 、 電 気 
ドリ ル で 回 し な が ら 紙 や すり 当 で 仕上 げ る と 、 き れい に 処置 が 
で きま す 


バテ 棒 の 旋 

バー ニア ハ 

が テ 棒 を 電気 ドリ ル に セッ ト し て 、 片 持 ちの 旋盤 で 
の 切削 加工 を 行い ます 。 


上 者 気 ドリ ル は 製品 の 使用 目的 外 て すい 
ト ど に : 避 護 メガ ネ な ど を き ピ 異 仁 
で 怪我 な と に 注意 し ヤス + 了 加 工 


に お いて 使用 し て くだ さい 。 ま / 


大 を 使う と 選 電 な どの 危険 が あり ま 
人 に 使用 し 〈 だ さい ! 


08: 度 航 加 工 で 断面 の 平面 を 出す 
5 が じ め 、 デ ザイ ン ナ イフ や ヤス リ で で きる だ け 平 滑 な 面 を 作 
て あい て か ら 電 気 ド リル に セッ ト し 、 三 真 の 』 は させ な 
が 5 意 目 の 鉄 ヤ スリ を 当て る と 、 き れい な 平面 の 断面 を 作る こ 
で きま す 


09: 側 面 の 加工 

仙 面 も 電気 ドリ ル を 回 転 さ せな が ら 鉄 ヤス リ で 削り 込み ます 
横 か 5 の 力 を 強く 加え る と パテ 棒 が 折れ て し まい 、 人 怪我 に つ ヵ 
が る こと も ある の で 、 少 し ずつ 撫で る よう に 優し く 肖 て し 

と が 上 手 く 加工 する コツ で す 


10: 段 差 の 削り 出し 

。 ー7 仙 面 の 段差 の 削り 出し は 、3 ミ リ 幅 の 「BMC タ ガ ネ 
"全て 行っ て み ま し た 。 他 に も 彫 記 等 の 平 刀 な ど 、 厚 み の あ 
7】 先 の も の を 使う と 、 刃 先 の 振動 を 最小 限 に 抑え られ 安定 
<^ 生 を 作る こと が で きま す 。 こ の 工程 も コツ は "無理 な 力 を 加 
4 撫で る よう に 少し ずっ "です 9.1 


04: ボ ポリ エス テル パテ を 流し 込む 

ヘラ な ど を 使っ て 、 で きる だ け 気 泡 が 混ざら な いよ うに 、 押 し 込 
むように し て プラ バイ プ の 中 に ポリ エス テル パテ を 詰め て いき 
ます 


/ 


05: 人 硬化 待 ち 
イプ の 端 ま で ポリ エス テル パテ を 流し 終え た ら 、 マ スキ ング 
7 で 底 を 塞ぎ 、 油 粘土 な ど で 固 定 し て 立た せ た ま ま 硬 化 
させ ます 


06: ブラ バイ ブ を “剥く " 

ポリ エス テル パテ が 完全 に 硬化 し た ら 、 プ ラバ イブ の 表面 に 
- 部 切れ 込み を 入れ て プラ パイプ を は が し ます 。 ポ リ パ テ と プ 
> ッ バ イプ の 材料 の ポリ スチ レン は それ ほど 接着 性 が 強く な い 
の で 、 写 真 の よう に きれ い に 剥 が すこ と が で きま す 


07: 完 成 し た バテ 棒 

約 6.5 一 9 ミリ まで エバ - グリ ー ン の プラ バイ プ ブ の 内 径 と 同 二 
の パテ 棒 が で き あ が り まし た 。 プラ 棒 を 複製 し た シリ コー ン 型 
に ポリ エス テル パテ を 流 込ん で 作っ て も OK で す 


ポリ エス テル バテ 製 の 棒 材 の 作り 方 を 紹介 し ます 。 


01: パ バテ 棒 か ら 削 り 出し た 「 ミ ニ こ けし 」 

説明 用 に 8 ミリ 径 の ポリ エス テル パテ 製 の 棒 材 を 作っ て 、「[ こ 
けし | を 削り 出し て み ま し た 。 ム ク の 棒 材 な ら で は の 削り 出し の 
自由 さ が こ の 工作 の 特徴 で す 


08: 流 し 込み 用 の 型 に 使う ブラ バイ ブ 
エバ ー グ リー ン の プラ バイ プ を 型 枠 と し て 使用 し て 、 ポ リエ ス 
テル パテ 製 の 棒 材 「 パ テ 棒 」 を 作り ます 。5 一 8 セン チ 程 度 の 
適当 な 長 さ に カッ ト し て お きま す 


03: ボ ポリ エス テル バテ を 練る 凍 の あ 
プラ パイプ の 型 に 流し 込む た め 、 ポ リエ ステ ル パ テ に は 専用 
革 剤 の スチ レン モノ マー を 混ぜ 合わ せ て 粘度 を 下げ ます 。 


18: 平 ギヤ 治 具 を 使っ た 加工 3 

印 の 位置 を 一 つ ず つ 移動 させ な が ら 、17 か ら 18 の 工程 を 、 印 
を 書き 込ん だ 数 だ け 結 り 返し ます 。 ド リル の 刃 を な る べく 垂直 
に プラ 板 に 当て る よう に する と 、 正 確 な 位置 に 穴 を 開け る こと 


が で きま す 


NN の 


80: 穴 開け の 完了 


ドリ ル で 穴 を 開け な が ら 冶 具 を 一 周 さ せ た ら (今回 は 9 回 ) 平 
ギヤ 冶具 を 取り 外し て 、 穴 開け の 完了 で す 。 ギ ヤ の 歯 の 枚数 
分 、 穴 の 位置 を 回 転移 動 さ せる こと で 円 形状 に 正確 に 等 間 
隔 の 穴 を 開け る こと が で きま し た 


O 
SS \ 
Ne 
@ 」 
上 ' 


ら @1: 下 板 の 取 り 外 し 

貼り 合わ せ た プ ラ 板 の 下 板 を 外し ます 。 板 の 隙間 に カッ ター 
の 刃 な ど を 入れ て か ら 写真 の よう に 指 で 軽く 曲げ る と 、 パ バリ っ 
と 外れ ます 。 加 工 し た パー ツ の 裏側 に も 瞬間 接 藩 剤 が 付い 
て いる の で 、 ヤ スリ で キレ イ に 削り 落と し まし ょ う 


らら : バー ツ の 
ドー ナツ 状 の 板 に 円 形 に 等 間隔 の 穴 を 開け た パー ツ が で き 
あがり まし た 


ML | 
@3: 様 々 な サイ ズ の 工作 例 

サー クル カッ ター で 切り 出す サイ ズ や 、 治 具 の 歯 の 枚数 、 印 
の 数 、 穴 の 位置 な ど を 変え る こと で 様々 な サイ ズ や デザ イン の 
パー ツ を 作る こと が で きま す 
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15: 平 ギヤ 治 具 へ の 穴 開け 
プラ 板 か ら 写 し 取っ た 中 心 点 か ら の 距離 に 、 ド リル で 穴 を 開け 
ます 


16: ブ ラ 板 に 平 ギ ヤ 治 具 を セッ ト し て 、 

スト ッ パ ー を 接着 する 
プラ 板 の 穴 に 2 ミリ 径 の プラ 棒 を 差し 込ん で 、 平 ギヤ の 治 具 を 
セッ ト し ます 。 写真 右側 の 青い 部 分 の よう に ギヤ の 歯 に 噛ま 
せる よう に 、 ク サビ 形 に カッ ト し た 1 ミリ 程度 の プラ 板 を 「 ス ト 
パー」 と し て 、 プ ラ 板 に 接 和 底 し ます 


S 


17: 平 ギヤ 治 具 を 使っ た 加工 1 

プラ 板 に 貼っ た スト ッ パ ー と 平 ギ ヤ 治 具 の 油性 ペン で 書き 
込ん だ 「 印 」 の 位置 を 合わ せ て 、 工 程 15 で 治 具 に 開け た 穴 に 
ドリ ル を は め て プラ 板 に 穴 を 開け ます 


ま 


N 


18: 平 ギヤ 治 具 を 使っ た 加工 2 
平 ギヤ の 治 具 を 少し 浮か せ て スト ッ パ ー か ら 外 し 回 転 させ て 
次 の 印 の 位置 に スト ッ パ ー を 合わ せま す 工程 17 と 同じ よう 
に 、 治 具 の 穴 か ら プ ラ 板 に 穴 を 開け ます 。 


11: ド ー ナ ツ 状 に ブラ 板 を 切り 出す 1 

0.8 ミ リ の プラ 板 を 加工 し ます 。 後 の 工作 の た め に 中 心 点 を 
残し て サー クル カッ ター で ドー ナツ 状 の 板 を 切り 出し た い の 
で 、 板 を 2 枚 用 意 し て 、 瞬 間接 落 剤 の 部 分 準 り で 貼り 合わ せ 


1@: ド ー ナ ツ 状 に ブラ 板 を 切り 出す 2 
サー クル カッ ター で 任意 の サイ ズ の 円 を ドー ナツ 状 に 切り 出し 
ます 。 刃 の 背 側 に カッ ター を 回 転 させ て 、 溝 を 彫る よう に し て 


"貼り 合わ せ た 下 側 の 板 の 厚 み の 半 分 くら いま で "切れ 目 を 入 


れ ま す 。 切り 離し て し まう と 後 の 作業 が で き な く な っ て し まう の 
で 注意 し て くだ さい 


13: 中 心 点 に 穴 を 開け 
サー クル カッ ター の 回 転 軸 の 針 で 付い た 穴 を 、 平 ギヤ の 中 心 
の 穴 と 同じ サイ ズ の ドリ ル で 貫通 させ て 広げ ます 


14: デ ィ テ ー ル の 位置 を 写し 取る 

ドー ナツ 状 の 切れ 込み を 入れ た プラ 板 に 、 デ ィ テ ー ル の 穴 を 
開け る 位置 に 1 箇所 だ け 下 書き を し ます 。 こ の 位置 と 中 心 の 
穴 まで の 距離 を デバ イダ ー や ノギス を 使っ て 「 平 ギヤ 治 具 」 に 
写し 取り ます 。 


08: 複 製 し た 平 ギ ヤ 
上 面 弄 で 複製 し た 平 ギ ヤ の で き あ が り で す 。 キ ネ ャ の 歯 の 数 は 
60.54、48、42 の 4 枚 を 揃え まし た 。 気泡 が 表面 に 多少 あ 
て も 間 題 4 く 使え る の で 、 複 製 で 余っ た レジ ン な ど で 作 っ て お 
(と 経済 的 で す 


1.2.3-6.714.21・42 
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各 平 キヤ の 歯 の 枚数 の 「 約 数 ]」 の 表 で す 。 バ パー ツ に 加工 し た 
い ス ジ や 穴 の 数 に よっ て 該当 する 約 数 を 含む 平 ギヤ を 使い 
分 け ます 。 約 数 が 歯 の 数 と 1 以外 に な い 「 径 数 」 ( 例 3、5、7 
11、13 な ど ) の 歯 の ギヤ は 、 今 回 の 工作 に は 使え な い の で 購 
人 する 時 は 注意 が 必要 で す 


平 ギ ヤ を 「 治 具 ] と し て 使う 工作 の 仕組 み を 説明 
する た め に 、 最 初 に 簡単 な 平面 へ の 加工 を 紹介 
し ます 。 例 と し て ロボ ッ ト の 関節 部 分 、 戦 車 の ハッ 
チ や 転 輸 等 に よく 使わ れる 円 や ドー ナツ 状 の 板 
へ の 円 形 の 等 間 隅 の リベット ディ テー ル を 製作 し 
て いき ます 。 


10: 平 ギヤ 治 貞 に 「 約 数 」 の 間隔 で 印 を つけ る 
紫 と し て [54 枚 笛 の 平 ギ ヤ 治 具 を 使 - て 、「9 個 」 の 円 状 の 
〕 べ の 開い た ドー ナツ 状 の 板 パ バーツ を 作り ます 。54-9 の 「6 枚 
凍 呈 」 で 、 人 の 凹み 部 分 に 油性 マジ ク で 9 箇所 印 を 付け ます 


往 各 写真 の カッ ター で の 切り 


04: 平 ギヤ の 加工 2 

片面 型 で 複製 する た め 、 裏 面 の 細か な 出っ張り も ヤス リ で 落 
と し て お きま す 。 表面 に は ギヤ の 刃 の 数 が 刻印 され て いる の 
で 、 削 り 落 と さ ず その まま 残し て お きま す 


05: 平 ギヤ の 複製 1 
ギヤ の 径 材 が ポリ アセ ター ル (POM) の た め 接 区 加 工 が 難し 
い の で 、 複 製 用 の 片面 型 を 作り ます 。 ス チレ ン ボ ー ド で 型 枠 を 
作り 、 底 面 に 両面 テー プ を 貼っ て 平 ギ ヤ を 貼り 付け ます 


ジン 


06: 平 ギヤ の 複製 2 

ギヤ の 歯 の 部 分 に 気泡 が 入ら な いよ うに 筆 で シリ コー ン を 本 
寧 に 塗っ て か ら 、 型 桁 に シリ コー ン を 流し 込み ます 

※ 複製 に 関し て 詳し く は 、 前 書 や 各種 ハウ トゥ 本 を 参考 に し 


て くだ さい 


07: 平 ギヤ の 複製 3 E 
シリ コー ン が 硬化 し た ら 型 枠 か ら 外 し 、 原 型 を 取り 出し て レン 
ン を 流し 込み ます ギヤ の 歯 の 部 分 に 気泡 が 入ら な いよ うに 
丁寧 に 流し 込ん で 、 上 か ら ポ リプ ロビ レン の 厚 板 ( ト レー など を 
切り 出し た も の ) を 載せ 、 重 し を し て 硬化 させ れ ば 複製 パーツ 
の 完成 で す ギヤ が 歪 ま な いよ うに し っ か り と 硬化 させ て か ら 
型 か ら 取 り 出し ます 


込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


平 ギ ヤ を 切削 加工 & 複 製 し て 、 接 着 や 穴 開け 加 
工 の し や すい レジ ン に 置換 し ます 。 


01: パ ー ツ 等 の 流用 

写真 の バー ニア や カメ ラ ア イ 、 マ シン ガン の ドラ ム マ ガ ジ ン の 
よう に 、 円 柱 や 円 盤 杖 の パー ツ に 等 間際 に スジ な どの ディ テ 
ー ル が 入る も の は 自作 する と な る と ちょ っ と 面倒 ……。 欲 し い 
サイ ズ が プラ モデ ル の パー ツ に あれ ば 、 流 用 し て 使え る の で 
す が 、 い ざ 探 し て みる と 、 な か な か 丁度 良い サイ ズ は な いも の 
で す 。 


02: プラ スチ ッ ク 製 の 平 ギヤ 

デ ィ テー ル 工 作 に 使用 し た POWER'S の 「 平 ギヤ セ ッ ト 」 で す 。 
模型 店 の 動力 模型 の コー ナー や ラジ コン ショ ッ プ な ど で 取 り 

扱わ れ て いま す 他 の メー カー か ら も 同様 の 商品 は 出 て いる 

の で 、 手 に 入り や すい \ ヽ も の を 使用 し て くだ さい 。 セッ ト の 中 か ら 

平 ギ ヤ の 大 きい 4 つ を 使用 し ます 。 


03: 平 ギヤ の 加工 
平 ギ ヤ の 中 心 に 出っ張っ て いる ビー 
パー 等 で カッ ト し て ヤス リ で 仕上 げ ます 。 
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48: ス ジ 膨 り 加工 
今回 は 0.5 ミ リ 幅 の 「BMC タ ガ ネ ] を 使用 し まし た 。 プ ラ 板 を し 
っ か り と 押さ えて 小口 に 沿っ て 工具 の 先端 を スラ イド させ て 丁 
亡 に 満 を 彫っ て いき ます 。 


48: 加 工 し た 円 雛 台形 バー ツ 
単純 な 円 柱 に 比べ て 難易 度 が 高い 円 雛 台形 の 側面 へ の ス 


ン 彫 り で す が 、 平 ギヤ を 使う と 比較 的 簡単 に 正確 な 加工 が 可 
能 で す 


ど ト " 
レニ ンー 


D: 様 々 な サイ ズ の 加工 例 

円 負 台 形 の 加工 も 治 具 を 替え る こと で 様々 な サイ ズ に 応用 
が 可能 で す 。 工 作 に 使用 し た スペ ー サ ー の パー ツ を 加工 し て 
バー ニア 風 の 内 部 ディ テー ル を 作っ て み ま し た 


軸 を 接着 する 場合 は 複製 を 行う 必要 が ある 


天 具 の 製作 に 工作 精度 が 必要 


〇 O 3 
( 〇 平 や 円 柱 . 円 蔵 台形 な ど 応用 範囲 が 広い 
へ 
へ 
XX 
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円 備 台 形 へ の スジ 彫 り 
戦艦 、 戦 闘 機 系 の デザ イン で よく 使わ れる 、 先 敵 
の す ぼ ま っ た 筒 状 の バー ニア な ど 、 円 雛 台形 の 側 
面 へ の スジ 彫り も 平 ギ ヤ の 治 具 を 使用 し て 行う こ 
と が で きま す 。 


43: 加工 する バー ツ と 平 ギ ヤ 

右 の 円 雛 台形 の パイ プ バ パー ツ は 、 プ ラバ イプ に ポリ バテ を 盛 
り 付け て 簡易 旋盤 の 削り 出し で 製作 し まし た 。 平 ギヤ は 60 歯 
の も の を 使い 、15 本 の スジ 彫り を 行う た め 、 ギ ヤ の 歯 に 4 つ お 
き に 印 を 付け て あり ます 


44: 治 具 の 製作 

平 ギ ヤ に 短め の 軸 を 接 落 。 治 具 本 体 は 、 ギ ヤ に 接着 し た 軸 と 
同じ 径 の 穴 を 板 に 開け 、 定 規 と し て 使う プラ 板 を 直角 に 切り 
出し て 写真 の よう に 貼り 付け る だ け で す 


45: 治 具 の 組み 立て 
冶具 本 体 の 底面 か の ら 平 ギヤ の 軸 を 挿入 し て スト ッ パ ー を 接着 
し ます (青い 部 分 ) 


46: パーツ の 装着 
パー ツ を 装着 し て 準備 完了 で す 。 定規 の プラ 板 は 加工 する 
パー ツ の 側面 に 小口 が フィ ッ ト す る 位置 に 接 落 し ます 


則 加工 する バー ッ 
[内 

國 スペ ー サ ー 

目 定規 

較 スト ッ パ バー 

し 治 具 本 体 


47: 円 雛 台形 / パー ツ 用 治 具 の 図解 
図 の よう な 位置 間 係 に な り ます 。 軸 と 加工 する バー 

な 位置 間 係 に な り ます 。 ー ツ の 内 
の 隙間 に は プラ バイ プ を 組み 合わ せ て スペ ー サ ー を 作り ます 
指 で 回 し て 夫 が 空回り し な い 程度 に キッ く 調整 し て くだ さい 、 


IK 4 ア _ ト 1 1 

38: ス シ ジ 太 り を 施し た プラ バ パイ ブ の 完成 
スジ 彫り 加工 を し な が ら 平 ギヤ を 一 回 転 さ せ た ら 、 軸 を 引き 披 
いて 等 間隔 に スジ 彫り の 入っ た プラ バイ プ の 完成 で す 。 写 真 
手前 が 10 本 の スジ 彫り を 入れ た も の 。 奥 の 2 本 は 、 平 ギヤ を 


変更 し て 12 本 と 15 本 の スジ 彫り を それ ぞ れ 入れ た も の で す 
キレ イ に 等 間隔 の スジ 彫り を 行う こと が で きま し た 。 


38: 加 工 し た 各 サ イズ の プラ バイ ブ 
冶具 を プラ バイ プ に 合わ せ て 作り 替え る こと で 、 各 サイ ズ の プ 
ラバ イプ に 対応 する こと が で きま す 。 写真 は 4.8 ミ リー9.8 ミ リ 
径 の プラ バイ プ で す 


40: 使 用 例 
輪切り に し て 使う と 、 ロ ボッ ト の 腕 や 脚 の 可動 部 分 、 バ パー ニア 
に カメ ラ ア イ 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル の モー ルド に ビー ム ・ ガ ン の 鍼 
身 な ど な ど 、 使 い 勝手 の よい ディ テー ル パ ー ツ と し て 幅広 く 使 
えま す 


41: 応 用 ・ 銃 器 類 の ヒー ト ガ ー ド の 製作 

治 具 の スジ 彫り の 時 と 同じ よう に 平 ギ ヤ を 印 に 合わ せ て 回 転 
させ な が ら ピ ン バ イ ス で 穴 を 開け る と 、 マ シン ガン な どの 銃器 
類 の 銃身 部 分 に 装 落 する ヒー ト ガ ー ド が 作れ ます 


穴 を 交互 に 入れ た り 、 列 の 数 を 増やし た りす る こと で 様々 な デ 
ザイ ン の も の が 作れ ます 。 ヒー ト ガ ー ド 以外 に も 利用 で きる 工 
作法 な の で 、 色 々 と 工夫 し て みて も 楽し いで す 。 


33: 定規 部 分 の 図解 
図 の よう に 定規 の 側面 が 加工 する プラ / バイ プ の 真 上 に 位置 
する よう に 、 定 規 バー ツ を 製作 し ます 


34: 定 規 部 分 を 科 に セッ ト す る 
し っ か り と 自 ま で 差し 込み ます 


35: バ イブ 用 スジ 彫り 治 具 の 完成 

各 バ パー ツ を 組み 合わ せ た ら 、 ス ジ 彫 り 用 の 治 具 の 完成 で す 
加工 する プラ バイ プ と 定規 の 側面 が キッ チリ と 平行 に な る よ 
うに 、 プ ラ 板 の 切り 出し と 箱 組 み を 正確 に 行う の が この 治 
の 製作 の キモ で す 。 平 行 に で き て いな いと スジ 彫り が 斜め に 
入っ て し まい ます 


88: ス ジ り 用 の 治 具 の 製作 

写真 の よう に 切り 出し た プラ 板 を 箱 組 み し て 、 治 具 を 製作 し ま 
す 。 輸 棒 を 通す 左右 の 板 の 5 ミ リ 穴 の 位置 が 同じ に な る よう 
に 、 正 確 に 穴 を 開け ます 


30: 治 具 の 組み 立て 
平 ギ ヤ に 接着 し た 輸 棒 を 、 加 工 す る バイ プ を 箱 の 中 で 潜 ら せ 
て 、 殺 の 側面 の 穴 に 通し ます 。 輸 棒 が グラ つか な いよ うに 、 平 
ギヤ の 反対 側 を ポリ キャ ッ プ で 止め て お きま す 


36: ス と 膨 り 加工 

スジ 彫り 工具 (今回 は BMC タガネ の 0.2 ミ リ を 使用 ) を 定規 に 
誰 わ せ て 、 プ ラバ イプ に スジ 彫り 加工 を 行い ます 。 力 加減 と 回 
数 を 一 定 に する の が きれ い に ス ジ 彫 り を 入れ る コツ で す 


WW 
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37:I の 位置 を ずら し な が ら 加 工 す る 
二 うに スト ッ パ ー と 印 の 位置 を 合わ せな が ら 
PAM し て 、 ス ジ 彫 り 加工 を 繰 り 返 し ます 。1 カ 所 の 加工 
っ た ら 、 輸 を 止め て いる ポリ キャ ッ プ を 外し て 、 平 ギヤ を 


すり せ て 回 転 させ 、 位 置 を ずら し て 再び ポリ キャ ッ プ で 固定 す 
"と いう 工程 を 繰り 返し ます 。 


31: ス トッ パー の 接着 要 
平面 へ の 加工 と 同じ よう に 、 ギ ヤ の 人 歯 に 購 み 合わ せる よう に 1 
ミリ プラ 板 の ス トッ パー を 接着 し ます (青い 部 分 ) 。 


32: スジ 彫り の 定規 部 分 の 製作 

箱 の 奥 の 2 ミリ 板 の 面 に ハメ る 、 定 規 部 分 を 作り ます 。 本 体 は 
プラ 板 の 組み 合わ せ 。 定 規 部 分 は スチ ー ル 定規 を 必要 な 長 
さ に カッ ト し て 使っ て いま す 。 スチ ー ル 定規 は ステ ン レ ス 用 の ノ 
コ で カッ ト す る か 、 目 立て ヤス リ で 厚み の 1/3 く らい まで の 深き 
に スジ を 付け て か ら 折る と 簡単 に カッ ト で きま す 。 


24: 使 用 例 
ガト リン グ ガ ン の 銃身 を は め る 円 形 の 板 や ミサ イル ポッ ド な ど 
の 武 問 類 、 関 節 の 回 転 部 分 、 戦 車 の ハッ チ 周 辺 な ど に 使う と 
効果 的 で す 。 


+ の 側面 に 縦 方 向 に 


平面 へ の 加工 の 応用 例 と し て 、 同 じ 平 ギヤ の 治 具 
を 使っ た 、 円 柱 へ の 等 間隔 の スジ 彫り 加工 を 紹介 
し ます 。 


25: 加工 する ブラ バイ ブ と 使用 する 平 ギ ヤ 
例 と し て 7.9 ミ リ 径 の エバ ー グ リー ン の プラ バイ プ に 60 枚 歯 の 
平 ギ ヤ ャ を 使っ て 、10 本 の スジ 彫り を 等 間隔 に 彫っ て み ま す 。 
平 ギ ヤ の 中 心 の 穴 は 3 ミリ に 広げ て あり ます 。 


26: 回 転 軸 の 加工 

輸 棒 に は タミヤ の 5 ミリ プラ 棒 を 使用 し ます 。 平 ギヤ の 中 心 穴 
に 差し 込む た め 、 電 動 ドリ ル を 使っ た 騰 易 人 旋盤 で 、 ヤ スリ を 使 
っ て 端 を 3 ミリ 径 まで 削り 込み ます 。 

※ 電 気 ド リル を 使用 し た 簡易 旋盤 に つい て 、 詳 し く は 72 ペ ー 
ジ か ら を ご 参照 くだ さい 。 


ら 7: 平 ギヤ と 軸 棒 を 接着 
平 ギヤ の 穴 に 輪 大 を 差し 込ん で 肌 間 接 落 剤 で し っ か り と 接 


着 固 定 し ます 。 


28: 軸 に 7.9 ミ リブ プラ バイ ブ を 固定 する 。 

7 9 ミリ パイプ の 内 径 は 実寸 で 6.5 ミ リ 程 度 な の で 、5 ミ リプ ラ 

棒 の 軸 に 6.3 ミ リプ ラバ イプ を か ぶせ て 間 を 埋め る スペ ー サ ー 

に し ます 。 各 プラ 棒 や プラ バイ プ の 間 に は 隙間 が で きる の で 、 
前 項 で 紹介 し た 肌 間 接 矯 パテ を 使用 し た 大 さ の 調整 加工 で 、 
指 で 軽く 回 し て も 動か な い 程度 に し ます ( 接 藩 は し ませ ん )。 


G 


18: 自 作 ガ イド を ブラ 板 で 作る 

ジオ ン 設 計 図 MS の 胸 の 面 を 採寸 し て 内 側 を 切り 抜き 、 ス ジ 
彫り 用 の 自作 ガイ ド 板 を 作り まし た 。 1 枚 の ガイ ド 板 の 表裏 を 
使っ て 胸 の 左右 の 面 に 左右 対称 に スジ 彫り を し ます 


18: ス ジ 彫 り 
切り 出し た プラ 板 製 テ ンプ レー ト を 朋 落 で 固定 し て 、 ケ ガキ 張 

て スジ 彫り を し まし た 。 ポリ エス テル パテ の 面 は 後々 ス 
こと を 考慮 し て 、 挽 き な か ら な いよ う ( 


し た の で 、 ケ ガキ 針 が 気泡 に 入り 込む よう な 、 


@0: 胸 の スジ 膨 り の 完成 
スジ 彫り の 完了 で す 。 胴体 の 真正 面 で 目立つ 部 分 な の で 
同じ ガイ ド 板 を 使っ た スジ 彫り は 有効 で し た 


ら @ 1: ブラ 板 を 貼り 付け て ガイ ド に 

ジオ ン 設 計 図 MS の ラン ドル に プラ 板 を 貼り 付け て 、 プ ラ 板 の 
輪郭 線 を ガイ ド に パネ ル ラ イン を 彫っ て み ま し た 。 こ の よう な 長 
方 形 な どの 場合 は 、 テ ー プ を 貼り 込む より も 切り 出し た プラ 板 
の 方 が 平行 線 が 出し や すい と 思い ます 
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14: エ ッ チ ング 製 の テン ブ プレート を ガイ ド に 
スジ 彫り を する 


スジ 彫り の ガイ ド 用 に 販売 され て いる エッ チン グ シ ー ト で す 。 四 


角 や 円 、 醒 円 、 台 形 な ど 様々 な サイ ズ の パタ ー ン の 穴 カ 
チン グ 処 理 で 精密 に 開け られ た 便利 な シー ト で す 


15: サ イズ の 確認 


ジオ ン 宣 設計 図 MS の 腹部 の コク ピッ ト ハ ッ チ (?) を 例 に 、 コ ト 
ブ キ ヤ の 「 モ デリ ング テン プレ ー ト 」 を 使っ て スジ 彫り を 行い ま 
す 。 テ ンプ レー ト の 穴 の 周り が メッ シュ 加工 され て いて 、 貼 り 合 


わせ の 位置 確認 が し や すく 、 曲 面 に も ちな じみ や すい アイ デア 


商品 で す 


16: バ ー ツ に 貼っ て スジ 彫り 加工 

パー ツ に 書き 込ん だ 下書き と テン プレ ー ト に 刻ま れ た セン ター 
ライ ン を 合わ せ て 、 慎 重 に パー ツ に 貼り ケガ キ 針 で スジ を 彫 
っ て いき ます この よう な 角 H の 付い た 四角 形 の スジ 彫り は 
刃先 に 幅 の ある タガネ 類 だ と カー ブ と 直線 の 線 の 幅 の 広 さ を 
一 定 に し つら い の で ケガ キ 針 で の スジ 彫り が 適し て いま す 


17: 完 成 し た スジ 彫り 
エッ チン グ の テン プレ ー ト な ら で は の 、 正 確 性 の ある ライ ン で の 
スジ 彫り が で きま し た 


1 1: 完 成 


彫り 終え た 状態 で す 。 保 護 テ ー プ を 貼っ た こと で は み 出 し も な 
ヤ を 刻む こと が で きま し た 


1g: 細 切り ブラ 板 を 貼っ て ガイ ド に 


曲率 の 強い 後頭 部 は エバ ー グ リー ン の 細切り プラ 板 を ガイ ト 


に 使用 し まし た 。 下書き に 合わ せ て 瞬間 接 落 剤 で 点 付 けし て 
いま す 。 工 具 は 「BMC タ ガ ネ の 0.3mm 幅 」 の も の を 使 


ます 


13: 完 成 
ポリ エス テル パテ 面 へ の スジ 彫り な の で 、 見 えな い 気 泡 に 「 タ 
ガ ネ 」 の 刃先 が 引っ か か る の が 不安 で し た が 、 ポ リエ ステ ル バ 


テ を 薄く 挽き 重ね て 形 を 出し な が ら 表 面 の 盛り 付け を 行 


の が 功 を 奏し た の か 、 問 題 な く ス ジ 彫 り が 彫 れ まし た 


ナチ - 
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ん 
ー 
人 
テ 
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08: 素 材 の 密度 や 硬度 に 
写真 は 両方 も ち エ ポキ シ パ テ で す が 、 左 側 は 高密 度 で 硬め な 
ソフ ト 99 ね ん ど パ テ 」 、 右 側 は 軽量 タイ プ で 軟らか く 、 樹 脂 


境 度 の 低い 「 セ メダ イン エ ホ ボキ 木工 用 | で す 。 高 密度 
で 本 い 素 材 は 大 ま か な 形状 に ガシガシ と 削り 出す よう な 作業 


大変 で す が 、 ス ジ 彫 りな ど 繊 細 な ディ テー ル の 彫 ! 込み 加 
T は 削り 面 の エッ ジ が ダレ る こと も 4 ャ ー プ に 決ま り ま す 


逆 に 密度 の 低い 軟らか め の 素材 は 織 細 な モー ルド の 加工 
は 高度 な テク ニッ ク が 必要 で すか た ま か な フ ォ ル ム の 削り 出 
は 比較 的 楽に 行え ます 。 各 素材 の 特性 を 矯 か し て 使い 分 
け や 混合 を し て 、 自 分 の 作業 に ベス ト な パラ ンス を 探す の も 造 
形 の 楽し み 方 の ー つ で す 


実際 に 各 工具 を 使っ て スジ 彫り 加工 を 行い ます 
まず は ガイ ド テ ー プ 、 テ ンプ レー ト な どの ガイ ド を 使 
っ た スジ 彫り 加工 の 工程 を 紹介 し ます 


09: ガ イド 用 の テー ブ 類 
スジ 彫り を する 際 の ガイ ド テー プ 類 で す 。 直 線 に 最適 な 固め 
の プラ スチ ッ ク 到 材 の 「 ダ イモ テー プ 」 、 ス ジ 彫 り 用 と し て 売ら 
れ て いる 「 ガ イド テー プ | は 厚め で や や 硬め な ビニ ー ル テー プ 
と いっ た 感じ で 、 曲 面 に も フィ ッ ト し ます 。 その ほか 、 プ ラ 板 や カ 
クティ ング シー ト を 必要 な 形状 に カッ ト し て 使う こと も で きま す 


10: ダ イモ テー ブ を ガイ ド に 
エッ チン グ ソ ー で スジ り 
ーー の ガン ダム 腹 像 の 側 豆 部 へ の スジ 彫り を [ダイ モテ 
0 に に エッ チン グ ソ ー で 行い まし た 下書き を し て か ら 
ee ドー プ 】 を 仙 て 、 ガ イド に 沿っ て 慎 
に 虹 <m っ て 邊 に 分 け て 刃 を 入れ て いき ます 。 写 真 の 災 
て ある 「 ダ イモ テー プ 」 が ガイ ド 用 で 、 そ の 上 側 に 短 


(辿っ て ある も の は 、 ス > 8 
ュ ス ン 彫 り が 下書き か ら は み 出 さ な いよ うに 
する た め の 保護 テー プ ブ で す > 


04: バテ 素材 や 複合 素材 に 使う 際 の 問題 
01 一 03 で 紹介 し た よう な 、 刃 先 の 失っ た 「 ビ ピン ポイ ント 」 で 彫 
り 加 工 を する 工具 は 、 単 一 径 材 の プラ モデ ル の パー ツ 表 面 で 
は 間 題 な い の で す が 、 彫 る 際 の 力 が その 一 点 に 集中 する た 
め 、 ポ り リエ ステ ル パ テ の 気泡 や パテ と プラ 板 の 境 目 な ど に 丸 
先 が 引 っ か か る 場合 が あり ます 。 表面 か ら 見 えな い 表 層 の 気 
に 丸 先 を 入れ る と 、 落 と し 穴 の よう に カツ ン っ と 引っ か か り 
気泡 の 周囲 が 陥没 し 気泡 処理 か ら や り 直 し で す 


05: ノ コ 系 スジ 彫り 工具 

こち ら も 普段 使っ て いる スジ 彫り 工具 類 で す 。 左 か ら 雲 母 党 
本 鐘 の 「 ラ イナ ー ソ ー」 、 ハ セガ ワ の 「 モ デリ ング ソー スク ライ 
バー |」、 サ テラ イト の 「 ベ ペン ライ ナー」 で す 。 エ ッ チ ング 製 の た 
め 非 常に 薄く 切れ 味 は と て も 良好 で す 。 刃 の 耐久 性 は それ 
ほど 高く な い の で 、 曲 が っ て し まっ た り 切 れ 味 が 落ち て きた ら 
早め に 買い 換え て いま す 


06: エッ チン グ ノ コ 系 の 特徴 

エッ チン グ 製 の ノコ ギリ な の で 、 刃 が 等 間隔 に 並び スジ 彫り の 
長 の 力 が それ ぞ れ の 刃 に 分 散 す る た め 、 パ テ の 中 の 気泡 に 
刃先 が 乗っ て も 陥没 せ す 表面 へ の 影響 が ほとん ど 出 な い 
の が [ノコ 系 」 の 利点 で す 。 反 面 線上 に 刃 が 並ん で いる た め 
小さ な 円 周 の 曲線 彫り の 際 は 、 失 た 先端 を 使う な どの 工夫 


が 必要 で す 


アス 


アー 


07: ス ジ 膨 り を 入れ る 面 を 工夫 する 


製作 の 段階 で 後 か ら ス ジ 彫 り を 加え る 部 分 に 工夫 を し て お く と 、 


加工 が 楽に 行え ます 。 た と えば は 積層 プロ ク の 削り 出し の 場 
合 スジ 彫り を 入れ る 面 に 積層 の 接 閉 線 が 出 な いよ うに ブフ 
板 を 貼っ て お く ポリ エス テル パテ 工作 で 表層 の 見 えな い 気泡 
ゲス ジ 早 り 加工 の 邊 守 に な り そ う な 場合 に は 、 ス ジ 彫 り を 入れ 
る 部 分 に 密度 の 高い エポキシ パテ を 使用 する な どの 対策 を と 
て いま す 


スジ 彫り 用 の 工具 を 3 種類 に 大 別して 解説 し ます 。 


01: タ ガ ネ 、 チ ゼル 、 ケ ガキ 針 
普段 使っ て いる 工具 を 大 ま か な 種 類別 に 並べ て み ま し た 。 左 
か ら 雲 母 堂本 傍 の 「 ラ イナ ー チ ズル 」、GSI ク レオ ス の 「 ラ イン 
チ ゼ ル | 、 ハ セガ ワ の 「 モ デリ ング スク ライ バー」 、 ス ジ 影 り 党 
[BMC タガネ | です 。 特に コレ ! と 決め て いる わけ で は な く 
スジ 彫り を 彫る 材料 や スジ 彫り の 幅 な ど 使 い 所 に よっ て 使い 
分 け を し て いま す 


08: 図 解 

1 の 写真 の 中 で 大 別 す る と 、 先端 が 平 刀 状 に な っ て いて 、 影 
っ た 断面 が 「 コ の 字 」 に な り 、 彫り の 深い 浅い に スジ 彫り の 幅 
が あま り 影 響 し な い タ ガ ネ 類 と 、 先 細 で 先端 が 鋭利 に 失っ て 
いて 彫っ た 断面 が 「V 字 」 に な り 、 浅 い 彫 り と 深い 彫り で スジ 
彫り の 幅 が 変化 する ケガ キ 針 の 2 種類 が あり ます 。 


03: P カ ッ タ ー 

苦 か ら ス ジ 彫 り 工具 と し て 使わ れ て いる 「P カ ター] 彫り の 断 
面 は 「V 字 」 と な り ま す 一 般 的 な 工具 で ある た め 値 段 が 安く 、 
ホー ムセン ター な ど で 手 に 入り や すい の が 特徴 で 、 刃 先 を 自 
人 で 薄 刃 な ど に 研い で 使う 人 も 多く いま す 普通 の デザ イン 
ナイ フ の 先端 を の 背 側 に 引い て 、 李 細 刃 の P カ ッ タ ー と し て 
使う こと も で きま す 


( 086 


スジ 彫り 加工 も で きる と 非常 
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便利 で 


う ズ 全 辺 を 同じ よう に 加工 する 


に 加 エ て 線 を 繋い で いき ます 
39: 完成 し た スジ 彫り 
切り 込み を 人 れる スラ イド の 陣 は 薄 し まし た か 


「 ン を 入れ る こと の で きま 


3 な PA スシ 彫り 


x6 ミ リサ イズ の ハッ チキ レ ド を 彫り 込み まし た 


40: 引 き 切 り で スジ 上 彫 り を 入れ る 


デザ イン ナイ フ の 刃先 で V 字 に 切れ 込み を 入れ て い < 


いう シン プル な フリ ー ド 加 工 で す 。 デ ザイ ン ナ イフ の 刃先 
の 精密 な コン トロ ー ル が 必要 で 、 か な り 慣 れ が 必要 な 加工 で 
す 。 ま す ス ジ 彫 り を 入れ る パー ツ に 下書き を し ます 


36: スラ イド 提 し 切り で 曲面 に スジ 彫り を 入れ る 


込み を 入れ て 、 イ 


スラ イト る こと 
す 。 表紙 用 ガン ダム 胸像 
彫り を 入 し 


41: 切 り 込 み 

下書き の ライ ン に 沿っ て は 先 を 引い て 、 適 度 な 深 さ の 切れ 込 
み を 入れ ます 。 指先 の 震え な ど で ラ イン が ぶれ な いよ うに 人 慎重 
か つ 一 気 に 作業 を し ます 


図 よ うに デザ イン ナイ フ の 刃 を 当て て 、 刃 を 押し 出す よ 
表面 を スラ イド させ て 切れ 込み を 入れ ます 


ピッ 


区 、 


4 ら @: 溝 を な ぞ る 
写 真 03 の 解説 て で も 書い て 


38: 二 度 目 の スラ イド で 角度 を 付け て V 字 に 
図 の 左側 が 一 度目 の スラ イド で 、 右 側が 2 回 目 に 、 一 度目 の 
切れ 込み を レー ル に し て V 字 に スジ 彫り の 幅 を 広げ る 加工 で 
す 。 図 37 の よう に 前 側 に 向い た 刃 を 斜め に する こと で 、 溝 の エ 
ン を カッ ト し て 幅 を 広げ る わけ で す 


\03: いま す が 、 デ ザイ ン ナ イフ の 刃先 を 
逆 に し て 引く < こと で 、 極 消 の P カ ッ ター と し て 使い ます 先 に ハ 
れ た 切れ 込み を 丁寧 に な ぞ り ます 


ザイ ナイ フ の 長 さ を 変え な が : 各 辺 を 同じ よう 


90 の 長き の 件 半 完成 し た 足首 バ ー ツ 


ッ チ で 折る 加工 で は 正 さき さ に する の は 難 の で 、 ル の 縁 に 沿っ た 平行 線 の スジ 彫り が 入り まし た 。C 面 の 
2 長き の 部 分 で ニー 迷 ルー ター の ダイ ヤ モ ン ド ヤ 部 分 な ど 箇 部 分 は 、 ス ライ ド 式 で は 加工 し づら か っ た の で 
の 午 鑑 工具 で デザ イィ け 根 側 を 削り 落 エッ チン グ ソ ー で 繋い で いま す 


と し ます 


了 


31: 完成 し た 加 エ デザ イン ナイ フ ガ 
29-30 の 加工 で 任意 の 刃 の 長 さ 1 
き あがり ま | 


フリ ー ハ ンド で の スシ 彫り 加工 
ガイ ド や 冶具 を 使わ ず に フリ ー ハ ンド で スジ 彫り 
を 彫る 方 法 を まとめ て み ま し た 。 


W 


3@: 各 サイ ズ の 加工 丸 
苦 段 使っ て いる 加工 刃 で す 。 必要 な と き に 作り 5 9 内 
が 落ち た ら 作り 直し を し て いま す ド ea 


に 4-* 


で す まず は 必要 な 長き ! 加工 し た デザ イ : 


て 、V 字 に 切込み を 入れ る 方 去 か ら 解 説 し ます 


1 押し 当て 切り の 実 器 1 


の 拓 は し 当て 切り の 加工 を 行っ て み ま す 29: デ ザイ ン ナ イフ の 加工 - 

に # は ポリ エス テル バテ で す 。 ま ず ス 彫り を 行う ライ ン の デザ イン ナイ フ の 刃 を 、 刃 先 の 飛び 散り 防止 の た め に テー 

Ph し ュ い 加工 デザ イン ナイ フ BE り 付け て 、 必 要 な 長 さ で ペン チ 2 つ で 挟ん で ポキ と 折 ! 
トマ "ー に 帖 ! 【 ア ょ 人 役 で で バーチ と 

っ 用 を 斜め 角度 を 付け て 、 刃 の 全体 に 力 を 加え る イメ ます 


っ の な が 押し 当て て 「V 字 」 に 切れ 込み を 入れ ます 


2 は 特に な <、 慎重 に 妨 の 位置 を へ コ に 
の の 位置 を 合わ せ て ぐっ と 瞬間 的 ! 
押し 当て る が es 革 瞬間 的 


自作 の 工具 で 平行 線 を 
スジ 彫り する 

簡単 な 自作 工具 を 使っ て 、 パ ー ツ の 紹 の ライ ン に 
沿っ た 平行 線 を スジ 彫り し ます 。 


@@: 自 作 の 道具 で 平行 線 を 彫る 

62 ペ ー ジ で 紹介 し た コン パス カッ ター 改造 の 「 プ ラ 板 加工 用 
の 毛 引 | き | と 、 プ ラ 板 と デザ イン ナイ フ の 刃 を 組み 合わ せ た 平 
行 線 ス ジ 彫 り 用 の 自作 工具 で す 。 デ ザイ ン ナ イフ の 刃 を プラ 
板 に 貼り 付け る 場合 は 、 必 ず 有 機 溶剤 で 刃 の 表面 を 拭い て 
脱 馬 し て か ら 、 背 着力 の 強い タイ プ の 調 間 接 落 剤 で 接着 し て 


23: 自作 工具 の 図解 


図 の よう に 「L 型 」 に 切り 出し た プラ 板 に 、 任 意 の 場所 に デザ 
ィ ナイ フ の を 貼り 付け て 、 パ ー の 縁 を ガイ ド に し て スラ イ 


ド を させ て スジ 彫り を し ます 


4: 下書き と スト ッ パ ー 

メジ 彫り を 行う パー ツ は 以前 「 電 撃 ホ ビー マガ ジン ] 用 に 製作 
た 「 ハ イザ ッ ク 先 行 量 産 型 ] の 足 の パー ツ で す 。 底面 に 足 
裏 パ ー ツ を 組み 込む 穴 が ある の で 、 自 作 工具 の スラ イド を 安 
定 さ せる た め に プラ 板 を 貼っ て いま す 。 ス ジ 彫 り を 行う 位置 に 
下書き を し 、 は み 出 し 防止 の た め に 「 ダ イモ テー プ を 下書き 
線 の 敵 に 貼り 付け て いま す 


25: ス ジ 彫 り 加 工 


バー ツ の 緑 (今回 は プラ 板 ) に L 字 の 横線 部 分 を 合わ せ て ス 
コノ を させ て デザ イン ナイ フ の 刃先 で スジ 彫り を 広 み ます 
昧 り 込む 線 が ブレ 内 容 に 、 自 作 工具 を 当て る 角度 が 常に 一 
定 に な る よう に 心がけ ます 


088 


に 


『 


11: ブ ラ 材 貼り 合せ 用 の 型 の 製作 
余分 に 切り 出し た 一 枚 の 周囲 に 0.25 ミ リ の 細切り プラ 板 を 
貼り つけ て 、0.25 ミ り 分 大 き な 相似 形 の 板 を 作り ます 


器 1 


1@: 上 げ 底 の 面 の 接着 


周囲 に 貼り 付け た 0.25 ミ リ 厚 の プラ 材 を 仕上 げ 、 裏 表 の 面 そ 
れ ぞ れ に 0.3 ミ リ の 「 上 げ 底 」 の 板 (青い プラ 板 ) を 貼り 付け ます 
形 は 適当 で 構い ませ ん 


や 


13: バ ネル ライ ン を 入れ る 位置 に 通 着 で 点 付け 
先 に 切り 出し た カラ ー プ ラ 板 の パ ネル ライ ン を 製作 する 部 分 に 
少量 の 太 矯 で 点 付 けし ます 


! 


14: 貼 り 合 せ の 図解 

図 の よう に 、 貼 り 合 わせ 用 の 型 の 周囲 に 合わ せ て 、 プ ラ 材 を 
貼っ て いき ます 。 上 げ 底 の 板 を 接 秒 する こと で 型 が 周囲 の プ 
ラ 材 に 接 落 され な いよ うに 隙間 を 作っ て いま す 


15: 貼 り 込 み 加 工 

「 型 」 の 周囲 に エバ ー グ リー ン 製 の 細切り プラ 板 を 貼り 込ん で 
いき ます (写真 で 使用 し て いる の は 0.5x1.0 ミ リ の も の )。 曲 
線 部 分 は 爪 で 軽く し ご いて 必用 な アー ル に 曲げ て か ら 使 用 し 
斜め に 端 を カッ ト し て 隙間 が で き な い よう に 密 藩 させ て 貼り 付 
け ま す 。 接 藩 剤 は 、 凌 っ て すぐ に 寺 く くら い の 少 量 を 外側 の 角 
に サッ と 塗り 付け ます 


、 全 : 


P カ ッ タ ー ケガ キ 針 "タカ ネ は り 合 わせ 


5: ス ジ 彫 り の 断面 図 

P カ ッ タ ー・ ケ ガキ 針 で の 加工 は 「V 字 」 。 エ ッ チ ング ノコ ・BM 
C タ ガ ネ で の 加工 は 「 コ の 字 」 型 の 断面 形状 に な り ま す 。 今 
回 行う エバ ー グ リー ン の プラ 材 を 使っ た 貼り 合せ に よる 加工 
で は 、 底 の 平ら な 「 コ の 字 」 型 の パネ ル ラ イン を 作る こと が で き 
ます 


6: カ ラー プラ 板 の 使用 

プラ 材 の 貼り 合わ せ に よる パネ ル ラ イン 製作 の 際 、 コ の 字 の 
底 の 面 に 色 の 落 い た カラ ー プ ラ 板 を 使う と 、 白 い プ ラ 材 と の コ 
ント ラス ト で スジ の 幅 が 確認 し や すく 便利 で す 。 写 真 は 黒い も 
の が エバ パー グリ ー ン 製 (0.25 ミ リー1.5 ミ リ 厚 まで 各種 )、 赤 と 青 
の も の が グン 産業 ( 現 GSI ク レオ ス ) の 「Mr. 工 作 板 」 (0.3 ミ リ 
厚 )。 「Mr. 工 作 板 」 は 絶版 品 で す が 、 古 く か ら ある 模型 店 な ど で 
今 で も た ま に 売 っ て いた り し ます 」 


プ 7: カラ ー ブ プラ 板 の 切り 出し 
先 に 切り 出し た 前 腕 の 側面 の 形状 の プラ 板 を 須 着 で 点 付け 
し て 、 縁 を デザ イン ナイ フ で な ぞ り 、 底 の 面 と な る カラ ー プ ラ 板 を 
切り 出し ます 


8: バ ネル 部 分 の 切り 出し 
下書き に 合わ せ て パネ ル 部 分 を 切り 出し ます 。 曲 線 部 分 は 前 
項 で 紹介 し た サー クル カッ ター 改造 の 毛 引 き を 使用 し まし た 


9: バ パネ ル ラ イン パー ツ の 縁 を 整え る 

切り 出し た 胡 の ナイ フ の 刃 の 入り 方 に より 、 バ パー ツ の 木口 ( 横 
の 面 ) が 斜め に カッ ト さ れ て いる 場合 が ある の で 、 プ ラ 板 に ヤ 
スリ を 貼っ た も の で 直角 に 整え ます 


10: バ パネ ル 部 分 の パーツ を 3 枚 用 意 する 


パネ ル 部 分 の パー ツ を 左右 の 2 枚 と . プラ ス も う 1 枚 用 意 し ま 
す 。 


この 方 法 は 、 パ テ の 削り 出し で 作っ た パー ツ の 左右 対称 部 分 
の 角度 の 確認 な ど 、 使 える 範囲 が 広く 、 切 り 落 と し た プラ 板 を 
材料 と し て 再 利用 で きる の で お スス メ で す 


4 


@: デバ イダ ー の 代わ り に も 

写真 の よう に 銘 利 な 角度 で 切り 出し た プラ 板 を 2 枚 、 計 り た い 
部 位 に 合わ せ て 接 落 する こと で 、 左 右 対称 の 確認 や 微 調整 
する 際 に 使う 「 デ バイ ダー」 の 代用 に する こと が で きま す 。 固 
定 し て し まう の で 当然 使い 捨て に は な り ま す が 、 削 っ て 微 調整 
を し た り 、 金 属 と 四 い 傷 を つけ ず に パー ツ に 押し 当て られ る な 
ど 、 プ ラ 板 な ら で は の 利便 性 も あり ます 


通常 スジ 彫り 等 で 加工 する こと の 多い パネ ル ラ イ 
ン を 、 プ ラ 材 の 組み 合わ せ で 製作 し ます 。 


3: 前 腕 側面 の バネ ル ラ イン 
切り 出し た プラ 板 に シャ ー プ ベン な ど で 下 書き を し ます 


4: ス ジ 彫 り 加 工 を する 際 の 工具 類 

パネ ル ラ イン に スジ 彫り を 入れ る 際 の 各種 工具 で す 。P カ ッ タ 
ー、「BMC タ ガ ネ 」・ ケ ガキ 針 ・ エ ッ チ ング ノコ な ど 様 々 な 工具 が 
使え ます 。 ス ジ 彫 り 加 工 は 小 社 「 プ ラ モ 工 作 大 全 」 や 各誌 の 
連載 、 特 集 な ど で 紹 介さ れ て いる の で 解説 は そちら に 裏 り 、 こ 
こ で は プラ 材 の 貼り 合せ に よる パネ ル ラ イン の 製作 を 行っ て 
みた いと 思い ます 。 


53: バテ で 修整 
満 に は め た PP テー プ を 貼っ た 板 を 押さ えな が ら 5 明 間 接着 パ 
テ を 失敗 部 分 に 盛り 付け ます 


54: ヤ スリ で 仕上 げ て 修 


きっ ちり と し た ライ ン に 修整 が で き 


整 完 了 
ま | 


ナ 


55: ラ ッ ピ ング フィ ルム で 幅 を 整え る 

ポリ エス テル フィ ルム の 研磨 シー ト の 「 ラ ピン グフ ィ ル ム 」 は 
証 度 な 硬 さ が あり 、 厚 み が 0 1 ミリ と 非常 に 薄い の で 、 ス ジ 彫 
7 の 幅 や 荒れ た エッ ジ を 整え た い 場合 等 に 重宝 し ます 。 小 さく 
切り 取っ て 溝 に 差 込 ん で ヤス リ が け を し ます 


48: 修 整 の 完了 

オー パー ラン の 修整 の 終わ っ た パー ツ で す 。 瞬 間接 区 パ テ と 
硬化 スプ レー を 併用 する こと で 、 手 早く きれ い に 修整 する こと 
が で きま す 


50: ライ ン に 沿っ た は み 出 し 

先 に 紹介 し た 角 部 分 より も ちょ っ と 面倒 な g の が 、 ス ジ 彫 り の ラ 
- 沿 っ た は み 出 し の 修整 で す 。 一 度 埋め て し まっ て 彫り 

つの 手 で す が 、 今 回 は ライ ン を 活か す 形 で の 修整 


551: 図 解 
先 を 斜め に 加工 し た プラ 板 に PP (ポリ プロ ピレン ) テ ー プ を 貼 

て 、 ス ジ 彫 り の 満 に は め て 溝 の 端 を ガー ド し た うえ で 、 和 失敗 
部 分 を 瞬間 接 落 パテ で 修整 し ます 


5 ら : 準備 
溝 に PP テー ブ を 貼っ た プラ 板 を 押し 当て て 朋 着 硬化 スプ レ 
ー を 軽 め に 吹き ます 


慎重 に 作業 を し て も つい つい 線 が ブレ て し まっ た り 
……… と いう の は よく ある こと 。 と いう こと で 、 最 後に 
スジ 彫り の 失敗 の 修整 方 法 を 解説 し ます 。 


も 
45: オ ー バ ー ラ ン の 修整 
角 か ら 勢 い 余 っ て スジ 彫り の 溝 が 突き 出 て し まう オー バー ラン 
私 の 場合 、 ス ジ 彫 り の 際 に スジ 彫り の 「 勢 い 」 優先 で 、 修 整 
前 提 で わざ と は み 出 させ る こと も よく あり ます 


_。。 パ 王 
46: 明 着 化 スプ レー を 吹き 付け る 
まず 製 落 硬化 スプ レー を パー ツ に 吹き 付け ます 。 全 体 に 吹き 
付け る の が 嫌 な 場合 は 瓶 入り の も の を 面相 筆 で 修整 する 部 
分 に 塗り ます 


47: 肌 間 接着 パテ の 点 付け で 修整 

や や ユル め に 作っ た 瞬間 接 秒 パテ (写真 で 使っ て いる の は 
[シア ノン DW」 と 「Mr.SSP] の バウ ダー を 混ぜ 合わ せ た も の ) 
を 爪楊枝 の 先 に 付け て 、 修 整 部 分 に 点 付け し ます 。 妥 藩 硬 
化 スプ レー を 事前 に 吹い て いる の で 、 点 付け し た 製 間 に 通 間 
接着 パテ は 固まり 、 ス ジ 影 り の 必要 な ライ ン に 流れ 込む こと は 
あり ませ ん 


は 

48: ハミ 出し の 修整 
点 付け し た まま で は 盛り 付け た 面 が 不安 定 な 形状 の まま な の 
で 、 デ ザイ ン 合 い 符 の 丸 先 で スジ 彫り の ライ ン と 揃う よう に 、 
余分 な 部 分 を 削り 落と し ます 


(000。。 


41: ヤ スリ を 使っ て 仕上 げ る 

写真 の よう な 鉄 ヤス リ や プラ 板 ヤス リ を 使っ て 表面 の 出 っ 張 
り を 削り 落と し ます 。 凸 リベット の よう に 、 少 し プラ 板 の 面 か ら 
頭 を 出し た いと き は 穴 を 開け た プラ 板 を 挟ん で ヤス リ が け を す 
る と 、 挟 ん だ 板 の 厚 み 分 伸ばし プラ 棒 が 残り 、 凸 リベット の よ 
うな ディ テー ル を 作る こと も で きま す 


〇 


可 


転 
4@: 完 成 し た 円 形 の 溝 デ ィ テ ー ル 


外 径 で 約 2.8 ミ リ の 円 形 の 溝 デ ィ テ ー ル の 完成 で す 


岬 MM 上 旧 上 上 


43: 様 々 な サイ ズ の ティ テー ル 
0.7 ミ リー6 ミ リ ま で 、 様 々 な サイ ズ の 円 形 の ディ テー ル を 作 


に 行え る の と 、 テ ンプ レー ト & ケ ガキ 針 で の スジ 影 
慣れ の 必要 な 1 ミリ 以下 の ディ テー ル が 簡単 に 作れ る の 
の 方 法 の 利点 で す 


44: 使 用 例 

某 ロ ボッ ト の 胸部 バー ツ に 同様 の 方 法 を 使っ て み ま し た 。 ス ジ 
彫り の パネ ル ラ イン に 沿っ て 等 間隔 で 1.2 ミ リ 径 の 円 形 デ ィ 
テー ル を 入れ て いま す 


45: 応 用 例 

プラ 板 に 挿入 する 伸ばし プラ 棒 を プラ バイ プ に 変え る と 、 手 
前 の よう な 、 円 形 の 満 の 中 央 に 穴 の ある ディ テー ル を 作る こ 
と が で きま す 。 他 に も 市 販 バ パーツ を 組み 合わ せ た り 、 自 まっ た 
位置 に 丸 棒 を 固定 する な ど 、 様 々 な ディ テー ル へ の 応用 が 可 
能 で す 
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36: 伸 ば レ ブラ 棒 
の 製作 1 
アル コー ル ラ ンプ や ラ 
エー イタ ー の 火 で 丸 プ ラ 棒 
(写真 の も の は 3 ミリ 
を 入っ て 、 熱 加工 に よ 
っ て 柔らか くし ます 


※ 作 業 中 の 火 の 使用 
は 火災 や 火傷 な どの 
危険 を 伴い ます の で 
必ず 水 な どの 消火 剤 
を 用 意 し 、 有 機 溶剤 な 
どの 近く を 避け て 慎重 
に 行っ て くだ さい 。 未 
成年 者 は 父兄 な どの 
同伴 で の 作業 を お 願 
いし ます 


ーー 


3 フ : 伸ばし レブ ラ 棒 の 製作 2 

ゆっ くり と 加 熟 し て 軟らか く な っ た ら 、 左 右 に 伸ばし て その 状態 
で 冷え る まで 待ち 、 固 まっ た ら 伸ばし プラ 棒 の 完成 。 真 ん 中 で 
カッ ト し て 使い ます 


と 


38: ブラ 板 の 裏 か ら 穴 に 挿入 する 
プラ 板 の 裏側 か ら 穴 に 挿入 し 、 手 を 離し て も 落ち な い 程度 に 
や や キツ < 押 し 込み ます 


NN 


39: 接着 


プラ 板 と 伸ばし 丸 棒 の 境目 に 、 少 量 の セメント を 準 っ て 固定 し 
ます 


40: 不 要 部 分 の カッ ト 
接着 剤 が 固まっ た ら 、 ニ ッ パ ー を 使っ て や や 削り し ろ を 残し た 
位置 で 不要 部 分 を カッ ト し ます eo 


ロボ & メ カ 系 の デザ イン で 多く 使わ れる リ ペ ッ ト や 
丸 型 の ハッ チ な どの 円 形 の 溝 を 、 穴 開け 加工 と プ 
ラ 材 の 組み 合わ せ で 製作 し ます 


31: ス ジ り に よる 円 形 の 溝 の 加工 

^ た テン プレ ー ト を 使用 し て 円 形 の スジ 
アレ ー ト の サイ ズ に より 加工 
* な ど で テ ンプ レー ト を 自作 する こ 
彫り 加工 が 可能 で す 。 他 に デ 
て 使え 、 後 加工 な ど に 中 心 点 が 


3@: ブラ 材 の 組み 合わ せ で 作る 円 形 の 溝 の 図解 
図 の よう に 板 に 穴 を 開け て 、 穴 の 緑 を 斜め に 加工 し 、 裏 か ら 
プラ 棒 を 挿入 する こと で 斜め に 加工 し た プラ 板 の 穴 の 緑 部 
分 が 円 形 の 「V 字 満 」 と な り ます 


33: 穴 開け 

プラ 板 に ビン バイ ス で 必要 な サイ ズ の 穴 を 開け ます 。 穴 は 作 
り た い 円 形 の モー ルド より も ひと 回 り 細い ドリ ル を 使用 し て 開 
備 し ます 。 今回 は 2.5 ミ リ の 穴 を 開け て いま す 


34: 球形 カッ ター 

ルー ター に 装着 し て 使う ビッ ト (300 円 一 ) で す 。 穴 の 緑 の 余 
め 加 工 に は 球形 の 他 に 三角 雛形 状 の も の 等 が 使用 で きま す 
円 形 の スジ 彫り 製作 の 他 に も 、 丸 パー ツ を 組み 込む 凹み 穴 
の 加工 に も 使え る の で 、 各 サイ ズ を 揃え て お く と 便利 で す 


クリ リッ 


ルウ ツ 
こつ 。 


35: 穴 の 縁 の 対 め 加工 

プラ 板 に 開け た 穴 に 球形 カッ ター を 当て て 、 指 で クリ クリ と 回 
し て 縁 を 削り ます 。 複 数 の リベット の 製作 な ど 、 い くつ も 同じ 円 
系 の 溝 を 作る 場合 は 、 力 の 入れ 加減 や 回 す 回 数 を 同じ に す 
る と 均一 感 の ある 加工 が で きま す 


26: プ ブラ 板 の 切り 出し 2 際 
下 真 の を 下 の プ ラ 板 [A」 を 作り た し 魚 形 の 大 き さ に き 4 
せ て 写真 の 部 分 を 60 度 切り 出し ます (60 度 は 正三 久 故 


の 場合 


ネル ライ ン の 隙間 を 作る た め [A] の 残 


に 悦 じ 厚み の 細切り プラ 板 を 接 入 し ます 
は み 出 し た 部 分 を 切り 落と し 、 接 逢 線 の 部 


4 

す 

部 分 を 軽く ヤス リ で 整え 
ます 。 接 六 す る 細切り 板 の 幅 に よ 療 び 


ず 


88: 克 面 に 接着 
エ 程 25 で 切り 出し た 三角 形 部 分 以外 を 、 コ の 字 断 面 の 溝 の 
駒の 面 と な る プラ 板 に 貼り 付け ます 


9: 三 角 の 板 を 貼り 付け て 完成 

放 の 帆 が 一 定 に な る よう に 調整 し て 三角 形 部 分 を 貼り 付け 
【 成 で す 。 縮 改 な 三角 形 の 満 を 作る こと が で きま し た 。 こ の 
方 法 は 角 を シャ ー プ に 製作 で きる の が 特徴 で す 


て: 自 由 な サイ ズ か 可能 
カト する 位置 を 変え る こと で 、 大 小 様々 な サイ ズ の 
2 の 測 を 作る こと が で きま す 


2 


ら 1: バ ネル 部 分 の 接着 

工程 1719 で 製作 し た パネ ル 部 分 の パー ツ を 接着 し ます 
少量 の 樹脂 成分 入り の セメント で 仮 止め し て 、 位 置 合わ せ を 
し た 後に 流し 込み タイ プ の セメント を "塗っ て すぐ に 乾く くら い 
の ご く 少 量 " を パネ ル 部 分 の 縁 の 全 周 に 塗っ て 完全 に 固定 ( 
ます 。 セメント の 量 が 多い と 、 満 部 分 の ブラ 材 が 溶け て 
プ な ライ ン が 握 な われ る の で 注意 が 必要 で す 


らら : 完成 し た 前 脱 側 面 の パネ ル ラ イン 


逆 側 の 面 も 同じ よう に 加工 し て 、 前 腕 側 面 の パネ ル ラ イン の 完 
成 で す 。 内 側 の 型 を 上 下 反 転 させ て 共用 する こと で 、 左 右 の 


面 の パネ ル ラ イン を 同形 状 で 作る こと が で きま し た 


3: 同じ 方 法 で 加工 し た ハッ チ 上 の バネ ル ラ イン 
プラ の 各 サ イズ の 組み 合わ せ に よっ て 、 溝 の 幅 を 自由 に 設 
定 で き 、 様々 な クラ ンク ライ ン や 曲線 の 製作 も 可能 で す 


24: 応 用 

写真 の よう な 一 段 下 が っ た 面 に 穴 と 同形 状 の ブロ ッ ク を 組 
み 合 わせ る 場合 に も 今回 の 方 法 が 応用 で きま す 。 や や 手間 
の か か る 加工 方 法 で は あり ます が スジ 彫り 加工 と は 別 の 表 
現 範囲 を 持つ 工作 な の で 必用 に 応じ て 選択 肢 の ー つ に 加 
ぇ て みて 下さ い 


三角 形 の コ の 字 断 面 の 溝 は 、 プ ラ 板 の 貼り 合わ せ 
で 簡単 に 作る こと が で きま す 。 


16: 使 用 し た 接着 剤 _ 


GSI ク レオ ス の 2 種類 の 溶剤 系 セメント を 使用 し て いま す 
左 :「Mr. セ メン ト S ( 有 楓 溶剤 100%) 」、 い わ 人 ゆる 渡し 込み タイ 


プ で す が 、 付 属 の ハケ に あま り セ メン ト を 含ま せ ず 少量 を 接 攻 
する 部 分 に " 汗 る "よう に し て 使う と 、、 プ ラ 板 を 使っ た ディ テー ル 
工作 の 接着 剤 と し て 有効 に 活用 で きま す 

右 :「Mr. セ メン ト DELUXE (合成 樹 距 11 通 党 の - 

な ど に 使う や や 粘度 の ある タイ プ で 、 今 
の 硬化 時 間 の 差 を 利用 し て 点 付 け に 使い 


ーー ーー 


1 プ 7: 内 側 の 型 を 外す 
貼り 込み 加工 が 終わ っ た ら 、 縁 を デザ イン ナイ フ の 先 で 引 
掛け て 、 パ ネル ライ ン の 型 を 外し ます 


18: ブ ラ 板 を 貼っ て 高 さ を 信 わ せる 
ディ テー ル 以 外 の 面 に 0.5 ミ リプ ラ 板 を 貼っ て 、 面 の 高き を 描 
えま す 


ンー 一 


NL 


19: 瞬間 接着 バテ で 隙間 を 埋め る 

且 間 接着 パテ (今回 使用 し て いる の は 「 シ アノ ン DW」 と 「M 
SSP の パウ ダー]」 を 混合 し た も の ) で 貼り 合わ せ た プラ 板 同 
士 の 隔 間 を 埋め ます 


25: プラ 板 の 切 り 出し 1 
まず 、 プ ラ 板 を 三角 定規 や プロ トラ クタ ー を 使っ て 写真 の よう 
に 切り 出し ます 。 今 回 は 正三 角形 を 作る の で 三角 定規 の 60 


度 の 部 分 を 利用 し まし た 


20: ヤ スリ で 表面 を 仕上 げ る 
鉄 ヤス リ や プラ 板 ヤス リ な ど 、 平 面 出し 用 の ヤス リ で 表面 を 加 
えま す 
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ら @1: ニ ッ パ ー で 余 分 な 部 分 を 切り 取る 

穴 に 差し 込み 、 軽 く 固定 され た 伸ばし プラ 棒 を 、 写 真 の よう に 
少し だ け 残 し て ニッ パー で 、 プ ラ 板 の 表裏 と も に 切り 落と し ま 
ま 


らら : ヤス リ で 面 イ チ に 仕上 げ る 
出っ張り を ヤス リ で プラ 板 の 面 と 「 面 イチ ] に な る よう に 仕上 
げ ま す 


@3: 爪楊枝 で ブラ 板 か ら 外 す 


爪楊枝 で 伸ばし プラ 棒 の 部 分 を 突い て 、 リ ベッ ト 部 分 を プラ 
板 か ら 取 り 外 し ます 


へ 
@4: 完 成 し た リベット 

プラ 板 と 同じ 厚み で 、 開 けた 穴 と 同じ 径 の リ ペ ッ トバ パーツ が で 
き あ が り ま し た 。 簡 単 な 工 作 で す が 、 か な り 正 確 な サイ ズ に 加 
工 す る こと が で きる の が 特徴 で す 。 市 販 の PS 製 の リベット バ 
ー ツ と 違い 、 ゲ ー ト 処理 が 必要 な い の で 使い 勝手 も か な り よ 
いで す 


ら 5: 使 用 例 

ミリ タリ ー 系 の アレ ンジ を し た 「 ザ ク IIF2 型 」 の キッ ト に 、 製 作 し 
た リベット を 貼っ て み ま し た 。 デザ イン ナイ フ の 刃先 に 軽く 刺し 
て 「 セ メン ト S」 な どの さら さら タイ プ の 接 藩 剤 で 固定 する と きれ 
い に 接 底 が で きま す 


1 プ 7: 使 用 例 2 

伸ばし レプ ラ 棒 の 先 細 に な っ て いる 部 分 を 利用 し て 、 ア ン テ ナ 
を 数 種類 作っ て み ま し た 。 写真 の も の は アン テ ナ の 付け 根 の 
太い 部 分 で 約 1.6 ミ リ 程 度 で す 。 伸 ば し プラ バイ ブ を 重ね て 
伸び 縮み 式 の アン テ ナ 風 の ディ テー ル も 再現 可能 で す 


18: 使 用 例 3 


パイ プ 類 や 取っ 手 の 根元 の 段差 ディ テー ル も 組み 合わ せ で 
簡単 に 作る こと が で きま し た 


伸ばし プラ 棒 の 先 細 の 部 分 を 利用 し て 、 リ ベッ ト を 
作る こと が で きま す 。 


19: ブラ 板 に 必要 な リベット の サイ ズ の 人 穴 を 開け る 
リベット パー ツ の 厚み と 同じ 厚 さ の プラ 板 に 、 作 り た い リ ベッ ト 
と 同じ 径 の 穴 を ドリ ル ( ビ ピン バイ ス ) を 使用 し て 数 箇所 開け ます 
今回 は 0.5 ミ リ の プラ 板 に 1.2 ミ リ と 0 8 ミリ の 穴 を 開け ます 


20: 伸 ば し ラン ナー を 差し 込む 


伸ばし ラン ナー の 根元 の 先 細 に な っ て いる 部 分 を プラ 板 の 


we 「 キ ュ ッ j] っ と 軽く 固定 され る と ころ まで 押し 込み 


1@: 伸ばし ブラ バイ プ ご と カッ ト す る 
伸ばし プラ バイ プ に 伸ばし プラ 棒 を 隙間 が な いよ うに し っ か り 
と 挿入 し て 、 プ ラ 棒 ご と 「 押し 切り 」 で カッ ト を する と きれ いな 断 
面 に 切る こと が で きま す 


2 
13: カ ッ ト し た 伸ばし ブラ バイ 
伸ばし プラ 棒 を 挿入 し て カッ ト す る こと で 、 垂 みや つぶ れ が な く 
きれ い に カ ッ ト す る こと が で きま し た 


14: 内径 を 基準 に カッ ト を する コツ 

次 の 15 の 写真 の 左側 の よう に 、 プ ラバ イプ の 内 径 と プラ 棒 
の 外 径 を ぴっ た り と 合わ せ た い 場合 は 、 図 の よう に パイ プ の 
太い 側 か ら プ ラ 棒 を 差し 込ん で 、 止 まっ た 部 分 で パイ プ を カッ 
ト し ます 。 デス クラ イト な どの 光 に か ざす と 、 中 の プラ 棒 が 陰 に 
な っ て 見 える の で 、 カ ッ ト 位置 の 目安 に する と いい で し ょ う 


テ 


15: 凸 S 幅 

写真 の 右 の よう に バイ プ の 穴 を 活か し た り 、 左 側 の よう に プラ 
棒 を 綱 通さ せ て 段差 ディ テー ル と し て 使用 し た り と 、 ア イデ ア 
次 第 で 様々 な 使い 方 が で きま す 


16: 使 用例 1 
伸ばし プラ バイ プ の 「 穴 」 を 活か し た 工作 で 、 使 用 例 を 色々 と 
作っ て み ま し た 。 太 さ 1 ミリ 前 後 の 機 銃 の 銃口 や バー ニア の 
ディ テー ル な ど 、 伸 ば し プラ 棒 & プ ラバ イブ な ら で は の 精密 な 
工作 が 可能 で す 。 


08: 伸 ば し ブラ バイ ブ 
作業 は プラ バイ プ も 工程 03 一 04 と 同 ! で す 。4 一 6.5 ミ リ ま で 
の 数 種類 の プラ バイ プ を 使用 し て 、 写 真 の 1 ー-2 ミ リ 程 度 の 
伸ばし プラ バイ ブ を 作っ て み ま し た 


09: 伸ばし ブラ バイ ブ の 厚 

プラ バイ プ を 加熱 し て 伸ばし て 細く する と 、 バ イブ 自体 の 外 筆 
の 太 さ と プラ スチ ッ ク の 肉 厚 の 比率 は ほぼ 変わ 5 ら ず 、 そ の まま 
の 比率 で 全体 的 同じ よう に 細く な り ま す 。 た と えば 1 ミリ の 外 
符 に 伸ばし 加工 を し た 場合 で も 8.7 ミ リバ イプ か ら 加 工 し た も 
の は 図 の 右側 の よう に 板 厚 が 薄く な り 、 逆 に 4 ミリ バイ プ か ら 
加工 する と 、 図 の 左側 の よう に 板 圧 が 厚く な り ます 。 使 用 目的 
に 合わ せ て 、 パ イプ の 太 さ を 選ん で 使用 し て くだ さい 


10: 伸 ば し ブラ バイ ブ の カッ ト 

極細 で 板 厚 の 薄い 伸ばし プラ バイ ブ の 場合 、 デ ザイ ン ナ イフ 
で カッ ト し よう と し て も 刃先 か ら か か る 力 で バイ プ の 断面 が 歪 
み 場合 に よっ て は 、 つ ぶれ て 割れ て し まい ます 


10: 伸 ほし ラン ナー を バイ ブ に 通す 


伸ばし プラ バイ プ に 伸ばし ラン ナー を 挿入 し て 作業 を 行う と 、 


詩 み や つぶ れ を 防ぎ 、 ま れい に カッ ト する こと が で きま す 。 


04: 左 右 に 伸ばす 
プラ 棒 が 熱 に よっ て 柔らか く な り 少 し た わ み が 出 て きた ら 火 の 
上 か ら 外 し 、 プ ラ 棒 を 左右 に 伸ばし 、 必 要 な 細 さ まで 伸ばし た 
所 で その まま 普 が 冷め て 硬く な る の を 待ち ます 。 使 用 し た アル 
コー ル ラ ンプ の 火 は 、 速 や か に 消し まし ょ う 
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05: 加熱 の 範囲 や 温度 に よる で 出来 栄え の 違い 
同じ 太 さ の プラ 棒 か ら 伸ばし ラン ナー を 作っ て も 、 加 熟す る 範 
囲 が 広い と 写真 上 の よう に 太め に 仕上 が り 、 過 熟す る 範囲 
が 狭い と 写真 下 側 の よう に 極細 の 伸ばし プラ 棒 が で き あ が り 
ます 。 ま た 加熱 の 温度 や 、 左 右 に 引っ 張る 際 の 早 さ な ど で も 、 
結果 に 変化 が 出 ま す 。 こ の あたり は 実際 に 経験 を 重ね て 「 コ 
ツ ] を 覚え る し か な いよ う で す 


06: 出 来 上 が っ た 伸ばし レブ ラ 棒 

写真 の 左側 が 伸ばし た プラ 棒 の 真ん中 部 分 で 、 太 さ が 安 定 
し て いま す 。 写 真 の 右側 は 両端 の 部 分 で 、 加 熱 の 差 に よっ て 
先 細 の プラ 棒 に な っ て いま す 。 太 さ の 安定 し た 部 分 は 極細 の 
プラ 枯 と し て 、 先 細 の プラ 棒 は アン テ ナ 類 な ど に 使う こと が で 
きま す 


プラ バイ プ も 伸ばし プラ 棒 と 同じ 要領 で 加熱 を し 
て 伸ばし 、 極 細 の プラ バイ ブ を 作る こと が で きま す 。 


07: 材 料 
エバ ー グ リー ン や プラ スト ラク ト 、 ウェ ー ブ な どか ら 販 売 され て い 
る 不透明 到 材 の プラ バイ プ は 、 伸ばし ラン ナー (プラ 棒 ) と 同 
じ 要 領 で の 加工 が 可能 で す 。 タミヤ か ら 発 売 され て いる 邦明 
プラ バイ プ ブ は 高温 に 弱く 火 を 使う 然 加工 に は あま り 向 いて い 


ませ ん 。 


宮 写 真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


基本 的 な 伸ばし ラン ナー の 加工 方 法 を 解説 し ます 。 


01: 材 料 

プラ モデ ル の ラン ナー や 市 販 の プラ 棒 を 材料 と し て 使用 し ま 
す 。 プ ラ モ デ ル の ラン ナー の 場合 、 も の に よっ て は パー ティ ン 
グラ イン の 位置 で ズレ が あっ た り 、 断 面 が 本 円 状 の も の も ある 
の で 、 使 用 する 前 に 確認 が 必要 で す 。 


02: 加熱 用 の アル コー ル ラ ンプ & ラ イタ ー 
プラ 棒 の 加 熟 に は 両手 が 自由 に 使用 で きる アル コー ル ラ ン 
プ が 便利 で す 。 ラ イタ ー 類 も 使え ます が 、 加 熱 時 に 両手 を 使 
えな い の で 、 じ っ くり と 加熱 し た い 場合 に は 不向き で す 。 ガ スバ 
ー ナ ー は 炎 の 温度 が 高 す する た め 、 こ の 作業 に は 不向き で す 。 
※ ア ルコ ー ル ラン プ や ライ ター を 使う 場合 は 、 周 り に 燃え や す 
いも の が な いか 確認 し 火傷 や 万 が 一 の 火災 の 場合 の 消火 
の 準備 な ど に 細心 の 注意 を 払っ て 作業 を 行っ て くだ さい 年 
少 者 は 必ず 父兄 な どの 立会 い の 下 で 作業 を 行う よう に し て く 
だ さい 


03: 加 熟 
アル コー ル ラ ンプ を 使用 し て 作業 を 行い まし た 。 ラ ンプ の 炎 か 
ゥ ら 近 過ぎ ず 遠 過ぎ ず の 距離 で 、 プラ 棒 を 指先 で ゆっ くり と 回 し 
な が ら 、 加 熱 に ムラ が 出 な いよ うに 全体 に 熱 を 加え ます 。 
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縦 曲 げ 横 曲 げ 


18: ブ ラ 材 の 曲げ 加工 の 図解 「 横 曲げ S 縦 曲げ 」 
板 厚 に も より ます が 、 プ ラ 材 の 縦横 の 方 向 に よっ て 曲げ や す 
さ が 違 う の で 、 貼 り 込 む 面 の 曲率 に よっ て 使い 分 け を する と 
効率 的 に 材 の 特性 を 活か すこ と が で きま す 。 今 回 の 記事 で 
は 図 の 右側 を 「 横 曲げ 」 、 左 側 を 「 縦 曲げ 」 と 呼ぶ こと に し ます 


ン ン ョ へ ] 
4 - 4 
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曲 け 加工 を し た プラ 材 は 表面 に 微細 な 島 裂 が 入る た め 、 接 
着 剤 の 溶剤 に 非常 に 弱く な り ます 。 写真 は 曲線 の エッ ジ に 貼 
リ 込 ん だ プラ 材 を 溶剤 系 の セメント で 接 状 し よう と し て 曲線 部 
分 が 割れ て し まっ た 例 で す 。 流し 込み 系 の セメント だ け で な く 
粘度 の 低い 朋 秒 や 瞬 着 硬化 スプ レー で も 割れ て し まう こと が 
あり 、 非 常に 気 を 遣い ます 


ら 1: 樹 脂 系 接着 剤 と 溶剤 系 接着 剤 

プラ 材 を 曲げ た カー ブ の 部 分 に は 右側 の 2 種類 の よう な 樹脂 
系 の セメント を 少量 使用 する と 、 溶 剤 の 浸透 に よる 割れ の リス 
ク を 少な くす る こと が で きま す が 、 樹 脂 成分 が 含ま れ て いる た め 
接着 剤 の ハミ 出し に 注意 が 必要 で す 。 左 側 の 溶剤 系 接 藩 剤 
は ゆる い ア ー ル や 、 直 線 部 分 に 使用 する な ど 、 接 着 す る 部 分 に 
よっ て 使い 分 け を お スス メ し ます 


ら @: 曲線 的 な 枠 の 貼り 合わ せ の 図解 
プラ 材 の 曲げ 方 向 の 特性 を 利用 し て 、 図 の よう な 二 重 構 
造 で 曲線 的 な デザ イン の 装甲 裏 の 枠 を 製作 し ます 。 図 の ビ 
ンク 色 で 示し た 場所 は GSI ク レオ ス 「Mr.SSP」 等 の 朋 間 接 
舌 パ バテ で ブラ 材 の 隙間 を 埋め る 部 分 で す 
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エバ ー グ リー ン 社 の 細切り プラ 板 を 貼り 込ん で 、 装 
甲 裏 デ ィ テ ー ル を 製作 し ます 。 直 線 的 な デザ イン 
の も の は 、 前 書 で ジム 改 を 製作 し た 際 に 紹介 し た 
の で 、 今 回 は パー ツ の 輪郭 に 合わ せ て 曲線 的 な 
装甲 裏 の 外 枠 の 製作 過程 を 解説 し ます 


15: 直 線 的 な デザ イン と 曲線 的 な デザ イン 
モビ ルス ー ツ の 装甲 裏 を 製作 する 際 、 連 邦 系 等 に 多い 直線 
的 な デザ イン の 場合 は 単純 に 必要 な 寸法 に 切り 出し た プラ 
材 を 貼り 付け て いけ ば いい の で す が 、 ジ オン 系 等 に 多い 曲線 
的 な デザ イン を 再現 する 場合 、 プ ラ 材 の 貼り 込み 工作 で は 角 
アー ル の 部 分 に 、 曲 げ 加 工 な どの 工夫 が 必要 で す 


Aoc = 
4 SNSo 
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16: 今 回 使用 する ブラ 材 
今回 装甲 斉 の 外 枠 に 使用 し た プラ 材 で す 。 枠 の 太 さ を 2.25 
ミリ に する た め 、「0.5x2.0」 と 「0.25x0.5」 を 用 意 し まし た 
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17: 細 切り ブラ 板 の 曲 げ 加 工 1 

エバ パー グリ ー ン の プラ 材 は 他社 製品 と 比べ 比較 的 柔らか い 
た め 、 爪 で 軽 ぐ し ご く ぐ "と 、 ゆ る い 曲 線 に 簡単 に 加工 する こと が 
で きま す カカ の 入れ 具合 や し ご く 回 数 で 曲率 を 変え る こと が で 
きま す 


いい 、 


1B: 細 切り ブラ 板 の 曲げ 加工 2 
0.25 ミ リ 厚 な どの 薄手 の も の は 写真 の よう に 丸い 棒 材 等 に 

こ 丸 い 棒 材 等 に 
巻き 付け る と 簡単 に 巻き 鍛 を 付け る こと が で きま す 巻き 癖 は 
や や "戻り が ある の で 任意 の サイ ズ よ り も や や 細め の 棒 材 
を 使う と 必要 な サイ ズ に 近い アー ル に 加工 する こと が で きま す 


1 1: 重 ね 切り で 必要 な 枚数 を 切り 出す 3 
切り 出し た 肩 ア ー マ ー の 前 後面 の マス タ ー バ パー ツ の コピ ー で 
す 。 前 後 の 面 に 使用 する 2 枚 と 、 デ ィ テ ー ル 製作 に 使用 する 


2 枚 の 計 4 枚 を 切り 出し ま 


18: ス ジ 彫 り 用 の ガイ ド を 切り 出す 

工程 11 で 用 章 し た 内 の 1 枚 を 使っ て 、 装 甲 真 面 の スジ 彫り 
用 の ガイ ド を 製作 し ます 。 マ スタ ー パ ー ツ に 描き 込ん だ 下書き 
を 参考 に 、 ノ ギ ス を バ パーツ の 縁 に スラ イド させ て 浅い 満 を 付け 


ます 。 次 に 満 に 沿っ て ナイ フ を 入れ て 、 下 ・ 斜 め 下 の 部 分 を 切 
り 落 と し ます 
写真 の 黄色 い バ パーツ が スジ 彫り 用 の ガイ ド に な り ま す 


13: ガ イド を 仮 止 めし て スジ 彫 り を 行う 

スジ 彫り 用 の ガイ ド と し て 切り 出し た プラ 板 を 、 装 甲 真 に 使用 
する パー ツ の 輪郭 に 合わ せ て 瞬 交 で 仮 止め し 、 写 真 の よう に 
スジ 彫り 用 の 工具 で ガイ ド の 縁 を な ぞ っ て 加工 を 行い まし た 
工具 は ニー ドル ( 針 ) を 使用 し て いま す 


14: ス ジ り 加工 を し た 装甲 裏 バ ー ツ 

同形 状 の パー ツ を 加工 し た ガイ ド を 使う こと で 、 前 後 の 装 甲 斉 
パー ツ の 同位 置 に 簡単 に スジ 彫り 加工 を 行う こと が で きま し 
た 。 ニー ドル で 彫っ た 溝 は 幅 が 不安 定 に な っ て いた の で 、「B 
MC タガネ 」 で 溝 を な ぞ っ て 均等 な 幅 に 調整 し て いま す 


ek 


呈 W 
07: 切 り 出し た 基準 面 

クレ イ 試作 か ら ブ ラ 板 に 基準 面 を 取り 出す こと が で きま た 
今回 は この マス ター パ バ を 基準 ( 。 表面 と 真 面 の ディ 


テー ル の 製作 に 活用 し て いき ます 


細切り プラ 材 の 貼り 合わ せ で 、 曲 線 的 な 輪郭 の 裏 
面 の ディ テー ル を 製作 する 過程 を 紹介 し ます 


08: マス ター バー ツ へ の 下書き 

曲線 的 な 輪郭 に 合わ せ て 、 写 真 の よう な パタ ー ン の 装甲 斉 
ディ テー ル を デザ イン し て み ま し た 。 プラ 板 の 表 面 を 400 番 程 
度 の ヤス リ で 荒らし て お き 、 鈴 筆 や シャ ー プ ベン は 3B 等 濃い 
め の も の を 使う と 、 描 き 込 み が し や すく な り ま す 


08: 重 ね 切り で 必要 な 枚数 を 切り 出す 1 

重ね 切り で 必要 な 枚数 を 切り 出す た め 、 腕 間接 落 剤 (写真 は 
ウェ ー ブ の 「 黒 い 瞬 間接 着 剤 ) を マス ター パー ツ の 裏面 に 点 
付け し ます 
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10: 重 ね 切り で 必要 な 枚数 を 切り 出す 2 

奏 間 接着 剤 を 点 付 けし た マス ター パー ツ を プラ 板 ( 今 回 は 
0.5 ミ リ 厚 を 使用 ) に 貼り 付け て 、 輪 郭 に 沿っ て デザ イン ナイ 
の 玉 を 入れ て 同形 状 に 切り 出し ます 。 刃 の 向き が 内 側 に 入 
っ て し まう と マス ター パー ツ を 傷つけ て し まう の で 、 輪 郭 と 平行 
に 慎重 に 刃先 を スラ イド させ ます 


社 各 写真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい 


03: ブラ 板 に 輪郭 を 描き 写す 1 
プラ 板 の 上 に クレ イ 試 作 を 軽く 押し 付け て 、 傷 付け な いよ うに 
輪郭 を 描き 写し ます 


ーーー= 


04: ブ プラ 板 に 輪郭 を 描き 写す 2 
写真 の よう に パー ツ の 輪郭 を プラ 板 に 描き 写し まし た 
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05: 下書き を 目安 に ブラ 板 を 切り 出す 
下書き の ライ ン に 沿っ て ナイ フ で 切り 出し ます 。 直 線 部 分 は 
定規 を 当て て 寸法 通り に 切り 出し 、 曲 線 部 分 は ライ ン の 少し 
外側 を フリ ー ハ ンド で 切り 出し て いま す 輪郭 の 部 分 だ け に 丸 
を 入れ る の で は な く 、 プ ラ 板 の 縁 まで カッ ト す る と 切り 苑 し が 楽 
に 行え ます 


06: ヤス リ で ライ ン を 整え る 
や や 大 きめ に 切り 出し た 曲線 部 分 を ヤス リ で 削っ て 、 任 意 の 
サイ ズ や アー ル に 輪郭 を 整 えま す 


よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


イン ダス トリ アル クレ イ (アル テ 65) で 製作 し た バラ 
ンス 検討 用 の 試作 か ら 、 肩 アー マー の 前 後 の 面 を 
製作 する 際 に 基準 と な る 面 を 、 プ ラ 板 に 写し て 切り 
出し ます 。 


、 


01: ク レイ 試作 の 製作 

先 に 製作 し た 肌 体 部 分 の パー ツ に 合わ せ て 、 層 アー マー の 
形状 検討 試作 を 製作 し まし た 。 胴体 の 空間 に 油 粘 土 を 詰め 
て 、 プ ラ 棒 の 軸 で つない で 位置 関係 の 確認 も し て いま す 


08: 前 後面 の 切り 出し 

今回 製作 する 肩 ア ー マ ー 前 後面 の 輪郭 を プラ 板 に 描き 写す 
た め 、 ク レイ 試作 の 該当 部 分 を 切り 離し ます 。 常 温 で ナイ フ の 
刃 な ど を 入れ る と 軟らか いた め に 形状 に 牌 み が 出 て し まい ま 
す 。 な の で 冷凍 庫 や 冷却 スプ レー で クレ イ を 冷や し て 硬く し て 、 
エッ チン グ ソ ー で 慎重 に 切り 分 け ま し た 


46: 面 イチ に 加工 し た 状態 

先 に 加工 し た 部 分 と 面 イチ (段差 が な い 状態 ) に 仕上 げ ま し 
た 。 こ の 状態 で 接着 する と 、 段 差 の な い 通 常 の パネ ル ラ イン 
を 再現 で きま す 


47:0.3 ミ リブ ラ 板 を 底面 に 貼る 

デザ イン ナイ フ を 随 間 に 挿入 し て 仮 止 め を 外し 、 こ ぴり つい た 
脱 秒 を ヤス リ で 落と し て か ら 0.3 ミ リプ ラ 板 に 接 状 し 、 重 ね 切り 
の 要領 で 切り 離し ます 


48: 段差 の ある パネ ル ラ イン 表現 の 完成 
板 の 厚 み 分 上 げ 底 し た 状態 に な り 、 一 定 の 幅 の 段差 の ある 
パネ ル ラ イン が 再現 で きま し た 。 同様 の 方 法 で 、 逆 に 先 に 板 
を 貼っ た 状態 で 面 イ チ に 加工 し 、 そ の 後 板 を 外し て 接 落す れ 
ば 、 板 の 厚み 分 の 段落 ちの 表現 に も 使え る 工作 法 で す 


49: 完成 し た 肩 ア ノーマ ー の 前 後 装 甲 パ ー ツ 
マス ター パー ツ の 活用 で 前 後 の 装 甲 を 同形 状 に 作り 揃え る 
こと が で きま し た 


ーー 


50: バラ ンス 確認 

クレ イ 試作 の 中 央 ブロ ッ ク と 組み 合わ せ て 、 胴 体 と 接続 し て 
パラ ンス の 確認 を し ます 。 こ の よう に 製作 し た バー ツ を 組み 合 
わせ て 形状 の 確認 が で きる の も 、 ク レイ 試作 の 利点 で す 


41: ポ リエ ステ ル バ テ の 情 り 付け 
0.3 ミ リプ ラ 板 で 作っ た 「 堀 ] の 外側 に ポリ エス テル バテ を 盛 
リ 付 け ま す 


42: ボ リエ ステ ル バ テ の 削り 出し 
180 番 程度 の 粗 め の ヤス リ で ポリ エス テル パテ を 削り 込み 
肩 ア ー マ ー の 形状 に 整え ます 


43: 削 り 出し 加工 後 の 形状 
表面 を 仕上 げ て 写真 の よう な 状態 に し ます 


44: ガ イド バー ツ か ら ブ プラ 板 を 切り 出す 
工程 38 と 同様 に 、 今 度 は 1.0 ミ リ と 0 5 ミリ の プラ 板 を ガイ ド バ 
ー ツ か ら の 重ね 切り で 切り 出し 、 貼 り 合わ せ て 1 5 ミリ の 厚み 
に し ます 


45: バ ー ツ に 仮 止め し て 削り 出し 
仕上 げた パー ノ の 「 堀 ] の 内 側 に 妥 着 の 点 止め で 仮 

た ー 点 接 
し て プラ 板 の パ ー ツ の 表面 を 曲面 に 削り 出し ます 。 本 


ここ で も マス ター パー ツ を 加工 し て 、 表 面 の デ 生 


ー ル の 工作 を し ます 


H』 の ガイ ド バ ー ツ の 切り 出し 
パー ツ か ら 、 表 面 の ディ テー ル の 形状 の ガ 


イド バー ツ を 切り 出し ます (黄色 い パ ー ツ 


38: 重ね 切り で バー ツ を コピ ー す る 

ガイ ド バ ー ツ を プラ 板 (1.0 ミ リ ) に 貞 間 接 区 剤 で 点 付 けし て 
同形 に 切り 出し ます 。 前 後 の 装 甲 用 に 4 枚 切 り 出し 、 内 2 枚 を 
写真 右上 の よう に 上 部 を 切り 欠き ます (写真 は 片側 分 


38: 切り 出し た バー ツ の 接着 

切り 欠き を 入れ た 板 を 下 に し て 、 裏 面 の ディ テー ル を 入れ た パ バ 
ー ツ に 縁 を 合わ せ て 接 藩 し ます 。 下 に 接 落 し た 板 の 切 り 欠き 
は 、 肩 アー マー の 中 央 ブロ ッ ク と の 接続 ビン の 穴 に な り ま す 


40: 貼り 付け た パー ツ の 外側 に 堀 を 作る 

0.3 ミ リプ ラ 板 を 3 ミリ 幅 に 切り 出し て 、 プ ラ 材 の 縦 曲 け 加工 
の 要領 で 、 工 程 39 で 接着 し た バー ツ の 周り に 写真 の よう に 
隙間 が で き な い よう に 貼り 付け 「 堀 を 作り ます 


3g: 外 枠 と 梁 の つなぎ を 切り 出す 
つなぎ の 部 分 は 現物 合わ せ で 下書き を し 、 カ ッ ト し ます 


33: 接着 

剤 系 の 接着 剤 を 少量 健 に 含ま せ て 、 サ ッ と 塗る よう に し て 
接 入 す る と 、 接 落 の 跡 が 残り づら く 、 キ レイ に 仕上 げ る こと が 
で きま す 


34: 微 妙 な 角度 の 接着 の コツ 

エ 程 32 の 加工 の よう に 、 プ ラ 材 を 微妙 な 角度 で 組み 合わ せ 
て 接着 する 場合 、 必 要 な 角度 に 正確 に カッ ト す る の は な か な 
か 離し い の で 、 図 の よう に 接 藩 面 に 隙間 が で きる よう に プラ 
材 を カッ ト し て お く と 位置 調整 が 楽 で す 。 乾 燥 の 速い 溶剤 系 
接着 剤 で 固定 後 、 隙 間 を 瞬間 接 落 パ バテ で 埋め れ ば 手早く 加 
工 が で きま す 


35: 完 成 し た 肩 ア ノー マー の 前 後 装甲 の 
裏面 ディ テー ル 

マス ター パー ツ か ら の 重ね 切り や それ を 再 加 工 し た ガイ ド に 

2 て 、 対 称 に ディ テー ル を 加工 する こと が で 


36: 追 加 加工 
て 権 35 の 状態 で は や や 物足りな い 印象 だ っ た の で 、 幅 の 
で 23 一 28 の 工程 を で き あ が た パー ツ の 上 か ら 追 
= し くい 外 株 を 二 重 村 造 に し て より 立体 感 を 演出 し て み 


@ プ 7: 直線 部 分 の 貼り 合わ せ 
マス ター パー ツ に 描い た 下書き を 参考 に 直線 部 分 に 必要 な 
プラ 材 を 切り 出し て 、 接 藻 し ます 


28: 肩 アー マー の 装甲 裏 外 枠 の 

ティ テー ル の 完成 
写真 の よう に プラ 材 の 貼り 合わ せ で 外 枠 の ディ テー ル が 完 
成 し ま し た 


2g: 内側 の 「 梁 」 デ ィ テ ー ル の 製作 1 
外 枠 と 「 梁 」 の 間 の 空間 部 分 の 形 に プラ 板 を 切り 出し て ー 
の 製作 の ガイ ド に し ます 。 写真 の 黄色 い 部 分 が 切り 出し た プ 


ラ 板 で す 


30: 内 側 の 「 梁 」 デ ィ テ ー ル の 製作 2 

写真 の よう に ガイ ド バ ー ツ の 縁 に 合わ せ て プラ 材 を 組み 合わ 
せ 、 梁 の パー ツ の み を 接 底 し ます 。 ガ イド バー ツ の 角 の 部 分 を 
切り 欠い て お く と 、 ガ イド バー ツ に 接着 剤 が 付か ず ス ムー ス に 
作業 が で きま す 。 ※ 同 じ も の を 2 個 作 り ま す 


31: 内 側 の 「 梁 」 デ ィ テ ー ル の 製作 3 


ガイ ド バ パー ツ を 挟ん で 、 位 置 を 合わ せ て 、 ガ イド バー ツ を 取り 外 
し て か ら 接 落し ます 


@3: 横 曲げ 加工 を し た ブラ 材 を 縁 に 合わ せ て 
接着 する 

工程 17 の 方 法 で 爪 で 軽く し ご いて 任意 の 曲率 に " 横 曲 げ 加 

工 " を し た 0.5x2.0 ミ リ の プラ 材 を パー ツ の 縁 に 合わ せ て 接 藩 

し て いき ます 。 微 妙 に 曲率 が 違う 場合 は 片側 の 端 の み を 先 に 

接着 し て 、 接 蔵 剤 の 乾燥 後に パー ツ の 縁 に 合わ せ て プラ 材 

を 曲げ な が ら 接着 固定 する と 上 手 く いき ます 


の 


' 
6 


24 接着 し た 状態 
緑 に 合わ せ て 横 曲げ 加工 し た プラ 材 を 接着 し た 状態 で す 。 こ 
の 後 、 は み 出し た 部 分 を カッ ト し まし た 


ら 5: 縦 曲 げ 加工 し た ブラ 材 を 内 側 に 貼り 込む 
工程 22 の 図解 の よう に 、 先 に 縁 に 貼っ た プラ 材 の 内 側 の カ 
ー ブ 部 分 に " 縦 曲 げ 加工 "で 巻き 爵 を 付け た 0.25x0.5 ミ リ の 
プラ 材 を 貼り 込み ます 。 カ ー ブ の 部 分 は ご く 少量 の 樹脂 系 の 
セメント で 仮 固定 し て いま す 


2B: 上 間 接着 バテ で 隙間 埋め る 固定 

カー ブ 部 分 に で きた 隙間 に 、 や や パウ ダー を 多め に し て 粘度 
を 高く し て 作っ た 骨 間 接着 パテ を 盛り 付け て 原 間 埋め と 同 
時 に 縦 曲 げ し た プラ 材 の 曲がり 具合 を 完全 に 固定 し ます 接 
着 剤 が 固まっ た ら ヤ スリ が け を し て 曲線 部 分 の 完成 で す 


も . 吉 績 庫 Is 


81: 複 製 し た バー ツ 
完成 し た シリ コー ン 型 に レジ ン を 流し て 、 パ ー ツ を 複製 し まし た 
ディ テー ル に 渡れ に くい 場合 は 、 パ ウ ダ ー (ベビ ー パ バウ ダー 
等 ) を 型 の 表面 に まぶす と 、 毛 細管 現象 で ディ テー ル に レジ 
ン が 流れ 込み や すく な り ま す 


2: バー ツ を 連結 する 
3 つ 並 ん だ 柄 円 ディ テー ル は 、 必 要 な サイ ズ に 切り 出し て 肌 
間接 落 剤 で 等 間隔 に 接着 し て 本 体 に ハメ 込み ます 。 


@ ら 3: 接着 仕上 げ 
レジ ン パ ー ツ を 段差 が で き な い よう に 本 体 パ ー ツ に ハメ 込ん で 
己 間 接 秒 剤 で 固定 し 、 硬 化 後 ヤス リ で 仕上 げ ま す 


24: 自 作 デ ィ テ ー ル アッ プ バ ー ツ & 反 転 利用 
今回 の よう に バー ニア 類 を 製作 し た 時 は と りあ え ず 片面 型 で 
複製 を し て お く と オリ ジ ナ ル の ディ テー ル ア ッ プ パ ー ツ と し て 使 
えて 便利 で す 。 僕 の 場合 型 を 用 意 し て お いて 複製 作業 を し て 
レジ ン が 奈 っ て し まっ た 場合 な ど に 作っ て いま す 。 写 真下 の スリ 
ッ ト パ ー ツ は 原型 を 片面 取り し て 、 反 転 さ せ て 利用 する 例 と し て 
作っ て み ま し た 


65: 完 成 


1 プ 7: 瞬 間接 着 パ バテ を 角 に 盛り 付け る 
昼間 接 矯 パテ を 内 側 の 角 に 盛り 付け ます 


18: 針 ヤス リ で 仕上 げ る 
丁度 良い 太 さ の 針 ヤ スリ ( 丸 棒 ヤス リ の 細い も の ) で 朋 間 接 
着 パ テ の 部 分 を 削っ て 成形 し ます 


ほ 日 


18: 完 成 し た 埋め 込み 用 の パー ツ 

左 が 先 に 作っ た 角 ス ラス ター の パー ツ 細切り プラ 板 を 貼っ 
て 、 段 モー ルド を 追加 し まし た 。 中 央 と 右 が 柄 円 の 凹 モー ルド 
で す 。 裏 面 に スジ 彫り を 入れ た プラ 板 を 貼り 付け て あり ます 


ディ テー ル バ パー ツ は 各 23 個 必要 な の で 、 手軽 に 
複製 加工 を 行なう こと の で きる 片面 型 で 複製 し て 
数 を 揃え ます 。 


@0: 片面 型 で 複製 
スチ レン ボー ド で 枠 を 組ん で 、 両 面 テ キー プ マ バー 
面取り の シリ コー ン 型 を 作 制 しま し 


の ツ を 固定 し て 
s 複製 に つい て の 詳 
は 前 書 や その 他 ハ ウト ゥ 本 を 参考 に し て くだ さい 。 


た 


た パー ツ 


13: 切 り 出し 


与 真 の よう に 4 ミリ x7 ミ リ の 久 ス ラス ター の パー ツ を 切り 出し 
まし た 。 エッ チン グ ソ ー 等 を 使っ て や や 大 きめ に 切り 出し 、 ヤ ス 
リ で 削っ て 必要 な サイ ズ に 形状 を 整え ます 


14: 組 み 合 わせ て 確認 
中 央 ブロ ッ ク の パー ツ に 組み 合わ せ て 、 サ イズ な どの 確認 を し 
ます 


15E: 同 じ 方 法 で 製作 し た 角 ス ラス ター 名 種 
同じ 方 法 で 製作 し た 角 ス ラス ター 類 で す 。 四 か ら ス ジ 彫 り を 入 
れ た プラ 板 を 貼り 、 側 面 に バテ を 盛っ て 成形 し まし た 。 正 方 
形 ・ 長 方 形 ・ 台 形 の 大 小 二 つ は 同じ 箱 組み か ら 切 り 出し た も 
の で す 。 内 側 の 角 に 「 逆 C 面 」 の な い タ イプ の デザ イン の スラ 
スタ ー 類 に 有効 な 工作 法 で す 


左右 の 側面 の 柄 円 に ある モー ルド を プラ 材 で 製 
作 し ます 。 


16: ブ プラ 材 を 組み 合わ せ て 角 穴 を 作る 
写真 の よう に 切り 出し た プラ 板 や 細切り プラ 板 を 組み 合わ せ 
て 、 長方形 や 台形 の 穴 の 形状 を 作り ます 。 


08: 小 口 の 削り 込み 

了 程 7 の 三角 形 の 板 の 小 口 の 面 の 赤い 部 分 を 、 内 側 の エ 

が シャ ー プ に 出る よう に 、 プ レー ト タ イ プ の ヤス リ で 削り 込み 
ます (両側 ) 


09: 側 面 に 板 を 接着 
エ 程 8 で 削っ た 面 に プラ 板 を 接 秒 し ます 。GSI ク レオ ス 「Mr. セ 
ルト S」 を 使用 し 、 少 量 を る よう に し 


て 接 落 し ます 


10: 論 間接 着 バテ で 補強 
0.5 ミ リプ ラ 板 の 箱 組 み で は 接着 面 が 狭く 、 強 度 が 足り な い 
の で 、 調 間接 逢 パ テ で 角 を 補強 し ます 


肝 間 接 秒 パテ が 完全 に 硬化 し た ら 、 隙 間 に デ ザイ ン ナ イフ の 
を 挿入 し て 底面 の 長方形 の 板 を 外し ます 。 写真 の よう に 奥 
に 向かっ て す ぼ まっ た 形状 の 箱 組み が で きま し た 


1 必用 な サイ ズ に 切り 出す 

に は 大 きめ に 作っ た スラ スタ ー パ ー ツ の 透視 図 で す A の よう 
に 上 の ほう を 使え ば 今回 の よう な 小さ な パー ツ が 、B の よう に 
の ほう を 使え ば 大 き な バ パー ツ を それ ぞ れ 切り 出す こと が で き 
ます 。 ま た 、C の よう に 斜め に カッ ト す れ ば 台形 の スラ スタ ー パ 
ー ツ を 作る こと も で きま す 


04: 形 状 確認 

ディ テー ル 工 作 を 行っ た 後 は 修整 が 難し く な っ て し まう の で 、 
ディ テー ル を 入れ る 前 に 、 本 体 パ ー ツ と の パラ ンス の 確認 を し 
て お きま す 


4 ミリ 7 ミリ サイ ズ の 小さ な 長方形 の スラ スタ ー パ 
ー ツ を 作り ます 。 


05: 設定 画 を 見 て 検討 
ビー ム ・ サ ー ベ ル の 収納 部 の 前 後 の 面 に ある スラ スタ ー 風 の 
ディ テー ル 。 奥 に 向かっ て す ぼ ぽ ま っ た 独特 の 形状 で 、 市 販 バ 


ッ に 近い 形状 の も の も な いた め 、 プ ラ 材 の 箱 組 み で 作る こ 


06: ブラ 板 の 切り 出し 

作る パー ツ は 4 ミリ X7 ミ リ と サイ ズ が 非常 に 小さ いた め 、 大 き 
め に 作っ て 必要 な 部 分 を 後 で 切り 出す 方 法 で 製作 し ます 。 大 
きめ に 作る こと で パー ツ が 持ち や すく な る の で 、 加 工 中 の バー 
ツ を 扱い や すく 、 正 確 な 貼り 合わ せな ど 、 確 実 性 が 必要 な 作 


業 を 容易 に 行う こと が で きま す 。 上 下 の 板 は 二 等 辺 三角 形 に 、 


真ん中 の 長方形 の プラ 板 は 、 ス ラス ター の 縦横 と 同じ 比率 で 
4 倍 の サイ ズ で 切り 出し て いま す 


07: 接着 バク he 
写真 の よう に 、" 合 掌 作 り の 屋根 "の よう に 、 三角 形 の 底辺 で 
長方形 の 板 を 挟み 込ん で 頂点 の 部 分 を 胡 間 接 矯 パ バテ で し っ 
か り と 「 仮 接 蔵 」 し ます 


各 二 真 の カッ ター で の 切り 込み や スジ 彫り に は 、 写 真 で 見 え や すい よう に エナ メル 塗料 で スミ 入れ を し て いま す 


プラ 板 に よる 箱 組 み を 行い ます 


IL 


01: ブ ラ 板 の 切り 出し 

今回 は ディ テー ル の 集中 し て いる ビー ム ・ サ ー ベ ル の 収納 ブ 
ロッ ク を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 写真 の よう に 後 で 埋め 込む 
予定 の ディ テー ル 部 を 切り 欠い た 状態 で 各 面 を 切り 出し ます 。 
各 板 の 厚 さ は 0.5 ミ リ で す 


Na 


02: 打 組 みす る 

切り 出し た 各 面 を 貼り 合わ せ て 、 中 央 ブロ ッ ク の 基本 形状 の 
完成 で す 。 今 回 は ウェ ー ブ 製 の グレ ー の プラ 板 と 、 瞬 間接 着 
パテ と し て グレ ー に 着色 し た 瞬間 接 落 剤 (シア ノン DW) を 使 
用 し て いま す 


・ IF さい ゃ っ と 
03: 台 ブロ ッ ク 
左右 の / バー ツ も プラ 板 の 組 み 合わ せ で 製作 し まし た 


100 


2 呈 -77 ブ /527 三 7 リンガ し リッ ニ / リ =/ = ば / 7 


製作 岬 光 彰 

前 項 ま で の 製作 過程 を 経て 究 
成 し た 171 0 カル 72 計 
ー 見 シン プル な が ら 、 ト 。 
形状 を 、 様 々 な 工作 方 法 で 
立体 化し て いる 。 ら 


に 09: 夫 の 補強 


強い 関節 を 作る 場合 の 強 ) 
| 当然 軸 に は 強し 
| 加わ る の で 、 シ ンチ ュ 


ウ 線 で 補強 を 行い ま 
す 。 「 プ ラサ ポ 」 の 中 
を 了 居間 接着 パテ で 埋 
め て 、 穴 を 開け て シン 
チュ ウ 線 を 差 込ん で 
接 落し ます 


04: ブ ラバ イブ の 加工 


プラ バイ プ は 72 ペ ー ジ 以降 で 解説 し て いる 「 電気 ドリ ル を 使 


け の 太 さ を 調節 し ます 


05: 製作 する 
関節 パーツ 


ます は プラ モデ ル や 


市 央 パー ツ の ポリ キ 


06: 使 用 する パー ツ 類 


奥 の 右 か ら 8 ミ リバ イプ の 内 径 を 7 ミリ に 削っ た も の 


1 ど 軸受 け バ ー ツ の 製作 


07: ブ ラサ ボ の 加工 
プラ サポ ] の 径 の 大 きい 部 分 を 、 丸 棒 ( 巻 し 
ー で 肖 C8 ミ リバ イプ の 則 面 に [合わ せま す 


08: 如 バー ツ を 
組み 合 わせ て 
各 パ ー ツ を 組み 合 


せ て 関節 バーツ の 完 
成 で す 。 朋 間接 落 剤 


13: ブ ラサ ポ の 加工 
写真 の よう に L 字 の 板 状 の パー ツ と リン グ 状 の 
て 組み 合わ せま し た 
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関節 製作 に 便利 な 「 プ ラサ ボ 」 と ABS 製 の 編み 棒 
(ABS パ イプ と し て 使用 ) を 使っ た 自作 の 関節 パー 
ツ の 解説 で す 


た 関節 強 


と す - 硬質 プラ スチ ッ ク な の で 接着 や 


02@: ブ ラス チ 、 ッ ク 編 み 棒 な ど (ABS パ イプ) 

ABS 素 材 の プラ バイ ブ と し て 使え る 商品 類 で す 。 一 番 左 が 
タオ ル 掛 け 60cm」 で 外 径 が 約 14 ミ リ 、 内 径 が 約 10 ミ リ で す 
右側 の カラ フル な も の が 「 プ ラス チッ ク 編 み 棒 」 で 5.5/6 
内 径 は それ ぞ れ 外 径 


円 均一 ショ ッ プ や 雑貨 店 な 


た 日 用 品 の ABS 径 材 は プ 

われ て いる も の と は 用 途 が 違う た 
な り ま す が 、 実 際 に 使っ て みた mr ABS 樹 脂 特有 
の ゴム 系 原料 (ブダ ジェ エン) に よる 摩擦 へ ヽ の 粘り や 折れ に 対 
する 了 較 性 も あり 、 関 節 パ ー ツ の 材料 と し て 使っ て も 特に 問題 
は な いよ う で す 

容 剤 に よる 割れ 等 ABS 特 有 の 欠点 も 同じ な の で 塗装 の 
際 は 注意 が 必要 で す 


質 も 厳密 に は 異 


まかせ ず 無 駄 に な っ て し ま 
た 各 方 法 の 選択 が 重要 に な りき ま 


セン ター 出 ! 

13 ペ ー ジ の 「 冶 具 を 使っ た 丸 穴 ディ テー ル 」 の 仕 
組み を 応用 し た 、 可 動 フレ ー ム の パー ツ の 穴 の セ 
ンタ ー 出 し 冶具 の アイ デア で す 


穴 を 開け る 板 の 上 に ピッ タリ と は め て 、 指 で 押さ えて 穴 時 ド ! 
し の 刃 を 入れ て 穴 を 開け ます 。 ド リル の 刃 で 穴 が 広 ヵ カ ア し し 寺 


た ら 、 セ ンタ ー ラ イン 上 の 別 の 位置 に 穴 を 開け 直せ ば 複数 
回 使用 で きま す 


13: 完 成品 

竣 具 で 穴 を 開け た 板 (手前 と 完成 品 で す 。 冶具 を 使う こと で 
同じ 位置 に 穴 を 確実 に 開け られ る の で 、 回 転 軸 が ブレ ず 
_ ス な 可 動 が 得 られ 、 製 作 の 上 の 手間 も か な り 減ら すこ と が 
で きま す 。 写 真 10 の よう に フレ ー ム の 端 を 円 形 に カッ ト す る 場 
呈 は 10 ペ ー ジ か ら の 工作 法 が 便利 で す 


一 攻 衝 


= 
市 販 パ ー ツ を 


= ニニ デュ 


使っ た 可動 


04: ボ ー ル ジョ イン ト 関 節 


穴 を 開け て 取り 付け 

る だ け で 、 可 動 方 向 

の 柔軟 な 関節 の 再 

現 が で きる ポー ル ジ ョ 

イン ト 関 節 。 こ の 可動 

検証 人 形 で は 左足 の 

太 モ モ の 付け 根 と 足 m 
首 に 、 ホ ビー ベース の | 自 イ 
「 関 節 技 ] を 取り 付け | ュ 。 
て いま す 。 関節 技 は 予想 接着 が 可能 で 、 軟 質 樹 脂 の も の よ ! 

り も 保持 力 が 強い の で 、 追 加 装備 な ど で 重量 の 増加 し た プラ | 
モデ ル の 改造 作品 の 可動 部 分 に 置き 換え る の も 効果 的 で 
す 。 た だ し 、 ヒ ザ 関 節 に 使用 する と 横 方 向 に も 曲がっ て 、 内 股 
や 0 脚 に 見 えて し まう 場合 が ある た め 、 女 性 キャ ラ の ロボ な ど 
その 効果 を 狙う 場合 以外 は 避け た 方 が 無難 で す 


05: ボ ー ル ジョ イン ト を 
パー ツ に 組み 込む 際 の 注意 点 1 
| の も の 可動 フレ ー ム を 作る 
| 素材 の も の は 
| 受け に ボー ル を 揮 和 まず は も っ と も 基本 的 な プラ 板 と 市 販 パ ー ツ を 使 


よう に 切 っ た 可動 フレ ー ム に つい て 紹介 し まし ょ う 。 


マ 数 ミリ 
の で 、 ボ ー 
な い 状 能 
に 埋め 込 
た り 、 無 理 し て 押し 込 れ 
ます 
06: ボ ー ル ジョ イン ト を 
バー ツ に 組み 込む 際 の 注意 点 2 
ずっ た り フ ィ ッ ト し た 穴 
に 組み 込 ー 
写真 の よ 


が 壊れ て し まう こと も 
ある の で 、 ボ ー ル を 拓 
入 し た 状態 の 0 サイズ 
で 埋め 込む 穴 を 作 
必要 が あり ます 
大 き な サ イズ ほど 広 
が り が 大 きく な る の で 、 特 大 サイ ズ を 使用 し た 1/100 ク シャ ト 
の スク ラッ チ 作 例 の 、4 枚 の バイ ンダ ー が 撮影 当日 に 取 ! 


01: プ ブラ 板 製 可動 フレ ー ム 


の 場合 


02: ボ リキ ャ ッ プ に よる 1 軸 S&2 軸 可動 の 
組み 台 わ せ 

ポリ キャ ッ プ の 縦 輸 と 

横 軸 の 可動 を 組み 合 

わせ る こと で 、 様 々 な 

ポー ジン グ に 対応 可 

能 な 可動 部 を 作る こ 


07: 関 節 部 自体 に 可動 を 仕込 む 方 法 と が で きま す 。 足首 一 
写真 の よう に 関節 部 分 の ブロ ッ ク に 、 可 動 を 仕込 む 方 法 も ぁ 太 モ モ の 付け 根 は 作 
り ます 写真 左 は プラ 板 工作 で 作っ た カバ ー に ポリ バ を 品 の 重量 を 支え る 部 
組み 込ん だ も の で 、 ウ ェ ー ブ の ポリ キャ 7 の 薄型 の 四角 v 分 な の で 、 で きる だ け 


大 径 で ポー ジン グ の 
保持 カ の あ 
選択 する と よい で し ょ 


パー ツ を 使 いま す 右側 は ポリ パー を その まま 組み 込 ん 
だ 単純 な も の で す 。 太 モ モ や スネ な ど に 大 径 の ポリ バー ツ を 
組み 込む 場合 より も 、 ブ ロッ ク 自 体 が 小さ い 分 、 軸 の 摩擦 する 
面積 が 小さ く な っ て Cc 


03: 軸 の 太 さ 調整 と 失敗 
模型 用 に 市 販 さ れ て 
いる プラ 棒 な どの 棒 

すし も 


材 は 製造 上 9 em 
と セー 

示 通 り Ar 
0 ませ ん (3.0 ミ リ 表 
示 一 2.8 ミ リ な ど 


08: 組み 合わ せ た 状 態 


ポリ パー ツ の 軸 を その まま 使う も の は 、 サ イズ を 小 きく er ター スス 
こっ ユダ あり 小 サ 

いう 利点 の 反面 人 で 軟らか の 7 ] は 本 プラ バイ ブ の 工 

の か の か か ら る f よい で カン ノ 6 A 

Er を PP も Mr れ る 可動 方 9 です ポ ! 作 」 の よう な 切削 や 盛り 付け の 加工 を 行っ て 、 使 用 する ポリ キ 

et ye サイ ズ が 大 きく な っ て し まい ます ャ ッ プ に 合っ た サイ ズ に 調整 し て 使用 する こと を お 勧め し ます 

パー ツ を カバ ー で 囲む も の は サイ な っ て 


また 関節 を きつ くす る 目的 で 関節 の 軸 を 太ら せる 場合 、 ポ リキ 
プ の 許容 箇 囲 を 超え て し まう と 、 写 真 の よう に パッ クリ と 割 
れ て し まう こと が ある の で 気 を 付け まし ょ う 


が 、 ポ リ パ ー ッ を プラ 材 の 枠 で 囲む こと で 電 を 軽く の っ つけ 
通常 の 使用 より も ガッ チリ と し た 可動 を 得 られ る と いう 効果 も 
あり ます 
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半球 合わ せ 式 の 球体 関節 


半球 同士 を 軸 で 接続 する タイ プ の シン プル な 球体 
関節 で す 。 


38: ギ 球 合わ せ 式 の 球体 関節 に 使用 する 材料 
プラ スト ラク ト の 半球 ドー ム 2 個 と 「 プ ラサ ポ ]2 種 、 軸 棒 の プ 
ラ 棒 2 本 で す 。 轄 棒 は 先端 を 写真 の よう に 半 円 上 に 削り 落と 
し て あり ます 


39: 軸 棒 の 接続 1 
半球 ドー ム の 縁 を 軸 棒 の 太 さ に 半 円 状 に 、. ル ー タ ー で 削り 落 
と し ます 


写真 の よう に 軸 棒 と 半球 ドー ム を 接 矯 し 、 接 続 笛 所 に 穴 を 開 
け て シン チュ ウ 線 を 打ち 込ん で し っ か り と 補強 し ます 


41: 回 転 軸 の 接着 
凹凸 の 「 プ ラサ ポ 」 を 2 種 を 半球 の 内 側 に 接 矯 し ます 


工程 21 ま で で 製作 し 
た パー ツ を 組み 合わ 
せ て 完成 で す 
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33: セン ター の 穴 を ガイ ド に プラ サポ ボ を 接着 
ミリ の 穴 に 同 径 の プリ ラン ナー を 差し 込み 、 外 径 5 ミリ の ポリ 
キャ ッ プ を は め た も の を 「 治 具 ] に し て 、 ポ リキ ャ ッ プ の 5 ミリ 穴 
の 「 プ ラサ ポ ] を 半球 ドー ム の 内 側 の 中 心 部 分 に 瞬間 接着 
パテ で ガッ チリ と 接 入 し ます 。 


前 コ ミミ 


34: 可動 バー ツ を 挟み 込む 
先 に 作っ た 「 プ ラサ ポ 」 と ABS の 閲 秋 パ バー ツ を 半球 に 接 み 込 
ん で 使い ます 。 も ちろ ん 市 販 の ポリ キャ ッ プ や 、 キ ッ ト の 余剰 バ 
ー ツ を 使っ て も OK で す 


35: ギ 球 を 接着 し 軸 を 装着 
可動 パー ツ を 挟み 込ん で 半球 を 接 矯 し 、 接 着 ラ イン に 穴 を 開 
け て 軸 を 打ち 、 外 側 の 可動 軸 を 装 着 し ます 


36: 切り 欠き 式 の 球 関節 の 完成 
外側 の 中 心 の 穴 を パテ 埋め で 修整 し て 切り 欠き 式 の 球 関 節 
の 完成 で す 切り 欠き の 長 さ に よっ て 可動 範囲 は 制限 され ま 
す が 、 構 造 が 単純 で 作り や すく ポリ キャ ッ プ 等 の 流用 も し や す 
い の で 、 肩 アー マー の 中 や 太 モ モ の 付け 根 な ど 、 切り 欠き の 
目立た な い 部 位 に 使用 する と 効果 的 で す 


37: 様 々 な サイ ズ の 円 柱状 バー ツ 
挟み 込み 式 、 切 り 欠 き 式 の 球体 聞 節 の 使用 例 で す 。MS 等 


の ロボ ッ ト の デザ イン で も 、 作 画 が し や すく 可動 部 
< い v と し て の 
得 力も ある の で 比較 的 多く 使わ れる デザ イン 要 径 で す 。 


8: 軸 の 接着 


写真 の よう に 半球 に は 半分 に 削っ た 5 ミリ 丸 棒 を 中 央 の 円 
盤 に は 5 ミリ 丸 棒 を シン チュ ウ 線 で 補強 し て 接着 し ます 


8: 可動 軸 の 取り 付け 
半球 に 回 転用 の 軸 を 接 落し ます 。 黄色 い パ イプ は 外 径 5.5 ミ 
リ で 約 5 ミリ に 簡易 旋盤 加工 で 削っ て いま す 。 マ ンド レー ル を 
装 秒 する た め に 開け た 穴 を 広げ て 、 中 に 通す プラ 棒 を 合わ せ 
る と 正確 に 中 心 に 接 称 で きま す 


球体 関節 の 
完成 

換 み 込み 方 式 の 自作 

球体 関節 が 完成 し ま 

人 し た 。 挨 み 込 み 式 の 

場合 可動 範囲 が 広 

<、 見 た めも 球体 その 

も の で 、 細 出 する 部 

分 に 使っ て も 見 栄え 

が よい の が 特徴 で す 


切欠 き 式 球体 バー ツ 


プラ スト ラク ト の 半球 ドー ム を 使っ て 、 ガ ンプ ラ の 
肩 関 節 な どの 構造 に 近い 、 可 動 バ パーツ を 内 蔵 する 
タイ プ の 球体 関節 を 製作 し ます 。 


| 31: 半 球 の 縁 を 

削り 落と す 
プラ スト ラク ト の 半球 
ドー ム を 2 つ 用 意 し 、 
緑 を 写真 の よう に 同 
じ 幅 に 削り 落と し ます 
挟み 式 の 球体 関節 
の 加工 の 3 の 写真 の 
よう に 、 ノ ギ ス の 先端 
で ケガ いて 印 を 付け 
る と 正確 に 作業 が 出 
で きま す 。 


3@: セン ター に 穴 を 開け る 
セン ター の み を ガイ ド に し て 、3 ミ リ 径 の ドリ ル で 穴 を 開け ま 
し た 。 


30: 挟み 込み 式 の 


g3: 市 販 の 半球 パー ツ 
プラ スト ラク ト 製 の ABS 樹 脂 の 「 半 球 ド ー ム 」 パーツ で す 。 外 
径 9.5 ミ リー15.2 ミ リ ま で 20 数 種類 の サイ ズ が あり 、 写 真 の 
グレ ー の ほか 、 透 明 、 赤 、 白 な ど 様々 な カラ ー の 商品 が あり ま 
す 。 模 型 店 、 画 材 店 、 イ ンタ ーネット 通販 で 購入 が 可能 で す 


較 24: ギ 球 パ ー ツ の 
加工 ? 
ノギス で ケガ いて 、 削 


り 落 と す 部 分 の 印 を 
付け ます 


85: 半 球 バ ー ツ の 加工 2 

マン ドレ ー ル (ネジ 接 み 込み 式 の ルー ター 等 に 装 着 する 軸 棒 
に 取り 付け る た め の 1.5 ミ リ 径 の 穴 を 開け ます 。 プラ スト ラク ト の 
半球 は 中 心 に 凹み が ある の で 、 正 確 に 中 心 に 穴 を 通せ ます 


8e6: 半 球 パ ー ツ の 加工 3 

半球 を ネジ で 止め た マ ンド レー ル の 軸 を 電気 ドリ ル に 装着 し 
ヤス リ で 先 に 付け た 印 の 部 分 まで 回 転 さ せな が ら 削 り 込 み ま 
す 。 同 じ 方 法 で 2 個 作 り ます 


@7: 中 央 ブロ ッ ク の 製作 

加工 し た 半球 で 挟み 込む 円 盤 状 の パー ツ は 、 前 貢 で 紹介 し た 
関節 と 同じ 要領 で 1 4 ミリ 、10 ミ リ 、7 ミ リ の ABS パ イプ の 組み 合 
わせ で 作り まし た 。 外 径 と 内 径 が 合わ な い 場 合 は 剛 間 接 落 パ 
テ で 太ら せ た り 、 削 っ た り し て フィ ッ ト す る よう に 調整 し ます 。 
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19: 組 み 合 わせ て 
完成 


片 軸 の パー ツ を 挟み 
込む よう に 組み 合わ 
せ て 完成 で す 。 


ら 0: 様々 な サイ ズ の 円 柱状 パー ツ 
各 サ イズ の パイ プ 、 丸 棒 を 組み 合わ せ て 様々 な サイ ズ の 円 杜 
状 関節 を 作っ て み ま し た 。 両側 面 の 円 の 部 分 に 市 販 の ディ 
テー ル パ バー ツ を 貼り 付け る な ど 、 硬 損 プ ラス チッ ク な ら で は の 
加工 も 可能 で す 


ら 1: 使 用 例 
8 セン チ サ イ ズ の ポリ パテ の ムク の 可動 人 形 に 層 、 ひ じ 、 腹 の 
部 分 に 自作 の 円 柱状 関節 を 使っ て み ま し た 


球体 関節 を 作る 


市 販 の 半球 パー ツ を 活用 し て 球体 関節 を 製作 し 
ます 。 


22: ボー ル ジ ョ イン ト と 球体 型 の 電 関 節 
製作 する の は 写真 左側 の 「 ボ ー ル ジョ イン ト 」 で は な く 、 三 真 
右側 と 図 の よう な 関節 パー ツ と し て 見 せる タイ プ の 「 球 体型 
の 輸 関 節 」 です 。 コ トブ キヤ の 「M.S.G プラ ユニ ッ ト P138 
HIPS 関 節 (球形 )」 や 海洋 堂 の 「 リ ポル テッ クジ ョ イン ト 」 な ど 
市 販 バ パー ツ も 多く 売ら れ て いま す が 、 大 型 の も の が 少な い の 
で 市 販 の 半球 パー ツ を 使っ て 自作 し て み ま す 


らん 2 と と の 
14: 加 工 し た バー ツ 
接 落し た 各 パ ー ツ を プラ 板 と 朋 間 接 秒 パテ で ガッ チリ 補強 し 
て 完成 で す 。 


15: 組み 合わ せ た 関 節 パ バー ツ 
軸受 け の パー ツ の 下 に さら に 横 回 転用 の 輸 を 取り 付け て み 
まし た 。 「 プ ラサ ポ 」 は PS 到 材 の た め 、 硬 質 樹脂 同士 の 組み 
合わ せ の 場合 (メー カー 指定 の 本 来 の 使い 方 で は あり ませ 
ん ) 、ABS と 比べ る と 摩擦 に よる 摩耗 が ある の で 、 ア クシ ョ ン フ 
ィ ギ ュ ア 的 な 激しい 可動 遊び に は 向き ませ ん が 、 た ま に ポ ー ズ 
を 変え て 展示 を する な どの 用 途 で あれ ば 、 十 分 な 関節 の 保持 
力 が 得 ら れ ま す 


円 柱状 の 関節 バー ツ を 作る 


ヒジ や ヒザ 等 の 関節 の デザ イン に 多く 見 られ る 、 円 
柱状 の 関節 パ バーツ を 製作 し ます 。 


16: 円 柱状 関節 
図 の よう な 円 柱状 関 
節 を 5 ミリ 軸 サ イズ で 
製作 し ます 。 ピ ンク の 
部 分 は 先 に 紹介 し た 
関 生 パ バーツ の 軸 を 片 
側 だ け に し て 作り ます 。 


17: 挟 み 込み 側 パ バー ツ の 製作 

プラ バイ プ の 組み 合わ せ と 、 プ ラ 板 で 作っ た し 字 の アー ム の 
部 分 を 接着 し ます 。L 字 の アー ム の 部 分 は 回 転 の 了 共に 力 が 
加わ る の で 、 し っ か り 接 入 し シン チュ ウ 線 で 補強 を 入れ て お き 


ます 。 ア ー ム の 先 に は 横 回 転用 の 5 ミリ 軸 を 半分 に 分 割 し た 
物 を 接 入 し て いま す 


電 


18: 軸 の 接着 
工程 17 で 作っ た パー ツ に 5.5 ミ リ パ イ プ か ら 削 り 出し た 5.12 


ミリ 径 の バイ プ を 接 差 し まし た 。 


7 = ョ zzr ガ 77 27 ヶ ご 
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62: ブラ 製 の カバ ー の 使用 

ネジ が 雷 出 し た まま だ と 見 栄え が 悪い の で 、 取 り 外 し 式 の プラ 
板 箱 組み の カバ ー を 作っ て み ま し た 。 関 節 の ABS 板 の 側面 
に 3 ミリ の 穴 を 開け て お き 、3 ミ リ 径 の プラ 棒 の 軸 を 差し 込ん で 
ハメ る よう に し て あり ます 。 取り 外し が で きる の で 、 完 成 後 の ネ 
ジ の 調整 も 可能 で す 


63: カ バー を 取り 付け た ネジ 式 関節 
プラ 製 の カバ ー を 取り 付け る と この よう な 状態 に な り ま す 


60: ネ ジ 式 
関節 の 完成 
| ネジ 式 の 閲 節 が 完成 
較 し まし た 。 ネ ジ の 締め 
衣 詳 詳 内 合 に よっ て ユル ユ 
詳 較 し の フリ ー 状 態 か ら 
8 半 固 定 ま で 関節 の 保 


持 力 を 調整 する こと 
蘭 | が で きま す 。 大 型 の ロ 
中 M ボ の 関節 や 、 先 問 に 
肖 重 置 の か か る バイ ン 

較 ダー 類 な ど 関 節 の 強 
凍 間 間 放 が 少 要 な 場合 に 便 
田 利 で す 


61: 使 用 例 

ポリ エス テル バテ の 
ムク で 製作 し た 可動 
人 形 の ヒザ 関節 に 組 
み 込ん で み ま し た 。 面 
の 摩擦 に よっ て 渋み 
を 出す の で 、 摩 耗 に よ 
る 「 ヤ レ 」 が 少な い の 
も ネジ 式 の 特徴 で す 


57: ナ ッ ト の 
固定 
側面 の 板 の 穴 に 肌 
間接 着 剤 で ナッ ト を 

固定 し ます 。 


5B: 左 右 の 板 を 
遇 ぐ 


4 ミリ 幅 に 切り 出し た 
ABS 板 で 左右 の 板 を 
つなぎ まし た 


59: 台 バー ツ を 精密 ネジ で 接続 

製作 し た 各 パ バーツ を 組み 合わ せ て 、 精 密 ネ ジ で つなぎ 合わ せ 
ます 。 ネ ジ は 強く 絞め 付け 過ぎ る と 、ABS 板 が 削れ て し まう の 
で 、 適 切な 力 で キュ ッ と 紋 め ま す 


ポリ エス テル リバ パテ の ムク で 作っ た 18 セ ンチ サイ ズ の 可動 人 形 に 各自 作 関 
節 パ バーツ を 組み 込ん で み ま し た 。 全身 が ポリ エス テル パテ の た めか な り の 重 さ 
で す が 、 写 真 の よう な 「 素 立ち ポー ズ 」 は 問題 な く 直立 する こと が で きま す 。 


片 脚 立ち の 蹴 
りや ラン ニン グ 
の ポー ズ も OK! 


重い 武器 も 長 時 間 で な けれ ば 保持 する こと が 可能 で す 。 材 料 や 村 

こ 材料 や 構造 の 工夫 に 
っ て 自重 の 重く な り が ちな スク ラッ チ 作 品 で も 可 動 を 楽し むこ と は 可能 な の 1 
ひ ト ライ し て みて くだ さい 。 プ ラ モ デ ル に 重い 武器 を 持た せ た い 場合 に も 有効 で す 
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52: デ ザイ ン ナ イフ で 押し 切り 
ゲー ジ の 板 の 縁 に デザ イン ナイ フ の 刃 を 添 わせ て 、 押 し 切り を 
し ます 


1 
53: 切 り 出 し た ABS 板 
左側 か ら 、 試 作 の プラ 板 、2 ミ リ ABS 板 か ら 切 り 出し た も の 、1 
ミリ ABS 板 か ら 切 り 出し た 2 枚 で す 。 右 の 2 枚 は ナッ ト を 組み 
込む 凹み を 作る た め 貼 り 合わ せ て 使用 し ます 


54: 可 動 板 の 切り 出し 
外側 の 板 と 同じ よう に 、「48」 の 試作 か ら 外側 の 板 で 挟む 方 


の パー ツ も 切り 出し まし た 


り 


55B: 接着 し て か ら 形 状 出し 
4 ミリ の 厚み に する た め 、2 ミ リ の 板 か ら 切 り 出し た パー ツ を 、 さ 
ら 5 に に 2 ミリ の 板 に 接着 し て 、 不 要 部 分 を ニッ パー で 切り 落と 
し 、 ナ イフ ・ ヤ スリ で 形状 を 整え ます 


56: 加 工 し た パー ツ 
外側 の 板 で 挟む パー ツ が 完成 し まし た 


= ポニ ガ c79 が 7A、 4 =Z ガ 277 47 ヶ 


ア 


ぎ / 


47: 精 空 ネジ 

ホー ムセン ター の ネジ 類 の コー ナー 等 で 売ら れ て いる 精密 ネ 
ジ で す 。 1.3ー2 ミ リ く らい の 太 さ の も の が 各 メ ー カ ー か ら 販 売 
され て いま す 。 ナ ッ ト が セッ ト の も の や 別売 り 、 様 々 な 長 さ の も 
の が セッ ト に な っ て いる な ど が ある の で 、 必 要 に 応じ て 選び ま 


48: 試 作 の 製作 
プラ 板 と プラ 棒 を 使っ て 二 重 関節 パー ツ の 試作 を 製作 し まし 
た 。 輸 位置 や 各部 位 の 干渉 等 を 考慮 し て 構造 を 決定 し ます 


49: 試 作 を ゲー ジ に し て ABS 板 の 切り 出し 1 
試作 し た プラ 板 を ABS 板 に 腸 間接 落 剤 で 点 付け し て 重ね 切 
り を し ます 


50: 試作 を ゲー ジ に し て ABS 板 の 切り 出し 2 
1 ミリ 以下 の ABS 板 の 場合 は 普通 の プラ 板 の よ うに カッ タ 
ー で 切り 込み を 入れ て 折り 切り を する こと が で きま す 。 スチ ロ 
ー ル 板 の 場合 より も や や 深め に 切り 込み を 入れ て お く と きれ 
い に カ ッ ト す る こと が で きま す 


51 : 厚 み の ある ABS 板 の 場合 の カッ ト 

1 5 ミリ 以上 の 厚み の ある ABS 板 は 切り 込み を 入れ て 折り 
曲げ て も きれ い に 切 り 出 すこ と が 離し い の で ニッ パー で 必要 
な サイ ズ よ り も 少し 大 きく 切り 出し て 


43: 半 球 
合わ せ 式 の 
使用 例 

半球 合わ せ 式 の 球 

関節 は 、 そ の まま 使用 

する と 動か し て いる う 

ち に 半球 同士 が 離れ 

て し まう こと が ある た 

め 、 写 真 の よう な パー 

ツ に 球 の 一 部 を 埋め 

症 較 込ん で 使う 場合 な ど 

較 に 向い て いま す 


44: 名 球体 関節 を 組み 合わ せ 例 
半球 ドー ム や 「 プ ラサ ポ 」 、ABS パ イプ 等 を 組み 合わ せ て 作っ 
た 自作 球 関節 の 使用 例 で す 。 肩 が 切り 欠き 式 、 ヒ ジ が 挟み 込 
み 式 、 手 首 が 半球 合わ せ 式 で す 。 軸 等 が イン ジェ クシ ョ ン で 
ー 体 成形 され た 玩具 等 の 関節 より は 弱い の で 、 ガ シ ガ シ 動か 
し て 遊ぶ 、 と いう よう な 用 途 に は 不向き で す が 、 写 真 の よう に 
ムク の ポリ エス テル パテ 製 の 重い 手持 ち 武器 を 持た せ て も ポ 
ー ズ が 取れ る 程度 の 保持 力 が あり ます 


ネジ 式 関節 


精密 ネジ と ABS 板 を 使っ た 関節 の 作り 方 を 紹介 し 
ます 。 


45: ネ シ 式 
関節 の 構造 
ロ 通常 の 還 回 転 関節 
に ご コ 間 の 場合 「 軸 棒 と 穴 ] 
4 所 語 隊 | の 摩擦 で 関節 強度 を 
得 ます が 、 ネ ジ 式 関 
3 節 の 場合 は 、 図 の よ 
: ェ ー マ ュー 、 
5 | け て 、 板 の 面 と 面 に 
摩 折 に よる 抵抗 を 生 
むこ と で 関節 強度 を 
| 得る 構造 で す 


46:ABS 樹 脂 製 の 板 
ネジ 式 関節 を 作る 場合 通常 の スチ ロー ル 樹 脂 製 の ブラ 板 
より も 樹脂 に や や 弾力 や 粘り の あり 、 摩 擦 に よる 摩 衝 に 強い 
ABS 樹 脂 製 の 板 が 適し て いま す 写真 は グレ ー が プラ スト ラ 
クト 製 、 ア イボ リー が 東急 ハン ズ 等 で バラ で 販売 され て いる も 
の で 0.5 一 3 ミリ くら いま で 様々 な 厚み の も の が あり ます 
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17: 加 工 し た 足首 アー マー バー ツ 

試作 を 複製 し た ポリ エス テル パテ の パー ツ を 形状 を 整え 
ディ テー ル を 彫り 込ん で 足首 アー マー の 完成 で す 。 正面 の < 
ぽ み (イン テー ク ?) は 、 段 落ち 部 分 の 削り 出し や 完成 後 の 浴 
装 が 難し そう だ っ た の で 、 思 い 切 っ て 別 パ ー ツ と し て 裏側 か : 
は め る パー ツ 橋 成 に し まし た 


ら 81: スリ ッ ト の 製作 1 

工程 19 の 図解 の よう に 各 サ イズ を プラ 材 を 並べ て 接 秒 し ま 
す 。 ポ リプ ロビ レン の 板 の 上 に 置い て 端 か ら 流し 込み 接 落 剤 
を 流し 込み 、 乾 燥 後に パリ っ と 剥が し まし た 


ーー ミネ ーー ニテ ーー ゥ ェ ュ ュ ヂ ヌ ヶ クジ ヶ cg ョ イコ ポ 


ら @2@: ス リッ ト の 製作 2 


完成 し た 胸 イ ン テ ー ク 正面 の スリ ッ ト の パー ツ で す 


18: 複 製 し た 足首 アー マー 
レジ ン で 複製 し て 、 左 右 を 揃え て 完成 で す 。 イ ン テ ー ク 部 分 に 
グレ ー の レジ ン で 抜い た パー ツ を は め て み ま し た 


胸部 の 形状 修整 


HGUC「 ジ ムコ マン ド 」 の 胸 パ ー ツ を 改造 し て アク 
アジ ム の 胸部 を 製作 し ます 。 


23: ス リッ トバ パー ツ を 

胸部 バー ツ に 埋め 込む ……? 
完成 し た スリ ッ ト パ ー ツ を 埋め 込ん で みて か ら 気 付い た の で す 
が 、 脚 の イン テー ク 部 分 の 面 構成 が ジム コマ ンド と アク アジ ム 
で は 違う よう で す と いう こと で 、 工 程 22 か ら も う 一 度 や り 
直し ます ( 涙 


18: ペ ー ス と な る ジム コマ ンド の パー ツ 
基本 的 な デザ イン は HGUC「 ジ ムコ マン ド | の 形状 を 活か し 、 テ 
ィ テ ー ル を 追加 し て アク アジ ム の デザ イン を 再現 し て いき ます 


レ 


24: ス リッ トバ パー ツ を 
有 部 パー ツ に 埋め 込む (本 番 ) 


と いう こと で 、 ス リッ ト パ ー ツ を 作り 直し て 接 藩 し まし た 


@0: 胸 イン テー ク の スリ ッ ト の 図解 

脳 イン テー ク の 正面 の スリ ト は 、 プ ラ 材 の 組み 合わ せ で 作っ 
て 肢 パ ー ツ に 埋め 込む こと に し まし た 図 の よう に 高 さ 、 幅 の 
異な る プラ 材 を 交互 に 組み 合わ せ て 段差 を 表現 し ます 


| 

1 

| 

ら 5: コク ピッ トブ ロッ ク の 製作 
コク ピッ トブ ロ ク は エポキシ パテ で 製作 し ます 仕上 げ や すく 
する た め 、 別 パー ツ で 作る の で パ バテ を 盛り 付け る 面 に ワ セ リ 
ン を 筆 で 塗り ます 
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18@: 粘 土 シ リコ ー ン で 型 取り 
粘土 シリ コ - 真 の も の は 歯科 医療 用 の 「 オ ー マ ラ ボ |) の 
剤 と 硬化 剤 を 混ぜ 合わ せ て 、 キ ッ ト パ ー ツ ご と クレ イ で 作っ た 
試作 に 盛り 付け て [ギュ に 


1 Pa 


13: 型 取り 完了 
粘土 シリ コー ン の オー マラ ボ の 場合 、15 分 程度 で 硬化 する 
で“、 硬 化 後に 原型 か ら 外し 、 シ リコ ー ン 型 の 完成 で す 


14: 型 に ポリ エス テル パテ を 流し 込む 
ポリ エス テル バテ を スチ レン モノ マー で 粘度 を 低く し て 、 ヘ ラ で 
型 に 流し 込み 休 化 後に 外し ます 


15: 複 製 完了 

写真 右側 が ポリ エス テル パテ に 置換 し た パー ツ で す 。 ス ネ パ 
ー ツ の 一 部 と 、 ク レイ で 作っ た 足首 アー マー 部 分 が し っ か り と 
複製 で きま し た 。 思 いつ き で の 作業 変更 で し た が 、 う まく いっ て 
ー 安 心 で す 


16: 粘 土 シ リコ ー ン の 代わ り に 
粘土 シリ コー ン の 代わ り に 、 写 真 の 「 お ゆま る 」 で も 同様 の 加 
工 が で きま す 。 文 具 店 な ど で 100 円 程度 で 購入 が 可能 で す 。 


と 押し 付け て 型 取 り し ます 。 


08: フ クラ ハギ の ボリ ュー ム ア ッ プ 1 
設定 画 と キッ ト を 比較 する と 、 ス ネ パ ー ツ の フク ラ ハ ギ に 上 下 
の 長 さ が か な り 違 うこ と に 気づい た の で 、 腕 と 同じ く ヒ ー ト ペン 
で ラン ナー を 溶かし て 盛り 付け て 修整 し まし た 


09: フ クラ ハギ の ボリ ュー ム ア ッ プ 2 
右側 が キッ ト 、 左 側が 修整 後 の 形 状 で す 。 ア クア ジム の デザ 
イン で 特徴 的 な 、 ス ネ の 後ろ 側 の スラ スタ ー パ ー ツ の 形状 
関連 し て くる 部 分 な の で 、 絵 の ライ ン を 慎重 に 読み 取り な が 5 
作業 を 進め まし た 


足 省 の アー マー の 製作 
イン ダス トリ アル クレ イ の 形状 試作 を 活か し て 足首 
アー マー を 作り ます 。 


革 の 


10: 足 首 ア ー マ ー の 形状 試作 1 

独特 な 形状 の 足首 アー マー は 、 形 状 を 把握 する た め に 、 キ 
ト の パー ツ に イン ダス トリ アル クレ イ を 直接 盛り 付け て 、 形 状 
試作 を 製作 し ます 


11: 足 首 ア ー マ ー の 形状 試作 2 

司 り 付け た クレ イ か ら ア ー マ ー の 形状 を 削り 出し まし た 。 試作 
を 参考 に 採寸 を し て プラ 板 で 製作 する 予定 で し た が 、 な か な 
か よい 形状 試作 が で きた の で 、 そ の まま 活か し て ポリ エス テル 
パテ に 置換 する こと に し まし た 


04: ヒ ー ト ペン に よる 盛り 付け 


ュー アグ 2 


同色 の ラン ナー を 溶かし て 、HGUC「 ジ ム 」 の ヒジ 関節 周り に 
盛り 付け まし た 


05: し っ か り と 溶着 させ る 

演 の し た ラン ナー の 樹脂 を キッ トバ パー ツ の 表面 に 載せ る だ け 
で は すぐ に 剥が れ て し まう の で 、 盛 り 付け と 同時 に 、 キ ッ ト の 表 
面 も 溶かし 、 し っ か り と 溶着 し て 一 体 化 させ ます 


06: 仕上 げ の 
同色 の 同乗 材 な の で 切削 や 仕上 げ 作業 が 楽に 行え ます 
この 後 の ちょ っ と し た 傷 の 修整 な ど は 、 作 業 効率 を 考え 瞬間 
接着 パテ を 使用 し まし た 


07: 脱 本 体 の 完成 
ヒジ 関節 周り の 処理 が 終 
了 し まし た 。 手 首 側 の 色 の 
異な る 部 分 は 別 パ ー ツ と し 
複製 で 左右 の 腕 を 揃え る 
こと に し ます 


「/ ン 7 ルル 7 


アク アジ ム 編 


ハー モニ ー・ オ ブ ・ ガ ンダ ム に て リフ ァ 
イン 画 が 起こ され 「 機 動 戦士 ガン ダ 
ム UC」 に る も 登場 し た 、 ジ ム の 水中 用 
バリ エー ショ ン 機 「 ア クア ジム 」 を 
HGUC「 ジ ムコ マン ド 」 か ら の 改造 で 
製作 し ます 。 


01: 仮 組み を し て 検討 
HGUC 「 ジ ムコ マン ド 」 を ベー ス に アク アジ ム を 製作 し ます 。 ジ ムコ マン 
ド 、 ア クア ジム の 設定 画 と 組み 立て た キッ ト を 比較 し て キッ ト を 活か す 部 
分 と 、 キ ッ ト か ら 改 造 する 部 分 、 新 規 に 作り 起こ す 部 位 を 検証 し ます 
設定 画 を キッ ト と 同 サイ ズ に コピ ー し て お く と 、 各 パー ツ の サイ ズ 感 が つ 
か みや すく て 便利 で す 


腕 、 ス ネ の 形状 変更 


腕 は 設定 画 に 形状 の 近い HGUC「 ジ ム 」 か ら 流 用 
し て ヒジ 部 分 を 改造 。 ス ネ は フク ラ ハ ギ の 部 分 を ボ 
リュ ー ム アッ プ し ます 。 


0g: 腕 の 仮 組み 

「 ジ ムコ マン ド 」 の 本 体 に 
HGUC 「 ジ ム 」 の 腕 を 取り 
付け て 、 バ パラ ンス の 確認 と 
修整 部 分 の 検証 を し ます 。 
アク アジ ム は ヒジ 関節 の 
丸 パ ー ツ が 付い て いな い 
デザ イン な の で 、 こ の 部 分 
を ヒー トペ ベン を 使っ て 形状 
修整 する こと に し まし た 


03: ヒ ー ト ベン 

十和田 技研 の ヒー トペ ン で す 。 ポ リス チレ ン な ど 熱 を 加え る と 
軟らか く な る 鈴 可 台 性 樹脂 を 、 銘 し た コテ で 溶かし 、 同 一 径 材 
で の 盛り 付け 加工 等 が で きる 電気 工具 で す 。 
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し コー ニノ ッ ニ < / と ー ] 


Ts 


や s ml 


49: 図 解 

3 つの 型 枠 を 利用 し 、 順 番 に ブロ ッ ク を 組み 合わ せ て 、 苑 型 
処理 を し て か ら ポ リエ ステ ル パ テ を 流し 込む こと で 3 層 の 分 害 
パー ツ を 製作 し ます 。 一 番 上 の 面 か ら ブ ロッ ク を 作っ て いく の 
で 、 図 で は 上 下 が 逆さ ま の 状態 で 描か れ て いま す 


50: 一 段 目 の ブ ロッ ク の 流し 込み 
ー 番 薄い 型 柏 に ポリ エス テル バテ を 流し 込み ます 。 型 枠 の 内 
側 の エッ ジ に し っ か り と ポリ エス テル バテ が 流れ る よう に スチ 


レン モノ マー を 混ぜ て 、 結 度 を 下げ 流動 性 を よく し て いま す 


52: 型 枠 を 外す 


パテ が 硬化 し た ら 型 枠 の プラ 板 を 外し ます 


53: 二 段 目 の 製作 

最初 に 作っ た ポリ エス テル パテ の ブロ ク に ダボ 用 の 穴 を 開 
け て 、2 段 目 の 型 枠 に セッ ト し ます 。 格段 の 分 割 の た め 表面 
に は ワセリン を 塗っ て お きま す 
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44: 片面 型 で 榎 製 
各 バー ツ を 片面 型 で 複製 し まし た 。 (片面 型 の 詳細 は 136 


ー ジ へ 


45: 複 製 し た バー ツ を 組み 合わ せる 
上 面 型 で 複製 し た パー ツ を 写真 の よう に 組み 合わ せ て 、 肩 ア 


ー マ ー の パー ツ 


) 前 後面 を 製作 し まし た 。 写真 左側 か と ラフ 
の 状態 、 上 下 の 各 パー ツ を 接 六 、 上 下 の ブ ロッ ク を 接 藩 と 


う 工 程 で す 


46: 組 み 上 が っ た 肩 ア ー マ ー バ ー ツ 
前 後 の 面 を つなぐ 、 上 面 、 側 面 を プラ 板 で 製作 し 、 側 面 に 付 


を プラ 板 と パテ で 作り 組み 合わ せれ ば 、 詳 アー マー の 


完成 で す 


47: 複 製 し た 肩 ノ アー マー パー ツ 

ライ トペ ー ジ ュ と グレ ー の レジ ン で 複製 し た パー ツ を 組み 立て 
て み ま し た 。 台形 の ディ テー ル も ピッ タリ と 凹み に 収まっ て いま 
す 。 こ の 後 の 塗 装 作業 で は マス キン グ い ら ず で 楽に 作業 を 行 


こと が で きま し た 


バッ ク バ ッ ク を 製作 する 
色分け や ディ テー ル を 考慮 し 、3 ブ ロッ ク の ボリ バ 
テ の 組み 合わ せ で パッ ク バッ ク を 製作 し ます 。 


48: 型 枠 
ポリ エス テル バテ を 流す プラ 板 製 の 型 枠 を 3 つ 用 意 し まし た 


39: シリ コー ン バ リ ア の 吹き 付け 
# バ 制作 7 い ! コー ン バ リ アー」 を エア ブラ 


41: レ ジン の 流し 込み 


離 弄 剤 を 吹き 付け た 凸 型 に レジ ン を 流し 込み ます 


4g: 型 か ら 外す 
謝 し 込ん 7 が 硬化 し た ら 凸 型 か ら 外し て 台形 の 凹 ディ 
い に 変 換 さ れ て いま す 


1 し ン 


43: ディ テー ル を 揃え る 

凸 デ ィ テ ー ル は 板 か ら 取り 外し 、 再 度 原型 と し て 使用 し ます 
下 側 の フィ ン 上 の ディ テー ル の 入る ブロ ク は プラ 板 で 製作 
し まし た 精度 の 出し や すい エバ ー グ リー ン の プラ 材 の 組み 合 
わせ で す 左側 の バー ツ に 右側 の 小さ な パー ツ を 組み 込ん 
使用 する 分 割 構成 で す 


肩 アー マー の 製作 
了 輔 な 形状 の 肩 アー マー を ディ テー ルフ ロッ ク の 
組み 合わ せ で 製作 し ます 。 


35: 形 状 & バ ラン ス 検 討 用 の クレ イ 試 作 
HGUC「 ジ ムコ マン ド 」 の 肩 部 分 に 、 ク レイ で 製作 し た 試作 
を 取り 付け て パラ ん な と 
場合 は 図面 や 立体 試作 を 作 
ぇ ます 。 特 徴 的 な キノ コ 形 の ディ テー ル も プラ 板 で 製 1 

光り 当 て て サイ ズ 感 を 確認 し て # きま す 


36: 製 仙 す る ディ テー ル の 入っ た 面 


\ 定 画 の 赤い ライ ン で 示し た 部 分 か ら 製作 し て いき ます 


37: は め 込み 式 デ ィ テ ー ル の 「 凸 型 」 製 作 


工程 36 の 設定 画 の 画像 で 示し た 面 を プラ 板 で 切り 出し て 台 


の ディ テー ル を 接着 し 、 周 り に レジ ン 流 し 込み 用 の 枠 を 作 ! 


形 
ます 
よき 


38:Mr. シ リコ ー ン バリ ァ ー 
イソ コー ン 同 士 の 離 型 や ウェ ザ リン グ 塗 装 に 多く 用 いら れる 
7 ン バ パリ アー」 で す が 、 パ ッ ケ ー ジ に 「 多 目的 区 型 剤 


と 記さ れ て いる よぅ ( プラ と 暫 
に 、 ブ ラ 板 と レジ ン な どの 難 型 に も 使 
用 する こと が で きま す ン ン 、 パ テ な どの 離 型 に も 使 


30: スネ の 後部 の ライ ン を 型 ど る 3? 
パテ が 硬化 し た ら ス ネ パ ー ツ か ら 外 し ます 。 フ クラ ハギ か ら 裾 の 
部 分 に つなが る スネ の 後部 の 面 が し っ か り と 型 取 り で きま し た 


31: ブ ラ 板 に 転写 する 

エポキシ パテ の 片面 を 必要 な 位置 で 平面 に 削り 込ん で 、 転 

写 用 の ゲー ジ と し て 使用 し ます 。 プラ 板 に 朋 間 接 落 剤 で 点 止 
て 、 ケ ガキ 針 で ライ ン を 転写 し まし た 


ン が し っ か り と 転写 で き て いる か どう か 、 パ ー 


この よう に 隙 間 な く ラ イン 取り が で きま 


33: 箱 組み 用 の バー ツ の 切り 出し 
工程 32 の プラ 板 を ゲー ジ と し て 、 ス ラス ター の 側面 の 形状 を 
天 め て プラ 板 を 切り 出し まし た スラ スタ ー の 人 穴 の 部 分 は パ キ 
フォー ム で 製作 (キュ ー ム フォ ー ム に 使っ た 原型 を 
し て フィ ン 状 の パー ツ を 作っ て いま す 28 ペ ー 
ら の 記事 を 参照 


34: 組 み を し て 完成 
揃え た パー ツ を 組み 立て て 
四 特徴 的 な スネ 後部 の スラ 
スタ ー パ バーツ が 完成 し まし 
た 。 ス ネ と の フィ ッ ト 感 も 良 


好 で す 


26: エ ボキ シバ テ の 情 り 付け 
削り 出し 後 の 形状 を 意識 し な が ら 、 二 回 りほ ど 大 き な 形 に な る 
よう に エポキシ パテ を 押し 付け る よう に 盛り 付け ます 


@7: 外 し て 削り 出し 
パテ が 硬化 し た ら 胸 バ パー ツ か ら 外 し て 、 ナ イフ ・ ヤ スリ 等 で 形 を 
整え ます 。 こ うい っ た 正面 に 位置 し 、 エ ッ ジ に 水平 の 平行 線 が 
精度 の 良し 悪し が 目立つ の で 、 特 に 慎重 に 面 と 
ェ ッ ジ を 出し て いま す 。 円 形状 や 水平 、 垂 直 、 平 行 な ど は 誰が 
見 て も 歪み に 気付 きやすい の で 、 こ れ ら の 部 分 を し っ か り と 押 
さえ て お く < と. 造形 の 印象 が か な り 変わ っ て きま す 


守 - 
28: 胸 バー ツ の 基本 形状 の 完成 
イン テー ク 下 に 角 ス ラス ター が 未 装着 で す が 胸 前 面 の 左右 
の ブロ ッ ク も コク ピッ ト 部 と 同じ よう に エポキシ パテ か ら 製作 し 
て 基本 形状 の 完成 で す 


スネ 後部 の スラ スタ ー の 製作 


スネ 後部 の スラ スタ ー を プラ 板 で 造形 し ます 。 
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29: スネ の 後部 の ライ ン を 型 取る 1 
胸 部 の コク ピッ ト プ ブロ ク と 同じ よう に ワセリン で の 苑 型 処理 
と エポキシ パテ の 盛り 付け を 行っ て スネ 後部 の ライ ン を 「 型 
取り ] し ます 


ヾ 


コマ ン 
す 部 
ます 


が つ 


フ 8: 頭 部 バー ツ の 完成 
各 パ ー ツ を 組み 込み スジ 彫り を 施し て 、 頭 部 パー ツ の 完成 で す 


各部 位 の 製作 まとめ 
1 サイ ドス カー ト や ヒザ の ディ テー ル な ど 、 各 部 を ま と 
め て 解説 し ます 。 


79: サ イド スカ ー ト の 改造 
写真 の よう に HGUC ジ ムコ マン ド の パー ツ を 加工 し て 製作 し 
て いま す 

gz ドッ 

簡 c | ] 
B0: ス ネ の ディ テー ル 
スネ の ディ テー ル は 1 セッ ト 作 ! 片面 型 で 複製 し て 数 を 揃え 
まし た 


81: 埋 め 込み 
パー ツ を 切り 欠い 


| げ て いま す 


(レジ ン パ ー ツ を 埋め 込み 、 接 着 後 に 仕上 
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ず 


フ 3: ゴー グル の レン ズ 部 分 の 製作 1 
レン ズ 部 分 は 透明 レジ ン に する た め 原 型 を 製作 し ます 。 真人 
か ら ワ セリ ン を 塗っ て 、 離 型 処理 を し て 、 エ ポキ シバ パテ を 詰 \ 
込み ヘラ な ど で 形 を 整え ます 


68: アゴ の 穴 を 埋め る 
間 接 閉 パテ で 裏側 か ら ア ゴ の 穴 を 埋め て いま す 。 調 基 硬 化 
を DPr 表 付け な が と: | 量 す 盛り 付け る と 硬化 ムラ が 


大 イ スー レナ き キ ます 


74: ゴ ー グ ル の レン ズ 部 分 の 製作 2 


仕上 げた 原型 を 頭 部 に は め て 確認 し ます 


75: ゴ ー グ ル の レン ズ 部 分 の 製作 3 
原型 を 片面 型 で 複製 し ます 。 ク レイ で か さ 上 げ を し て プラ 板 の 
枠 で 囲み 、 シ リコ ー ン を 流し ます 


76: ゴ ー グ ル の レン ズ 部 分 の 製作 4 
複製 し た 透明 レジ ン の ゴー グル パーツ で す 裏面 は 削り 込ん 
で 使 用 し ます 


フ 77: チ ュー ブ バ ーッ 
口元 か ら 左 右 の 耳 辺 り まで 伸 
プラ 棒 の 湯煎 に よる ポリ エス 
工 で 製作 し まし た (24 ペ 
付け 根 の スジ 彫り は 14 
ナチ 改造 し た パイ プ カ ター で 行っ 


びる チュ ー ブ バ ーッ は 、 1 5 ミリ 
テル バテ 弄 枠 を 使っ て 曲げ 加 
ー ジ か ら の 解説 を 参照 )。 チ ュー ブ の 


ペー ン か ら の 記事 で 紹介 し て いる 、 プ 


て いま す 


股間 接 テ を 盛り 付け て 、 顔 の 正面 の ブロ ッ ク を 削り 出し 
側 頭 部 の ユ は 、 同 じ カト キ メ 氏 デザ イン の ジム 
x を 参考 ます 


フ 70: 耳 、 口 、 メ イン カメ ラ 
耳 は 6.3 ミ リ の プラ スト ラク ト の プラ 棒 を 電気 ドリ ル で 旋盤 加 
上 し 、 薄 く < 切り 落と し た も の (72 ジ か ら の 記事 を 参照 )。 品 
ーー ケリ ング の マウ スト ス を 呼 えて いる よう な 形状 
を 音 識 し て 、2 ミ リ 塩 【 イプ を 穴 を 開け て 差し 込ん で し 


フ 1: ゴ ー グ ル 部 分 の 製作 

出っ張っ た ゴー グル の 枠 は 、 瞬 間接 落 剤 を 混ぜ 合わ せ た ポ リ 
ェ ス テル パテ を 爪楊枝 の 先 で 塗る よう に し て 慎重 に 盛り 付け 
て 形 を 出し 、 硬 化 後に ヤス リ な ど で 仕上 げ て いま す 


プ @: 頭 部 の 基本 形状 の 完成 4 
頭 部 の 基本 的 な 形状 が で き あがり まし た 。 ディ テー ル の 恋 
で か な り 印 象 が 変化 し まし た 


B4: デ ィ テ ー ル の 追加 
ぇ ジ 彫 り を 加え 、 中 央 の ブ ク や ヤ フ 
SN 


65: 複 製 し て 完成 
左右 の ブロ ッ ク を 複製 し て 揃え て 完成 で す 。 エ ッ ジ の 線 の 省 
も あり 形状 の カン ダ 


頭 部 の 製作 


水中 用 MS らし い 、 潜 水 用 の ゴー グル を 付け た よう 
な デザ イン が 印象 的 な 頭 部 も 「 ジ ムコ マン ド 」 の キ 
ッ ト を 改造 し て 製作 し て いま す 。 


B6:HGUC「 ジ ムコ マン ド 」 頭 部 

HGUC「 ジ ムコ マン ド 」 の キッ ト を 組ん だ 状態 で す 。 ア ゴ バ パー 
で す 。 設 定 画 と 比較 する と 、 か な ! 
形状 が 異な る よう に も 見 えま す が 、 サ イズ の 変更 な どの 大 措 
か りな 改造 は 必要 な し と 判断 。 面 の 修整 と ディ テー ル の 変更 
で 作る こと に し ます 


67: バ ルカ ン 砲 の 穴 を 埋め る 

民間 接 落 パテ (写真 で どこ を 改造 し た か わか りや すい よう に 
「Mr.SSP」 の パウ ダー、 [シア ノン DW」 に 「 黒 い 瞬 間接 着 
剤 を 混ぜ 合わ せ て グレ ー に し て いま す ) を 盛り 付け て 、 バ ルカ 
ン 砲 の 周囲 の 穴 を 埋め ます 。 つ いで に エラ の 辺り も ポリ ュー 
ム ア ッ プ し まし た 


「 一 / ッ ニノ =/=/〆 ア ゲー/ 


チマ キメ エー アガ ガリ 7 ルル 7 


59: 削 り 出し 加工 1 


54: ポリ エス テル パテ を 流し 込む 
3 つの ブロ ッ ク を 組み 合わ せ た 状 態 で 、 削 り 出 し て いき ます テル / 


2 段 目 も 一 段 目 と 同じ よう に ポリ エス テル パテ を 流し 込ん で 、 オ 
リプ ロ ピ レン 板 の フ タ を し て 硬化 さ 


・ 削 し 2 
ca 55: セッ ト を する ブロ ッ ク の 加工 
KC ク バ ッ ク 側 面 の 分 割 ライ ン を 再現 する た め 、2 段 目 の ブ ロ 
ク の 端 を 写真 の よう に 斜め に 削り 込み ます 


61: 削 り 出し 加工 3 
上 部 の 半 円 形 の 部 分 は 1 1 ペー シン の 端 を 半 円 に 切り 出し た 
プラ 板 を 当て て 、 削 り 出し の 際 の ガイ ド に し て いま 


56: ボ リエ ステ ル バ テ の 流し 込み 
3 段 目 の 型 枠 に 1、2 段 目 の ブ ロッ ク を セッ ト し て 、 ワ セリ ン で 苑 
型 処 理 を し て か ら ポ リエ スル バテ を 流し 込み ます 


B2: 追加 で ボリ エス テル バテ を 大 り 付け る 
本 体 の お お よそ の 形状 が 確定 し た ら 、 苑 型 処理 を し て ポリ エ 
ステ ル パ テ を 盛り 付け 、 各 部 位 を 追加 し て いき ます 


w レー 
63: バッ ク バ パッ ク の 片側 の ブロ ッ ク の 完成 
スラ スタ ー 部 分 、 上 部 の 中 央 プロ ク を 削 ! 出し て 基本 構成 
の 完成 で す 。3 段 に 分 割 し た 各 ラ イ - は パネ ル ラ イン や 色 分 
け の ライ ン と し て の まま 活か し ます 


58: ボ リエ ステ ル パ テ ブロ ッ ク の 完成 2 


この よう に 分 割 さ れ て いま す 
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ハン ドア ンカ ー の 製作 
左右 の 腕 に 装着 する ハン ドア ンカ ー を 製作 し ます 
2 一 3 ミリ 幅 の 極小 プラ 板 ブロ ッ ク 箱 組み に よる 工 
作 で す 。 


86: 複 製 し て ハン ドア ンカ ー の 完成 B4: 製 作 し た 名 ブロ ッ ク 


本 体 と 左右 の アー ム を 複製 し て 完成 プラ 板 、 角 棒 、 プ ラサ ポ 、 プ ラバ イプ な ど を 組み 合わ せ て 、 接 
ア ょ 小 バ 芳 、 切 削 仕上 げ を 行い 各 パ ー ツ の 完成 で す 


ー ム は と 関節 の 付加 が 小さ いた め 、1 の 軸 と 
へ で 接続 し て いま す が 、 収 縮 と 磨耗 で 繧 み が 出 て し まっ た の 


生生 Pa 剤 を 沙 介 きつ め に 調整 し て いま す 
1/144 scale plastic kit で 、 穴 側 に 眼 間 接 落 ー 


High Grade UNIVERSAL CENTURY" 
RGM-79C GM COMMAND conversion 
modeled by Mitsuaki Misaki 


9 > 
2g: 設定 画 を 基準 に ブラ 板 を 切り 出し 

ハン ドア ンカ ー は 正面 に 近い 設定 画 が あっ た の で 、 必 要 な サ 
イズ に 縮小 コピ ビー を し て 採寸 し 、 図 面 代わ り に 使い まし た 。 そ 
の パー ツ の 特徴 的 な 形状 を 切り 出し 、 エ バー グリ ー ン の 角材 
を 挟ん で ブロ ッ ク 杖 に し て 形状 出し を し ます 


バン ダイ 1/144 ス ケー ル ブ プラスチック キット 
“ハイ グレ ー ド ユニ バー サル セン チュ リー" 
RGM-79G ジム コマ ンド 改造 


ト - イス 
製作 岬 光 彰 
様々 な 技法 と マテ リア ル を 駆使 し て 完成 させ た アク アジ ム 、 浴 装 は 


チッ ピン グ な どの ウェ ザ リ ン グ を 施し リア リティ ー を 追求 し た 。 携行 
武装 は また 次 の 機会 に …… 


B3: エ バー グリ ー ン プラ 材 の 活用 


届 さ な 異 型 ブ ロッ ク 形 状 の バー ツ は 側面 形状 を プラ 板 か ら 切 


85: 組み 合わ せ て みる り 出 し 、 エ バー グリ ー ン の 太め の 角 棒 を 挟み 込ん で 作る と 、 比 
製作 し た 各 ブ ロッ ク を 組み 合わ せ て み ま し た 較 的 に 直角 が 楽に 出せ ます 


01 : 頭 部 は HGUC「 ジ ムコ マン ト 」 
の 後頭 部 を ペー ス に ゴー グル 部 分 
な ど を 新造 。 バ イザ ー は パ キ ュ ー ム 


ー は プラ 板 の 箱 組み な ど 複 雑 な パ 
ー ツ 構成 で 形成 され て いる 
0 : レ ジン 板 と ポリ パー ツ で 作っ た 
ハン ド ・ ア ンカ ー は 設定 通り に 展開 
03: ビ ー ム ・ サ ー ベ ル は キッ ト の も 
の を 使用 し た 


傍 中 写真 一 正面 


136 ペ ベー HGUC キット ペー ス で す が 、 新 規 パ ー ツ の 製作 や ディ テー ル の 追加 で か な り の 


遂 中 写真 後姿 交 中 写真 一 側面 


バッ ク バッ ク は レジ ン 製 で か な り 重 めで す が 、 こ の サイ ズ な ら ば ヒザ や 足首 各部 の 複数 必要 な パー ツ は 複製 し て 揃え て いま す 作業 量 に な り まし た 。 肩 アー マー や 各部 の フィ ン 、 ス ラス ター に よっ て か な り シ ル 
に 関節 も 重 さ に 耐え られ る よう で す ジー 記事 を 参照 2 So 


エッ ト が 変化 し て いま す 
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し 1 


@1: 胸 の イン テー ク の 穴 の 削り 出し 
乃 の イン テー ク の 穴 は 、 左 右 の 形状 を 撃 え る た め に 削り 込む 
マジ ッ ク ペン で 色 を 塗っ て 、 緑 の 幅 を 確認 し な が ら 慎 重 


ら @: 腰 部 、 腹 部 の 型 枠 
歴 も 胸 部 と 同じ よう に 
成形 を 行い まし た 
上 下 の 面 を 作 


スタ イロ フ 


な いで いま す 


フ ブ な し 


@: 型 枠 に 流し 終え た 状態 
写真 の 状態 で 硬化 を させ て いま す 


84: 型 枠 を 外し て 削り 出し 
大 ま か な 面 構成 を 型 枠 へ の 流し 込み 
し て 腰 の 上 部 の 斜め に カッ ト さ れ た 面 を 削り 出し て 仁 


で 作り 、 そ の 面 を 基準 に 
上 げ ま す 
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13: 図 解 
で きる だ け 一 方 通行 


で 流し て あげ る と 、 空 図 の よう に 型 枠 か ら 伸 
気 が うま く 抜け て くれ ば し た 軸 で スタ イヒ 
ます ォ ー ム を 固定 し て 、 そ の 


周り に ポリ パテ を 流 【 
込み ます 。 固 定 用 の 
軸 に は 80 / の 解 
説 に ある 
使用 し 、 流 し 込ん だ 後 
に は 一 体 化 し ます 


09: ス タイ ロフ ォ ー ム の コー ティ ング 1 
スタ イロ フォ ー ム は 溶 斉 自 接 オ テ を 盛り 付け る と 


17: 型 枠 で 成形 し た パテ ブロ ッ ク (前 後 ) 


設定 画 の 胴 体 の アウ トラ イン を 基 に 作っ た 型 枠 の 形状 に ボ 内 け て し まう た め 、 エ ポキ シ 接 落 剤 で 表面 を コー ティ 


き あ が り ま し た 。 ポ リバ パテ 棒 が 流し 込ん た 使い ます 。 木 エボ ンド で も ある 程度 効果 が あり ます 。 「 中 子 
/、 プ ラ 析 に 入れ た 中 心 線 や 肩 関 で は 単純 に 芯 と し て ポ テ を 盛り 付け て 使う 場合 に も 
と 再現 され 有効 で す 


14: フタ を する 
リタ の 裏側 に も パテ を 盛っ て 、 押 し 付け る よう に し て し っ か り と 
タ を し て 硬化 させ ます 


10: ス タイ ロフ ォ ー ム の コー ティ ング 2 
ラ な ど で 剛 り 込む よう に 表面 に 塗り ます 


硬化 後 は か な り 硬 く な る ボ ! 


パテ で す が 、 熱 を 加え る と 切削 作 


葉 が し や すく な り ます 。 写真 は 吹き 出し 口 付 近 で 250 度 の 温 
風 の 出る エン ボス ヒー ター で 加 角 し て いる と ころ で す 
0 - 
了 


15: 型 枠 の 隙間 に 盛り 付け る 
胸 上 面 は 型 枠 の 「 隙 間 」 と し て 、 バ パテ や 空気 の 逃げ 道 と し て 
残し て お いた の で 、 最 後に その 隙間 に パテ を 充填 し ます 


1 1: 型 要 に スタ イロ フォ ー ム を セッ ト 
19: 熟 加工 の 道具 | 0 
一 番 温 度 の 低 し 一 般 的 な ドラ イヤ ー か ら 高温 の 炎 を 噴射 す 
る ガス パー ナー まで 様々 な 加熱 器具 が 使え 

ヵ が (ます が 』 
高 すぎ る と 焼け て 樹脂 が 劣化 を / て ボソ ボソ に な Se 
で 必要 最低 限 の 使用 に と ど め まし ょ う Te 才 


16: 硬 化 後 に 型 枠 を 外す 
ポリ バテ が 完全 に 硬化 し た ら 、 プ ラ 板 製 の 型 枠 を 剥が し て 流 
し 込み 作業 の 完了 で す 


1@: 流 し 込み 
ヘラ で 「 ス チレ ン モ ノ マ ー で 流動 性 を 高 < 
込む よう に し て 流し 込ん で いき ます 


た ポリ パテ 」 を 押し 


0: 切 削 


デザ イン ナイ フ で 形状 を 出し て いき まし た 


型 枠 を 使用 し た こ 


と に よっ て 、 全 体 的 な お お よ その 形状 は で き あ が 


宮 面 が 目安 と な り 削 り 出し の 作業 は 楽 で す て いる の で 


、 ジオ ン 軍 設計 図 MS 
ボリ エス テル バテ 工作 編 


スク ラッ チ 工 作 の 材料 と し て 、 広 く 普 及 し て いる 「 ポ リエ ステ ル パ テ 」。 こ の カテ ゴリ ー で は 、 
ポリ エス テル パテ の 様々 な 使用 法 を 紹介 し な が ら 「 機 動 戦 士 ガ ンダ ム 」 の 26 話 に 登場 し た 
設計 図 上 の 名 も な き モ ビル スー ツ の うち の 1 機 を 立体 化し て いき ます 。 


04: 調 間接 着 剤 を ーー っ 
混ぜ 合わ せ て ボリ エス テル バテ と は ? 
| やう まず は 素材 と し て の ポリ エス テル バテ (以下 ポリ バ 
硬化 時 間 を 短く し た テ ) 自 体 に つい て 解説 し ます 。 

時 や 、 硬 化 後 の 硬度 
を 上 げ て 硬く し た い 時 
盛り 付け る 樹脂 な と 
へ の 食い つき を よ < 

た い 時 な ど に 、 届 間 接 
着 剤 の 混ぜ 合わ せ が 
有効 で す 。 た だ し 、 硬 
化 時 間 は 格段 に 短 
acz な っ て し まう た め 、 少 量 
を 手早く 盛り 付け る 作業 に 用 途 は 限定 され ます 。 ま た 食い 付き 
は 、 ゆ っ くり と 硬化 させ て 溶剤 成分 が 対象 物 の 表面 を 優 し た ほ 
が よい 場合 も ある の で 、 使 用 前 に テス ト を し て お く と 安心 で す 


N ヽ - ロ 1: 横 型 用 の ボリ バテ 
列 り 枠 へ の 流し 込み で エ 々 は 自動 車 の 板 全 用 な どの 工業 分 野 の 用 途 で 販売 され 


[ジオ ン 軍 設計 図 MS」 の MA あし は RT ーー ァ す 
胴体 の バー ツ を 作る それ に 軽量 タイ ブ 低 収縮 タイ ブ 、 流 し 込み 用 、 き め の 細か な 


ボリ パテ の 流動 性 を 利用 し た 、 型 枠 へ の 流し 込み 仕上 げ 用 な どの 特徴 が あり 、 硬 化 後 の 色 味 や 硬度 、 切 削 感 


工作 で す 。 単純 な ポリ パテ ブロ ッ ク で は な く 、 ス タイ も 様々 で す 


ロフ ォ ー ム を パー ツ 内 に 組み 込ん で 軽量 化し た パ 
エ c 17 ロ WW カル ル 1 


ー ツ を 製作 し ます 。 
エト 」 


05: 肌 体 バ ー ツ 


02: ポリ パテ の 性 質 を コン トロ ー ル する 

ポリ パテ は 、 も の すご く 簡 単に 言う と 「 液 状 の ポリ エス テル 樹 
脂 に 揮発 性 溶剤 と パウ ダー 類 を 混ぜ 合わ せ て 粘度 を 上 げ 
パテ 状 に 加工 し た も の 」 で す 。 と いう こと で 、 写 真 左 側 の スチ 
レン モノ マー (揮発 性 溶剤 ) を 多く 混ぜ る と 粘度 が 下がり 、 写 
真 右側 の アエロ ジル や タン カル 等 の パウ ダー 類 を 混ぜ る と 粘 
度 が 上 が っ て 粘土 に 近い 状態 に 。 ま た 中 空 状 の 粒子 の マイ 
クロ バル ー ン を 混ぜ 合わ せる と 、 軽 重 の パテ が で き あ が り ま す 


06: 胴体 パー ツ の 流し 込み 用 の 型 枠 

設定 画 は 正面 の みな の で 、 正 面 図 と し て 使用 し 、 絵 の アウ ト 
ライ ン を その まま 活か し て 、 ボ ポリ バテ 流 し 込み 用 の 型 枠 を プラ 
板 の 箱 組み で 製作 し ます 胴体 の 厚み は 他 の MS 等 と の バラ 
ンス を 考慮 し て 、 自 分 の 好み 優先 で サイ ズ を 割り 出し て いま す 


03: 粘度 の 実例 

写真 の 中 央 が ポリ パテ (銘柄 は ロッ クラ イト ウェ イト 中 目 ) を そ 
の まま 垂直 に 立て た プラ 板 に 盛り 付け た も の 。 写真 左側 が ポ 
リバ パテ 希 釈 用 の 溶剤 スチ レン モノ マー を 混ぜ 合わ せ た も の 
写真 右側 が 増 粘 剤 の アエロ ジル を 混ぜ 合わ せ て 粘土 上 に し 
た も の で す 。 こ れ ら の 添加 物 の 種類 や 量 を コン トロ ー ル する こ 
と で 、 使 用 目的 や 好み に よっ て ポリ パテ の 性 質 を 最大 限 に 引 
き 出す こと が で きま す 


07: スタ イロ フォ ー ム の 大 き さ を 確認 

ポリ バテ の パー の 内 部 に 埋め 込む スタ イロ フォ ー ム を 型 枠 
に 合わ せ て 固定 する た め の 軸 の 位置 や 中 子 の 形状 や 大 き 
さ の 確認 を し ます 
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面 押 し に よる 盛り 付け 


ここ で 面 を 押し 付け る こと で 、 盛 り 付 け の 際 に 面 を 


形成 し て し まう 工作 法 を 紹介 し ます 。 
N II 
幅広 ヘラ 
、 ェ エコ 、 > ドコ 
45: ボ リバ テ を 盛り 付け て 面 を 押し 付け る 34: 型 桁 に 流し 込ん で 、 気 泡 の 確認 30: 気 泡 の 混入 の 少な い 練り 方 プラ 板 で アウ トラ イン を 切り 出し て ポリ バテ を 盛り 付け 、 形 状 
工程 42 の プラ 板 箱 組 の 一 つの 面 に ポ が リ パ テ を 多 目 に 盛り 付 それ ぞ れ の ヘラ で 練っ た ポリ パテ を 型 枠 に 流し 込ん で 硬化 さ 主剤 と 硬化 剤 の 混ぜ 合わ せ 方 や その 道具 の 選択 で パテ へ 出し 後に パリ ッ と 剥が し て 礎 パ ー ツ に 接 落 し まし た 
2< け て 面 押し を 行い ます せ て み ま し た の 気泡 の 混入 を 減ら すこ と が で きま す 。 割り 箸 ・ 金 属 製 の へ 
ラ ・ 幅 広 の 樹脂 ヘラ の 3 点 で 実験 し ます 
易 』 / 
. 41: 図 解 
6 図 の よう に 上 下 の 面 を プラ 板 な ど で 作っ て 、 そ の 縁 を ポリ パテ 
で つない で 形 を 出す 方 法 で す 。 通 常 は 盛り 付け た 後に ナイ フ 
や ヤス リ で 仕上 げ ま す が 、 面 押し を する こと で 盛り 付け の 一 連 
『 の 作業 で 、 仕 上 が り 状 態 に 近い 面 を 作り 出す こと が で きま す 
有 
Ye 人 35: 割 り 箸 で 練り 合わ せ た ボ リバ テ の 断面 
この Na レ し 補 を が で は いい な 二 / の で き あ が り 語 廊 く 気泡 が 混入 し て いま す 
すこ の 加工 を 各 面 に 行い ます 。 各 を 作っ て 押し 付け る こと 2 31: 割 り 箸 で の 練り 合わ せ 
3 Sa た く 同 じ 曲 率 で 、 盛 り 付 け 棒状 で 柔軟 性 の な い 割 り 箸 で は 、 グ チャ グチ ャ と し た 宅 
る こと が で きた り し ます 捧 に な っ て し まい ます < 
2 26: 基 本 形状 の 完成 
』 胴 体 の 基本 形状 が 完成 し まし た 
42 抽 作 例 の プラ 板 人 組み 気泡 の 処理 
の プラ 板 の 箱 組み の 側面 に お が リバ パテ し で 盛り 付 <ー こ > Pe 
け て 上 了 と 0 計 を 作 し て みす Ko ポリ パテ 工作 に は つき も の の 「 気 泡 処理 ]。 こ こ で 
は 気泡 の 処理 と 、 で きる だ け 気 泡 を 混入 させ な い 
練り 方 、 盛 り 付け 方 を 解説 し ます 。 
3: 盛り 付け 時 の 気泡 混入 を 防ぐ 2 
ヘラ (写真 の 作業 で は プラ 板 ) を 使っ て 、 盛 り 付け る パー ツ の 
表面 で ポリ パテ を 「 挽 く ] よ うに し て 盛り 付け を 行う と 、 気 泡 の 36: 金属 へ ラ で 混ぜ 合わ せ た ボ リバ テ の 断面 
混入 を 最小 限 に する こと が で きま す 。 ヘラ の 形状 や 使い 方 を ー つ 大 き な 気 泡 が あり ます が 、 割 り 箸 で 混ぜ 合わ せ た も の と 
47: は み 出 し た 部 分 を 削り 落と し た 状態 GR 比べ る と 全体 的 に は 少な めで す 
プラ 板 の 骨 組み の 角 を 基準 に 、 き れい な 曲面 が で き あ が り ま 2 97 3g: 属 へ ラ で の 練り 合わ せ 
ンー に 金属 ヘラ の し な り を 活か し て 、 パ テ を つぶ す よ うに 練り 合わ せ 
る こと が で きま す 
ら @ 
ゲ 
簡 ハイ 
い ye 
で le a、 っ ま fr 、 
< 43: 必 要 な 曲線 の ブラ 板 を 切り 出す の 1 る 87: 削り 出し 加工 で 現れ る 気泡 
サー クル カッ ター で 必要 な 曲率 の プラ 板 を 切り 出し ます ミタ 図 の よう な 円 柱状 関節 を 5 ミリ 輸 サ イズ で 製作 し ます 。 ビ ンク | 
) の 部 分 は 先 に 紹介 し た 関節 パー ツ の 輸 を 片側 だ け に し て 作 | 
2 り ます | 
中 RS IP 8B: 気 泡 の | 
= 5 1 誠 い | | 
37: 幅 広 の へ ラ で 混ぜ 合わ せ た ポ リバ テ の 断面 1 rw | 
ナ ナ - 和 所 る は 少な め 左 二 ! テ エゴ JI e サル ャ fa み 
ne 全体 的 に 気泡 は 少な め な ポリ パテ ブロ ッ ク る 所 て も 、 図 の よう に 内 側 抽 
5 が が 大 き な 空 間 に な っ | 
3 て いる 可能 性 も ある | 
s 33: 広 の 樹脂 ヘラ で の 練り 台 わ せ と 9 川 
48: ゲ ル グ グ 風 の 角 腕 の 完成 パテ を 薄く 押し 広げ て 練り 合わ せる こと が で きま す か 間 
工程 42 の プラ 板 の 箱 組み に ポリ バテ の 面 押し 加工 を し て て 穴 を 広げ て や り ます | MI 
ゲル ググ 的 な 角 腕 を 作っ て み ま し た 。 上 脱 の 側面 も 同じ よう に に 6 旧 
加工 し て いま す 骨組 み を 製作 する 段階 で の 入念 な 設計 (a | 
る の で の 人 念 な 設計 は - も 必 
必要 で す が 単純 な プラ 板 の 箱 組み か ら 一 気 に 面 を 作り 出 eg: 気泡 の 卓 
せる の が 、 こ の 工作 の 特徴 で す M 1 処理 1 
穴 を 広げ る こと で 、 ポ 
44:PP 製 の テー ブ を 貼り 付け る リ パ テ が きち ん と 気泡 | 
日 写真 の よう に プラ 板 を 組み 合わ せ て ポリ パテ を 押し 付け る の 中 に 充填 され る の | 


Ni 
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面 に ポリプロピレン 製 の テー プ を 貼り ます 


40: バラ フィ ン 成 分 の 除去 

ポリ パテ の 銘柄 に も より ます が 、 樹 脂 に 硬化 速度 を 速め る た 
め の パ ラフ ィ ン が 含ま れ て いる 場合 が あり ます (イン パラ ノノ 
ン パ ラ ) 。 通 常 は 問題 あり ませ ん が 、 硬 化 時 に パー ツ 表 面 に 4 
浮き 出 た パラ フィ ン 成 分 が 離 型 剤 の 役割 を し て 、 盛 り 付け た 38: 盛 り 付け 時 の 気泡 混入 を 防ぐ 数 分 繰り 返す と な る と 
パテ が 食い 付か な いと いう こと も ある の で 、 盛 り 付け を 行う 前 パー ツ に ポリ パテ を 盛り 付け る 場合 も 、 図 の よう に ボテ っ と 盛 か な り 大 変 で す 


に は 溶剤 で 軽く < 表面 を 拭い て お く と 安心 で す 


り 付 ける より も 


で 、 や や 多め に 盛り 付 
け て 、 硬 化 後 ヤ スリ が 
け を 行え ば 気泡 処理 
の 完了 で す 。 単 純 な 
作業 で す が 、 気 泡 の 
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70: ー 定 の 深 さ で 面 を 仕上 げ る 
ン 状 の パーツ の 部 分 を 、 一 定 の 深 さ で 面 を 軽く 仕上 げ ま 


71: ノ ギ ス で 等 幅 に ケガ キ 線 を 入れ る 
ノギス の 先 敵 の と が っ た 部 分 を 利用 し て 、 バ ー ツ の 上 側 の 緑 


か ら 等 幅 の 位置 に ケガ キ 線 を 入れ ま す 


フ @: デザ イン ナイ フ で 段 を 削り 込む 
ケガ キ 線 に 沿っ て デザ イン ナイ ブフ の 刃 を 入れ て 、 イ ン テ ー ク の 
下 側 を 一 段 低く 削り 込み ます 


73: ブラ 材 を 定規 に 段 を 削り こむ 
最初 の 段 を 基準 に 、 プ ラ 材 を 定規 に し て 、 複 数 の 段 を 彫 っ て 
いき ます 
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B5: 角 型 の イン テー クモ ー ル ド の 完成 

ポリ パテ ブロ ッ ク の 面 に 角 型 に イン テー クモ ー ル ド を 彫り 込み 
まし た 。 こ の よう な 単純 な 形状 の 場合 は 、 彫 刻 刀 や デザ イ 
ナイ フ で 彫っ て 再現 する の も 難し く は な い の で すか 


66: 台 形 や 醒 円 な と 複雑 な 形状 の 

イン テー ク の モー ルド 
本 円 形状 や 台形 、 さ ら に C 面 な ど が 加わ る と 彫刻 作業 の 難 
易 度 が 数 段 上 が っ て し まい ます 


ジオ ン 還 設計 図 MS の 

胸 イ ン テ ー ク を 作る 
…… と いう こと で 、 イ ン テ ー ク の 穴 と フィ ン の パー ツ 
を 別 パ ー ツ と し て 作る 方 法 を 解説 し ます 。 


67: 離 型 剤 を る 
工程 23 で 彫っ た イン テー ク の 部 分 の 穴 に 離 型 剤 と し て ワ セ 
ン を 準 り ます 。 シ リコ ン バ リ アー 


68: ボ ポリ パテ を 流し 込む 
離 型 剤 を 塗っ た 穴 に ポリ パテ を 流し 込み ます 


8: 硬 化し た ら 外 す 


ポリ パテ が 硬化 し た ら 、 脚 パーツ か ら 外 し て ワセリン を 溶剤 ヵ 
ど を 使っ て 拭き 取り ます 0 


イン テー ク 部 分 を 作り 巡 お 
特徴 的 を デザ イン の 胸 の 異型 イン テー ク 
を 中 心 に 、 フ ィ ン 状 の 段差 モー ルド の 製作 
し ます 。 


H 
B0: 段差 モー ルド を 製作 する 


胸 や ロイ ィ テ グ 内 状 の モ ルド を 作り ます 。 ま ず は 
り 7 ク を 例 に 基本 的 な 削り 出し 方 か: 


61: 本 年 モ ー ル ド を 半 る く 「 下 書き 」 
作業 例 と し て ポ ョ ッ ク に 角 型 の アル な 形 の イ 
テー クモ ー ル ド を 彫っ て み ま す 。 まず は し っ か り と 下書き を 


B ら : 下書き の 線 の 内 側 を 浅め に 彫る 

自分 の 場合 こ た モー ルド を 彫る 場合 、 ア ウト ライ ン か ら 
彫る と 失敗 する こと が 多い の で 、 下 書き の 少し 内 側 か ら 彫 り 
進め て いき ます 


63: アウ トラ イン に 刃 を 入れ る 

内 側 を 先 に 少し 削っ て お く こ と で 、 ポ リバ テ に 切り 込む 刃先 の 
力 が 内 側 の 残さ れ た 少な い 体積 の ポリ パテ 側 に か か る た め 
アウ トラ イン に 当て た 刃 を 無理 な 力 を 加え ず に 、 刃 先 の 進行 
方 向 に 送り 込む こと が で きま す 


64 : ブ プラ 板 ヤ スリ で 仕上 げ る 
イン テー ク の 幅 よ り も 少し 幅 の 狭い プラ 板 に 耐水 ペー パー を 
貼っ て 、 プ ラ 板 ヤス リ を 作り 、 フ ィ ン の 各 面 を 仕上 げ ま す 


ジオ ン 設 計 図 MS の 頭 部 を 作る 


工程 42 か ら の 写真 で 、 プ ラ 板 の 科 組 み を 骨組 み 
に し た ポリ パテ の 盛り 付け 加工 を 紹介 し まし た が 、 
次 は プラ 板 を 製作 物 の アウ トラ イン の 形状 に 十字 
に 組ん で 、 プ ラ 板 の 形状 を ガイ ド に パテ を 盛り 付け 
る 工作 で す 。 


Ji ー タ ー ーー 本 だ や 
ター を 使っ て 、 一 誠 低く 削り 落と し て ポリ パテ で 溝 を 埋め 
て 周囲 と 面 を な ぐ よ うに し て 全体 を 仕上 げ ま す 


49: プラ 板 の 骨 組み 
胴体 と 同じ よう 【 の 設定 に | 
後 の 厚 み の バ ラン ス を 考 應 し て 横 側 の 


53: 中 心 線 を 入れ る 

顔 は 片側 を 加工 し た 後に 、 断 面 に マジ ッ ク ベ ン で 色 を 着け て 
か ら 、 反 対 側 に も 同じ よう に ポリ パテ を 盛り 付け て 、 後 加工 の 
隊 の 目安 に する た め の 中 心 線 を 人 れ て み ま し た 


57: 修 整 後 
表面 を 同 素 材 に する こ 


すく な り ま す 


50: 内 側 に 空間 を 作り た い 部 分 に 
油 粘土 を 盛り 付け る 

目 や 首 の 入る 部 分 な どの 空間 を 作り た い 部 分 に 、 あ ら か じ め 
土 を 盛り 付け て お きま す 


54: 頭 部 の 基本 形状 の 完成 

顔 の 右側 を 削り 出し て 、 油 粘土 を 盛り 付け た 部 分 を 除去 し た ら 
頭 部 の 基本 形状 の 完成 で す 。 先 に 作 - た 胴体 と 組み 合わ せ 
て バラ ンス を 確認 し ます 。 こ の MS、 作 っ て いる 本 人 も 立体 物 は 
初め て 見 る の で 、 作 っ て いて どう 転がる か 想像 の で き な い 楽 
い 作 業 で し た 。 初 立体 化 は スク ラッ チ の 醍醐味 の ー つ で す 


51: ボ リバ テ の 壁 り 付け 

プラ 板 の 肖 組み を ガイ ド に 、 完 成 後 の 面 を 意識 し な が ら ポ リ 
パテ を 盛り 付け て いき ます 全体 を 一 気 に 行わ ず に 、4 つ に 仕 
切ら れ た 各 ブ ロッ ク ご と に 作業 を する と 、 手 で 持つ 所 が 確保 で 
き て 作業 が し や すい で す 


59: 頭 部 正面 

目 の 周り の 縁 を レン ズ 部 分 に 合わ せ て 仕上 げ まし た 。 設計 図 
MS 群 に 共通 の 「 個 性 的 だ けど どこ か 抜け て いる 感じ 」 を 狐 
(て み ま し た が 、 ど う で し ょ う ? 


55: 表 面 に 句 出 し た プラ 板 の ガ イド の 隊 去 
ポリ パテ の 盛り 付け の 際 の ガイ ド に し た 、 プ ラ 板 の 骨組 み の 


区 は その まま に し て お く と 樹脂 の 硬度 差 な ど が 原因 で 仕上 


げ が 難し く な る の で 


5g: 形状 を 整え る 
180 番 な ど 粗 め の ヤ スリ で 形状 を 出し な が ら 、 盛 り 削り を 繰り 
返し ます 
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、 十 O 


晃 」 


3: 肩 バー ツ の 完成 


三角 形 の シン プル な 形状 の 層 ア ー マ ー が 完成 し まし た 


| 。 パテ 板 を ぶ に し て 

| 手首 パー ツ を 作る 

| 肩 を 作る た め に 製作 し た パテ 板 が 余っ て し まっ た の 
で 、 手 首 パー ツ の 芯 材 と し て 使う こと に し まし た 。 


94: 握 りこ ぶし の サイ ズ 、 形 状 に 削り 出す 
1 ミリ の 厚 さ の パテ 板 を 握り こぶ し の シル エッ ト の 形状 に 切り 出 
し ます 。 1 枚 で き あ が っ た ら 、 重 ね 切り で 、 も う 一 枚 同じ 物 を 作 ! 
左右 の 撮り こぶ し の 芯 と し て 使い ます 。 芯 材 の 形状 を 揃え る こ 
と で 、 左 右 の 手首 の 大 き さ を 揃え や すく する の が 狙い で す 


95: バ テ の 盛り 付け 
バテ 棒 の 表面 を ヤス リ で 軽く 荒らし て か ら 、 ポ リ パ テ を 盛り 付 
け ま す 。 芯 材 が 同じ ポリ パテ な の で 、 硬 化 後 は 同一 素材 で 


96: 盛 り 削り を 繰り 返し て 形 を 出す 


指 の 切れ 込み な ど を ナイ フ で 入れ て いき ます 
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89: 使 用 例 「 爪 」 


水中 用 MS や AT (アー マー ド ト ル ー パ ー) の 腕 の デザ イン と し 


て よく 使わ れる 「 爪 ] は クサ ビ 形 の 断面 の 板材 を 上 手 く 使う と 


側面 の 形状 だ け を し っ か り と 切り 出せ ば で き あ が っ て し まう の 
で 作る の が と っ て も 楽 で す 


90: 使 用 例 [ツノ] 


ツノ パー ツ も 先 細 に 正確 に 削り 出す 作業 が 省け る の で 、 手 早 


く 作 る こと が で きま す 


81: 使 用 例 「 羽 」 
隊 行 機 の 羽 も 側面 形状 に 切り 出し て 、 前 後に 四 断 面 形 汰 に 


な る よう に 削り 込ん で 作り まし た 


2: ジ オン 宣 設計 図 MS の 肩 パ ー ツ 

型 の 内 側 の ブロ ク と 肩 ア ー マ ー を パテ 板 の 箱 組み で 製作 し 
まし た 肩 ア ー マ ー の 上 面 の 板 に クサ ビ 形 の 板 を 使 - て 、 前 後 
の 面 と の 接 落 面 を 増やし て で きる だ け 頑 丈 に 作っ て いま す 


バテ 板 造 形 
PP 板 で パテ を 挟ん で 、 板 を 作る 工作 法 で す 』 


な 厚み だ け で な く 、 ク サビ 形 な どの 板 を 作る こ ど 赤 


で きる の が 、 プ ラ 板 な どの 既製 品 の 板材 と 
部 分 で す 。 


86: バ テ 板 の 製作 

図 の よう に 2 枚 の ポリ プロ ピレン 板 で ポリ パテ を 挟ん で 硬化 さ 
せ て 、 板 を 作り ます 。 板 と 板の間 に 角 棒 な ど を 挟ん で ( 図 の 白 
い 部 分 ) 、 厚 み を 調整 し ます 。 ス チレ ン モ ノ マ ー を 混ぜ て 粘度 
を 下げ る と 作り や すく な り ます 


7: クサ ビ 形 の 板材 の 図解 
PP 板の間 に 挟み 込む 角材 の サイ ズ を 変え る こと で 、 ク サビ 形 
の 厚み に 変化 の ある 板材 を 作る こと が で きま す 


88: ク サビ 形 の 断面 の 板材 
実際 に クサ ビ 形 の 板材 を 何 枚 か 作っ て み ま し た 


82: ワセリン を 浴 る 
下書き し た 線 の 「 ギ リ ギリ 内 側 」 の 部 分 に ワセリン を 塗り ます 


生 


83: バテ の り 付け 
下書き の ライ ン ( は み 出 す よ うに ポリ バテ を 盛り 付け ます 


84: 「 寸 止め 」 で 削り 込む 

ペー ス の パー ツ に 対し て 、 デ ザイ ン ナ イフ を 寸 止 めで 切削 加 
工 を し ます 。 下 書き の 線 の ギリ ギリ まで 離 型 剤 を 準 っ て ある の 
で 、 ペ ー ス の パー ツ の 寸前 まで 刃 を 進め る と 、 不 要 な 部 分 は き 
れい に 剥が れ 落 ち ま す 。 ベ ペー スパ ー ツ の 表面 を 傷付け ず ( 
盛り 付け た ポリ パテ の 切削 加工 を 行う こと が で きる の で す 


B5: 完成 
無駄 な 傷付け な いこ と で 、 き れい に 手早く 加工 を 行え ます 


フ 8: ボ ポリ パテ を 盛り 付け る 
完成 後 の 形状 を 意識 し つつ 、 二 回 りほ ど 大 きく 盛り 付け ます 


_ 証 


フ 9: 硬 化 後に 仕上 げ る 


硬化 し た ら 後 頭 部 か ら パ ー ツ を 外し て 仕上 げ ま す 


B0: 接 着 し て 完成 
別 パ ー ツ で 作る こと で 削り 出し の 朋 に 周囲 の 面 を 傷付け ず 
ピッ タリ と フィ ッ ト し て いる の で 、 逆 エッ ジ も きれ い に 入 り ます 


81: 応 用 

別 パ ー ツ 化 せ ず に パテ 盛り 一 削り 出し の 作業 を する 場合 で も 
難 型 剤 を 活用 する こと が で きま す 写真 の 下書き の 形状 に 球 
面 上 に 凸 モ ー ル ド を 作り ます 


フ 74: 完 成 し た フィ ン の バ パーツ 

左右 の パー ツ を 同じ よう に 削り 加工 を し て フィ ン の パー ツ の 完 
成 で す 。 口 の パー ツ も 同じ よう に し て 作り まし た 。 こ の 後 、 サ ー 
フェ イサ ー を 吹い て 、 面 や エッ ジ を 丁寧 に 仕上 げ て いき ます 


on 


フ 5: 各 バー ツ に 装着 

身 ま っ た 位置 の ディ テー ル は 、 一 体 パ ー ツ で 削り 込み で 造 ろ 
うと する と 、 か な り 難 易 度 の 高い 工作 に な り ま す が 、 別 パー ツ 
で 作る こと で 作り や すく <、 塗 装 の 色分け に も 便利 で す 


フワ 6: 後頭 部 の 出っ張り を 作る 

ィ インテーク と 同じ よう に 凸 モ ー ル ド の 後頭 部 の ブロ ッ ク も 離 型 
剤 処理 で 、 別 パー ツ と し て 作り まし た 。 ま すず 位置 合わ せ 用 の ダ 
ボ 穴 を ルー ター で 彫り ます 


77: 離 型 剤 を 学 る 


ワセリン を 塗っ て 
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は 器 


「・ | 


させ ヽ : >』 


HGUC ザ ク の 脚 を 改造 する 
この ジオ ン 軍 設 計 還 モビ ルス ー ツ の 脚 の デザ イン 
は 、 ザ ク の 脚 に 非常 に よく 似 て いて 、 も し か する と 、 
ザク の パリ エー ショ ン 機 な の か も し れ ませ ん ( 笑 ) 。 
と いう こと で 、 下 半身 は HGUC「 ザ ク 」 か ら 改造 し て 
使う こと に し まし た 。 


117:HGUC ザ ク の 脚 と 組み 合わ せ て みる 
太 モ モ の 上 部 を カッ ト し て 載せ て いる だ け で す が 、 バ ラン ス 的 
に は 問題 な いよ う で す 


118: ポ リバ テ を 情 り 付け る 際 の 前 処理 

プラ モデ ル の 表面 に ポリ パテ を 盛り 付け る 際 に は 、 図 の 右側 
の よう に 粗 め の ヤス リ な ど で 表面 を 荒らし て お く と パテ の 食い 
付き が よく な り 、 和 剥がれ な どの トラ ブル を 防ぐ こと が で きま す 


118: 表 面 に ヤス リ を か ける 

今回 は 薄く 盛り 付け て 形状 修整 する 箇所 が 多い の で グラ 
の 干 み な ど で 剥 が れ が 発生 する 可能 性 が 高かっ た た め 、60 
番 の 布 ベ ペー パー で ガシガシ と 表面 を 荒らし まし た 
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1 14: 溶 き バ テ で 目 止め 
溶き パテ を 表面 に 塗っ て 、 乾 燥 後 ヤ スリ が け を し て 表面 を 仕 
上 げ ま し た 。 気泡 処理 が ほぼ 必要 な い の で 仕上 げ は 楽 で す 


115: デ ィ テ ー ル を 作り 込む 
パー ニア の 入る くぼみ な ど 、 ザ ク 系 の 形状 を 参考 に オリ ジ ナ 
し で ディ テー ル を 作っ て いま す 


Fr 
N し 


マ 寺 * 
116: バ ッ ク バ パッ ク の 完成 
粘土 状 に し た ポリ パテ を 使っ て 作っ た バッ ク パ ッ ク の パー ツ が 
完成 し まし た 。 粘土 杖 の ポリ パテ は 木工 用 の エポキシ パテ と 
付 た よう な 性質 だ と 思っ て いた だ ける と 、 使 い 勝手 が イメ ー ジ 
し て も らい や すい と 思い ます 。 元 々 の ポリ パテ の 銘柄 や 混ぜ 
込む パウ ダー の 種類 や 配分 に よ て 性 質 も 変化 する の で 、 ま 
だ まだ 工夫 の 余地 は あり そう で す 


110: 気 泡 ゼ ロ 

断面 を 見 る た め に カッ ト し て み ま し た 。 粘土 杖 に する と エ ポ キ 
テ と 同じ よ 気泡 が ほぼ ゼロ に な り ま す 。 た だ し 、 マ イク 

ロバ ル 『 中 空 の パウ ダー を 多く 混ぜ て いる の で 、 表 

面 は や や ざら ざら と し た 感じ に 。 粉 成分 が 多い 分 、 粒 子 も 粗い 

の で 表面 仕上 げ は 必要 り ま す 


1 1 1: バ ッ ク バ パッ ク 部 分 に 盛り 付け る 
己 体 の パー ツ の 背中 部 分 を マス キン グ し て 、 ザ ク 系 の ラン ド セ 
ル の 形状 を 大 ま か に 出し ます 


11: 硬 化 後に 剥が す 
硬化 し た ら 胴 体 か ら 剥 が し ます 。 樹 脂 成分 が 少な く な っ て 接 
底 性 が 下がっ て いる の で 離 型 剤 は 必要 あり ませ ん で し た 


113: 削 り だ し 加工 
デザ イン ナイ フ や ヤス リ で 削り 出し ます 。 パウダー 成分 が 多い 
の で サク サク 削れ ます 


結 度 を 上 げた ボリ バハ テ で 

バ パック バッ ク を 作る 

ポリ パテ に 増 粘 剤 の パウ ダー を 混ぜ 合わ せ 粘 土 
状 に し て 、 エ ポキ シバ パテ の よう に 使い ます 。 


106: ボ ポリ バテ に 増 粘 剤 を 混ぜ る 


に 入れ て 増 粘 剤 を 混ぜ 合わ せま す 


107: 手 袋 を し て こね る 

パウ ダー を 加え て ある 程度 の 粘土 杖 に な っ た ら 使 い 捨 て の 
ニー ル 手 袋 等 を し て 、 指 で か り と コネ て 混ざり ムラ が 無 
よう に し ます 


108: 硬 化 剤 を 混ぜ る 
手袋 を し た 状態 で 、 爪 楊枝 な ど に 付け た 硬化 剤 を 、 粘 土 状 の 
主剤 に 付け て 混ぜ 合わ せま す 


109: 粘 土 状 に 

ポリ パテ が 粘土 杖 に な り ま し た 粘土 状 に な る まで 粘度 を 上 
げ る と 、 硬 化 速度 が か な り 速 く な る の で 、 硬 化 剤 を 混ぜ た ら す 
ヾ に 盛り 付け な どの 作業 を 行い ます 。 ま た 、 か な り 発熱 が 起こ 
る 場合 が ある の で 火傷 に は 気 を 付け まし ょ う 


サール 21 9 が / 者 /。 


10g: 関 節 部 分 の 削り だ し 
関節 部 分 を 削り 出し ます 。 根 気 よ く 少し ずつ 丁寧 に 削り 出し 
ます 


103: 握り こぶ し の 完成 
"ファ ー ス ト ガ ンダ ム " の ジオ ン 軍 MS らし い 、 丸 指 の 握り こぶ し 
が で き あ が り ま し た 


104: ヒ ジ 関 節 
8B0 ペ ー ジ の こけ し 削り で 使用 し て いる パテ 棒 を 輪切り に し て 
接着 し ジャ パラ 関節 を 作り まし た 


105: 腕 の 完成 
ジオ ン 軍 設計 図 MS 
の 肩 か ら 手 まで が 完 
成 し ま し た 。 上 腕 ・ 前 
腕 は 73ー74 ペ ー ジ 
で 紹介 し て いる 、 プ ラ 
パイ プ に ポリ パテ を 盛 
り 付 け て 回 転 さ せな 
が ら 削 り 出す 方 法 で 
作り まし た 


アイ 


語 人 7 性 仙 宮 


p 


97: 指 を 丸く 仕上 げ て いく 


ヤス リ な ど を 使っ て 、 指 の 形 を 丸く 削り 出し ます 


98: 丸 指 の ブチ アイ デア 


丸 指 を 、 各 指 で 同じ よう な 丸 さ に 削り 出す の は な か な か 根気 


の 要 る 作業 な の で 、 盛 り 付 け で 丸み を 出し て し まう こと に し まし 
た 。 ま ず 、 写 真 の よう に 握り こぶ し の お お よそ の 形状 を 削り 出 
し て 、 各 指 の 間 の 溝 を し っ か り と 彫り 込み ます 


8: スト ロー で 盛り 付け る 


半 円 に 切っ た スト ロー を 用 意 し て 、 丸 み を 利用 し て 指 に ポリ パ 
テ を 盛り 付け ます 。 指 の 間 の 溝 を スラ イド させ 、 挽 く よ う に し て 
形 を 作っ て いき ます 


100: 盛 り 付け 1 回 目 
丸み の ある 指 に な っ て きま し た 


101: 数 回 繰り 返し て 仕上 げ 
数 回 結 り 返し て 丸 指 の 形状 が で き あがり まし た 


押 - 


すい 的 


Ni mw 
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3 『 ほ - シ 4 
製作 | 岬 光 朝 
様々 な ポリ エス テル パテ エ 
作 を テー マ に 製作 し た 「 ジ 
オン 軍 設 計 図 MS」。 キ ッ ト 
化 さ れ な いな ら 自 分 で 作る ! 
と いう の も スク ラッ チビ ルド 
の 醍醐 味 の 一 つ 。 正面 図 
の み の 設 定 画 か ら 読み 取る 
こと の で き な い 後面 の フォ 
ルム な ど は 、 オ リ ジ ナ ル で 
製作 し て いる 


144 scale scratch build 
deled by Mitsuaki MiSaKI 


128: 陣 間 接着 バテ で 修整 


さき な 面積 だ っ た の で 、 接 着力 の 強い 通 間接 着 パテ で 剥 7 
れ を 埋め て 、 ヤ スリ で 仕上 げ て 修整 し まし 7 


125: 全体 を 仕上 げ て 完成 で す 
左右 の 脚 が 完成 し まし た 。 こ の 後 サ ー フ ェ イ サー を 吹い て 全 
体 を 最終 的 に 仕上 げ ま す 


186: ジ オン 軍 設 計 図 MS の 塗装 前 状態 
脱 は 142 ペ ー ジ か ら の 複製 工作 で 複製 を し て パー ツ を 揃え て 
いま す 。 お そら く 模 型 関連 書籍 で は 初 の 立体 化 だ と 思わ れる 
- の MS。“ フ ァ ー ス ト ガ ンダ ム " 劇 中 に 登場 し た MS な の に 
不 憎 で す 


124: 瞬 間接 着 剤 を 染み 込ま せる 
ヤス リ で 荒らし た パテ と プラ の 境目 に 流し 込み 系 の 瞬間 接 工 
剤 を 塗っ て 、 ヤ スリ で 付け た 傷 に 染み 込ま せま す 。 接 落 性 の 
強い 瞬間 接着 剤 が ラン ダム に 入れ た 傷 に 染み 込ん で 、 プ ラ 
と パテ の 繋ぎ の 役割 を する の で 、 こ こま で や れ ば キット 大 丈夫 


1825: 足 首 の 甲 の 修正 1 
ザク より も 甲 の 高い デザ イン な の で 、 パ テ を 盛 
ます 


126: 足 首 の 甲 の 修正 2 


スネ と 同じ よう に 前 処理 を し て パテ を 盛り 付け て 削り 出し ま 


127: 剥 が れ が 発生 
下地 の 処理 が 足り な か っ た の か 、 ポ リバ テ が 剥が れ て し ま 


まし か 


1280: デ ザイ ン ナ イフ で 傷 を 付け る 
パテ と キッ ト の プラ の 境目 に な る 部 分 は 特に 念入り に と 、 デ ザ 
イン ナイ フ の 刃先 で 格子 状 に 傷 を 入れ て いま す 


181: 盛 り 付け 


ポリ パテ を ヘラ (プラ 板 の 切 れ 端 ) を 使っ て 盛り 付け まし た 


12@: 形 出し 
デザ イン ナイ フ で 大 ま か な 形 を 出し て 、 ス ポン ジ ヤ ス リ で 曲面 
を 出し て いま す 


123: ブラ と バテ の 境目 を 再 処理 
ヤス リ が け を し た 結果 、 少 し プラ と パテ に 段差 が で き て し まっ た 
の で 、 境 目 の 部 分 を 粗 め の ヤス リ で 荒らし て 
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b ン mm aa 
ら 3: マス ク 部 の 基本 形状 
マス ク 部 の 基本 と な る 形状 を プラ 板 の 箱 組み で 製作 し まし た 


ガル バル ディ の ペー ジ で 紹介 し た 中 心 線 を 入れ た 左右 対 
称 カ ッ ト の 方 法 を 活用 し て 、 し っ か り と 中 心 線 を 出し て いま す 


4: マス ク 部 の 製作 
ホホ の 側面 か ら 作 っ て いき まし た 。 ポリ エス テル バテ を 盛っ て 
エッ ジ や 面 を きっ ちり 仕上 げ ま す 。 鼻 の へ の 字 ラ イン の 裏側 に 
空間 を 作る た め 、 油 粘土 を 盛り 付け て 形 を 出し 、 苑 型 剤 と し て 
ワセリン を 準 っ て 、 ポ リエ ステ ル パ テ を 盛り 付け ます 


5: マス ク 部 の 製作 2 


2 本 の へ の 字 ラ イン は 、 下 書き を し て デザ イン ナイ フ で 削り 出 
し まし た 


マス ク 部 前 面 は 取り 外し が で きる よう に し て あっ て 、 分 割 ライ 
ン を ホホ 林 の パネ ル ラ イン と し て 活か し て いま す 


の 
27: 目 の 部 分 の 製 
目 の 周り の ブロ ク は プラ 板 の 箱 組み で 製作 し て いま す こっ 
も 中 心 線 に 気 を 付け て 加工 し て いま す 
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 s ま 表 
18: 完成 し た 鎧 の パー ツ 
頭 部 本 体 と の ライ ン の つなが り を 意識 し て 仕上 げ て いま す 


18: メ イン カメ う ラ 部 分 の 製作 

メイ ンカ メラ の ブロ ッ ク は 、 プ ラ 板 の 箱 組み で 製作 し て いま す 
完成 後 レン ズ の 透明 パー ツ を 組み 込む た め 、 前 方 の 先端 部 
分 は 別 パ バーツ に し て 作り まし た 


20: メ イン カメ ラ 部 分 の 基本 ブロ ッ ク の 完成 
ここ まで に 作っ た 頭 部 の 本 体 と 仮 組 し て バラ ンス の チェ 7 


1 : メ イン カメ ラ 部 分 の ディ テー ル 
表面 に 0.3 ミ リ 厚 の プラ 板 を 貼っ て 段差 ネ パ ネ ル を 再現 。 各 部 
の 凹 デ ィ テ ー ル は 、 プ ラ 板 で 作っ て 穴 を 開け て 埋め 込ん で 作り 
まし た 。 メ イン カメ ラ の 先 端 の くぼん だ 面 は 、 ガ ル バ ル ディ の ヒ 
ザ バ パー ツ で 紹介 し た 、 パ バキューム フォ ー ム で 作っ て いま す 


ら @@: マス ク 部 分 の 製作 
パテ や プラ 板 で の 製作 の 前 に 、 頭 部 バー ツ に イン ダス トリ ア 
ルク レイ を 直接 盛り 付け て 試作 を 作り まし た 。 安彦 良和 氏 の 
描く ガン ダム 顔 を 基準 に お 台場 の 実物 大 ガレン ダム な ど 新 し 
い デ ザイ ン 要 素 を 自分 な り に 盛り 込ん で み ま し た 


13: 着脱 式 に し て 作業 性 を よく する 
後頭 部 の パー ツ は 写真 の よう に 中 空 で 区 脱 が で きる よう に し て 、 
後 の 側 頭 部 の イン テー ク の 人 造形 な ど 作 業 を し や すく し て いま す 


14: イ ン テ ー ク 部 分 の 製作 1 

側 頭 部 の イン テー ク 部 分 も 中 空 で 作り ます 。 後頭 部 と 
ン テ ー ク の 穴 の 形 を で きる だ け 正 確 に 作り た か っ た より 
精度 の 高い 造形 の で きる イン ダス トリ アル クレ イ で 「 中 子 」 を 
作っ て いま す 


15: イ ン テ ー ク 部 分 の 製作 2 
ポリ エス テル パテ を 盛り 付け て 削り 出し ます 


16: イ ン テ ー ク 部 分 の 製作 3 
イン テー ク 部 分 の 基本 形状 が 完成 し まし た 。 後頭 部 部 分 と 一 体 
の パー ツ に し て 、 左 右 に 開い て 取り 外せ る よう に な っ て いま す 


ヘル メッ ト の 前 方 の 鱗 (ツバ) の 部 分 は 、 写 真 の よう に ブラ 板 
を 組ん で ポリ エス テル パテ で 空間 を 埋め て 造形 し まし た 


09: ホ ホ 当 て の 接着 
左右 を 同じ 角度 で 接 落 する た め 、 中 心 線 の 入っ た プラ 板 を 頭 
部 パー ツ の 中 心 線 に 合わ せ て 仮 接 落 し 、 そ の 板 を ガイ ド に ホ 

パー ツ を 接着 し ます 。 接 落 完了 後 ガ イド の 板 は 取り 


10: 後 頭 部 の 製作 1 
頭 部 の パー ツ に 後頭 部 の 骨組 み を 組ん で 、 中 空 & 取 り 外 し 
式 に する た め 空間 に 当たる 部 分 を 作り 、 表 面 


11: 後 頭 部 の 製作 2 

骨組 み の ア ウト ライ ン に 合わ せ て 、 ポ リエ ステ ル パ バテ を 盛り 付 
け ま す 。0.3 ミ リ 厚 な ど 薄 手 の プ ラ 板 を 指 で 任意 の 曲面 に 曲 
げ て 使う と きれ い に 盛 り 付 ける こと が で きま す 


1g@: 後 頭 部 の 製作 3 
盛り 付け た ポリ エス テル パテ を 仕上 げ て 、 後 頭 部 の 完成 で す 
だ いぶ ガン ダム の 頭 ら し く な っ て きま し た 


ト 
05: エ ボキ シ 接 着 剤 を 表面 に る 
スタ イロ フォ ー ム に 直接 ポリ エス テル バテ を 盛り 付け る と 、 バ 
テ に 含ま れる 溶剤 の 成分 で 溶け て し まう た め 、 表 面 に 溶剤 に 
強い エポキシ 接 蔵 剤 を 塗り ます 。 ポリ エス テル パテ で は な く エ 
ポキ シバ パテ を 使う 場合 は この 工程 は 必要 あり ませ ん 


06: ボ ポリ エス テル バテ を 盛り 付け る 


骨組 み に 沿っ て ヘラ で ポリ エス テル バテ を 盛り 付け ます 


2 和 We ーー 
07: 成形 し て 頭 部 の 半球 部 分 の 完成 

盛り 付け た ポリ エス テル パテ を ナイ フ や ヤス リ で 仕上 げ て 豆 
部 の 半球 部 分 の 基本 形状 の 完成 で す 


08: ホ ホ 当 て の 部 分 を プラ 板 で 作る 
ホホ 当て の 部 分 を プラ 板 の 積層 で 製作 し ます 。 頭 部 側面 の 
イン テー ク 部 分 が 入り 込む 形状 に な っ て いま す 


ガン ダム の 胸像 を 作る 


ここ か ら は 表紙 カバ ー 用 モデ ル の RX-78-2 ガン ダ 
ム 胸 像 を 作っ て いき まし ょ う 。 


コン セプト で 製作 する た め 、 参 考 用 と し て 「1/100 ガ ンダ ム 」 を 
用 意 し 、 大 ま か な 図面 を 作成 し て いま す 。 実 際 の 製作 過程 で 
は 、 図 面 通 り に パー ツ を 切り 出す より は 、 現 物 合わ せ で 各部 
位 の バラ ンス を 決め て いき まし た 


ーー 


ee ンコ ピ 
02: プラ 板 で 骨組 み を 製作 し ます 
側面 図 か ら 頭 部 上 部 の 曲線 を プラ 板 に 写し 取っ て 切り 出し 
メイ ンカ メラ の 後ろ 側 の 「 チ ョ ンマ ゲ ]」 に 当たる ブロ ッ ク の 幅 に 
切り 出し た プラ 板 を 挟ん で 基本 ブロ ッ ク を 作り ます 。 私 の 場合 
1/144 や 1/100 な ど 、 小 さ な サ イズ で 頭 部 を スク ラッ チ す る 
場合 も 、 こ こ か ら 製 作 す る こと が 多い で す 


し 

03: 側 頭 部 の 板 を 貼り つけ る 
正面 図 の 頭 部 の 幅 を 基準 に 、 写 真 の よう な 形状 に 側面 に も 
側 頭 部 の ライ ン を 出す た め の 人 骨組 み を 組み ます 


04: ス タイ ロフ ォ ー ム を 貼り 付け る 

軽量 化 と ボリ エス テル バテ の 節約 の た め 、 ス タイ ロフ ォ ー ム を 
骨組 みよ り も 一 段 低い 形状 に 削り 出し て 貼り 付け ます 。 ス タ 
イロ フォ ー ム の 接 落 に は 発泡 スチ ロー ル 用 の 接 藩 剤 を 使用 し 
ます 
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47: ス リッ ト 状 等 の ディ テー ル 
プラ 板 の 積層 工作 の ペー ジ 、 ス リッ ト 製 作 の ペー ジ で 紹介 し 
た 工作 方 法 の 応用 で 各部 の スリ ッ ト 状 の ディ テー ル を 製作 し 
メカ っ ぱ ぽ き さ を 演 出し て いま す 


48: ビー ム ・ サ ー ベ ル 

ビー ム ・ サ ー ベ ル は 15 ミ リ 径 の ABS パ イプ ( 右 ) を 芝 に し て 、 ポ 
リエ ステ ル パ バテ を 周り に 盛っ て 気 ド リル の 簡易 旋盤 工作 
で 削り 出し て いま す 


42: 完成 
各部 位 を 組み 合わ せ て 約 1/35 ス ケー ル の RX-78-2 ガン ダ 
ム の 胸像 が 完成 し まし た 。2 カ 月 ほど 製作 期間 が か か り 、 大 き 
さ の た め 仕 上 げ 作 業 が か な り 大 変 で し た が 、 お お よそ イメ ー ジ 
通り の ガン ダム 用 像 に 仕上 が っ た と 思い ます 。 完 成品 は 次 の 
ペー ジ か ら ! 
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43: 胸 バー ツ を ブラ 板 の 箱 組み で 作る 1 

徐 パ ー ツ の 周囲 の 形状 に 合わ せ て 、 脳 の パー ツ を プラ 板 の 
箱 組 み で 製作 し まし た 。 図面 等 は な か っ た の で 、 完 全 に 現物 
合わ せ で パラ ンス を 見 な が ら 製 作 し て いま す 


424: 胸 バー ツ を ブラ 板 の 箱 組み で 作る 2 
斜め 上 か ら の アン グル に する こと に な っ た の で 、 ラ ンド セル も 
プラ 板 の 釘 組み で 製作 し て いま す 。 脚 の ディ テー ル も 、 自 分 な 
り の "ファ ー ス ト ガ ンダ ム " の イメ ー ジ と し て 、 基 本 的 に シン プル 
な 形状 が 好み で は ある の で 、 あ まり 過剰 に な ら な いよ うに し つ 
つ 、 胸 像 モデ ル と し て の 見 栄え を 考慮 し て 、 足 し た り 引い た り 
を 繰り 返し て いま す 。 ( 手 が 止ま っ て し まい 、 工 程 38 か ら 2 週間 
も か か っ て いま す 


っ こう 

45: 円 バー ツ の 製作 
各部 に 配置 し た 円 形状 の バー ツ は 、 前 書 で 紹介 し た ロー ル 
ゲー ジ 法 で 製作 し て いま す 


半 
46: 肩 関節 の ディ テー ル 
選 関 節 は この よう な ブロ ッ ク を プラ 板 の 箱 組み の 腕 パ ー ツ に 


組み 込ん で いま す 。 プ ラ 棒 、 プラ バイ プ の 加工 等 各 ペ ー ジ で 
紹介 し た 工作 法 を 色々 と 使っ て いま す 


40: メ ッシュ バイ ブ の 製作 3 


製作 し た シリ コー ン 型 に レジ ン を 流し て 複製 し まし た 。 柔軟 性 
と 引張 強度 の ある シリ コー ン を 使っ て いる の で 、 や や 無理 な 設 


計 の 型 で す が キ レイ に 流し 込む こと が で きま し た 


41: ア ヤメ ロー レッ ト を 置換 し て 使う 工作 「 応 用 」 


「 ア ヤメ ロー レッ ト 」 を レジ ン に 置換 し て 使う 工作 法 は 、 メ ッシュ 
パイ プ の 他 に 慎 や 銃器 類 の グリ ッ プ 、 ス コー プ 類 の すべ り 止 
め な ど 、 ロ ボ や メカ 類 の 現実 味 の あ る すべ り 止 め モ ー ル ド と し 
て 使う こと が で きま す 


4@: 熱 加工 で 曲げ て 使用 
カル バル ディ 編 の 手首 の 製作 の 指 の 曲げ 加工 と 同じ よう 
に 、 レ ジン に 置換 し た 「 ア ヤメ ロー レッ ト 」 の 棒状 バーツ を 熱 加 
工 で 曲げ て 首 に 接続 し て み ま し た 


標 バ パー ツ を プラ 板 の 


が 完成 し た の で す が 「 パ 


は 


9 天 了 れる 
37: 首 周り の ディ テー ル 
首 周り は プラ 板 の 積 層 エ や 箱 組 み で 立体 的 な ディ テー ル を 作 


て いま す 


38: メ ッシュ バイ プ ブ の 製作 1 

首 の 根元 に つなが る メッ シュ パイ プ を 、 写 真 の よう な すべ り 止 
め の た め の 「 ア ヤメ ロー レッ ト 」 の 刻ま れ た 工具 類 を 複製 し て 
製作 し まし た 


38: メ ッシュ バイ ブ の 製作 2 
写真 の よう に 金属 氏 で カッ ト し た 「 ア ヤメ ロー レッ ト 」 の 部 分 を 
縦長 の 片面 型 で シリ コー ン 型 を 作る た め に 枠 を 製作 し まし た 


1 ー ぞ ェ = 生 問 
メー フー / テ 7 7 7 ヶ = た 選ば / ち 


3g: 完 成 し た バル カン 砲 の 穴 
スタ ン ピ ン グ に よっ て 、 き れい な 楠 円 の 穴 と スリ ッ ト に 仕上 が り 
まし た 


33: 側 頭 部 の ディ テー ル 

側 頭 部 の 四角 い デ ィ テ ー ル は 、 パ キュ ー ム フォ ー ム で 作っ た 
パー ツ を 埋め 込ん で 作っ て いま す 。 中 に 入れ る メカ ディ テー ル 
は パ キ ュ ー ム フォ ー ム の 原型 を 使用 後に 薄く 削り 込ん で 使い 
四角 い 穴 に ぴっ た り と フィ ッ ト す る よう に し て あり ます 


34: イ ン テ ー ク の フィ ン の 製作 

イン テー ク の フィ ン は 写真 の よう に プラ 板 で 台 を 作り 、 苑 型 剤 
処理 を し て ポリ エス テル パテ を 盛っ た 物 か ら 削 り 出し て いま す 
各 段 ご と に プラ 板 の 台 を 作り 、 左 右 共通 で 使う こと で 、 左 右 の 
フィ ン の 位置 を 合わ せ て いま す 


35: 首 パ ー ツ の 製作 
首 パ ー ツ は プラ 板 で 箱 組 し 、 中 に 可動 工作 編 で 紹介 し た 大 
型 の ABS 可 動 パー ツ を 組み 込ん で 、 頭 部 が 上 下 左右 に 可 
動 で きる よう に し て あり ます 


28: ク マドリ 部 分 の 製作 1 
マス ク パ バー ツ に 目 の ブ ロッ ク を 中 心 線 な どの 位置 を 合わ せ て 
固定 し て 、 苑 型 剤 と し て ワセリン を 準 っ て お きま す 


と 


29: ク マドリ 部 分 の 製作 2 

ポリ エス テル バテ を 盛り 付け ます 。 目 の ディ テー ル の 部 分 は バ 
テ の 溶剤 で エッ ジ が 落ち る の を 防ぐ た め に マス キン グ テ ー プ で 
保護 を し て いま す 


30: 頭 部 の 基本 形状 の 完成 
クマ ドリ 部 分 を 仕上 げ 、 ア ゴ パ ー ツ を プラ 板 の 箱 組 み で 作っ て 
頭 部 の 基本 形状 が 完成 し まし た 。 目 の 位置 な ど 、 こ の 時 点 で 
何 か 所 か 問題 が び 見 つか っ た の で 、 部 分 的 に 修整 や 作り 直し 
を 行っ て いま す 


31: バ ルカ ン 砲 の 穴 を 作る 
バル カン 砲 の 穴 を 左右 で 同じ 形状 に し 、 後 ろ に 3 本 の スリ ッ ト 
を 入れ た か っ た の で 、 ガ ル バ ル ディ 編 の 胸 の バー ニア 穴 の 
製作 で 紹介 し た 「 ス タン ビン グ 」 で 加工 し まし た 。 写真 の よう な 
スタ ンプ パー ツ を 作り 、 柄 円 の 穴 と 3 本 の スリ ッ ト を 一 気 に 作り 
ます 。 パ ー ツ に 穴 を 開け て ポリ エス ル パ バテ を 流し 込み 、 離 型 剤 
を 塗っ た スタ ンプ を 押し 付け て 、 パ テ の 硬化 後に 外し て 仕上 
げ て いま す 


「 ト - 半 


ラル 77 


リカ ンタ 人 胸像 邊 


瞳 ////////// 


に / 


1 上 、 画 
ーー デ 


/ GUNDAM 


non Scale Scratch build 
modeled by Mitsuaki Misaki 


製作 岬 光 彰 


表面 仕上 げ を 丁寧 に 施し 、 基 本 塗装 ウェ ザ リ ン グ で 完成 させ た お よそ て 17/35 
スケ ー ル の ガン ダム 胸像 。 所 々 に 見 える チッ ピン グ も 巨大 感 を 演出 する の に 


一 
大 き , ウ 由 計 
Aa 一 役 買っ て いる 。 ビ ッ グ スケ ー ル な ら で は の ディ テー ル に も 注目 し て ほし い 。 
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OB: 粘土 を 平 に 伸ばす 

型 枠 の 底面 の 上 に 広げ た 粘土 の 両側 に 必要 な 厚み の 角材 
を 並べ て 伸ばし 椅 の 端 を 載せ て を 転がし な が ら 、 粘 土 を 一 定 
の 厚み に 平 に 伸ばし ます 


08: ラ ン ナ ー 用 の 
自作 バーツ 
プラ 椅 と ポ が リエ ステ ル パ テ 
で 油 土 埋め 用 の 自作 パー ツ 
を 作っ て 使っ て いま す 。 ゲー 
ト は 何 も 埋 め ず に 、 後 か ら ラ 
) ン リ コー ン 型 を 
い の で す が 
埋め て 作る ほう が 形 


両面 型 の 製作 工程 の 「 キ モ 」 で ある 油 土 埋め を 行 

いま す 。 こ の 工程 を 雑 に 行う と 、 複 製 さ れる パー ツ 

も 雑 な も の が 量産 され て 、 後 の 仕上 げ の 手間 が 増 

えて し まう …… と いう 負 の 連鎖 が 起こ っ て し まう の 
笑 ) 、 丁 寧 に 作業 を 進め て いき ます 


0: 仮 埋め 
伸ばし た 油 粘 土 の 上 に パー ツ を 並べ て 軽く 周り を 埋め て 、 埋 め 
る 位置 や 角度 を 決め ます 


1 1 : パ ー ツ の 角度 

油 土 埋め ゆ の 基 は 、 ゲ ー ト か ら 流 れる レジ ン 
ける 方 向 を イメ ー ジ し て セッ ティ ング を 央 め ます 図 の 左側 の 
型 の 底面 に 対し て 水平 


1: 銃 の 持ち 手 バ ー ツ を 油 土 埋め する 場合 の 例 


写真 の よう な 形状 の パー ツ 
の 場合 、 手 の 甲 の 付け 根 
側 の 角 を 頂点 に 持っ て き て 
指 な どの ディ テー ル の 人 
て いる 部 分 は 下 側 に 配置 
する と 、 レ ジン が きれ い に 下 
側 か ら 上 に 満ち て いき 、 型 
の 中 の 空気 や レジ ン の 中 
の 泡 を 湯 逃 げ か ら 和 逃がす こ 
と が で きま す 
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アン ダー ゲー ト 式 で 型 を 製作 

今回 は 細か な 凹凸 の ある パー ツ が 多い の で 、 気 泡 の 入り づら 
い ア ンダ ー ゲ ー ト 式 で 型 を 製作 し ます 。 型 を 製作 する 前 に 紙 
の 上 な ど に 複製 する パー ツ を 並べ て パー ツ や ゲー ト の 配置 の 
確認 を し て 、 型 の サイ ズ を 決定 し ます 。 自 分 の 場合 で す が 、 あ 
まり パー ツ / 義 が 多い と 、 こ の 後 紹 介する 「 油 土 埋め ] の 工程 
で 集中 力 が 続か な い の で 、 い つも この 程度 の パー ツ 数 で 一 
型 製 作 し ます 


04: 型 枠 の 材料 

型 枠 は シリ コー ン 型 の 型 枠 用 に 販売 され て いる 写真 の [ 

型 どり ブロ ッ ク 」 な どの ブロ ッ ク の ほか 、 プ ラ 板 木 の 橋 む と 

平面 が 出せ て 、 サ イズ の 調整 が で きる も の な ら 何で も 使え ま 

す 。 今 回 の 作業 で は 、 切 り 出し た スチ レン ボー ド を 虫 ピン で 接 
て 箱 状 に し て 使い ます 


ーー 
型 枠 の 底面 に パー ツ を し て 配置 レイ アウ ト の 確認 を し ます 


た め の ペー ス も 。 必要 な の で 
ー ト の 下 や パー ツ 間 の 間隔 に 余裕 を 持た せ て お きま し 


06: 油 土 埋め 用 の 「 油 ね ん と 」 
写真 の 手前 に ある 薄い グレ ー の も の が 「 ほ いく 粘土 」 、 委 の 
緑色 の も の が 「 ポ ビー あぶ ら ね ん ど 」 で す 。 ど ちら も 複製 の 際 
の 油 土 埋め の 材料 と し て モデ ラー に 人 気 の あ る 商品 で す 
伸び が よい た め ヘ ラ 先 で コン トロ ー ル が し や すく 、 パ ー ツ の 際 
が キッ チリ 仕上 げ や すい 。 そ の た め シ リコ ー ン か ら 剥 が す 際 の 
型 離 れ が 良好 な の で 、 型 の 表面 に 残っ た 粘土 の 処理 の 手間 
が 少な く て すみ ます 


07: 油 土 埋め の ベー ス 作 り 

今回 は 「 ポ ビー あぶ ら ね ん ど ] を 使用 し まし た 。 サー フェ イサ ー 
を 吹い た パー ツ と の 色 味 の 差 が 大 きく 、 パ ー ツ と 粘土 の 境目 
を 確認 し や すい の が お 気に入り で す 型 枠 の 底面 の 形 に 適 
当 な 厚み で 粘土 を 配置 し ます 


7】 Hm ノ # り の 設計 


今回 の よう に 複数 の バーツ を 同じ 型 で 複製 する 場 
合 は 、 同 じ 型 に 入れ る パー ツ の 選択 や 配置 が と て 
も 重要 に な り ま す 


01 : ア クア ジム の 両面 型 で 複製 する バー ツ 
足首 アー マー や 腕 、 肩 な ど 左右 対 で 必要 な パー ツ は 複製 で 用 
意 する こと に し まし た 。 左側 が 今回 の 型 に 収め る や や 大 きめ な 
パー ツ で rie の 型 で 複製 する 小さ な パー ツ 群 で す 。 パー 
の 厚み を 揃え ン リ コー ン 型 の 無駄 な 厚み が 抑え られ 
間 ます 


028: ト ッ プ ゲー ト と アン ダー ゲー ト 

ーー クン 誠 rt 分 け て 、 レ ジン を バー ツ の 上 の 
湯口 か ら 直 接 流し 込む 「 ト ッ プ ゲー ト 」 と 、 湯 口 か ら パ ー ツ の 下 
に ゲー ト を 伸ばし て 、 レ ジン が せり 上 が る よう に 型 の 中 に 充填 さ 
れ て いく 「 ア ンダ ー ゲ ー ト 」 の 2 種類 の 方 法 が あり ます 


トッ プ ゲ ー ト 式 は 方 を 小さ く 作 る こと が で き て 材料 費 が 抑え ら 
れる の が 利点 。 反 面 、 上 か ら 直 接 、 シ リコ ー ン 型 の 内 側 の 壁 
デー パー ツ の 表面 ) を 伝っ て 、 レ ジン を 流し 込む の で 型 の 入り 組 
ん だ 部 分 に レジ ン が 流れ に くく 、 揚 捧 で 発生 し た レジ ン の 泡 も 
気泡 と し て パー ツ の 中 に 残っ て し まい が ちと いう 欠点 が あり ます 

アン ダー ゲー ト 式 は 、 型 の サイ ズ が 縦 と 横 の ラン ナー の 分 シ 
リコ ー ン 型 の サイ ズ が 大 きく な っ て し まい ます が 、 湯 口 か ら 流し 
込ん だ レジ ン が 、 ラ ン ナ ー か ら ゲ ー ト を 通っ て パー ツ の 下 側 か ら 
徐々 に 型 の 中 に 満た され て いく の で 、 型 の 隈 々 まで レジ ン が 流 
れ や すい の が 特徴 で す 


098: レ ジン の 流し 込み 

ー つ の 型 に 入れ る パー ツ 数 を 少な くし 、180 秒 硬化 タイ プ な 
の 作業 可能 時 間 の 長い し を 使う と 、 焦ら ず ! か り と 作 
業 する こと が で きま す 


10:PP 板 で フタ を し て 硬化 させ る 


11: ク ラン ブ の 際 の 注意 

強 過 ぎる 力 で クラ ンプ を し た 重 す ぎる 重 を 載せ る と > コ 
ー ン 型 が 汗 れ て 複製 品 が ゆがん で 成形 され て し まう の で 、 特 
に 軟らか い タ イプ の シリ コ ン を 使用 する 場合 は ま 意 が 必要 


1@: 片 面 型 で の 複製 の 完了 

レジ ン が 硬化 し た ら 型 か ら パ ー ツ を 外せ ば 、 複 製 バ パーツ の で き 
あがり で す 。 片面 型 は 写真 の よう に 薄 上 度 の バリ が パー ツ の 平 
ら な 底面 の 周囲 に 付く だ け で 、 両 面 型 の よう な 型 の 合わ せ 目 
の 「 パ ー テ ィング ライ ン 」 が な く 、 き れい に レジ ン が 流れ れ ば 、 ほ 
ぽ 仕 上 げ 加 工 の 必要 の な い 状 態 で の 成形 も 可能 で す 。 原 
型 の 形状 は 制限 され ます が 、 手 間 が 少な く 有 効 な 複製 方 法 
な の で 、 ぜ ひい ろ い ろ な パー ツ で 試し て みて くだ さい 


04: バ ー ツ を セッ ト し て 型 枠 を 組む 

私 の 場合 は スチ レン ボー ド を 型 枠 の 材料 に 使っ て いま す 。 ス チ 
レン ボー ド の 表面 に 幅広 の 両面 テー プ を 貼り 付け て 、 そ こ に パ 
ー ツ の 平面 部 分 を し っ か り と 貼り 付け ます 。 型 の 高 さ に 切り 出し 
た スチ レン ボー ー ド を 写 矢 の よう に パー ツ の 周り に 組み 合わ せ 
虫 ビ ピンと テー ブ で 固定 し て いま す 。 こ れ で 片面 型 の 流し 込み の 
失 備 は 完了 で す 実際 の 作業 時 間 は 5 分 程度 で す 


05: シ リコ ー ン の 流し 込み 1 
シリ コー ン の 主剤 と 硬化 剤 を 混ぜ 合わ せ て 、 型 に 流し 込み ます 
原型 の ディ テー ル が 入り 組ん で いる 場合 は 、 等 で シリ コー 

ラ を 吹き 付け て 、 パ ー ツ の 表面 に 
ン リ コー ン を 行き 渡ら せる よう に し ます 


06: シ リコ ー ン の 流し 込み 2 

oe シリ コー ン を 型 枠 に 流し 込み 硬化 を 待ち ます 。 や 
や 多め に 流し 込ん で 、 プ ラ 板 な ど で フ タ を する と シリ コー ン 型 の 
3 こす る こと が で きま す 


eo 

ン が 完全 に 硬化 を し た 5 型 枠 の 横 壁 を 外し 、 原 型 を 両 
面 テー プ で 貼り 付け た 面 か ら 、 シ リコ ー ン 型 を 剥が し て 片面 弄 
の 完成 で す 。 流 し 込ん だ シリ コー ン ! 人 化 前 に 剥が し て も 
型 の 表面 が 荒れ る な ど 、 何 も いい こと は な い の で 、 し っ か り と 硬 
化 を 待ち まし ょ う 。 (急い で いる 時 等 は 、 自 分 も つい つい や っ て し 
まう の で す が 


08: レ ジン の 流し 込み 図解 

[ ド ボ っ 」 っ と レジ ン を 一 気 に 流し 込ん で し まう と 、 テ 
入り 組ん だ 部 分 に 気泡 が 残っ て し まう の で 、 図 の よう に 
ン 型 の 縁 か ら 、 型 の 表面 に レジ ン を ジワ リ と 送り 込ん で いく よう 
な イメ ー ジ で 、 各 パー ツ ご と に 丁寧 に レジ ン ン を 渡し 込み ます 


0 ジム で 複製 が 必要 な 部 位 の バー ツ 

キ Me ム の 作例 で す が 、 特 徴 的 な デザ イン の 肩 アー マー 
や ハン ドア ンカ ー な ど 、 複 製 で 左右 の パー ツ を 揃え る 必要 の ある 部 位 が 
写真 の よう ! た くさ ん あり まし た 。 こ こ で は 、 こ れ ら の パー ツ 


の 2 棒 類 の 方 法 で 複製 する 工程 を 、 じ 


度 面 が 平ら で ある な ど 、 レ リー フ 状 の パー ツ の 複製 
に 適し た 片面 型 に よる 複製 の 工程 を 紹介 し ます 


0e: 片面 型 で 複製 する バー ツ 


C 事 で 製作 過程 を 紹介 し て いる 、HGUC「 ジ 
ー ス に 製作 し た アク アジ ム の 複製 の 工程 で 
で 複製 する こと に な っ た パー ツ で す 
ー マ ー の 側面 に 付く ブロ ッ ク な ど 
こ は 接 藩 面 な ど と な っ て 見 えな く な る 
平面 ] が あ 面 弄 で 流し 込み が し や すく 、 シ リコ ー ン 型 か ら 
抜け や すい 片面 型 で の 複製 に 適し た パー ツ を 選ん で し ます 


03: 片面 型 の 原型 と 型 枠 

片面 型 の 構造 は 図 の よう に と て も シン ブル で す 。 グ レー の 部 分 
が 「 原 型 」、 薄 茶色 の 部 分 が シリ コー ン を 流し 込む 「 型 砕 ]、 型 
枠 の 底 の 面 と 原型 と の 間 の 赤い ライ ン が 原型 を 型 枠 に 固定 
する 「 両 面 テ キー プ 」 で す 。 原型 の 形状 は 図 の よう な テー バー の 
か か っ た も の が 、 シ リコ ー ン や レジ ン が 流れ や すく 、 抜 き 取 り も し 
や すい の で ベス ト で す が 、 柔 ら か い シ リコ ー ン を 使う な ど 材 料 の 


選択 に よっ て 、 複 雑 な 形状 や 逆 テ ー バ ー の ある 形状 の パー ツ 
も 片面 型 で 複製 する こと が で きま す 
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38: 粘土 の 除去 
原型 パー ツ の 縁 や スジ 彫り の 入っ た 部 分 な ど 油 粘土 が 残っ て 
いる 場合 が ある の で 、 ヘ ラ や 爪楊枝 な ど で 丁 寧 に 取り 除き ます 


39: 面 棒 で 拭き 取る 

取り づら い 場 合 は 、 ワ セリ ン を 含ま せ た 綿棒 で 粘土 を 軟らか く 
溶かし て 隊 去 し て し まう 方 法 も あり ます 。 原型 に つい て し まっ 
た ワセリン は アル コー ル を 少量 含ま せ た 費 棒 で 丁寧 に 拭き 取 
り ま す 


40: 艇 型 剤 

シリ コー ン と シリ コー ン の 離 型 剤 と し て 使え る 商品 で す 。 中 央 の 
「Mr. シ リコ ー ン パリ アー」 は 専用 の 商品 。 左 の 「 リ ン レ イブ ルー 
ワッ クス 」 は 床 用 の ワッ クス で す が 、 昔 か ら モ デラ ー に 愛用 され 
て いる 定番 商品 で す 。 左側 は スプ レー タイ プ の ワッ クス 系 難 型 
剤 の 「 モ ー ル ドリ リー ズ です 


| こと 
41: 離 型 剤 を 塗る 
筆 で 丁寧 に シリ コー ン 型 の 表面 に 塗り ます 。 原型 に 付い て し 
まっ た ら 紳 棒 な ど で 拭 き 取 っ て お きま す 。 「Mr. シ リコ ー ン バリ 
アー」 は エア ブラ シ で も 吹く こと が で きま す 


4 流し 込み の 準備 完了 
粘土 の 除去 、 苑 型 剤 の 塗布 が 終わ っ た ら 反 対 側 の 面 の 流し 
込み の 準備 の 完了 で す 
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較 33: 高 い 位置 か ら 

2 糸状 に し て 流す 
較 丁 程 32 で は 説明 の 都合 上 
| 低い 位置 か ら 渡し 込み を 行 
| っ て いま す が 、 高 い 位置 か 
ら "系 状 [ に な る よう に 流し 
込む と 、 型 内 へ の 気泡 の 混 
入 を か な り 減 ら す こと が で き 
ます 。 窓 か ら の 風 や エア コ 


系 状 の シリ コー ン が 飛び 散 
っ て し まう の で ご 注意 を 


34: シ リコ ー ン の 再 利 用 

使用 済み の シリ コー ン 型 を 刻ん で 「 増 量 材 」 と し て 再 利用 する 
こと が で きま す 。 型 の 表面 は 苑 型 剤 な ど が 付着 し て いる 可能 性 
が ある の で 削り 落と し 、 内 側 の 部 分 を 取り 出し て 、 ブ ロッ ク 状 に 
切り 出し て 使い ます 


35: シリ コー ン の 再 利用 2 

流し た ン リ コー ン に 挿入 し ます 。 原型 に 影響 が な いよ うに 原型 
の パー ツ 表 面 の シリ コー ン が 固まっ て か ら 、 二 度 流し を し て その 
中 に 混ぜ る と うま くい きま す 


36: 人 硬化 を 待つ 

シリ コー ン を 型 枠 の 高 さ まで 流し て プラ 板 な ど で フ タ を し て 、 軽 め 
の 重 し を 置い て 硬化 を 待ち ます 。 フ タ は 必ず する 必要 は あり ま 
せん が 、 板 を 載せ る こと で 型 の 裏面 が 平滑 に な り レ ジン を 流す 
際 に 板 で 押さ え や すく な り ま す 


逆 側 の 面 に シリ コー ン を 流す 


粘土 を 剥が し 、 離 型 剤 を 塗っ て 反対 側 の シリ コー 
ン を 流し ます 。 


37: 粘 土 を 剥が す 


シリ コー ン が 完全 に 硬化 し た ら 、 型 枠 の 一 部 を 外し て 粘土 を 和 
が し ます 


ン で 空気 の 流れ が ある と 、 


シリ コー ン を 流す 


油 土 埋め の 終わ っ た 型 桁 に シリ コー ン を 流し 込み ます 。 


@8: シ リコ ー ン 
私 が 普段 使用 し て いる シリ コー ン で す 。 左 が ウェ ー ブ の 
「SG-020」。 広 く 流通 し て いる "ワッ カー 系 "の シリ コー ン の 


OEM 商 品 の 一 つ で 、 安 価 な タイ プ の コー ン で す が 、 品 質 
や 流通 が 安定 し て いて 安心 し て 使用 で きま す 。 右 は ボー クス 
の ブラ ンド 、 人 造形 村 の 「 透 明 シ リコ > 半 透 明 で 流し た シリ コ 
ー ン を 確認 し な が ら 注 型 が で きま す 。 私 の 場合 は 主 に 真空 脱 
泡 用 の 少量 抜き に 使っ て いま す 


28: シリ コー ン の 主剤 と 硬化 剤 の 損 拓 
シリ コー ン の 主剤 に 硬化 剤 を 適量 (それぞれ の 商品 に 記載 さ 
れ て いま す 。 必ず 笠 で 計量 し 量 を 守っ て 使用 し て くだ さ 
い ) 添加 し て 、 な る べく 泡立て な いよ うに 丁寧 か つの 速やか に 満 
遍 な く 揚 拓 し ます 


30: 筆 で 原型 パー ツ や ダボ 穴 に シリ コー ン を 塗る 
カッ プ か ら シ リコ ー ン を 流し 込む 前 に 、 筆 に シリ コー ン を 付け て 
原型 パー ツ の 表面 や 粘土 と の 境目 、 ダ ボ 穴 な ど に トン トン トン と 
鍵 先 で 小刻み に 軽く 叩く よう に し て シリ コー ン を 塗っ て いき ます 


31: エ アー を 吹き 付け る 
シリ コー ン を 型 枠 に 少量 流し て 、 原 型 バ パー ツ を 中 心 に エア ブ 
ラ シ で エア ー を 吹き 付け て 、 型 枠 の 隅 々 まで シリ コー ン を 行き 
渡ら せま す 

※ 経 験 談 で す が 梅 雨 時 の 湿度 が 高い 時 期 な ど 、 レ ギュ レー 
ター に 溜まり 過ぎ た 水 が エ アブ ラ シ か ら 噴 出す 、 と いう こと も あ 
る の で ご 注意 を 


3 シリコーン を 流す 
型 枠 の 隅 々 まで シリ コー ン が 行き 渡っ た ら 、 シ リコ ー ン を カッ プ で 
流し 込み ます 。 


83: 側面 の 枠 を 取り 付け る 

原型 パー ツ の 油 土 埋 め が 完 了 し た ら 、 側 面 の 型 枠 を 取り 付 
け ま す 。 写真 の も の は スチ レン ボー ド な の で 忠 ピ > を 刺し て 各 
面 を つなぎ 、 流 し た シリ コー ン が 漏れ な いよ うに 劉 を テー プ で 
寒い で いま す 


に 3 


24: ダ ボ 穴 の スタ ン ピ ン グ 1 道具 
2 面 の シリ コー ン ゴム の 型 を 合わ せ た 時 に 型 ず れ が 生じ な いよ 
うに する た め の ダ ボ 穴 を 、 粘 土 の 表 面 に 棒状 の も の を 押し 付け 
て 作り ます 。 棒 は や や 先端 に ビー パー の か か っ て いる も の が v 
い の で 、 写 真 の よう に プラ 棒 な ど で 作 っ て も いい で し ょ う 


スタ ン ピ ン グ は 型 の 底面 に 対し て で きる だ け 垂 直 に 深 す ぎ ず 浅 
すぎ きず 、 パ ー ツ に 近 す ぎ ず 、 遠 すぎ ず …… と 加減 が 難し い の で 
す が 、 で きる だ け 多 く 打 つ 方 が 型 プ レ の 防止 に は いい よう で す 
押し 付け た 際 に パー ツ と 粘土 に 隙間 が 生じ る こと が ある の で 
そう な っ た 場合 は ヘラ で きち ん と 修整 し ます 


図 の よう に 、 凸 側 の シリ コー 
ン が 曲がっ て 入ら な く な っ た 
り 、 レ ジン の カス が 穴 の 中 
に 挟ま っ て 、 そ の せい で 穫 
が きち ん と フィ ッ ト せ ず 、 不 
要 な バリ が で き て し まっ た り 
最悪 の 場合 は 隙間 が で き 
て レジ ン が 液 漏れ し て し まう 
に = _ | 場合 も あり ます 


いい 


87: 油 土 埋め の 完了 
アク アジ ム の パー ツ の 油 土 埋め が 完了 し まし た 。 


ペソ ニノ ョ / 太 =/=/ づ / ォ /=/g/ 


17: 「 埋 め ゆる 」or「 乗 せる 」 

図 の 左側 の よう に 粘土 に パー ツ を 「 埋 め る | 場合 と 、 図 の 右 の 
よう に 「 乗 せる ] 方 法 を と る 場合 が あり ます 。 具体 的 に は 工程 
12 の 手首 パー ツ が 「 埋 め る ]。 工 程 15 の 層 ア ー マ ー が 「 乗 せ 
る 」 で す 。 パ ー ツ の 形状 を 考慮 し て 埋め 方 を 選択 し て くだ さい 。 


] 
| 


18: パー ティ ング ライ ン の 設定 の 工夫 

パー ツ 表 面 に ディ テー ル が 入っ て いて 、 裏 面 に パー ティ ング ラ 
イン を 逃がし た い -……: と いう よう な 場合 は 、 図 の よう に 粘土 を 少 
し 奥まっ た 位置 に 設定 し ます 。 境 目 が 確認 し づら く な る の で 粘 
土 埋め 作業 は や や シビ ア に な り ま す が 、 ゴ ム 状 の 柔らか い 型 を 
使う シリ コー ン 型 の 複製 な ら で は の 対処 法 で す 


x OO 


19: バ パー ツ と 粘土 の 境目 の 処理 

図 は あく まで も 理想 で は ある の で す が 、 パ ー ツ に 面 に 対し て 粘 
土 が で きる だ け 90 度 に 近い 角度 で 接する よう に する と 、 型 ズレ 
に よる 成形 パー ツ の 段差 を 最小 限 に する こと が で きま す 。 図 の 
左側 の よう に 原型 パー ツ と 粘土 の 境目 の 断面 が 斜め に な っ て 
いる と シリ コー ン も 同じ 形 で 流し 込ま れる の で 、 型 の バー ツ の 縁 
が ベラ ベラ に な り 、 パ バー ツ の 段差 や シリ コー ン 型 の ちぎ れ の 原 
因 と な っ て し まい ます 


20: 埋め る 深 さ 

油 土 埋め の 際 、 原 型 バ パー ツ を 深く 粘土 に 埋め すぎ て し まう と 片 

面 に シリ コー ン を 流し て 、 上 下 を 逆 に し て 粘土 を 剥が す 時 に 原 

型 パ ー ツ が シリ コー ン か ら 外 れ て 、 粘 土 に 持っ て いか れ て し まう 

の で 気 を 付け まし ょ う 。 型 の 製作 中 に シリ コー ン か ら 外 れ て し ま 
た パー ツ は も う 一 度 は め て も 隙間 が で き て し まう こと が 多い の 

で 、 ト ラブ ル を 防ぐ た め 別 の 型 で 作り 直す こと を お スス メ し ます 


ら 1: ゲ ー ト 用 の 材料 

自分 の 場合 、 ラ ン ナ ー か ら パ ー ツ に 繋が る ゲー ト は シリ コー ン 
を カッ ト し て 作る こと が 多い の で す が 、 写 真 の よう な プラ 棒 や 
給 線 を 原型 と 一 緒 に 埋め て ゲー ト に し て も いい で し ょ う 


らら : 埋め た 細 ゲ ー ト 
見 た 目 も きれ い に 仕 上 が り ます 


13: へ ラ で バーツ の 際 を 整え る 
へ ラ を 使っ て パー ツ の 際 を 隙間 が な いよ うに 仕上 げ ま す 。 へ 
ラ の 縁 で 粘土 を 切る よう に し た り 、 ヘ ラ の 腹 で 粘土 を 撫で て 滑 
ら か な 表面 に し た り と 、 と に か く 隙 間 を 作ら な いよ う パ ー ツ と 粘 
土 を 密 藩 させ ます 。 ま た 、 粘 土 と パー ツ の 境目 が シリ コー ン 型 
の 分 割線 と な り 、 そ れ が その まま 成形 し 
グラ イン と な る の で 、 バ パー ティ ング ライ ン を 入れ た く な い 部 分 
成形 後 仕上 げに くく な る 部 分 な ど に 、 粘 土 と バー ツ の 境目 を 
設定 し な いよ うに 気 を 付け まし ょ う 


た パー ツ の パー ティ ン 


14: へ ラ 名 種 

粘土 造形 や 彫 全 、 歯 科技 工 で 使わ れ て いる 金属 ヘラ の 「 ス 
パチ ュ ラ 」 は 高価 で す が ( 千 円 一 数 千 円 まで 様々 ) 油 土 埋め 
作業 に は 最適 な ヘラ な の で 、1 一 2 本 プレ ー ン な 形状 の も の 
を 持っ て いる と 非常 に 役に立ち ます 。 ほ か に 木 の ヘ ハラ 、 プ ラス 
チッ ク の 粘土 細工 用 の ヘラ 、 ス プー ン 、 バ ター ナイ ブフ 、 爪 楊枝 


な ど 、 様 々 な も の が 使え ます 


し [ 
時 4x。 


15: 様 々 な 油 土 埋め の 例 1 
写真 の 層 ア ー マ ー の パー ツ の よう な 内 側が えぐ れ た 形状 の 場 
合 は 、 そ の まま だ と 中 に 空気 が 入っ た 状態 で 、 粘 土 に 埋め て も 
陳 間 が 発生 し や すい の で 、 中 に 軽く 油 土 を 詰め て か ら 油 圭 埋 
め を 行い ます 


16: 様 々 な 油 土 埋め の 例 2 
装甲 真 の モー ルド な ど 、 油 粘土 が 付い て スジ 彫り や 逆 エ ッ ジ の 
部 分 に 残っ て し まう と 、 後 の 処理 が 面倒 な 場合 は 、 粘 土 に 埋め 
る 前 に 軽く 郊 型 剤 (写真 は フッ 素 系 ) を 吹き 付け て お く と 粘土 
の こび りつ き を 防ぐ こと が で きま す 


 :- 


「 4 時 / ヲ ニノ =/=/ 友 々 ダー/ 


L 


63: 毛細 管 現象 を 利用 する 3 

の よう ヵ で レジ ン が 渡れ に くい 部 分 に レジ ン を 流し 込 
こと が で きま す 。 た だ し 、 こ の 方 法 は シリ コー ン 型 に 微細 な 気 
が ! に ン が 入り 込ん で シリ コー ン に 食 


攻 

* 

ユ 
メ 


64: 完 成 し た アク アジ ム の 複製 パー ツ 
片面 型 と 両面 型 を 両方 活用 し て 、 ア クア ジム に 使用 する レジ ン 
パー ツ を 複製 し て 揃え まし た 。 同じ も の を 複数 作ら ず 、 複 製 を 前 
提 に する こと で 、 一 つの 原型 0 な ど に 集中 で きる の で 効 
率 よく 、 よ り よ い 作 品 を 作る こも な り ま す 。 最低 数 千 円 は 
必要 な 材 科 費 な ど 、 や や 最 し の 高い 複製 工作 で す 
が 、 ま すず は 簡単 な 片面 型 か ら で も チャ レン ジ し て みて くだ さ v 
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B1: 毛 細管 現象 を 利用 する 1 

「Mr.SSP] の パウ ダー や ベビ ー パ ウ ダ ー な どの 粉 を 、 気 泡 の 
入り や すい 箇所 に まぶす こと で 毛細 管 現象 で パウ ダー を レシ 
ン が 伝わっ て 繊細 な ディ テー ル に も レジ ン を 送り 込め ます 


6g: 細 管 現象 を 利用 する 2 
パウ ダー を 筆 に と っ て 薄く シリ コー ン 型 の 表面 に まぶし ます 


56: シ リコ ー ン 型 へ の 流し 込み 
カッ プ の 口 を 少し 折り 曲げ て 、 泡 立た な いよ うに 速やか に そ 
と 流し 込み ます 。 流し 込ん だ し が 型 の 上 の 湯 逃 け の 穴 か 
見 えた ら 、 レ ジン が ラン ナー か ら ゲ ー ト を 通っ て パー ツ に 充填 


5 フ 7: 硬 化し た ら 脱 型 す る 
湯 だ まり や 湯 逃 げ の レジ ン を 触っ て 硬く な っ て いた ら 硬 化 完 
了 で す 。 体 積 が 大 きい ほど 発熱 の 作用 で 硬化 時 間 が 早い の 
で 、 細 か な パー ツ が ある 場合 は 、 硬 化 待ち 時 間 を 長く 取り ます 
ンプ 用 の ゴム と 板 を 外し 型 を 開き まし た 。 写真 の よう に き 
れい に 各 バ パー ツ に レジ ン が 流れ て いま す 


58: 複製 され た バ パーツ 
型 か ら 外 し て み ま し た 。 一 部 、 微 細 な 気泡 が 入っ て いま し た が 


と りあ え ず 成功 で す 。 バ リ も ほとん ど な く 
アク アジ ム の 作例 に 使う こと が で きま し た 


『 


5: 気泡 が 入っ て いた ら ? 
も し 気泡 が 入っ て いた ら 、 図 の よう に 湯 逃 げ を 追加 し て 、 空 気 
の 逃げ 道 を 作っ て 再度 レジ ン を 流し て 確認 し ます 


信久 


60: 下向き の 角 に 気泡 が 残る 場合 

図 の よう な 下向き の 突起 や エッ ジ の 先端 の 気泡 が 入っ て し まう 
の は 、 そ の 部 分 だ けが トッ プ ゲ ー ト 式 の 注 型 の よう に 、 型 の 中 で 
上 か ら 下 ヘレ ジン が 流れ 込ん で し まっ た か ら で 、 こ の 症状 を 解 
消す る に は 、 気 泡 の 入っ て し まう 部 分 を ゲー ト に し て し まう の が 
いい で し ょ う 


少な い 加 工 修整 で 


51: 計 量 用 の デジ タル 笑 


レジ ン は 混合 比 を 間違う と 硬化 不良 を 起こ し て 、 不 完全 硬化 


で ゴム 質 に な っ て し まっ た り 表 面 が ベタ た り し て し ま 

う の で 、 必 ず 和 r で 同じ 重 さ に 計っ て 混 わせ ます 。 科 の 表 

面 は レジ ン で 汚れ て し ま の で / を 表面 に 貼 
と を お スス メ め 


ます 


ン は 両方 と も 透明 な 液体 な 


よう に | A 液 ・B 液 ] と マ 


53: レ ジン の 計量 2 
カッ プ を 笠 の 上 に 置い て 数 字 を ゼロ に 戻し て か ら 、A 液 を 注ぎ 
ます (順番 は 関係 な いで す 今回 は 30g カ ッ プ に 注ぎ まし た 


54: レ ジン の 計量 3 


次 に A 液 を 注い だ カッ プ に B 液 を 同じ 量 注ぎ ます 。 今 回 は 30g 
†30g で 60g で す 


55: レ ジン の 揚 振 
同 量 注 い だ カッ プ の レジ ン を 手早く し っ か り と 提 振 し ます 。 混 合 


が 始ま っ た ら 作 業 可能 時 間 は 2 一 3 分 な の で 、 ゆ っ た り と し て い 
る と 固まっ て し まい ます 


リ ペ / ニ =/ 友 =/=/ プ / mw 々 /=/ な / 


レジ ン の 注 弄 
二 液 性 の ポリ ウレ タン (キャ スト レジン. ウレ タン な 


ど 模 型 関連 で の 呼称 は 様々 で す ) を シリ コー ン 型 
に 注 型 し ます 。 


42: シリ コー ン の 流し 込み 
工程 29ー32 と 同じ 作業 を 行い ます 


247: 型 を 挟む 板 と ゴム 

型 を 板 で 挟ん で 、 輪 ゴム で 固定 し て し っ か り と 両面 か ら 押 さえ 

られ た 状態 で レジ ン を 流し ます 。 板材 の 表面 に は 写真 55 に 写 
て いる よう な ポリ プロ ピレン 製 の テー プ を 貼っ て お く と 、 レ ジ 

ン が 付い て も 剥が し て 再 利用 で きま す 。 ゴ ム は 幅広 の も の を 

使う と し っ か り と 挟む 力 を 加え る こと が で きま す 


43: 型 割り 


シリ コー ン が 硬化 し た ら 型 枠 を 外し て 型 の 端 か ら 開 きま す 


48: 板 と ゴム で クラ ン ブ 
写真 の よう に 挟む 力 が 偏ら な いよ うに 、 バ ラン ス よ く ゴ ム を 配 


置 し ます 


44: シリ コー ン 型 の 完成 
型 割り を し て アン ダー ゲー ト 式 の 二 面 型 の 完成 で す ! パー ツ 
は 型 を 傷め な いよ うに 、 丁 寧 に 取り 外し ます 


49: 二 液 性 ポリ ウレ タン 樹脂 

右 が 今回 使っ た RC ベル グ の 「 フ ァ イ ン キャ スト ライ トペ ー ジ ュ 
180 秒 タイ プ 」。 RC ベル グ の HP か ら 通 販 で 購入 が で きま す 
1kg か ら 購 入 が 可能 で す ( 現 在 は 容器 が 缶 に 変更 され て いま 
す ) 。 左 は ウェ ー ブ の 「HG キ ャ スト (クリア) 」 。 カ バー 用 の ガン 
ダム 胸像 の メイ ンカ メラ や 眼 の レン ズ パ ー ツ は 、 こ の 商品 で 


45: ゲー ト ・ 湯 逃げ を 太 る 1 

製 し まし た ラン ナー か ら パ ー ツ に レジ ン を 流す た め の 「 ゲ ー ト 」 と 、 パ ー ツ か 
ら 空気 と レジ ン を 逃がす 「 湯 和輝 げ け 」 を 彫り ます 。 慣れ て くる と どこ 
に 必要 か 分 か る よう に な り ま す が 、 最 初 は マジ ッ ク ベ ン な ど で 下 
書き を し て レジ ン や 空気 の 流れ を 検証 し て か ら 彫 る と 、 必 要 の 
な い 部 分 を カッ トレ し て し まう な どの ミス を 防ぐ こと が で きま す 


50: キ ャ スト 用 

離 型 剤 スプ レー 
今回 の よう な 数 個 程度 の 
複製 で は あま り 使う 必要 性 
は あり ませ ん が 、 ガ レー ジ キ 
トイ ベン ト な ど 用 に 数 十 個 
| 複製 する 場合 等 は 型 の 保 
讃 の た め の 必 需 品 と な り ま 
す 。 大量 に 吹き 付け すぎ る 
| と 後 で 塗装 が 剥が れ や す 
く な る な どの トラ ブル の 元 に 
な る の で 注意 が 必要 で す 


46: ゲ ー ト ・ 湯 逃げ を 彫る 2 
デザ イン ナイ フ を 使っ て 「V 字 切り 」 で 慎重 に 必要 な 部 分 だ け 
切り 取り ます 
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「A 二 / ッ ニノ = ァ /</ 友 アダ ダー/ 


24: 平 手 を 底抜け の 割 き 型 で 成形 する 
ハン ド バ ー ツ の 「 平 手 」 も 同じ 方 法 で 複製 が 可能 で す 。 原型 
の 指 の 先端 部 分 に 0.8 ミ リ 径 の プラ 棒 を 接着 し 、 写 真 の よう 


に 型 枠 に セッ ト し まし た 


65: 透 明 ン シリ コー ン で 型 取り 

「24」 の 状態 で 型 枠 を 組み 、 ボ ポーク ス の 「 透 明 シ リコ ン 」 で 型 
を 製作 し まし た 。 原型 を 取り 外す と この よう な 構造 に な り ま す 
逆光 で 揚 影 


6: レ ジン の 流し 込み 
先 に 解説 し た スパ イク バ パーツ と 同じ よう に PP 板 の 底 フタ を 使 
用 し て レジ ン を 流し ます (180 秒 硬化 の レジ ン を 使用 し て いま 
す ) 。 手 の ひら の 側面 部 分 に 少し 切り 込み を 入れ て 、 や や 無 
理 抜き の 割 き 型 に し て いま す 


ら @7: 複 製 し た 平手 パー ツ 
完全 硬化 させ て 、 型 か ら 取 り 出 し 平手 パーツ の 複製 品 の 完 
成 で す 


ら 8: 仕上げ て 完成 
両面 型 で の 複製 の 場合 、 指 の 又 の 部 分 な ど バ パー ティ ング ライ 
ン の 処理 が 大 変 な 平手 バー ツ で す が 、 今 回 の 方 法 の 場合 指 
の 先端 の ゲー ト 処理 と 手の甲 の 側面 の 割 き 型 の パー ティ ン 
グラ イン 処理 の み で 、 き れい に 仕上 げ る こと が で きま し た 。 大 
量 生産 に は 向き ませ ん が 、 ス クラ ッ チ 作品 や 原型 製作 の エ 
作 の 過程 の ひと つと し て は 有効 な 方 法 な の で 、 ぜ ひ お 試し く 
だ さい 
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18: 底 抜け 型 へ の レジ ン 注 型 3 
パー ツ の 底面 を 確認 し て 、 レ ジン が 空気 抜け の 穴 を 伝っ て 流 
れ て き て いる こと を 確認 し ます 


20: 底 抜け 型 へ の レジ ン 注 型 4 
PP 板 で シリ コー ン 型 の 底面 の 欠 に フタ を し ます 。 漏れ た レジ 
ン の 粘度 を 利用 し て 、 ビ ピッ タリ と 密着 させ て くだ さい 


/ 


@1: 底 抜け 型 へ の レジ ン 注 型 5 

最後 に レジ ン を シリ コー ン 方 に し っ か り と 丁寧 に 流し 込み ます 
流し 込み に や や 時 間 が か か る た め 、180 秒 硬化 の 作業 可能 
時 間 の 長い タイ プ の レジ ン を 使用 し て いま す (HRC ベルグ の フ 
ァ イ ン キャ スト 180 ライ トペ ベー ジュ 


ら @: 型 抜き 

レジ ン の 硬化 を 待っ て 、 通 常 の 片面 型 と 同じ よう に シリ コー ン 
型 か ら パ ー ツ を 取り 外し ます 。 先端 まで きれ い に レ ジン が 流れ 
まし た 


@3: 肩 アー マー の スパ イク と し て の 使用 例 
先 英 の 空気 抜き の ゲー ト 部 分 を 切り 落と し 、 自 作 の ザク っ ぽ 
い 肩 アー マー に 複製 し た 長め の 鋭利 な スパ イク を 取り 付け て 
み ま し た 前 後 の 少 し 短め の 物 も 同じ 方 法 で 複製 し た も の で 
す 。 両面 型 で 横向 き に 複製 する 場合 に 比べ 、 バ パー ティ ング ラ 
イン が な く 、 円 断面 の 歪み も な い の で 、 仕 上 げ 加 工 は 楽に 行 
えて 成形 品 も きれ いで す 


EE 1] 


13: 「 底 抜け 型 」 の 図解 


「 シ リコ ー ン 型 の 身 に 空気 が 残っ て し まう の な ら 、 そ の 空気 が 


抜け る 穴 を 開け て し まえ ば いい じゃ な い 」 と いう こと で 、 図 の 左 
側 の 状態 を 改善 する た め に 、 右 の よう に シリ コー ン 型 の 底 に 
空気 と レジ ン の 流れ る 穴 を 開い た 状態 の シリ コー ン 型 を 製作 
ます 


呈 空気 抜き の た め に 原 
較 や の ツノ の 先端 に 伸 
し ラン ナー で 作っ た 


人 14: 原 型 の 加工 
は 


位 0.6 ミ リ 径 、 長 さ 2 ミ リ < 
 : い の プ ラ 本 を 接 基 し 
還 還 まし た (黄色 い 部 分 


15: 型 枠 の 作成 

片面 型 を 作る た め の 型 枠 を プラ 板 で 製作 し ます 。 型 枠 の 高 さ 
は 原型 の 高 さ に ピッ タリ と 合わ せま す 。 型 枠 を 組み 、 シ リコ ー ン 
を 渡し 込ん で 、 型 枠 の 上 に プラ 板 で フタ を し て 、 上 下 が 逆 に な 
た 際 に シリ コー ン 型 の 底面 が 平面 に な る よう に し ます 


JNN 


16: 流 し 込み の 図解 

底抜け 型 で は 、 ま ず 先 に 図 の 左側 の よう に 少量 の レジ ン を 型 
の 壁 の 面 を 伝 う よう に "少量 "流し 込ん で 、 空 気 抜け の 穴 ま で 
レジ ン を 満た し て か ら 、 底 面 に PP 板 で フタ を し て 、 レ ジン の 漏 
れ を 止め 、 最 後に 図 の 右 の よう に 型 に レジ ン を 注ぎ ます 


1 プ 7: 底 抜け 型 へ の レジ ン 注 型 1 

工程 16 で 解説 し た 一 連 の 作業 を 実際 に 行っ て み ま す 。 必 ず 
使い 捨て タイ プ 等 の 汚れ を 防ぐ 手 鐵 を し て 、 シ リコ ー ン 型 と 底 
フタ 用 の PP 板 を 写真 の よう に 持ち ます 


18: 底 抜け 型 へ の レジ ン 注 型 2 

レジ ン の 挫 振 棒 (写真 は プラ 板 の 切 れ 端 で す ) な ど を 使っ て 、 
型 に 少量 の レジ ン を 流し 込み ます 。 型 の 内 側 の 璧 の 面 を 伝 う 
よう に 、 そ っ と 少し ずつ 流し 込み ます 


0g: 握 りこ ぶし パー ツ の 片面 型 で の 複製 

ポー ル ジ ョ イン ト な どの 接続 な どの 後 加工 は 必要 に な り ま す が 
所 りこ ぶし パー ツ も 片面 型 で 複製 する こと が で きま す 。 1/100 
と 1/144 の 角 指 の 握り こぶ し バー ツ を 例 に 複製 し て み ま し た 
写真 の よう に 手首 関節 側 の 平面 を 型 枠 の 両面 テー プ に 固定 


し て シリ コー ン を 流し 込み ます 


写真 の よう ! コー ン の 柔軟 性 を 利用 し た 「 無 理 抜き ] で 強 
引 に 抜い て いま す 。 レ ジン の 流し 込み の 際 に は 、 シ リコ ー ン 型 
の 表面 に バウ ダー を ま て 、 毛 細管 現象 を 利用 し て ディ テ 
ー ル の エッ ジ や く ぽ み に レ ジン を いき わた ら せ て いま す 


11: 複 製 し た 握り こぶ レバー ツ 

レジ ン に 置換 され た 握り こぶ し バー ツ で す 。 複雑 な 形状 に 加 
ぇ ディ テー ル が 入り 組ん で いて 、 パ ー テ ィング ライ ン の 処理 の 
面倒 な ハン ド バ ー ツ は 、 片 面 型 で の 複製 を うま く 行 うと 後 の 処 
理 が 楽 で す 


片面 “底抜け " 型 

角 や 牙 の よう に 先端 が 鋭く 失っ た よう な 形状 は 、 先 
端 の 細い 部 分 に レジ ン が 流れ づら いた め に 気泡 が 
入り や すく 、 通 常 の 片面 型 で は や や 複製 の 難し い 
パー ツ 形 状 で す 。 そ こ で 80 年 代 の 米国 の SFX 工 
房 な ど で 、 モ ンス ター の 牙 な どの 複製 に 使わ れ て 
いた 技法 の 「 底 抜け 型 ] で 、 ツ ノバ パー ツ と 平手 パー 
ツ を 複製 し て みよ うと 思い ます 。 


18@: ツ ノバ パー ツ の 原型 と 気泡 の 入っ た 複製 バー ツ 
写真 下 が 、6.3 ミ リプ ラ 棒 か ら 削 り 出し た ツノ (スパ イク ) 状 の 
原型 パー ツ 。 写真 上 が その 原型 を 通常 の 片面 型 で 複製 し 
レジ ン を 流し 込ん だ パー ツ で す 。 ツ ノ の 先端 に は レジ ン が 流れ 
込ま ず 、 大 き な 気 泡 が 入っ て シル エッ ト が 欠け て し まい まし た 


リノ ニノ =/ 友 =/ ど と / ず /Y/=/g』 


トド で の の DI] ーー 

04: 前 腕 バ ー ツ の 無理 抜き 
前 腕 パ ー ツ は 円 筒 状 で 、 上 下 に ヒジ 関節 と 手首 の 入る くぼみ 
が ある た め 、 そ の まま で は 片面 型 で 複製 する の に は 向い て いま 
せん 。 通常 は 両面 型 で 複製 する の で す が 、 今 回 は 写真 の よう 
に 流し 込み の ゲー ト & 湯 抜き と な る 「 ゲ タ 」 と し て 薄い 板 を 取り 
付け て 、 パ ー ツ を 浮か せ た 状 態 で の 片面 型 で 複製 を 行い ます 


ーー4( 


05: 前 腕 の 片面 型 の 断面 図 

片面 型 な の で トッ プ ゲ ー ト 方 式 で は ある の で す が 、 縦 長 の ゲー ト 
の 形状 な の で 、 図 の よう に 原型 パー ツ に 取り 付け た 板 の 部 分 
を 流し 込み 用 の ゲー ト & 湯 抜き と し て 使い 、 前 ペー ジ ま で で 超 
介し た アン ダー ゲー ト 方 式 の 型 の 要領 で 流し 込み を 行い ます 


06: 割 き 型 に な り ま し た 

複製 に は 柔らか く 引 っ 張り 強度 の 高い シリ コー ン を 使用 し まし 
た が 、 さ す が に この 形状 を その まま 抜き 取る の は 無理 だ っ た の 
で 、 型 の 一 部 に 切込み を 入れ て 、 パ ー ツ を 取り 出す 「 割 き 型 」 に 


な り ま し た 


07: ゲ ー ト 部 分 を 仕上 げ る 
不要 な ゲー ト 部 分 を ナイ フ や ヤス リ で 仕上 げ て 前 腕 パ ー ツ の 
複製 品 の 完成 で す 。 片 面 型 の 特徴 と し て 、 両 面 方 の よう な クラ 
ンプ に よる 型 の 潰れ や 歪み が な い の で 、 円 形 の バー ツ 断 面 が 
柄 円 に な る こと も な く 、 今 回 の 前 腕 パ ー ツ の よう な 円 柱状 の パ 
ー ツ に は 適し て いる と 思い ます 


OB: 複製 し た 腕 バ ー ツ 

基本 的 な 片面 型 と 割 き 型 で ジオ ン 軍 設計 図 MS の 脱 バ パー ツ 
が 複製 で きま し た (完成 品 は 129 ペ ベー ジ に ! ) 。 パ ー ツ の 形状 
に 制限 は あり ます が 、 油 土 埋め の 必要 な 両面 型 と 比べ て 作業 
量 の 少な い 片 面 型 は 気軽 に 行え る の で 、 左 右 の 腕 を 揃え る よ 
うな 「 ち ょ っ と し た 複製 」 に オス ス メ で す 


片面 型 応用 編 


図 の よう な 裏面 が 平ら な レリーフ 状 


の パー ツ 等 に 適し た [片面 型 」 で す 
が 、 シ リコ ー ン の 種類 や 型 の 構造 を 
工夫 する こと で 、 様 々 な 形 の パー ツ 
を 複製 する こと が で きま す 。 こ こ で は 
逆 テ ー パ ー の ある パー ツ の 簡易 的 
な 割 き 型 に よる 複製 と 、 片 面 型 で は 
気泡 の 入り や すい 、 先 端 の 失っ た 
スパ イク 状 の パー ツ の 複製 を 紹介 
し ます 。 


其 本 的 な 片面 型 と その 応用 
118 ペ ー ジ か ら の 「 ボ ポリ エス テル バテ エ 作 編 」 で 製 
作 し た "ジオ ン 軍 設計 図 MS" の 腕 パ ー ツ を 例 に 片 
面 型 で の 複製 を 紹介 し ます 。 


01: ジ オン 軍 ・ 設 計 図 

MS の 腕 の パーツ 
ポリ エス テル バテ 工作 で 製 
作 し た ジオ ン 車 設計 図 MS 
で す が 、 腕 パー ツ は 左右 共 
通 で 使用 で きる 形状 だ っ た 
た め 、 複 製 し て 2 本 の 腕 を 描 
える こと に し まし た 。 「 で も 両 
面 型 を 作る の は ちょ っ と 面 
倒 く さい 」] 。 ス クラ ッ チ 
作品 の 長い 製作 過程 に は 
そん な 気分 の 時 も ある の で 
笑 ) 片 面 型 で 簡単 複製 を 
行い ます 


プ ー 


0g: 型 枠 へ の パー ツ の 配置 

136 一 137 ペ ー ジ で 紹介 し た 片面 型 の 製作 工程 で 複製 し ま 
す 。 肩 か ら ヒ ジ 関 節 まで の パー ツ は 通常 の 片面 型 に 適し た 「 平 
面 」 が バー ツ の 一 部 に あっ た の で 、 写 真 の よう に 両面 テー プ を 
貼り 付け た 肩 枠 の 底面 に 貼り 付け 、 枠 を し っ か り 組 ん で シリ コ 
ー ン を 流し ます 


03: 型 に レジ ン を 流し 込む 

で き あ が っ た シリ コー ン 型 に レジ ン を 渡し 込ん で 、PP (ポリ プロ 
ピレン ) の 板 で フタ を し て 硬化 させ て 肩 か ら 腕 ま で の パー ツ は 完 
成 で す 
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/ =/zz ガ z7747/ ど 


17: ス ライ ド 型 図解 
図 の よう に シリ コー ン 型 に セッ ト し た PE 棒 を 包む よう に 周囲 ! 
らら : スラ イト ド 型 応用 レジ ン が 流れ 、 レ ジン の 硬化 後に 型 か の ら パ ー ツ を 取り 外し 、PE 
長い 簡 上 バー ツ 以 外 で の 使用 法 の 例 と し て 、 切 り 込み の 入 棒 を 引き 抜 まま す 


た ビー ムラ イブ ル の 銃口 と マシ ン ガ ン な どの 銃身 の ヒー トカ 


バー を 複製 し うと も 2 面 型 で 複製 する に は 難 18: レ ジン を 
易 度 の 高い 形 杖 の で す 流し た 状態 


写真 の よう に 成形 さ 
れ ま し た 


@3: 成 形 し た パー ツ 
2 面 型 の シリ コー ン 型 に PE 丸 椅 (5 ミリ ) と スト ロー (2.5 ミ リ ) を 
セッ ト し て 複製 し まし た 


18:PE 棒 を 引き 抜い て 完成 
レジ ン が 完全 に 硬化 し た ら 、PE 丸 棒 を 引き 抜い て スラ イド 成 
E 成 で す 。PE 丸 棒 は 接着 性 が 極め て 低く 両 剤 性 も 


@4: 複 製 し た バー ツ 

ゲー ト を 切り 取り 、PE 丸 棒 、 ス トロ ー を 引き 抜い て 完 有 
筒 の 側面 か ら 内 側 に 貫通 し た 穴 、 銃 口 の 切り 込み な ど 、 きれ 
い に 成 形 で きま し た 。 アイデア 次 第 で 様々 な 使い 方 が ある の 
で 、 ぜ ひ 試 し て みて くだ さい 


@0: ゲ ー ト 、 バ ー テ ィング ライ ン を 仕上 げ て 男 簡 バー ツ の 完成 
ドー タッ プ の 主砲 基部 に 取り 付け て み ま し た 。 通 常 、 ガ レー ジ 
キッ ト な ど で は 、 穴 部 分 を 一 段 下げ て 埋め て 処理 する こと が 多 
い の で す が 、 往 状 に 買 通 させ る こと で 、 よ り 立 体感 が 増し ます 


ら 5: バー ツ を 組み 合わ せ た ド ー タ ッ プ 

スタ イロ フォ ー ム を 使用 し た 妖 似 中 空 成形 で 作っ た 胴体 パー 
ツ と 、 ス ライ ド 型 で 作っ た 主 秦 パ ー ツ を 他 の 各 パ ー ツ と 組み 合 
わせ て み ま し た 


ら @1: カ ッ ト モ デル 
部 分 を 半分 に カッ ト し て み ま し た 。 内 側 も きれ い に 成 形 さ 
いま す 
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13: と > ン フ コー ー ン 崇 で の 複製 に 不向き な パー ツ 


14: 型 の 破損 

長い パイ プ 状 の パー ツ の 複製 を し た 場合 、 パ AA 
コー ン 型 と の 摩擦 が 強く 、 シ リコ ー ン 型 か ら 原 型 や 

成形 品 を 外す 際 コー ン 型 が 傷ん Pi あ 2 
が 高く な っ て し まい ます 


15:RE 丸 棒 々 スト ロー 

ン リ コー ン 型 で スラ イド 型 を 作る 場合 は 、 写 真 の よう な PE 製 
の 丸 棒 や スト ロー を 使用 する こと で 、 ス ライ ド 金 型 と 同じ よう な 

仕組 み で 複製 を する こと が で きま す 。PE の 丸 棒 は 4 一 60 ミ リ 
いま で の 各 サ イズ が ホー ムセン ター や ネッ ト 通 販 で 手 に 

り ま す 200 円 1 メー トル か ら ) 。 スト ロー は 栄養 ドリ ンク や 乳 

酸 菌 飲料 に 付属 の も の な ど 、2.5 ミ リ 径 か ら 手 に 入り ます 


16: 原 型 に PE 棒 を セッ ト し て 複製 する 
写真 の よう に 原型 の 砲 億 に PE 棒 (4 ミリ ) を セッ ト し て 、 ア ンダ 
ー ゲ ー ト の 2 面 型 で 複製 し まし た 


0g: 複 製 し た バー ツ 

シリ コー ン 型 に 装着 し た ビン は デザ イン ナイ フ 等 で 削っ て 、 き れ 
い に 仕上 げ ま す 。 し と レジ ン 同 士 は 接 区 性 が 高 の で 
仕上 げ 後に 丸く 跡 が 残る 場合 が あり ます 。 そ 0 、 
み 系 の 瞬間 接 秒 剤 を 抄 布 し て 、 ヤ スリ で 仕上 げ る と きれ い に な 
り ま す 


10: カ ッ ト モ デル 


複製 し た パー ツ を タテ に 半分 に カッ > ト 
に 発泡 到 材 の スタ イロ っ の 中 子 
に ます 。 し 


PE 棒 を 使っ た スラ イド 成形 


イン ジェ クシ ョ ン 成 形 の 「 ス ライ ド 金 型 ]」 の 構造 を 
参考 に し て 、 難 接着 樹脂 の ポリ エチ レン の 棒 材 を 
使っ た スラ イド 成形 を 紹介 し ます 。 い わ ゆ る 「 よ せ 
型 ] の 一 種 で す が 、PE 素 材 の 棒 材 を 使う こと で シ 
ャ ー プ な 成形 が 可能 で す 。 


11: スラ イド 成形 で 複製 する バー 
ドー タッ プ の 胴体 下部 に 付く 主 克 の 砲 簡 部 分 を ポリ エチ レン 
以下 PE) の 丸 棒 を 使用 し た スラ イド 成形 で 複製 し ます 


/ / 


18: ス ライ ド 金 型 

プラ モデ ル (イン ジェ クシ ョ ン キ ッ ト ) の スラ イド 金 型 で 成形 され 
た パー ツ の 写真 で す (HG RX-78-2 ガン ダム ) 。 上 下 の 面 の 
2 面 の 型 と ヨコ に スラ イド する 型 を 組み 合わ せる こと で 、 写 真 
の よう な 簡 状 な ど 、 複 雑 な 形状 の パー ツ を 成形 する こと が 可 
能 で す 


し ニョ / タ タタ / グ / コッ / </Z/ 


04: 中 子 の 固定 ピン の 製作 
前 項 で 紹介 し た 「 片 面 底 抜け 型 」 で 2.5 ミ リ の 丸 棒 を 複製 し レ 
ジン に 置換 し て いま す 


05: スタ イロ フォ ー ム の 中 子 の 製作 
シリ コー ン 型 と の 隙間 を 調整 し な が ら 、 ス タイ ロフ ォ ー ム を 削っ て 
中 子 を 製作 し ます 


複製 応用 


シリ コー ン 型 の 複製 方 法 と し て 定番 
の アン ダー ゲー ト の 二 面 型 の 複製 
方 法 も 、 工 夫 や アイ デア 次 第 で 、 ま 
だ まだ 様々 な 応用 の 可能 性 が あり ま 
す 。 こ こ で は スタ イロ フォ ー ム を 使用 
し た 軽量 化 目的 の 擬似 中 空 成形 と 
ポリ エチ レン (PE) の 棒 材 を 使用 し 
た 銃身 パー ツ の 穴 等 の スラ イド 型 を 
解説 し ます 。 


スタ イロ フォ ー ム を 使っ た 
疑似 中 空 注 型 

ポリ エス テル バテ 工作 の ペー ジ で も 紹介 し た 、 ス タ 
イロ フォ ー ム を 使用 し た 疑似 中 空 成形 を レジ ン 注 
型 で も 行う こと が で きま す 。 手 間 は か か り ま す が 、 大 
型 モ デル の レジ ン の 節約 や 可動 モデ ル の 軽量 化 
に 有効 な 方 法 で す 。 


06: 中 子 を エボ キシ 接着 剤 で コー ティ ング 
スタ イロ フォ ー ム は その まま 中 子 に する と 、 レ ジン の 溶剤 (キシ レ 
に よっ て 溶け て し まう の で 、 溶 剤 の 影響 の 少な い エ ポキ ン シ 樹 
脂 (接着 剤 ) で コー ティ ング し ます 。 少し で も 吉 て 
か ら レジ ン が 入り 込ん で 発泡 の 原因 に な っ て し まう の 


と 厚め に 塗り ます 


07: 断 面 図 

シリ コー ン 型 と 中 子 と ビン 、 そ し て 注 型 す る レジ ン の 関係 を 断面 
図 の 図解 に し て み ま し た 。 図 の よう に 型 と 中 子 の 隙間 に レジ ン 
が 注 型 さ れ て 、 固 定 用 の ピン と 一 体 化し て スタ イロ フォ ー ム を 
内 包 し た 疑似 中 空 パ ー ツ に な り ま す 


OB: 複製 し た バー ツ } 
写真 の よう に アン ダー ゲー ト で きれ い に 注 型 が で きま し た 


01: 複 製 す る バー ツ 

今回 は 「 機 動 新 世紀 ガン ダム X」 に 登場 する MS [ドー タッ プ 」 
の 胴 体 の バーツ を 複製 し ます 。 写真 の よう に キウイ フル ー ツ ほ 
どの サイ ズ で す 。 そ の まま ムク で 複製 し た 場合 は 65Og ほ どの 重 さ 
こ な り ます 


0g: 「 固定 ピン を 打ち 込む 」 

シリ コー ン 型 に スタ イロ フォ ー ム の 中 子 を 固定 する た め の ビ ピン を 
複製 する 原型 に 取り 付け ます 。 な る べく ディ テー ル の な い 場 所 
に 設定 する と 後 の 処 理 が 楽 で す 


03: 援 製 

写真 の よう に アン ダ 
ー ゲ ー ト の 2 面 型 で シ 
リコ ー ン 型 を 製作 し ま 
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電撃 ホビ ー マ ガ ジン の HOW TO シリ ー ズ 


さま ざま な 塗装 法 を 詳し く 紹介 ! 
カン ペ キ 浴 装 ガ イド ロ X g 加 生き 
A4 変 型 判 ーー 定価 :( 本 体 .100 円 + 税 ) 
エア ブラ シ 塗 装 法 を 完全 攻略 
カン ベ キ 和沙 装 ガイ ド 3 エア ブラ シ 完 全 攻 略 
A4 変 型 判 一 定価 :( 本 体 2.000 円 + 税 ) 
初心 者 か ら 上 級 者 まで 楽し め る 模型 斑 の 伝導 書 
すぐ [ぐに 役立つ プラ モテ ル 技術 の 引き 出し を sm> き 

定価 :( 本 体 2.500 円 + 税 ) 
On 
GUNDAM SCRATCH BUILD MANUAL ルル き 
A4 変 型 判 定価 :( 本 体 .500 円 + 税 ) 
アイ テム ご と に プラ モエ 作 過程 が 追う 
か ん た ん プラ モ 工 作 ガ イド 13 
A4 変 型 判 - 各 定 価 :( 本 体 2.000 円 + 税 ) 


模型 製作 に 便利 な アイ テム を プロ が セレ クト ! 

プラ モ 工 作法 大 全 [工具 *・ 材 料 | 編 

A4 変 型 判 - 定 価 :( 本 体 .000 円 + 税 ) 
プラ モデ ル を 組み 立て る 工程 で 役立つ テク ニッ ク を 伝授 ! 

プラ モ 工 作法 大 全 | 実践 作業 」 柱 


A4 変 型 判 定価 :( 本 体 .000 円 + 税 ) 
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https://ssl.asciimw.jp/dengeki/cgi-bin/hobbybooks/ 
※ ご 記入 いた だ いた お 客 様 の 個人 情報 は 、 当 社 グル ー プ 各社 の 商品 サー ビス の ご 案内 な ど に 利用 させ て い 


た だ く 場 合 が ご ざい ます 。 ま た 、 個 人 情報 を 議 別 で き な い 形 で 統計 処理 を し た 上 で 、 当 社 グ ルー ブ 難 社 の 商 
品 企画 や サー ビス の 向上 に 役立て る ほか 、 第 三 者 に 提供 する こと が あり ます 。 


電 避 ホ ビー 関連 情報 を いち 早く お 届け ! 
5 な と 衣 人 5 錠 2 httn./hohhydengekLCOm/ 


あと が き 


前 著 「 ガ ンダ ム スク ラッ チビ ルド マニ ュ ア ル | か ら 早 十 年 。 
前 著 を 購入 し て いた だ いた 皆さん や 連載 を 応援 し て いた だ いた 電 ホ ビ 
読者 の 皆さん の お か げ も あっ て 、 つ い に 二 冊 目 の 木 を 出さ せ て いた だ 
きま し た 。 

電撃 ホビ ー マ ガ ジン で の 連載 も 8 年 ぶり の 作業 で 、 以前 は 編集 部 の 
撮影 室 に 週 4 日 ペー ス で 通っ て 撮影 し て いた 作業 工程 の 写真 も 、 機 材 
や ネッ ト 環 境 の 進化 で すべ て 自室 で の 自 撮り と いう 時 代 の 変化 を 感じ 
な が ら の 記事 作成 と な り ま し た 。 

連載 で 製作 し た 1 /100 ガ ル バ ル ディ / の 記事 に 加え て 表紙 用 の 胸 
像 、HGUC「 ジ ムコ マン ド ]」 改造 の アク アジ ム 、「 機 動 戦士 ガン ダ 
ム 」TV26 話 に 設計 図 中 の 一 機 と し て 登場 し た 「 ジ オン 設計 図 MS」 
の 記事 を 新規 で 加え て 、 各 材料 、 工 作 の 基本 か ら フ ォ ル ム の 形成 工程 
を 押さ えつ つ 、 近 年 の 、 線 が 増え る 傾向 の ある アニ メ ・ ゲ ー ム な どの 
ロボ ポ ボット デザ イン へ の 対応 も 考え て 、 以 前 の 本 で は あま り 紹 介 で き な 
か っ た ディ テー ル 工 作 を 多め に 掲載 し て み ま し た 。 

園 How to 本 で す が …… 

この 本 で は 、 い ろ い ろ な 製作 方 法 が 掲載 され て いま す 。 

も ちろ ん 記事 を その まま 参考 に し て いた だ いて も 、 著 者 と し て は う 
れ し い の で す が 「 岬 は こう や っ て 作る の か …… じゃ あ 自 分 は も っ と こ 
ん な ふう に 工夫 し て みよ う ! 」 
「 こ の 記事 で は 〇 〇 を 使っ て る けど も 、 同 じ 方 法 を 別 の 材料 で 試し て 
みよ う !] 
と いう ふう に 、 読 者 の 皆さん それ ぞ れ の 自分 流 の スク ラッ チ 方 法 を 、 
確認 し た り 、 生 み 出す きっ か け に し て いた だ けれ ば 最高 で す 。 
較 最 後に 

本 書 の 出版 に 参加 し て いた だ いた 関係 者 の 皆さん 。 ア イデ ア な ど を 
提供 し て いた だ いた り 、 励 まし の 言葉 を か け て いた だ いた 模型 誌 ライ 

ー、 原 型 師 の 皆さん 、 そ し て 読者 の 皆さん 。 心 か ら 感謝 いた し ます 。 
あり が と う ご ざ いま し た 
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